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１ 農業総合研究所の概要 

(1) 組織、体制のの概要 

本県の農業・食品関係試験研究機関は、明治中期以

降順次設立され、農政及び農業技術の変遷に伴って再

編整備を繰り返し、時代や研究ニーズを踏まえながら

農業技術の研究開発に努めてきた。この間、専門場所

体制の機能を発揮し、本県の農業・食品産業を全国ト

ップレベルに維持発展させる原動力の一つとなってき

た。 

一方、農業・食品を巡る国際環境や消費構造が大き

く変化し、農業及び食品産業については、地域の特性

を活かし消費者ニーズをとらえた新品種育成や新食品

開発をはじめ、「品質・味・健康・安全性」などを踏ま

えた生産・加工技術に加えて、「形・色・包装・保存・

貯蔵性」のほか「流通・市場性・サービス」まで含め

た、幅広い条件を踏まえた試験研究体制が求められる

ようになった。 

このため、①専門場所の研究の枠を越えた一体的な

総合研究体制、②産学官による共同研究・プロジェク

ト研究等の推進を図る連携体制と企画調整機能の強化、

③研究の高度化・効率化、研究ニーズ及び成果の収集・

提供を図る総合情報体制、④研修、交流及び技術相談

など開かれた試験研究体制、⑤国際農業技術交流・技

術研修体制など、試験研究推進体制の整備を図ること

が必要になった。 

このような状況の下で、作物研究センター、園芸研

究センター、畜産研究センター、食品研究センター、

高冷地農業技術センター、中山間地農業技術センター、

佐渡農業技術センターの７専門場所と管理部、企画情

報部、基盤研究部、アグリ・フーズバイオ研究部の共

通基盤部門による「統括型」の体制で新潟県農業の研

究を推進する。 

 

(2) 所 在 

新潟県農業総合研究所 

 新潟県長岡市長倉町857 

 〒940-0826  TEL 0258(35)0823 

        FAX 0258(39)8498 

 

新潟県農業総合研究所作物研究センター 

 新潟県長岡市長倉町857 

 〒940-0826  TEL 0258(35)0893 

        FAX 0258(35)0021 

 

新潟県農業総合研究所園芸研究センター 

 新潟県北蒲原郡聖籠町大字真野177 

 〒957-0111  TEL 0254(27)5555 

        FAX 0254(27)2659 

 

新潟県農業総合研究所畜産研究センター 

 新潟県三条市棚鱗178 

 〒955-0143  TEL 0256(46)3103 

        FAX 0256(46)4865 

 

新潟県農業総合研究所食品研究センター 

 新潟県加茂市新栄町2-25 

 〒959-1381  TEL 0256(52)0448 

        FAX 0256(52)6634 

 

新潟県農業総合研究所高冷地農業技術センター 

 新潟県中魚沼郡津南町大字中深見乙7910 

 〒949-8311  TEL 025(765)2145 

        FAX 025(765)3018 

 

新潟県農業総合研究所中山間地農業技術センター 

 新潟県北魚沼郡川口町牛ヶ島135-1 

 〒949-7505  TEL 0258(89)2330 

        FAX 0258(89)4315 

 

新潟県農業総合研究所佐渡農業技術センター 

 新潟県佐渡市中興甲351 

 〒952-1211  TEL 0259(63)4102 

        FAX 0259(63)3972 

 

(3) 組織機構図 

農業総合研究所   管理部 

               企画情報部 

               基盤研究部 

               アグリ・フーズバイオ研究部 

               作物研究センター 

               園芸研究センター 

               畜産研究センター 

               食品研究センター 

                高冷地農業技術センター 

               中山間地農業技術センター 

               佐渡農業技術センター 

 

         職員数 研究職 128名 

             行政職  26名 

           （うち普及   8 名） 

             現業職  56名 

             合 計 210名 
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２ 共同研究及びプロジェクト研究 

(1) 研究課題及び調査事業一覧 

予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

 1 共同研究   

公募 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) マルチラインの持続的利用に向けたいもち病流行予測システ

ム 

ア マルチラインにおけるイネいもち病突然変異菌の出現・定

着要因の解明 

001  (ア) 変異菌出現頻度の測定 

002   (イ) 越冬菌量の推定 

イ 葉いもちと穂いもちの発病予測が可能なBLASTMULの開発 

      (ア) 発生予察技術の開発 

003     ａ 施肥量が穂いもち発病に及ぼす影響 

平18～20 

 

共同：中央農研、宮城古

川農試、石川農研、福井

農試、九州大、石川県立

大 

作物研栽培科 

     〃 

 

 

     〃 

県特 

国委 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 予察に基づくｱｶﾋｹﾞﾎｿﾐﾄﾞﾘｶｽﾐｶﾒ防除体系の確立 

（合成性フェロモン利用による斑点米ｶﾒﾑｼ防除技術の開発） 

イ 合成性フェロモンを利用した発生予察技術の開発 

004  (ア) フェロモントラップの設置条件 

005   (イ) 発生消長把握におけるフェロモントラップの有効性 

006   (ウ) フェロモントラップの誘殺範囲の推定 

      (エ) 発生予察技術の開発 

007     ａ イネにおける増殖要因の解明 

008     ｂ フェロモントラップと予察灯の比較 

009     ｃ フェロモントラップとすくい取りの比較 

010     ｄ フェロモントラップ誘殺数による斑点米発生量の予測 

011  (オ) 野外における交信攪乱効果の確認 

平14～18 

 

 

平 16～18

〃 

〃 

 

〃 

〃 

〃 

〃 

    〃 

共同：信越化学、北陸研

究センター、山形農試､

長野農試、富山農試 

作物研栽培科 

     〃 

 〃 

 

     〃 

     〃 

     〃 

     〃 

     〃 

国委 (3) ダイズ種子伝染性病害の無毒化技術を中心とした健全種子生

産技術の開発 

     ア 褐斑粒原因ウイルスの種類と分布状況 

012   (ア) CucumovirusおよびPotyvirusの分布 
013   (イ) 未報告の新規Potyvirus科ウイルスの発生 
     イ 種子伝染、褐斑粒発現機構の解明 

014   (ア) PSV感染時期の違いによる褐斑粒発生、種子伝染率の差異 

 ウ ウイルス・紫斑病菌保毒種子低減技術開発 

015   (ア) 乾熱処理による種子伝染性病害無毒化技術の開発 

     エ 従来技術の褐斑粒抑制効果の検証 

016   (ア) エチルチオメトン粒剤の残効期間と褐斑粒抑制効果 

平16～20 

  

 

共同:東北研究センター 

 

 

作物研栽培科､育種科 

     〃 

 

     〃 

 

     〃 

 

     〃 
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予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

県特 

国委 

(4) 稲体の活力診断に基づく高温条件下での環境ストレス耐性評

価 

(水稲の高温登熟条件下における高品質米生産技術の開発) 

017  ア 環境ストレス耐性簡易評価法の検討 

     イ 高温条件下での肥培管理と品質の関係解明 

018   (ア) 栽植密度、水管理等の要因が後期栄養に及ぼす影響の検 

討 

019   (イ) 分げつ様式の違いが後期栄養に及ぼす影響の検討 

020   (ウ) 緩効性肥料の施肥法及び栽植法が品質に及ぼす影響の検

討 

021  ウ 高温生育条件下での品質劣化防止のための後期栄養管理法

の開発 

022  エ 玄米品質劣化把握のための高温登熟性検定法の確立 

平15～19 

 

 

共同：北陸地域基盤研究

部、新潟大学 

 

作物研栽培科 

    

     〃   

  

   〃 

     〃 

 

   〃 

 

作物研育種科 

公募 (5) 北陸の気象・重粘土壌条件下での高商品性省力果樹栽培技術

の開発 

 ア  重粘土質土壌等の水田転換畑に適した高商品性果実生産技

術の開発 

023   (ア) 生理障害回避に有効な西洋ナシの優良台木利用技術の確

立 

024   (イ) 水田転換畑における西洋ナシの商品性向上技術の開発 

     イ 多日照・多雪等の気象条件に即した省力管理技術の開発 

025   (ア) ブドウの水稲育苗ハウスに適したアーチング樹形の開発 

026   (イ) 水稲育苗ハウスに合わせたハウス内でのブドウ生育コン

トロール技術の確立 

     ウ 現地実証ほの設置と栽培マニュアル・経営モデルの作成 

027   (ア) 水稲育苗ハウスを利用したブドウ栽培現地実証 

平17～21 共同：富山県、石川県、

福井県、新潟大、宇都宮

大、果樹研、北越農事 

 

園芸研栽培・施設科、育

種科 

園芸研育種科、栽培・施

設科、環境科 

園芸研栽培・施設科 

        〃 

 

 

        〃 

公募 (6) エダマメの剥き豆調製による新形態加工食品の製造技術の

開発 

 ア  近赤外透過法を用いた食味成分計測による剥き豆分別法

の確立 

 

028   (ア) にいがた茶豆の検量線の作出 

029   (イ) 多品種に適用できる汎用型検量線の作出 

030  イ 原料の品質安定要因の検討 

平17～19 

 

共同：作物研、山形県農

総研、兵庫県農技セン

ター、食総研、ﾌﾟﾗﾝﾄｻﾎﾟｰ

ﾄｻｰﾋﾞｽ、兵庫県食品産業

協議会 
園芸研栽培・施設科 

〃 

〃 
経常 031 (7) 抗菌性飼料添加物に頼らない豚肉生産技術の検討 

 

平18～20 共同：新潟大学、雪国ま

いたけ 

畜産研養豚養鶏科 

公募 032 (8) 動物質飼料に依存しない高泌乳牛の飼養管理技術 

 

平16～18 共同：関東８都県協定 

畜産研酪農肉牛科 

国委 033 (9) 粗飼料多給による日本型家畜飼養技術の確立 

 

平18～22 共同：畜草研、生研セ、

三重科技、大阪食技、徳

島畜研、愛媛畜試 

畜産研酪農肉牛科 

県事 (10) 畜産新技術の取組 

034  ア ガラス化保存受精卵の直接移植に向けた検討 

平17～19 共同：全国共同17都府県 

畜産研繁殖工学科 
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予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

県事 (11) 畜産新技術の取組 

ア ウシ胚の雌雄産み分け技術の実用化に関する試験 

035  (ア) ガラス化保存性判別胚のストロー内希釈法における希釈

液の検討 

平8～ 共同：全国共同15道県 

 

畜産研繁殖工学科 

公募 036 (12) イネ由来抗菌蛋白質の特性解析とその新規食品素材として

の実用化 

平18 共同：新潟大学ほか 
食品研食品工学科 

国委 (13) 米粉の加工適性評価技術の確立と育成品種のパン・菓子類

への利用 

037  ア 米粒成分と米粉特性、作業性に関わる諸特性との関連解明と

評価方法の検討 

038  イ 製品製造時の特性把握と製品品質の検討 

平18～22 共同：農研機構、作物研 

 

食品研穀類食品科 

 

        〃 

三県

共同 

(14) 山菜を利用した機能性食品の開発 

039  ア 山菜の機能性評価 

 

平18～20 共同：山形県、福島県 

食品研園芸特産科、食品

工学科 

国委 (15) 米の食味向上のための乾燥条件の解明 

040  ア 乾燥方式による米粒内部の成分分布の差 

平18～21 共同：生研セ 

食品研穀類食品科 

国委 (16) ドリン系農薬汚染土壌の総合管理技術の開発 

 

041  ア ドリン類吸収抑制剤と低吸収品種利用技術の現地実証試験 

平16～19 共同：農環研、山形農研

セ、埼玉農研セ、東京農

林総セ 

園芸研環境科 

公募   (17) 水田からのメタン発生抑制技術の定量的評価 

042  ア 土壌有機物がメタンガス発生に及ぼす影響の定量的評価 

043  イ 土壌の酸化―還元とメタン発生量の関係把握 

044  ウ 生育中期の水管理が作物体に及ぼす影響評価 

平15～19 共同：農環研、野茶研 

基盤研究部(栽培環境) 

        〃 

        〃 

公募     (18) 土壌微生物群集制御による土壌病害抑止力誘導技術の開発 

     ア 発病抑止土壌の微生物群集構造と成立要素の解明 

 

045   (ア) 発病抑止土壌および連作障害土壌における土壌微生物性

評価 

046  イ 土壌の微生物性の簡易診断法の確立 

     ウ 病原微生物の選択的低減方法の確立 

047   (ア) 還元消毒法による土壌微生物への影響評価 

048   (イ) 蒸気消毒法による土壌微生物への影響評価 

平17～19 共同：北海道農研、岐阜

県､長野県､石川県、 

サカタのタネ 

基盤研究部(栽培環境) 

 

        〃 

 

        〃 

        〃 

国委   (19) 地球温暖化が農林水産業に及ぼす影響の評価と高度対策技

術の開発 

049  ア 連作水田、転換畑におけるＧＨＧ発生実態の把握 

050  イ 連作水田、転換畑における土壌炭素動態の把握 

平18～22 共同：農環研 

 

基盤研究部(栽培環境) 

        〃 
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－ I - 7 － 

予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

公募     (20) 土壌病原菌や有害線虫を駆除する薫蒸作物の開発と利用方

法の確立 

     ア 薫蒸作物による土壌病害抑制効果の確認 

051   (ア) トマト青枯病に対する抑制効果 

     イ 薫蒸作物の線虫抑制効果の確認 

052   (ア) ネコブセンチュウに対する抑制効果 

     ウ 薫蒸作物の効果的鋤込み方法の確立と土壌微生物への影響

調査 

053   (ア) 薫蒸作物の鋤込み方法の確立 

054   (イ) 薫蒸作物の鋤込みによる土壌微生物への影響調査 

平18～22 共同：雪印種苗､道立中央

農試､道立花・野菜技術セ

ンター、北海道大学 

基盤研究部(栽培環境) 

 

        〃 

 

 

〃 

        〃 

公募   (21) 環境規範に適合する家畜ふん堆肥の肥効評価システムの確

立 

055  ア 家畜ふん堆肥の緩効的窒素成分評価法の開発 

056  イ 牛ふん堆肥の窒素肥効評価法の検証 

平18～20 共同：中央農研、岐阜農

技、三重科技、畜環研 
畜産研環境・飼料科 
        〃 

 2 共同研究・プロジェクト   

公募    (22) 北陸地域に多発する大豆しわ粒の発生防止技術の開発 

     ア 大豆しわ粒発生機構の解明 

057   (ア) 作物体の水分条件の変動が種皮剥離及びしわ粒発生に及

ぼす影響の解明 

058   (イ) 作物体のミネラル成分が剥離及びしわ粒発生に及ぼす影

響の解明 

059   (ウ) 剥離の発生がしわ(亀甲しわ)の発生に及ぼす影響の解明 

060   (エ) 北陸地域における優良生産地としわ粒多発地帯の比較に

基づくしわ粒発生要因の解明 

061  イ  大豆しわ粒発生防止技術の開発 

062   (イ) 子実・茎水分簡易測定法の検証 

063   (ウ) 子実・茎水分簡易測定法に基づく、汚損、しわ粒軽減コン 

バイン収穫法の検討 

064   (エ) しわ粒発生防止技術の現地実証（重粘土地帯） 

平16～18 共同:北陸研究ｾ､福井農

試､富山農試､新潟大学 

作物研育種科(畑作物) 

 

〃 

 

〃 

作物研栽培科(作物栄養) 

 

作物研育種科(畑作物) 

基盤研究部(生産工学) 

〃 

 

作物研育種科、栽培科、 

基盤研究部(生産工学) 

県特     (23) イオンビームを利用した“抽苔しにくい春夏ネギ”の育成 

 

 

065 ア 優良系統の選抜 

平16～18 共同：日本原子力研究所 

アグリ・フーズバイオ研

究部（園芸育種工学） 

園芸研育種科 
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－ I - 8 － 

予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

公募 (24) 北陸特有の環境条件に即した野菜安定生産技術の開発 

     ア 北陸の環境条件に即した水田転換畑における露地野菜栽培

技術の開発 

    (ア) 前年秋季畝造成による初夏どり野菜の生産安定・作期拡大

技術の開発 

066     ａ 初夏どり品種の選定 

067     ｂ 育苗・定植管理方法の確立 

068     ｃ 施肥方法の確立 

069  イ 北陸特有の気象・資源に即した野菜栽培技術の開発 

070  ウ 水田複合経営を踏まえた野菜作技術の経営評価と体系化 

071   (ア) 水田複合経営における野菜作の新技術導入効果と生産拡

大支援策の解明 

平18～20 

 

   

共同：中央農研、新潟大

学、富山県、石川県 

 

 

 

中山間地農技 

   〃 

   〃 

園芸研栽培・施設科 

基盤研究部(経営流通) 

中山間地農技 

県特 (25) 県産地鶏普及推進のための技術開発 

072  ア 試験飼料の差が発育・肉質に及ぼす影響 

073  イ 流通販売戦略開発 

074  ウ 県産地鶏の低利用部位等による新規加工 

075  エ 地鶏肉判別技術の開発 

平16～18 

 

   

共同：新潟大学 

畜産研養豚・養鶏科 

基盤研究部(経営流通) 

食品研園芸特産食品科 

畜産研養豚・養鶏科 

県特 (26) イネ・システインプロテアーゼ阻害因子を機能成分とする食

品素材の研究・開発 

 

 

076  ア イネ・システインプロテアーゼ阻害因子組換え蛋白質の

発現と精製 

077  イ  生化学的特性と存在量の解明 

078  ウ  抗菌活性の解明 

平17～20 

 

 

 

平17～19 

 

   〃 

平18～20 

共同：新潟大学、新潟工

科大学 

アグリ・フーズバイオ研

究部（園芸育種工学）、 

食品研食品工学科 

  

    〃 

    〃 

公募     (27) 新形質米の機能性を活かした新食品の開発 

      

 

ア 新形質品種・系統の栽培技術の開発 

079   (ア) 高アミロース系統の栽培特性の解明 

080  イ 高アミロース米の澱粉特性及び製粉技術の開発 

平17～19 

 

   

共同：食総研、北陸研究

センター、石川総農研、

応用栄養学食品研究所、

北陸製菓、松屋 

作物研育種科 

食品研穀類食品科 

国委     (28) 新潟県における飼料用イネ－高品質大麦輪作システムの確

立 

       (北陸における飼料用イネ－高品質大麦輪作システムの確立) 

081  ア  飼料用イネの給与技術の開発 

082  イ  畜産物商品の消費者ニーズの把握 

     ウ 飼料イネあとの「ファイバースノウ」の高品質安定栽培法 

083   (ア) 前作飼料イネが大麦の播種条件および生育･収量･品質に

及ぼす影響 

084   (イ) 適正播種期の解明 

085   (ウ) 越冬後の生育診断と肥培管理 

086   (エ) 越冬前の生育診断と肥培管理 

平15～19 共同：中央農研北陸研究

センター 

 

畜産研酪農肉牛科 

基盤研究部(経営流通) 

 

作物研育種科 

 

     〃 

     〃 

     〃 



9 

－ I - 9 － 

予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

国委 

 

    (29) 主要農作物のカドミウム吸収抑制技術の開発 

 

087  ア  作物と土壌データに基づく農耕地のカドミウムリスク評価 

     イ 水稲・大豆におけるカドミウム吸収抑制資材、品種の利用技

術の確立 

088   (ア) 水稲に対するアルカリ資材等の施用効果 

089   (イ) 大豆のカドミウム吸収に対する土壌改良資材の効果 

090   (ウ) 大豆作付け跡水稲でのカドミウム吸収抑制効果の検討 

     ウ クリーニングクロップの利用による土壌修復の検討 

091   (ア) 水稲による生物土壌修復効果の検討 

     エ 園芸作物におけるカドミウム吸収抑制技術の検討 

(ア) ナス等果菜類、根菜類における可食部カドミウム濃度の

低減技術の開発 

092     ａ 台木の利用によるナスのCd吸収抑制効果 

093     ｂ ナス、サトイモのアルカリ資材施用によるCd 吸収抑制効

果 

094   (イ) サトイモ転換畑を対象にした土壌洗浄法による修復技術

の開発 

平15～19 共同：富山県、鳥取県、

埼玉県、熊本県 

基盤研究部(土壌保全) 

 

 

〃 

基盤研究部(栽培環境)  

基盤研究部(土壌保全)    

 

〃 

 

 

 

園芸研環境科 

  〃 

 

  〃 

 3プロジェクト   

県特 

国委 

    (30) 一筆毎の水稲生育診断と栽培管理システムの確立 

     ア 水稲の生育量測定手法の確立 

095   (ア) 「コシヒカリ」 

096   (イ) 「こしいぶき」 

097   (ウ) 「五百万石」 

098  イ  水稲生育・米品質推定法の確立 

099  ウ 穂肥量による米品質制御 

平16～18  

 

基盤研究部(生産工学) 

     〃 

     〃 

     〃 

作物研栽培科 

県特     (31) 無ハウス育苗による省力低コスト水稲栽培技術の開発 

     ア 無加温、無ハウス、プール育苗の検討 

100   (ア) 播種期と被覆資材、除覆時期、床土窒素量、育苗日数 

101   (イ) 播種期と播種量、出芽法、育苗日数 

102   (ウ) 露地密播苗の生育特性 

103  イ 密播疎植安定化のための機械移植技術 

104  ウ 密播・疎植条件での安定栽培 

     エ 低温強風地帯における無ハウス・プール育苗の検討 

105   (ア) 無ハウス・無加温・プール育苗の検討 

106   (イ) 密播・疎植条件での安定栽培法の検討 

107  オ 個別技術の体系化 

平16～18  

 

作物研栽培科 

     〃 

     〃 

基盤研究部(生産工学)  

作物研栽培科 

  

佐渡農技 

   〃 

基盤研究部(生産工学) 

県特 

重点 

    (32) トップブランド農産物開発事業 青いユリの作出 

108  ア ユリへの花色改変遺伝子の導入 

 

109  イ イオンビーム照射による雄性不稔ユリの作出 

平18～20 

 

 

アグリ・フーズバイオ研

究部（園芸育種工学） 

アグリ・フーズバイオ研

究部（園芸育種工学）、園

芸研育種科 
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－ I - 10 － 

予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

県特     (33) カキ新品種「朱鷺乙女」の早期普及に向けた収穫・脱渋技術

の開発 

110  ア 成熟時の果実品質解明と果実収穫用カラーチャートの開発 

111  イ カラーチャートを利用した高品質果実収穫技術の開発 

     ウ 果実脱渋特性の把握と高品質果実出荷のための脱渋技術の

開発 

112   (ア) 果実脱渋特性の把握 

113   (イ) 高品質果実出荷のための脱渋技術開発 

平16～18 

 

 

 

 

園芸研栽培・施設科 

        〃 

 

 

食品研園芸特産食品科 

        〃 

県特     (34) にいがた発園芸作物の有利販売とブランド力を支援する戦

略的アイテム化技術の開発 

     ア イチゴ｢越後姫｣循環式高設栽培システムの開発 

114   (ア) 低コストで管理が容易な循環式栽培システムの開発 

115   (イ) 循環栽培における適正管理技術の開発 

     イ アスパラガスの生産拡大を可能とする栽培技術開発 

116   (ア) 半促成(ハウス)作型の技術確立 

    (イ) F1品種の特性にあった早期成園化技術の開発 

117     ａ 春どり栽培に適した品種の検討 

118     ｂ 春どり栽培における収穫打ち切り時期の検討 

119     ｃ 春どり栽培における播種・定植時期の検討 

120     ｄ 鱗芽の深さが収量・品質に及ぼす影響(２年生株) 

121     ｅ 鱗芽の深さが収量・品質に及ぼす影響(４年生株) 

     ウ 小玉スイカの品質向上と安定生産技術の開発 

122   (ア) 小玉スイカの栽植様式、仕立て法、優良品種選定 

     エ ブドウ大粒系有望品種の作型別適正技術の開発 

123   (ア) 有望品種の作型別品種特性の把握 

124   (イ) 「シャインマスカット」の栽培特性把握 

平18～20  

 

 

園芸研栽培・施設科 

        〃 

 

        〃 

 

高冷地農技 

  〃 

  〃 

  〃 

  〃 

 

園芸研栽培・施設科 

 

        〃 

        〃 
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－ I - 11 － 

予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

県特     (35) 新たな消費動向に対応したユリ切り花生産技術確立 

     ア 切り花品質コントロール栽培技術の確立 

  (ア) 球根養成時の栽培管理技術の検討 

125     ａ 養成栽培における球根肥大・ノーズの発達調査(園芸研) 

126     ｂ 養成栽培における球根肥大・ノーズ発達調査(高冷地) 

127     ｃ 養成球根の肥大とノーズ形成(中山間地) 

128     ｄ 球根養成時の施肥が切り花品質に及ぼす影響 

129     ｅ 球根養成時の適正な施肥方法の検討 

130     ｆ 奇形（帯化）球根の発生要因解明 

131     ｇ 多芽球根の発生要因解明 

(イ) 切り花草姿改善技術の検討 

132     ａ 芽伸ばし温度と順化処理が奇形花に及ぼす影響 

133     ｂ  温度管理技術の検討 

134    ｃ 追肥の施用時期及び窒素成分量が切り花品質に及ぼ 

す影響 

135     ｄ  リン酸施用量がオリエンタル系ユリ切り花に及ぼす影響 

136     ｅ  光質コントロールフィルムが切り花品質に及ぼす影響 

137  イ 新系統ユリの特性把握と栽培技術確立 

平16～18  

 

 

園芸研栽培・施設科 

高冷地農技 

中山間地農技 

高冷地農技 

     〃 

中山間地農技 

     〃 

 

園芸研栽培・施設科 

     〃 

高冷地農技 

 

     〃 

     〃 

園芸研栽培・施設科 

県特 (36) 地域資源を活用した新特産品目の開発及び加工適性評価と

機能性の解析 

     ア 山菜及び地域在来野菜の優良系統の選定、増殖法の開発、高

生産技術及び新作型の開発 

  (ア) ウルイの促成栽培技術の確立 

138     ａ オリジナルウルイの開発 

139     ｂ ウルイ肥大特性の調査 

    (イ) フキノトウ早だし栽培技術の確立 

140     ａ 成園化のための地下茎部位の検討 

141 ｂ 成園化のための地下茎重量の検討 

142     ｃ 早だし栽培に向けた掘上時期と貯蔵温度の検討 

143     ｄ 早だし栽培に向けた貯蔵株重の検討 

  (ウ) 雪ムロを利用した新形態フキノトウの開発 

144     ａ 地域在来系統からの選定 

145     ｂ 種子繁殖（実生株）からの選定 

146     ｃ 雪ムロを利用した新形態フキノトウの栽培技術の確立 

147   (エ) フキノトウの品薄期出荷技術の開発 

148   (オ) ウワバミソウ栽培のための遮光率及び収穫時期の検討 

  (カ) オヤマボクチの長期継続栽培技術の開発 

149 ａ 直は栽培の検討 

150 ｂ 長期収穫のための収穫方法及び追肥時期の検討 

151   (キ) 佐渡在来カラシナの周年栽培化 

     イ 地域特産農産物の有利販売のための加工適性及び機能性評

価 

152   (ア) ウワバミソウ等鮮度保持流通技術の確立 

153   (イ) 特産園芸農産物中のポリフェノール成分、含量等特徴的 

成分の機能性解析 

154   (ウ) 各特産園芸農産物の特徴を考慮した加工の検討 

平17～19 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中山間地農技 

     〃      

 

     〃 

     〃 

     〃 

     〃 

 

高冷地農技 

     〃 

     〃 

佐渡農技 

中山間地農技 

 

     〃 

     〃 

佐渡農技 

 

 

食品研園芸特産食品科 

     〃 

      

     〃      
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－ I - 12 － 

予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

県特 (37) 高標高畑の高度利用を支援する新たな作付体系の確立 

     ア 耕地保全技術の検討 

      (ア) ソバ・緑肥作物の省力的・効果的栽培法 

155     ａ 耕地保全技術が野菜栽培に及ぼす影響 

156     ｂ ソバの収量性 

157   (イ) ソバのアレロパシー活性効果の検討と活用法 

158   (ウ) 土壌の物理性の変化 

     イ 高度利用作付体系の確立 

      (ア) アレロパシー活性等を活用した主要野菜の効果的な輪作

体系 

159     ａ ほ場におけるソバのアレロパシー活性の検討（カリフラ

ワー） 

160     ｂ ほ場におけるソバのアレロパシー活性の検討１ 

161     ｃ ほ場におけるソバのアレロパシー活性の検討２ 

162     ｄ ほ場におけるソバのアレロパシー活性の検討３ 

      (イ) 高標高条件を活かした夏秋生産イチゴの栽培技術 

163     ａ 秋定植作型の検討 

164     ｂ 優良品種の検討 

165     ｃ 省力化技術 

平16～18  

 

 

高冷地農技 

     〃 

園芸研環境科 

基盤研究部(土壌保全) 

 

 

 

中山間地農技 

 

高冷地農技 

     〃 

     〃 

 

     〃 

     〃 

     〃 

県特     (38) 良質粗飼料を用いた高品質牛肉生産技術の確立 

166  ア 良質粗飼料を用いた高品質牛肉生産技術の確立 

167  イ 乳酸菌添加によるサイレージ品質の安定化技術の確立 

平15～18 

 

 

畜産研酪農肉牛科 

畜産研環境・飼料科 

県特 

 

    (39) 米の高付加価値化と新規用途向け調製技術の開発 

168  ア 調理用途に応じた米調整技術の確立 

169 (ア) 粒大の異なる品種系統の特性把握 

170 (イ) 食味試験 

171  イ 洋菓子類に適応性の高い米粉調製技術の確立 

172  ウ 米の品質劣化防止技術の開発 

平18～20 

 

 

食品研穀類食品科 
作物研育種科 
基盤研究部（経営流通）

食品研穀類食品科 
食品研食品工学科、穀類

食品科 

県特 

 

    (40) 県園芸作物中の未解明成分の解析と利用 

173 ア アスパラガス、カリフラワー、自然薯等に含まれる成分解 

析 

174 イ アスパラガス、カリフラワー、自然薯等の有用成分と食味

の関係 

175   (ア) 施肥方法が自然薯選抜系統早生系品種のイモの肥大に及

ぼす影響 

平18～20 

 

 

食品研食品工学科 
 
高冷地農技 
 
中山間地農技 
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予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

県特     (41) 地域流通を活かした複合営農推進のための水田高度利用 

技術の確立 

     ア 多様な消費者ニーズに応える地域流通システムの解明 

176  (ア) 地域流通促進のためのシステムの検討 

     イ 大豆・野菜作における転換畑輪作技術の開発 

177   (ア) 最適土壌水分管理技術の開発 

     ウ 地域流通に適した品目・品種の選定と生産安定技術の確立 

(ア) スイートコーン 

178     ａ は種期別品種比較 

179     ｂ 栽培様式 

180   (イ) バレイショ 

 (ウ) 立ちレタス 

181     ａ 冬春まき 

182     ｂ 夏秋まき 

183     ｃ 夏秋まき栽植密度 

184   (エ) ズッキーニ 

      (オ) 現地実証 

185     ａ 商品の高い大豆及び野菜の安定栽培技術の確立 

(カ) 転換畑における秋施肥マルチ栽培技術の確立 

186     ａ キャベツ、ブロッコリー 

187     ｂ サトイモ 

   エ 取り組み結果の評価 

188 (ア) 現地実証を通じた技術評価・経営評価などの検証 

189 (イ) 残された課題の検討 

平14～18  

 

 

基盤研究部(経営流通) 

 

基盤研究部(栽培環境)  

 

 

園芸研栽培・施設科 

        〃 

        〃 

         

        〃 

        〃 

        〃 

        〃 

 

        〃 

         

        〃 

        〃 

         

基盤研究部(経営流通) 

〃 

県特 (42) 野菜生産における環境保全型生産技術の総合体系化 

     ア 農薬代替技術・有機質肥料利用技術の確立 

190   (ア) 有機質肥料肥効特性のパターン化 

(イ) 化学農薬代替技術の評価検討 

191     ａ 病害防除技術の検討 

192     ｂ 害虫防除技術の検討 

 ウ 主要品目における減・減栽培の総合体系化 

193   (ア) 露地エダマメ 

194   (イ) 抑制トマト 

195   (ウ) 半促成キュウリ 

196   (エ) スイカ 

197   (オ) カリフラワー 

198   (カ) キャベツ 

  (キ) 施設軟弱野菜 

199     ａ ミズナ（４月まき作型） 

      ｂ ホウレンソウ 

200      (ａ) ６月まき作型 

201      (ｂ) ９月まき作型 

202     ｃ こまつな（晩秋作型） 

203     ｄ チンゲンサイ（12月まき作型） 

平15～19  

 

基盤研究部(栽培環境) 

 

園芸研環境科 

     〃 

 

     〃 

     〃 

     〃 

     〃 

中山間地農技 

高冷地農技 

 

佐渡農技 

 

   〃 

   〃 

   〃 

   〃 
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予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

県特 (43) 生物的・耕種的手法を利用した病害発生制御技術の開発 

     ア 有用微生物を利用した生物的防除法の開発 

      (ア) Pythium oligandrum を利用した土壌伝染性病害の生物的
防除 

204     ａ Pythium oligandrumのトマト青枯病に対する発病抑制効
果 

205     ｂ Pythium oligundrumの卵胞子発芽条件の検討 
206     ｃ Pythium oligundrumのホウレンソウ萎凋病に対する発病

抑制効果 

207     ｄ 新規有用微生物の選抜 

      (イ) 土壌還元消毒法による土壌病害の発生制御 

208     ａ 糖蜜を用いた下層土壌還元消毒法によるトマト病害の防

除 

     イ 水稲育苗期に発生する病害の生物的・耕種的防除 

209   (ア) 新規拮抗微生物のスクリーニングおよび有望菌株の防除

効果 

210   (イ) 有望菌株の作用機作の検討 

211   (ウ) 食品を用いた防除方法の検討 

     ウ 微生物資材の作物体への定着性および病害発生制御 

212   (ア) 現地圃場におけるトマト青枯病へのPO製剤の効果検定 

213   (イ) Pythium oligundrum のイネ籾への定着とPO製剤の発病
抑制効果 

     エ 他感物質（アレロパシー）等を利用した病害発生抑制 

(ア) 園芸作物の土壌病害の防除技術 

    ａ 対抗植物のおよび微生物資材を用いたチューリップ土

壌病害の防除技術 

214      (ａ) 対抗植物の検索 

215      (ｂ) 土壌改良法および土壌改良法資材の検索 

平16～20  

 

 

 

基盤研究部(栽培環境) 

 

        〃 

        〃 

 

        〃 

 

        〃 

 

 

作物研栽培科 

 

     〃 

     〃 

 

基盤研究部(栽培環境) 

作物研栽培科 

 

 

 

 

 

園芸研環境科 

     〃 

県特 (44) 有機物高度利用による環境負荷低減型バイオマス利用栽培

技術の確立 

     ア 施設園芸栽培に適応した低養分堆肥の利用技術の開発 

216   (ア) 県内施設栽培ほ場の実態把握 

217   (イ) 施設栽培における塩類濃度上昇に及ぼす堆肥の影響把握 

218   (ウ) 低養分堆肥の評価と利用技術の開発 

219   (エ) 果樹剪定枝堆肥の果菜類への施葉効果 

     イ 肥料代替効果を生かした家畜ふん堆肥利用技術の開発 

220   (ア) 肥料としての家畜ふん堆肥の露地野菜栽培への利用 

221   (イ) 家畜ふん堆肥の水稲及び園芸作物に対する養分供給特性 

の把握 １ 

222   (ウ) 家畜ふん堆肥の水稲及び園芸作物に対する養分供給特性 

の把握 ２ 

     ウ 未利用バイオマス資源の有効利用技術の開発 

223 (ア) 有機発酵残渣、焼却灰の有効利用技術の開発 

224 (イ) バイオマスを用いた環境負荷軽減型栽培技術の実証 

平17～21  

 

 

園芸研環境科 

畜産研環境・飼料科 

     〃 

園芸研環境科 

 

     〃 

基盤研究部(栽培環境)  

 

畜産研環境・飼料科 

 

 

基盤研究部(栽培環境) 

     〃 
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(2) 研究成果及び調査事業概要 

1 共同研究

(1) マルチラインの持続的利用に向けたいもち病流

行予測システム 

研究の背景と目的 

マルチラインでは全ての構成系統を侵す新レース

による抵抗性の崩壊が懸念されており、多犯性レース

の発生を回避または頻度を低く維持するための利用

法を明らかにする必要がある。そのためにレース長期

変動予測モデルの利用が有効である。そこで、共同研

究機関が作成するモデルの重要なパラメータである

突然変異菌の出現率および越冬菌量、施肥による穂い

もち感受性変動を明らかにする。 

001 変異菌出現頻度の測定 (石川・黒田・堀) 

病原性変異菌の出現頻度を、接種試験により測定し

た。コシヒカリ、コシヒカリ新潟 BL3、4、5、7、8

号にレース 007.0 の菌株の胞子懸濁液を接種し、病原

性変異菌が分離された各 BL の病斑数を、コシヒカリ

に生じた病斑数で除して、出現頻度を算出した。変異

菌の出現頻度は 2.5×10－５～7.3×10－4と推定され、

既報の値に近かった。 

002 越冬菌量の推定 (堀・黒田・石川) 

伝染源を設置した場内試験ほ場および現地の自然

発病ほ場で、穂いもちの発病程度を調査するとともに

穂を採取し保菌籾率を調査したところ、それぞれの穂

いもち発病度と保菌籾率に正の相関が認められた。し

かし、穂いもち発病程度が低い場合には、この相関は

低下する傾向にあった。 

003 施肥量が穂いもち発病に及ぼす影響  

(堀・黒田・石川) 

施肥量を変えて栽培したコシヒカリ同質遺伝子系

統に対し、各系統に親和性のいもち病菌を接種した。

出穂期が異なったため施肥量の差による穂の発病程

度に差は見られなかったが、同質遺伝子系統間で差が

認められた。 

(2) 予察に基づくアカヒゲホソミドリカスミカメ防

除体系の確立 

研究の背景と目的 

 アカヒゲホソミドリカスミカメに対する予防的な

薬剤防除法は確立されたが、水田侵入前の密度抑制技

術や発生量に応じた防除判断の技術を取り入れ、より

合理的な防除体系を確立する。また、性フェロモンの

利用技術を開発する。 

004 フェロモントラップの設置条件 (石本・佐藤) 

水田におけるフェロモントラップの設置位置を、第

１世代期において検討した。水田中央部と畦畔から５

mの距離に設置では、誘殺数に違いはなかった。畦畔

際に設置したトラップの誘殺数は、その畦畔の両隣の

水田中央に設置したトラップの平均値に近かった。第

１世代期のトラップの設置位置は、畦畔から５mの距

離あるいは畦畔際でよいと思われた。 

005 発生消長把握におけるフェロモントラップの有

効性 (石本・佐藤) 

水田内（品種「わせじまん」、「こしいぶき」）に粘

着トラップをイネの草冠高に設置し、その誘殺消長と

すくい取りによる虫数の推移を比較した。いずれのト

ラップも、すくい取りの結果を概ね反映した誘殺消長

が得られ、実際の発生消長をよく捉えていると考えら

れた。 

006 フェロモントラップの誘殺範囲の推定 

 (佐藤・石本) 

フェロモントラップの誘殺範囲を推定するため、ト

ラップの２、４、８ｍの距離から室内飼育した雄成虫

を放飼したが、誘殺数は極めて少なく誘殺範囲の推定

はできなかった。 

007 イネにおける増殖要因の解明 (石本・佐藤) 

品種、登熟段階が異なるイネ穂に幼虫を放飼した。

被害玄米数および割れ籾数と幼虫の生存率の間には

正の関係が認められ、幼虫発育には割れ籾からの玄米

吸汁が密接に関係すると推察された。 

008 フェロモントラップと予察灯の比較 

 (石本・佐藤) 

水田内に設置したフェロモントラップの誘殺消長

を、予察灯の誘殺消長と比較し、利用法を検討した。 

フェロモントラップの誘殺消長は、第１世代期は予察

灯の誘殺消長と概ね同調したが、第２世代期では異な

った。第 1 世代期では、フェロモントラップを予察

灯の代替として利用できる可能性が考えられた。 

009 フェロモントラップとすくい取りの比較 

 (石本・佐藤) 

地域の発生予察へのフェロモントラップの利用性

をすくい取りと比較した。第１世代期では、フェロモ

ントラップの総誘殺数は、その期間の４回のすくい取

り調査の総捕獲数に比べ明らかに多く、発生量調査に

有効と考えられた。 

010 フェロモントラップ誘殺数による斑点米発生量

の予測 (石本・佐藤) 

出穂期～出穂期 15 日後のフェロモントラップ総誘

殺数と斑点米率、斑点米率多発生確率（0.1％以上）

の関係を検討した。いずれも、統計的に有意な関係が

認められ、フェロモントラップ誘殺数により斑点米率、

斑点米率多発生確率を予測できる可能性が示された。 

011 野外における交信攪乱効果の確認 

 (石本・佐藤) 
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水田畦畔に高濃度合成性フェロモン剤を設置し、防除

効果を評価した。モニタリングトラップの誘殺数の減

少は認められたが、交尾率ならびに次世代幼虫の明瞭

な低下は認められず、防除効果は低かった。 

(3) ダイズ種子伝染性病害の無毒化技術を中心とし

た健全種子生産技術の開発 

研究の背景と目的 

ダイズ褐斑粒や紫斑粒は種子伝染性病害で、少量の

混入でも商品価値が大きく低下する。一般圃場におけ

る褐斑粒や紫斑粒発生を抑制するには、健全種子の生

産が必要である。そのため、褐斑粒発生の原因となる

病原ウイルスの県内における分布状態を調査すると

ともに、ウイルスの簡便で迅速な検出・診断技術を開

発する。また、保毒種子率軽減技術を開発し、褐斑粒

や紫斑粒の病原の無毒化をねらう。 

012 Cucumovirus および Potyvirus の分布 
 (黒田・堀・石川) 

ダイズウイルス病の発生調査を行ったところ、2006

年度は褐斑粒の原因となる Cucumovirus 属ウイルス
や SMV や BCMV 等の発生は少なかった。新種の

Potyvirus の発生が最も多く、県内全域に発生が認め
られた。 

013 未報告の新規 Potyvirus 科ウイルスの発生 
 (黒田・堀・石川) 

ダイズで発生した新規病原 Potyvirus（Niigata 
Potyvirus と仮称）のゲノム RNA の 3’末端の解析を行
ったところ、CP は 248 アミノ酸からなり、系統樹か

ら Potyvirus 科の新属の可能性が示唆された。また、
塩基配列から RT-PCR による検出法を検討した。 

014 PSV 感染時期の違いによる褐斑粒発生、種子伝染

率の差異 (黒田・名畑・堀・石川) 

PSV についても他のウイルスと同様に感染時期の

早い方が褐斑粒率及び種子伝染率が高く、褐斑粒率は

開花期ころから急低下する傾向が認められた。褐斑粒

率は、最高でも 50%程度で他のウイルスに比べて低か

ったが、これが分離株依存かどうか今後確認する必要

があると思われた。 

015 乾熱処理による種子伝染性病害無毒化技術の開

発        (黒田・名畑・堀・石川) 

乾熱処理は温度の高さや処理時間の長さに比例し

て発芽率を低下させたが、予備乾燥処理で、やや発芽

率が改善された。乾熱処理は CMV の保毒率を有意に低

下させたが、紫斑病菌については処理温度や処理時間、

種子の被害面積によって効果に違いがみられた。 

016 エチルチオメトン粒剤の残効期間と褐斑粒抑制

効果 (黒田・堀・石川) 

エチルチオメトン粒剤の効果は散布数日後から、現れ、

約３週間殺虫効果が持続するが、褐斑粒発生を抑制す

る効果は低いと考えられた。 

(4) 稲体の活力診断に基づく高温条件下での環境ス

トレス耐性評価 

研究の背景と目的 

 近年、生育期間の高温気象条件下で産米の品質低下 

や変動が大きくなっている。高温登熟条件での品質低 

下要因を解明し、それに対応した肥培管理技術を確立 

する必要がある。また、高温でも品質の低下しない品

種開発のための、より簡便な選抜手法を確立し、併せ 

て高温登熟性評価のための基準品種を選定する。 

017 環境ストレス耐性簡易評価法の検討 (土田) 

 サーモトレーサを用いて稲体温度を測定して高温

ストレス耐性を評価する方法を検討した。群落熱画像

による穂付近温度は、登熟初期では出液速度が高いほ

ど低い傾向がみられた。穂付近温度が低い品種の外観

品質が高い傾向が認められたことから、品種間での高

温ストレス耐性を評価できる可能性が認められた。 

018 栽植密度、水管理等の要因が後期栄養に及ぼす影

響の検討 (市川・東) 

栽植密度 50 株、60 株/坪の２水準、植え付け本数

3.5、７本/株の２水準、水管理中干し慣行、中干し弱

の２水準、穂揃い期追肥０、１、２kg/10a の３水準

で実施した。白未熟粒は、出穂後 25 日までの葉色低

下を抑制することで減少すると考えられた。葉色低下

の防止には、穂揃い期追肥の効果が大きいが、速効性

肥料では玄米タンパク質含有率を高める。但し、速効

性肥料でも窒素成分で１kg/10a であれば玄米タンパ

ク質含有率を高めず、白未熟粒を低下することができ

る考えられた。その他未熟粒は、登熟後半の根の活性

が高いと少なくなる傾向にあり、疎植や適正な水管理

をすることで軽減できると考えられた。 

019 分げつ様式の違いが後期栄養に及ぼす影響の検

討 (市川・東) 

施肥時期耕起前(窒素量３kg/10a)、生育中期(窒素

量 1.5,３kg/10a)の３水準、栽植密度 50 株、60 株/

坪の２水準、水管理中干し慣行、中干し弱の２水準で

実施した。高次の１次分げつ及び２次分げつの穂や２

次枝梗は未熟粒が多くなりやすいことから、過剰分げ

つや１穂籾数を抑制する施肥体系や、水管理が重要と

考えられた。また、その他未熟粒は、穂数・籾数が多

くならず、登熟後半まで根活性を維持し、倒伏させず、

精玄米重歩合が高まるような栽培条件で減少すると

考えられた。 

020 緩効性肥料の施肥法及び栽植法が品質に及ぼす

影響の検討 (東・市川) 

緩効性肥料利用の施肥法と植付法が品質に及ぼす

影響を検討した。深植４本植及び基肥 LPS100 は登熟

後半の葉色が維持され一籾重増加量が大きく白未熟
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粒発生が少なかった。前年同様、登熟中期の稈基重は

白未熟粒発生率との関係がみられた。 

021 高温生育条件下での品質劣化防止のための後期

栄養管理法の開発 (土田) 

窒素発現パターンが高温登熟における外観品質に

及ぼす影響を検討した。被覆尿素を上乗せ施用するこ

とによって、登熟後半まで窒素が供給され、葉色値が

維持されて基部未熟粒の発生を抑制するものと思わ

れた。 

022 玄米品質劣化把握のための高温登熟性検定法の

確立 (石崎) 

高温登熟性の基準品種として、「ふさおとめ」を強、

「てんたかく」「はなひかり」「越路早生」「コシヒカ

リ」をやや強、「ひとめぼれ」「はえぬき」「ホウネン

ワセ」「キヌヒカリ」「どんとこい」を中、「味こだま」

「加賀ひかり」「扇早生」」をやや弱、「トドロキワセ」

「越の華」を弱に区分した。ただし、中生品種である

「コシヒカリ」「キヌヒカリ」「どんとこい」は、高温

登熟性が強めに評価された可能性があるため参考品

種とした。基準品種をプール法により高温処理した結

果、良質粒歩合の大きさは高温登熟性の区分と概ね一

致した。また、育成品種及び系統では、「新潟 83 号」

「ゆきん子舞」「なごりゆき」「新潟 81 号」「わせじ

まん」の高温登熟性が優れ注目された。 

(5) 北陸の気象・重粘土壌条件下での高商品性省力果

樹栽培技術の開発 

研究の背景と目的 

水田農業を基盤とする北陸地域において収益性の

高い果樹部門導入等による経営基盤強化が課題とな

っている。そこですでに導入されている西洋ナシにつ

いて高品質果実生産のための優良台木利用技術の開

発と商品性向上を図る。また、水稲育苗ハウスを有効

利用するためのブドウ栽培技術の開発に取り組む。 

023 生理障害回避に有効な西洋ナシの優良台木利用

技術の確立 (松本・本永) 

茎頂培養マンシュウマメナシポット苗への緑枝接

ぎにより、西洋ナシポット苗が１年で生産できること

を２年連続で確認した。さらに、前年に接木したポッ

ト苗をほ場に定植して活着や生育を調査し、植え痛み

防止効果を確認した。３種類の不織布ポット内で育成

した「ル レクチエ」１年生苗はいずれも順調に生育

し、ポットの違いによる生育差は認められなかった。 
024 水田転換畑における西洋ナシの商品性向上技術

の開発 (松本・本永・棚橋) 

追熟進度カラーチャートを試作し、従来用いていた

ニホンナシ地色用カラーチャートと適合度、評価のバ

ラツキを比較した結果、試作したカラーチャートは実

用性が高いことが判明した。マンシュウマメナシ台樹

はニホンヤマナシ台樹に比べて商品性の高い果実生

産が可能であると考えられ、前年と同様の傾向を示し

た。マンシュウマメナシ台「ル レクチエ」の外観不

良果発生園２園の現地調査を行った結果、園地環境と

栽培管理を改善することで商品性の高い果実生産が

可能であると考えられた。 

025 ブドウの水稲育苗ハウスに適したアーチング樹

形の開発 (根津・本永) 

苗木定植時の切り詰めは、３芽より 10 芽のほうが

１年目の主枝の伸長はやや劣るものの棚下部分の不

発芽が減り、翌年以降の側枝確保に有利であると考え

られた。６年生樹を用い、主枝側面部と上面部に分け

生育や品質を比較すると、側面部果房はやや商品果率

が低く、果粒重がやや小さかった。またハウス内気温

は常に外気より２～３℃高い状態が続き果粒の着色

が進まず収穫のピークは 10 月上旬となった。１樹当

たりの新梢数や着房数は30程度で、10a換算収量は、

平均すると前年と同様に 1,000kg 前後となり、ほぼ安

定した収量が得られた。 

026 水稲育苗ハウスに合わせたハウス内でのブドウ

生育コントロール技術の確立 (根津・本永) 

通常の被覆時期となる３月下旬の被覆下において

ブドウの発芽・展葉期は４月中旬となり、特に生育へ

の悪影響は認められなかった。また、ブドウ樹冠下の

水稲苗生育にも影響は認められなかった。ポット植え

ブドウ樹を用い、育苗ハウスへの搬入時期（３月 10

日、20 日、30 日）とブドウの生体反応を調査したと

ころ、搬入日が早いほど催芽期、発芽期、展葉期が早

まる傾向にあったが、生育ステージが進むにつれその

差は小さくなり、展葉期においてその差は２～５日と

僅かであった。 

027 水稲育苗ハウスを利用したブドウ栽培現地実証 

 (根津・本永) 

現地育苗ハウスにおける栽培樹が２年目で初結実

し、10a 当たりに換算すると 324～342kg の収量とな

った。通常の露地栽培で３年目の目標収量としている

300kg を２年目で上回る結果となり、来年の販売を見

越した宣伝用として４kgのみ400円/kgで縁故販売し

た。育苗終了後は保温のためハウスのサイドを夜間は

閉じていたが、２カ所で行っている現地実証の１カ所

でハウスサイドの開放を逸し、ブドウ樹が高温障害を

うけてしまった。このため、育苗終了後は速やかにサ

イドを開放することが望ましいと思われた。 

(6) エダマメの剥き豆調製による新形態加工食品の

製造技術の開発 

研究の背景と目的 

当県の主要品種である新潟茶豆は水田転作等への

導入から生産量が増加している。それに伴い規格外品
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も増加し、有効利用法が課題となっている。莢剥き機

が開発され、規格外品の剥き豆加工に目途がついた。

そこで剥き豆製品の差別化を図るために食味に関与

する成分である糖、アミノ酸の近赤外透過法での定量

法を確立し、一粒での判別技術を開発する。 

028 にいがた茶豆の検量線の作出 (本間・長谷川) 

６は種時期で栽培した新潟茶豆を用いて、生剥き豆

１粒での近赤外法透過測定による糖、アミノ酸、グル

タミン酸、アラニンの検量線を作出した。糖、アミノ

酸、グルタミン酸、アラニンの濃度予測が可能であっ

た。しかし、サンプル数の少なかったグルタミン酸、

アラニンはやや精度が低いため、データの蓄積より安

定した検量線にする必要がある。 

029 多品種に適用できる汎用型検量線の作出 

 (本間・長谷川) 

極早生から晩生までの 10 品種の生剥き豆１粒での

近赤外透過法により糖・アミノ酸の検量線を作出した。

アミノ酸の予測精度は高かったが、糖は、精度がやや

劣った。 

030 原料の品質安定要因の検討 (本間・長谷川) 

収穫前追肥を慣行の粒状肥料施用を収穫前２週間

前から１週間前に３回液肥を葉面散布することによ

り、同等の食味成分が確保されることから、収穫前追

肥は液肥の散布で代用できると思われる。 

(7) 抗菌性飼料添加物に頼らない豚肉生産技術の検

討 

研究の背景と目的 

BSE や鳥インフルエンザ等の疾病の発生に伴い食

の安全・安心への消費者の関心が高まっている。現在、

家畜の飼料には抗菌性飼料添加物が一部用いられて

いるが、薬剤耐性菌の発生に対する懸念などから成長

促進目的での飼料への添加を国際的に禁止する動き

がある。このため、これに代わる天然物質等が求めら

れており、近年、マウスで免疫細胞等を活性化するマ

イタケ子実体抽出物の効果が注目されている。そこで、

新潟県が全国シェア 64％を占める特産品である「マ

イタケ」を用いて、豚に対する免疫機能活性効果の解

明と抗菌性飼料添加物に頼らない豚肉生産技術につ

いて検討する。 

031 抗菌性飼料添加物に頼らない豚肉生産技術の検

討 (佐野・大久保) 

マイタケと抗菌性物質の飼料添加が、豚の生産性お

よび免疫機能活性効果に与える影響ついて、現在分析

検討中。 

(8) 動物質飼料に依存しない高泌乳牛の飼養管理技

術 

研究の背景と目的 

BSE の発生等により消費者は畜産物の安全性を強

く求めている。動物質飼料は高泌乳牛にとって良質な

アミノ酸を供給する飼料原料と位置づけられており、

中でも魚粉は、高泌乳と窒素排せつ量削減を両立する

給与技術で利用されていたが、法改正に伴い使用出来

なくなった。そこで安全な飼料原料を用い、畜産物の

安全性を確保し、牛乳の高位生産と環境負荷物質であ

る窒素の排泄量低減を両立する給与技術を開発する。 

032 動物質飼料に依存しない高泌乳牛の飼養管理技

術 (関) 

動物質飼料を用いない飼料の蛋白質の量と質を最

適化することにより、粗蛋白質含量を日本飼養標準推

奨値より低くした混合飼料（TMR）の給与でも、生乳

の高位生産が得られ、ふん尿中に排せつされる窒素量

を低減できる。 

(9) 粗飼料多給による日本型家畜飼養技術の確立 

研究の背景と目的 

新たな「食料・農業・農村基本計画」の中で新たな

食料自給率目標が設定され、この目標を達成するため

には、水田において稲発酵粗飼料をはじめとする飼料

作物の生産拡大と併せて、その利用率の低い稲ワラの

有効活用、食品製造副産物等の活用が不可欠となる。 

そこで、地域で生産される稲発酵粗飼料、稲ワラお

よび食品製造副産物等を積極的に活用した給与メニ

ューを検討し、広域流通を想定した発酵 TMR の調整法

およびその給与技術を開発する。 

033 粗飼料多給による日本型家畜飼養技術の確立

 (関) 

自給粗飼料を多用したロール発酵 TMR の素材とな

る稲発酵粗飼料は、自走式細断型ロールベーラで収穫

したものが市販フレール型専用収穫機で収穫したも

のに比べて子実割合が相対的に高くなり、飼料特性に

影響を与えた。 

稲発酵粗飼料を主体とするロール発酵 TMR の調製

を終了し、発酵による飼料成分の変化等を調査中。 

(10) 畜産新技術の取組（平成 17 年度開始共同試験） 

研究の背景と目的 

胚移植技術を普及定着させるためには、胚の長期保

存技術が不可欠である。近年、ガラス化法の改良によ

り、胚の保存後の生存率が飛躍的に向上している。し

かし、従来の緩慢凍結法と比べ、手技等が煩雑で融解

が簡易にできない欠点がある。ガラス化保存技術を簡

易で汎用性の高い保存技術として確立し、現場に普及

させることを目的とする。 

034 ガラス化保存受精卵の直接移植に向けた検討 

 (内山) 

胚のガラス化保存における生存性及び受胎性を従

来の緩慢凍結法を対照に比較検討した。体内胚(Ａ,

Ｂランク)では、GESXP2020(Ｆ式)と VSED-EGS は生存
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性及び受胎性ともに従来の緩慢凍結法と同等の成績

であった。また、体内胚(低ランク培養胚)と体外胚で

は、GESXP2020(Ｆ式)がほかと比べ高い生存性を示し

た。 

(11) 畜産新技術の取組 

研究の背景と目的 

酪農経営、肉用牛経営において目的に応じた子牛の

生産を行うためには、性判別受精卵の供給が必要であ

る。そこで、PCR 法による性判別受精卵を効率的に生

産し、フィールドでの有効活用を図る。 

035 ガラス化保存性判別胚のストロー内希釈法にお

ける希釈液の検討 (中川(浩)) 

性判別胚をガラス化保存する時ストロー内に胚と

一緒に封入する希釈液の検討を行った。その結果、実

験室内融解での性判別胚の生存性は試験区（0.3M シ

ュークロース）よりも対照区(EGS)が勝っていた。ま

た、生存していた胚について移植を行ったところ、受

胎率も対照区の方が勝っていた。    

(12) イネ由来抗菌蛋白質の特性解析とその新規食品

素材としての実用化 

研究の背景と目的 

精白米タンパク質を歯周病予防因子として実用化

するために基盤となる知見として、精白米中の歯周病

菌プロテアーゼ阻害活性を担う分子実体を同定する。 

036 イネ由来抗菌蛋白質の特性解析とその新規食品

素材としての実用化 (大坪・太養寺) 

等電点電気泳動から、精白米中の歯周病菌プロテ

アーゼ阻害活性の大部分は、等電点 5.0-6.5 のタンパ

ク質によるものであることを示した。また、マイクロ

スケールのアフィニティー精製とナノ LC-リニアト

ラップ質量分析を併用する手法により、歯周病菌プロ

テアーゼ阻害因子として複数の精白米タンパク質を

同定した。ホモロジー解析を行い、歯周病菌プロテ

アーゼ阻害活性を担うペプチド配列を明らかにした。 

(13) 米粉の加工適性評価技術の確立と育成品種のパ

ン・菓子類への利用 

研究の背景と目的 

米粉利用の評価基準は和菓子に限られていたため、

他用途への適正利用が困難であった。そこで、パン・

菓子類に求められる米粉特性を調査解析することで

新たな評価基準を作成し、用途に適した米粉製造や、

適性の高い品種のパン・菓子類への利用を促進する。 

037 米粒成分と米粉特性、作業性に関わる諸特性との

関連解明と評価方法の検討 

 (髙橋(誠)・野呂・諸橋) 

酵素処理後、異なる製粉方式〔気流粉砕、二段階粉

砕、水挽き〕で粉砕した米粉の粉体特性、製パン性を

検討した。粉砕法による 200mesh 通過割合の変化は見

られなかったが、ぬれ速度は粉砕法により異なった。

ファリノ特性（吸水率、Development-Time、Weakness

等）、パン品質（比容積、側面陥没程度等）は、粉砕

法により異なる傾向を示した。 

038 製品製造時の特性把握と製品品質の検討 

 (髙橋(誠)・野呂・諸橋) 

国育成品種・系統の米を酵素処理後、気流粉砕法で

粉砕し、粉体特性、製パン性を検討した。米粉成分（粗

たんぱく質、アミロース）は品種により異なったが、

粉体特性に明確な差は見られなかった。アミロース含

量はファリノ特性との関係、パン品質は米粉成分やフ

ァリノ吸水率との関係が示唆された。 

(14) 山菜を利用した機能性食品の開発 

研究の背景と目的 

新潟県に自生、栽培されている地域特産的野菜、山

菜などには、未解明の機能及び成分を含有するものが

多くある。そこで、本県山菜類の新たな機能性を解明

し、山菜類に機能性情報を付与すること、また新たな

機能性食品を開発する。 

039 山菜の機能性評価 (佐藤(和)・西脇・浅野) 

各種山菜類の抽出液を使用し、血糖値上昇抑制機能

をα－グルコシダーゼ阻害活性測定法により、血圧上

昇抑制機能をＡＣＥ阻害活性測定法により、また、抗

酸化機能を DPPH-HPLC 法により評価した。さらに、山

菜中の成分に関する調査をポリフェノール成分を中

心に実施した。 

(15) 米の食味向上のための乾燥条件の解明 

研究の背景と目的 

機械乾燥方法の相違による米粒成分の粒内移動特

性等内部品質の分析を行い、異なる乾燥方法が米品質

に及ぼす影響を明らかにする。 
とりわけ遠赤外線乾燥法の効果を探るため、米粒内

の成分分布を測定し、乾燥方式と米飯食味の関係につ

いての基礎的知見を集積する。 

040 乾燥方式による米粒内部の成分分布の差 

 (吉井・赤石・本間) 

常温通風乾燥（風量大、小）、熱風乾燥及び遠赤外

線乾燥を行った玄米を外層部から 10％間隔で搗精し

た白米の粗脂肪、全糖、アミノ酸は、搗精度を高める

につれて低下した。搗精各区分における玄米に対する

比率について分散分析を行った結果、通風量小区は、

他の乾燥方式と比較して乾燥中に上記成分が米粒内

部に移行しやすい乾燥方式であることが推察された。 

(16) ドリン系農薬汚染土壌の総合管理技術の開発 

研究の背景と目的 

30 年以上前に使用禁止になった有機塩素系農薬、

ドリン剤（特にディルドリン）がキュウリの果実から

検出されて問題になっている。そこで土壌中のドリン
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系農薬をキュウリ果実に移行させない技術が急務で

ある。H16 年では吸着資材（特に活性炭）の選定、H17

は活性炭の吸着持続効果を確認した。今年度は継続で

炭処理持続効果の確認、台木品種間の違い、活性炭の

薬剤吸着持続効果の確認を行った。 

041 ドリン類吸収抑制剤と低吸収品種利用技術の現

地実証試験 (西原・中野) 

沖積土壌では液状および粉状活性炭処理で３～４

年間、キュウリの果実ディルドリン濃度は残留基準値

以下に推移した。台木品種「ゆうゆう一輝(黒)」は他

品種よりディルドリン吸収が低く推移していること

から、台木品種で吸収抑制できる可能性があることが

判明した。また、全面土壌混和処理された殺センチュ

ウ剤が活性炭処理により長期にわたって吸着される

可能性があることが判明した。 

(17) 水田からのメタン発生抑制技術の定量的評価 

研究の背景と目的 

水稲生育中～後期における土壌の水分、収縮、酸化

－還元の状況を把握して中干し程度の指標化を検討

するとともに、間断灌水による土壌養水分供給量、メ

タンガス発生量の変化を測定して、地球環境に優しく、

米の高品質化のための水稲生育後期の栄養状態に適

した水管理手法を検討する。 

042 土壌有機物がメタンガス発生に及ぼす影響の定

量的評価 (白鳥・藤牧) 

本年度は面的な検討を行うために整備ほ場、未整備

ほ場、それぞれ３ほ場で試験を行った。ほ場整備後も

暗渠設備の効果が充分に得られていないほ場では、多

量のメタン放出が見られることがわかった。特に水稲

根が到達する深さに腐植含量の高い土壌が存在する

場合に発生量が極端に増加するものと思われた。 

043 土壌の酸化―還元とメタン発生量の関係把握 

 (白鳥・藤牧) 

暗渠排水施工を伴うほ場整備が、水田土壌のメタン

生成ポテンシャルに及ぼす影響を検討した結果、土壌

のメタン生成ポテンシャルは遊離酸化鉄含量に占め

る２価鉄量の割合で説明出来ることを明らかにした。

また、作土と下層土では風乾処理によるメタン生成量

の増加が大きくが異なり、土壌炭素の蓄積形態が異な

るものと考えられた。 

044 生育中期の水管理が作物体に及ぼす影響評価 

 (白鳥・藤牧) 

栽培期間中のメタン生成量を面的に評価するため

に整備ほ場、未整備ほ場ともそれぞれ３ほ場を調査し

た。生育量は整備ほ場で大きく、総籾数の増加によっ

て玄米収量も52.5kg/aと未整備ほ場に対して17％程

度増収した。その一方、一穂籾数、千粒重が低下した。

玄米タンパク含有率には差は見られなかったが、整粒

歩合は未整備ほ場で高く、整備ほ場では未熟粒の増加

によって低下した。 
(18) 土壌微生物群集制御による土壌病害抑止力誘導

技術の開発 

研究の背景と目的 
農業における環境保全と食の安心安全という利益

を確保しつつ、農業生産の安定化を図るため、土壌燻
蒸剤などの化学農薬によらず、作物生産土壌（土着微
生物）が本来有する発病抑止力を誘導し病害抑制をお
こなう。 
045 発病抑止土壌及び連作障害土壌における土壌微

生物性評価 (前田) 

発病抑止土壌の土壌微生物群集構造の多様性は高

く、栽培期間中の多様性指数は 3,000 以上で推移して

いることが明らかとなった。また、土壌中からは低密

度であるが青枯病菌が検出された。土壌理化学性につ

いて調べた結果、発病抑止土壌と発病土壌の間に違い

は認められなかった。 

046 土壌の微生物性の簡易診断法の確立 (前田) 

土壌微生物群集構造の簡便な評価法として、オムニ

ログ法を開発し、その有効性を検討した。トマト青枯

病の発病程度が異なる土壌を供試し、オムニログシス

テムを利用した簡易土壌診断法を検討した結果、甚発

生土壌では発色積算値が低く、20 年以上未発生の土

壌では高い値を示し、本法の土壌微生物診断法として

の有効性が明らかとなった。 

047 還元消毒法による土壌微生物性への影響評価 

 (前田) 

トマトハウス土壌に、糖蜜を用いて土壌還元消毒法

を行った結果、還元消毒前に多様性指数が低い土壌で

は、多様性指数と発色積算値が高まることが明らかと

なった。バイオセンサーによる青枯病菌の電極応答値

は土壌還元消毒を行うことで低下したが、その土壌を

オートクレーブ滅菌したものでは高くなり、電極応答

値への土壌微生物の関与が明らかとなった。 
048 蒸気消毒法による土壌微生物性への影響評価 

 (前田) 

ユリ施設土壌の蒸気消毒前後の土壌を供試し、各種

分析手法を用いて土壌微生物性を調査した。PCR-DGGE

法による土壌細菌群集構造解析では、蒸気消毒により

土壌細菌群集は単純化することが明らかとなったが、

炭素源利用能に基づく多様性は高くなることが明ら

かとなった。また、バイオセンサーによる指標微生物

の電極応答値は非常に低くなることが明らかとなっ

た。 
(19) 地球温暖化が農林水産業に及ぼす影響の評価と

高度対策技術の開発 

研究の背景と目的 

連作水田、転換畑における GHG 発生の実態を把握し
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て、より合理的に GHG 発生を抑制する土壌管理技術を

構築する。また、土壌有機物変動の実態等から土壌炭

素収支を把握して、土壌の炭素蓄積量を増大するため

土壌管理技術を開発する。 

049 連作水田、転換畑におけるＧＨＧ発生実態の把握

 (白鳥・丸山・田齊) 

メタンフラックスは水田で高く、亜酸化窒素フラッ

クスは転換畑が高かった。水田からのメタンフラック

スは中干し以降は低下した。また、転換畑の亜酸化窒

素フラックスは梅雨明け後に急激な上昇が見られた。

栽培期間中の水田からのメタン放出量は転換畑の約

20 倍、転換畑からの亜酸化窒素放出量は水田の約 10

倍であった。 

050 連作水田、転換畑における土壌炭素動態の把握

 (白鳥・丸山・田齊) 

試験開始前における土壌の全炭素含量(表層～25 

cm)は、水田で 35.1 t ha-1、転換畑で 33.7 t ha-1、

全窒素含量は水田で 3.27 t ha-1、転換畑で 3.30 t ha-1

となり、両者に違いは見られなかった。湿潤土のメタ

ン生成ポテンシャルは、前年秋に稲わらをすき込んだ

水田の方が明渠を施し稲わらをすき込まなかった転

換畑よりも高くなった。ほ場への残渣還元量から測定

した炭素投入量は水田で約 3.0 t ha-1、転換畑で約 1.9 

t ha-1、全窒素含量は水田、転換畑とも約 0.04 t ha-1

となった。 

(20) 土壌病原菌や有害線虫を駆除する薫蒸作物の開

発と利用方法の確立 

研究の背景と目的 

グルコシノレート含量が多いチャガラシやクレオ

メを育成し、土壌病原菌や有害線虫を減らす薫蒸作物

を育成する。その後、これら薫蒸作物の栽培方法や鋤

込み方法を確立し、土壌病原菌・有害線虫・雑草抑制

効果とその機作を明らかする。本研究により、消費者

が求める農薬に頼らない農業に寄与できる。 

051 トマト青枯病に対する土壌病害抑制効果 

  (前田) 

薫蒸作物としてチャガラシおよびクレオメの１系

統を供試し、ポット試験等による土壌鋤込みによる効

果を検討した結果、土壌中の青枯病菌密度を低下し、

その後に作付けされるトマトの青枯病被害を軽減で

きる可能性が認められた。 

052 ネコブセンチュウに対する抑制効果 (前田) 

薫蒸作物としてチャガラシおよびクレオメの１系

統を供試し、ポット試験により土壌鋤込みによる効果

を検討した結果、土壌中のネコブセンチュウ数を低下

させ、その後に作付けされるトマトのネコブセンチュ

ウ被害を軽減できた。 

053 薫蒸作物の鋤込み方法の確立 (前田) 

クレオメの凍結乾燥粉末をホウレンソウ萎凋病菌

汚染土壌に鋤きこみ、温度と水分条件の違いがメチル

イソチオシアネート(MITC)発生量に及ぼす影響とフ

ザリウム菌に対する殺菌効果を調査した。MITC 発生

量は培養温度が高いほど早くピークをむかえたが、潅

水により発生量の低下が認められた。 

フザリウム菌への殺菌効果は鋤込み２日までの

MITC 発生量に依存するものと思われた。 

054 薫蒸作物の鋤込みによる土壌微生物への影響調

査 (前田) 

チャガラシおよびクレオメの鋤込み処理による微

生物群集構造を PCR-DGGE 法を用いて分析した。その

結果、土壌細菌群集構造に対する影響は低いと考えら

れたが、潅水処理を組み合わせることで多様性指数の

増加が認められた。土壌糸状菌群集構造に関しては、

チャガラシおよびクレオメに特徴的な輝度の強いバ

ンドが認められた。 

(21) 環境規範に適合する家畜ふん堆肥の肥効評価シ

ステムの確立 

研究の背景と目的 

家畜ふん堆肥について農業環境規範で求められる

適正な施肥を行なうために、家畜ふん堆肥中窒素成分

の迅速な肥効評価法の開発、肥効の検証、適正利用促

進ツールの開発等により併用する化学肥料の施用量

を過不足なく決定するシステムを構築する。 

055 家畜ふん堆肥の緩効的窒素成分評価法の開発 

 (小柳) 

牛ふん堆肥と豚ふん堆肥については、無機態窒素

（密閉縦型豚ふん堆肥以外に適用）または AD 可溶窒

素（すべてに適用）の測定により、３ヶ月間有効化窒

素（速効的窒素＋緩効的窒素）を評価できると考えら

れた。 

056 牛ふん堆肥の窒素肥効評価法の検証 (小柳) 

スーダングラスの栽培試験によって窒素肥効評価

指標である無機態窒素と AD 可溶窒素の適用性を検証

した結果、それぞれ牛ふん堆肥の６週程度窒素肥効量、

豚ふん堆肥の 16 週程度の窒素肥効量を示す指標とな

ることを検証した。 

 

2 共同・プロジェクト研究 

(22) 北陸地域に多発する大豆しわ粒の発生防止技術

の開発 
研究の背景と目的 

  北陸産大豆は１・２等の上位等級比率が低く、格落

ち理由の多くはしわ粒の混入により、しわ粒発生防止

技術が早急に求められている。そこで、重粘土壌にお

けるしわ粒発生要因の解明や効率的かつ高品質を維

持するコンバイン収穫作業体系の現地実証試験を行
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い、しわ粒発生抑止技術を開発する。 

057 作物体の水分条件の変動が種皮剥離及びしわ粒

発生に及ぼす影響の解明 (服部・佐藤(徹)) 

縮緬じわと亀甲じわの発生は、早い時期から子実水

分が低下する株の上位で多く、特に亀甲じわは平均子

実水分が 20％近くまで低下する成熟期頃から急激に
発生が多くなった。昼間の乾燥、夜間の高湿度条件や

降雨による乾湿の繰り返しが亀甲じわの発生を助長

しているものと考えられた。 
058 作物体のミネラル成分が剥離及びしわ粒発生に

及ぼす影響の解明 (服部・佐藤(徹)) 

黄葉期以降の降雨の少ない条件は縮緬じわを少な

くし、亀甲じわと剥離を増加させた。また、種皮ミネ

ラル含量は降雨の少ない条件によって K が増加し、
CaとMgは低下した。Caは縮緬じわと剥離との間に、
Kは縮緬じわとの間に相関が認められたが、各ミネラ
ル含量の年次変動が大きく、単年度の傾向も一定では

ないことから、各ミネラルによるしわ粒発生への影響

は判然としなかった。 
059 剥離の発生がしわ（亀甲しわ）の発生に及ぼす影

響の解明 (佐藤(徹)・服部) 

子実水分が 13％以下に低下した後に吸湿すると子

葉と種皮の吸湿速度の差により剥離が発生し、さらに

吸湿すると、亀甲じわとなる。その後、乾燥するとし

わが消える粒もあるが、乾湿の繰り返しにより亀甲じ

わへと固定されると考えられた。 

060 北陸地域における優良生産地としわ粒多発地帯

の比較に基づくしわ粒発生要因の解明 (南雲) 
県内の主要大豆団地６ほ場（朝日村、新発田市、新
潟市、三条市、長岡市、上越市）において土壌条件、
栽培管理、生育、気象条件としわ粒発生要因について
調査した。この結果、しわ粒発生要因について土壌条
件（土壌ｐＨ、可給態リン酸）及び生育量が示唆され
たが、継続調査が必要である。 

061 大豆しわ粒発生防止技術の開発 (服部・樋口) 

年次変動はあるものの、縮緬しわは培土回数を２回

程度行うと少なくなり、亀甲しわは㎡あたり22.2本程

度の密植にすることで少なくなった。コンバイン収穫

を想定した場合、培土回数が多くなると畦が高くなり、

収穫の作業性が悪化するが、密植にして最下着莢高を

高めることで刈り残しや土砂の混入が少なくなるも

のと考えられた。 

062 子実・茎水分簡易測定法の検証 (樋口) 

水分計の出力値と茎水分との関係は茎の状態によ

って異なり、茶色く変色し木化した茎では一定の傾向

が見られるが、直線的に変化するのは水分計出力値で

22 程度、茎水分で 30%程度までであった。木化する前

の黄色く変化した茎等では相関は見られない。青立ち

茎については、茎水分はほぼ一定で 70%前後であった。 

063 子実・茎水分簡易測定法に基づく、汚損、しわ粒

軽減コンバイン収穫技術の検討 (樋口) 

子実の汚損は茎水分が高いほど増加し茎水分 60%

以上では品質が低下する可能性が見られた。子実の損

傷は子実水分 25%付近から増加し始め、落下粒による

頭部損失、脱穀損失の発生状況から 22%程度が適当と

考えられる。しわ粒を回避するため、成熟期以降に茎

水分 60%以下、子実水分 22%程度以下なったら速やか

に収穫するのが望ましいと考えられた。 

064 しわ粒発生防止技術の現地実証 

 (佐藤(徹)・南雲・樋口) 

長岡市七日市において、耕うん同時畝立て播種や緩

効性被覆尿素肥料、コンバイン適期収穫について現地

実証した結果、畝立て播種や緩効性被覆尿素肥料によ

りちりめんじわが軽減され、成熟期頃の収穫により亀

甲じわが軽減された。 

(23) イオンビームを利用した“抽苔しにくい春夏ネ
ギ”の育成 

研究の背景と目的 

  ネギは抽苔することにより品質が低下するため、新

潟県では春夏期の出荷量が少ない。イオンビーム照射

により突然変異を誘発したネギを作出し、その中から

晩抽苔性や不抽苔性等の有用形質を選抜することで、

“抽苔しにくい春夏ネギ“を育成する。 

065 優良系統の選抜 (濱登・亀山) 

平成 16 年度にイオンビームを照射した約 2,000 系

統から 35 系統を１次選抜した。選抜した系統は採種

後直ちに播種し、２次選抜に向けてほ場に定植した。

また、平成 15 年度照射系統から７系統を２次選抜し、

採種栽培に移した。 

(24) 北陸特有の環境条件に即した野菜安定生産技術

の開発 

研究の背景と目的 

稲作への依存度が高い北陸地域では、安定的な水田

作経営の育成が緊急の課題である。そこで、冬季の多

雪・寡日照や重粘土壌など北陸特有の環境条件を克服

した野菜の安定生産技術を開発し、「水稲＋野菜」に

よる複合経営化の促進・定着を図る。 

066 初夏どり品種の選定 (大井) 

初夏どりカリフラワーに有望と思われる品種は「バ

ロック」である。また、「バロック」の草姿は立勢で

ややコンパクトであった。なお、生産量･出荷量増加

のため、施肥量および育苗･定植方法、栽植密度の検

討が必要である。 

067 育苗・定植管理方法の確立 (大井) 

大苗定植で初夏どりカリフラワーは、出荷量が多く

なると思われる。なお、「バロック」は大苗定植する

ことにより、生産量はほぼ変わらないが出荷量が 20%
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以上増加した。これは、軟腐病がやや増加したが、ボ

トニングの発生がなく商品化率が上がったためと考

えられる。また、「知月」も大苗定植することで、軟

腐病の発生がなく、ボトニングや他の異常花らいの発

生が少なくなり生産量や出荷量が増加した。 

068 施肥方法の確立 (大井) 

標準苗で出荷量の多い施肥量は、増量が「バロック」、

「ホワイトマウンテン」、減量が「スノークラウン」、

「知月」であった。その中で有望と思われるのは、出

荷量がほぼ目標の増量施肥「バロック」であった。 

069 北陸特有の気象・資源に即した野菜栽培技術の開

発  (倉島・西原・種村・棚橋) 

イチゴに適応する地域資源培地として、籾殻くん炭

ピートモス混合培地、流木炭や生籾殻ダブルレイヤー

培地の適応性を認めた。６月１日採苗、60 日育苗、
12℃、25日間の暗黒処理後、８月 25日に定植、定植
後 10日間 70％遮光を行うと、約 70％の開花株率とな
り、10月下旬からの収穫が可能となった。「越後姫」
は「とちおとめ」、「あまおう」と比較して食味が良

好であった。現地試験では、地域資源を培地とした掛

け流し方式において、10 月出荷開始作型が実証され
た。 

070 水田複合経営を踏まえた野菜作技術の経営評価

と体系化  (牛腸) 

開発中のイチゴ「越後姫」の早期出荷作型は、高単

価時期に出荷でき、作業分散や収穫期間長期化による

収量増加ができるため、生産者は新作型導入を前向き

に考えている。導入支援策は、開花率向上のための技

術確立と苗処理用の冷蔵庫を確保することである。 

071 水田複合経営における野菜作の新技術導入効果

と生産拡大支援策の解明  (大井) 

初夏どりカリフラワーの所得は 97 千円確保された

が、出荷量の不足から目標に達しなかった。また、労

働時間は秋どりカリフラワーの約２倍となった。なお、

所得向上のため、生産量および商品化率を増加させる

品種選定および育苗・定植、施肥方法の確立が必要で

ある。 

(25) 県産地鶏普及推進のための技術開発 

研究の背景と目的 

平成 14 年度に完成した県産地鶏は、生産から流通、

加工販売に至る技術開発が急務となっている。県産地

鶏に適合し、コスト低減を図る飼料給与体系の確立と

販売戦略の検討および低利用部位等を活用した加工

品の開発が必要である。また、県産地鶏の特性を利用

した様々な地鶏肉判別方法の検討が必要である。 

072 試験飼料の差が発育・肉質に及ぼす影響(時田) 

28 日齢以降の飼育密度が増体に及ぼす影響につい

て試験を実施した。飼育密度を１㎡あたり 2.5 羽、５

羽、10 羽に変化させても増体に差は見られなかった。 

073 流通販売戦略開発 (牛腸) 

にいがた地鶏の需要創出のためには、消費者や飲食

店のニーズに応えながら、品質管理、コスト低減、販

路開拓、加工品開発、宣伝・情報提供に総合的に取り

組む必要がある。産地が販売拡大を行う場合、委託加

工による加工品販売が最も取り組みやすい。 

074 県産地鶏の低利用部位等による新規加工 

 (浅野・西脇) 

低利用部位(手羽先、ガラ)の可食化、及び加工利用

について、県産地鶏を用いて検討を行った。 

手羽先は 130℃45分処理により、骨を含め可食とな
った。また、鶏ガラからのコラーゲン抽出は、130℃
加熱が最適であった。鶏ガラは 130℃処理直後のミキ
サー処理により可食ペーストとなった。 

075 地鶏肉判別技術の開発 (時田) 

地鶏肉とブロイラー肉を味覚センサーにより分析

した。地鶏肉はブロイラー肉と異なる傾向を示し、地

鶏肉判別の可能性が示唆された。 

(26) イネ・システインプロテアーゼ阻害因子を機能

成分とする食品素材の研究・開発 

研究の背景と目的 

 新たな機能性食品素材として期待されるイネの新

規システインプロテアーゼ阻害因子について、その生

化学的性状を解明するとともに、産業利用を実現する

上で必要な基盤技術を確立する。 

076 イネ・システインプロテアーゼ阻害因子組換え蛋白

質の発現と精製 (小林・大坪・太養寺) 

機能未知のイネ・シスタチン（OC）遺伝子のうち、

OC-IV と OC-VI についてコールドショック発現ベク

ターを用いて発現系を構築した。電気泳動とＮ末端ア

ミノ酸配列解析から、目的とする組換え蛋白質の発現

と精製を確認できた。従来の 37℃発現誘導系では組

換え蛋白質を得られにくい遺伝子であっても、コール

ドショックでの発現誘導により、組換え蛋白質の取得

が可能であった。 

077 生化学的特性と存在量の解明 (大坪・太養寺) 

OC-XII の各種システインプロテアーゼに対する阻

害プロファイルを調べた。OC-XIIはOC-IIよりもOC-I

に近い阻害プロファイルを示したが、カテプシンＫや

カテプシンＬに対する阻害活性で OC-I との違いも認

められた。これらの結果から、OC-XII は既知 OC とは

異なる生理作用を担っていると推察できた。 

078 抗菌活性の解明 (大坪・太養寺) 

コシヒカリ精白米から蛋白質を抽出し、歯周病菌シ

ステインプロテアーゼ（Rgp）に対する阻害因子のサ

イズ排除クロマトグラフィーによる溶出パターンを

調べた。その結果、Rgp 阻害因子の分子量特性を明ら
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かにすることができた。 

(27) 新形質米の機能性を活用した新食品の開発 

研究の背景と目的 

 高アミロース米は、従来ピラフ、カレー等の調理に

利用されているが、その澱粉は難消化性であることが

認められ、過血糖抑制効果等食物繊維としての機能が

報告されている。そこで、α粉・シート状食品への難

消化性澱粉の加工適性及びその利用技術を明らかに

するとともに、加工品に応じた製粉技術を開発し、製

品化に向けた検討を行う。 

079 高アミロース系統の栽培特性の解明 (石崎) 

「新潟 79 号」の栽培において、移植時期の早晩、

基肥及び追肥の窒素量の多少は、産米の成分及び生育

収量に有意な差を与えることが明らかであった。一方、

加工性の指標となる糊化特性は、栽培条件により産米

の成分含量が変動したにもかかわらず、糊化開始温度

以外は年次間差を上回る差が認められなかったこと

から、収量性を優先した栽培が可能と推察された。 

080 高アミロース米の澱粉特性及び製粉技術の開発

 (吉井・本間・赤石) 

米及びその加工品の難消化性澱粉含量の測定評価

には人工消化法が適していると判断され、米飯、乾燥

生地及び素焼き米菓の難消化性澱粉含量は、いずれの

場合も高アミロース系統である「新潟79号」が「コシ

ヒカリ」よりも高い値を示した。 

また、「新潟 79 号」は、小麦粉に非常に近いアミロ

グラフ特性を示すところから、小麦粉用途への適性が

高いことが類推された。 

(28) 新潟県における飼料イネ－高品質大麦輪作シス

テムの確立 

研究の背景と目的 

収益性の高い輪作体系の確立と飼料イネの生産拡

大を図るため、飼料イネの特性解明および給与技術を

開発する。 

081 飼料用イネの給与技術の開発 (関) 

稲発酵粗飼料を乳牛に給与する上において、嗜好性

の高いものであれば、採食割合が高くなることが期待

できる。そこで、収穫時の成熟程度（糊熟期・黄熟期）

と材料水分（予乾無し・有り）を要因として、試験材

料を調整し、稲発酵粗飼料の嗜好性を調査した結果、

糊熟期に予乾処理した稲発酵粗飼料の嗜好性が高か

った。 
082 畜産物商品の消費者ニーズの把握 (守屋) 

アンケート調査及び会場テストを実施し、消費者の

立場から見た製品差別化について検討を行った。その

結果、飼料用イネを給与して生産された畜産物の差別

化には、新潟県の特徴を生かし水田を維持・向上でき

ることを啓蒙するとともに、コシヒカリブランドの活

用が有効であると考えられた。 

083 前作飼料イネが大麦の播種条件および生育･収

量･品質に及ぼす影響 (佐藤(徹)) 

大麦の前作を直播飼料イネと移植「コシヒカリ」と

し、試験を実施した。飼料イネ跡では大麦播種まで猶

予期間が十分確保でき、大麦作付前の排水対策作業等

が適時適条件下で実施でき、砕土率が上がり、苗立ち

や越冬前の生育が良好であり、安定した収量が得られ

た。 

084 適正播種期の解明 (服部・佐藤(徹)) 

「ファイバースノウ」を９月 20 日(早播)、９月 30

日(標準播)、10 月 11 日(晩播)の３時期で播種を行っ

た。最大 21 日間の播種期の差は成熟期では２日の差

に短縮された。精麦収量に播種期による有意な差は見

られなかったが、９月 20 日の早播では千粒重や整粒

歩合の低下と搗精時間の増大が認められ、標播～晩播

が適した播種期と考えられた。 

085 越冬後の生育診断と肥培管理(服部・佐藤(徹)) 

飼料イネ後大麦は、「コシヒカリ」後に比べて穂数

が多く、収量は高まるが、整粒歩合、千粒重、白度の

低下や硝子率の上昇など品質が低下する傾向にあっ

た。 

消雪後の肥効調節型肥料 LP40 は窒素施肥量を慣行

以下にすることで、慣行並の収量・品質が得られ、越

冬後追肥の低減が可能であった。また、分施による茎

立期及び止葉抽出期追肥は、増肥により収量や千粒重

が高まるが、白度の低下や硝子率の増加など品質は低

下した。 

086 越冬前の生育診断と肥培管理(服部・佐藤(徹)) 

越冬前の生育量確保のためには、種子の散播や基肥

表面散播が有効であった。しかし、砕土率の影響や越

冬前窒素追肥の有効性などは継続検討し、年次変動を

確認する必要がある。 

(29) 主要農作物のカドミウム吸収抑制技術の開発 

研究の背景と目的 

農作物中の重金属類に関しては Codex 委員会で基

準値の策定が検討されつつあり、早急な吸収抑制対策

技術の確立が求められている。そこでカドミウムリス

クの評価、吸収抑制技術の確立、生物修復に適した水

稲品種の選定と効果の確認、園芸作物における吸収抑

制技術の確立を行う。 

087 作物と土壌データに基づく農耕地のカドミウム

リスク評価 (本間・大峽) 

玄米カドミウム濃度は出穂期以降の土壌データに

よりある程度推定が可能で、潜在的なカドミウムリス

ク評価は土壌の 0.1N 塩酸抽出カドミウム濃度とこれ

らの土壌データによる評価が考えられた。 

088 水稲に対するアルカリ資材等の施用効果 
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 (本間・山谷) 

水稲栽培におけるカドミウム吸収抑制を目的に数

種の資材の施用効果を検討した結果、試験区間の水管

理が不揃いとなったため吸収抑制効果の確認が不可

能となり、試験圃場を変更して再検討を要する。 

089 大豆のカドミウム吸収に対する土壌改良資材の

効果 (丸山・白鳥・田齊) 

水稲残さの有無がダイズ子実 Cd 濃度、土壌 Cd 濃度

等に与える影響を調査した。また、土壌の乾湿がダイ

ズの Cd 吸収に与える影響をポット試験により調査し

た。水稲残さ除去によるダイズ子実、土壌 Cd 濃度及

び土壌水分に対する影響は認められなかったが、ポッ

ト試験の結果から、乾燥処理が土壌の交換態 Cd 濃度

を高め、ダイズの Cd 吸収量を高める一要因であるこ

とが推察された。 

090 大豆作付け跡水稲でのカドミウム吸収抑制効果

の検討 (本間・山谷) 

前年ダイズ栽培をした復元田での水稲栽培におい

て、カドミウム吸収抑制を目的に施用した数種のアル

カリ資材の効果の持続性を検討した結果、大豆に使用

したアルカリ資材の効果は復田２年目で消失した。 

091 水稲による生物土壌修復効果の検討 

 (山谷・本間) 

カドミウム汚染土壌の修復技術の一つである植物

による土壌修復（ファイトレメディエーション）技術

を確立するため、修復に適する作物および修復に要す

る年数、効果を検討した結果、カドミウムの土壌修復

に適する有望品種を明らかにした。 

092 台木の利用によるナスの Cd 吸収抑制効果    

 (竹田・西原・佐藤・中野) 

ナス台木品種「トルバム・ビガー」を用いて接ぎ木

栽培すると、穂木品種が変わっても、対照台木品種「ヒ

ラナス」に対しては概ね 40～60％、最大約 80％、自

根栽培に対して概ね60～80％の果実中Cd濃度の低減

効果が認められた。また、収穫初期の果実中 Cd 濃度

が高い傾向が認められた。 

093 ナス、サトイモのアルカリ資材施用による Cd 吸

収抑制効果 (竹田・西原・佐藤・中野) 

アルカリ資材を増施（慣行施要領の３倍程度）して

土壌 pH を上げることによって、ナスおよびサトイモ

可食部のCd濃度は10～40％程度低減することが可能

であった。しかし、効果が不安定な面もあり、土壌

pH の上昇をを確認して作付けする必要があると思わ

れた。 

094 サトイモ転換畑を対照にした土壌洗浄法による

修復技術の開発 (竹田・西原・佐藤・中野) 

塩化第二鉄を用いた土壌の洗浄により、Cd 除去率

（0.1N-HCl 抽出法）は約 52％となり土壌中 Cd 濃度は

半減した。孫イモ Cd 含量は無処理区の 0.16mgkg-1か

ら 0.10mgkg-1と大幅に低下した。 

 

3 プロジェクト研究 

(30) 一筆毎の水稲生育診断と栽培管理システムの確
立 

研究の背景と目的 

  現在、多様な消費者ニーズに対応した米作りが求め

られている。ひとつは実需・消費者が求める玄米タン

パク含有率の米を生産することであり、これには生育

診断による管理が不可欠である。従来のものさしや葉

緑素計 SPAD502 を用いた生育調査法を、携帯式生育情

報測定装置による調査法に置き換え、生育量を一筆毎

に大量に把握する手法を確立する。これにより、ほ場

ごとの品質の高位平準化技術を確立する。 

095 「コシヒカリ」 (樋口・権平) 

草丈とNDVIとの関係は７/１、７/10で相関が高く、

指数関数の回帰曲線で示すことができ、決定係数は

0.83 であったが、７/19 以降は異なる傾向を示した。

稲体窒素吸収量と NDVI との関係は時期別の差がやや

見られるものの７/１～８/９(出穂期頃)の期間で指

数関数の回帰曲線で示すことができ決定係数は 0.79

であった。 

096 「こしいぶき」 (樋口・権平) 

草丈とNDVIとの関係は７/１、７/10で相関が高く、

指数関数の回帰曲線で示すことができ、決定係数は

0.82 であった。稲体窒素吸収量と NDVI との関係は時

期別の差がやや見られるものの７/１～８/２(出穂期

頃)の期間で、指数関数の回帰曲線で示すことができ

決定係数は 0.75 であった。収穫時期の９/８では出穂

期までの回帰曲線から大きく外れた。 

097 「五百万石」 (土田) 
草丈とNDVIとの関係は７/１、７/６、７/10で相関

が高く、指数関数の回帰曲線で示すことができ、決定
係数は0.89であった。稲体窒素吸収量とNDVIとの関係
は時期別の差がやや見られるものの７/１～７/28(出
穂期頃)の期間で指数関数の回帰曲線で示すことがで
き決定係数は0.82であった。収穫時期の９/４では出
穂期までの回帰曲線から大きく外れた。 
098 水稲生育・米品質推定法の確立 (樋口・権平) 

６/30NDVI と穂数の決定係数は 0.71 となり、基肥

の生育差によって穂数が影響され、出穂期頃８/８

NDVI と籾数・収量との決定係数はそれぞれ 0.72、0.50

であった。収量は倒伏の影響もあって相関が低くなっ

ていると思われた。８/23NDVI と玄米タンパク質含有

率との決定係数は 0.76 となり収穫期前の状態から予

測できるものと思われた。 

099 穂肥量による米品質制御 (土田) 

コシヒカリの幼穂形成期に携帯式作物生育情報測
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定装置を用いて計測した正規化植生指数（NDVI 値）

と稲体窒素吸収量との相関は高く、NDVI 値から稲体

窒素吸収量が推定でき、穂肥診断の指標となる。幼穂

形成期の適正 NDVI 値は 0.77（0.73～0.80）と推定さ

れた。 

(31) 無ハウス育苗による省力低コスト水稲栽培技術

の開発 

研究の背景と目的 

  激化する産地間競争下で新潟米が生き残るために

は大幅な生産コストの低減をはかる必要がある。播種

量倍増・無ハウス露地プール育苗と疎植栽培により、

育苗資材や使用苗箱数を減らした低コスト移植栽培

技術を開発する。これにより高温条件下での育苗時の

障害を防止し、適期移植を推進して、一層の高品質・

良食味生産を目指す。 

100 播種期と被覆資材、除覆時期、庄土窒素量、育苗

日数 (市川・東) 

播種時期４/15、４/20、４/25 の３水準、被覆資材

はシルバーラブ、ミラー、シルバーミラーの３資材、

除覆時期 0.5、1、1.5L の３水準、床土窒素量 1、1.5、

2g/箱の３水準、育苗日数 20、25、30 日の３水準で実

施した。無加温露地プール育苗がハウス苗と同等の苗

質を確保するためには、播種時期は４/20 以降、被覆

資材は供試した資材で可能で、除覆時期は 1.0L、床

土窒素量は１g/箱が適すると考えられた。 

101 播種期と播種量、出芽法、育苗日数 

 (市川・東) 

播種時期４/15、４/20、４/25 の３水準、育苗日数

20、25、30 日の３水準、播種量 140、250g/箱の２水

準、出芽法加温、無加温の２水準で実施した。 無加

温露地プール育苗は、播種時期は４/15 から可能であ

るが、育苗日数が 30 日となる。安定して育苗できる

播種期は、４/20 以降で育苗日数は 25 日以上と考え

られた。 
102 露地密播苗の生育特性 (東・市川) 

移植後の活着初期生育は慣行ハウス苗＞標準播種

量露地苗＞密播露地苗の傾向があるが、その後の生育

収量品質は同等となる。露地密播育苗では弁当肥の施

用や床土施肥量の増施は活着初期生育の促進効果が

あるが、その後の生育収量品質への効果はみられない。

加温及び無加温出芽の苗の移植後生育は本田初期か

ら同等である。４/15 播種苗（育苗期間 30 日）は、

４/20 以降播種苗よりも活着時の発根量は多いが分

げつ発生がやや劣り、穂数収量が減る傾向がある。 

103 密播疎植安定化のための機械化移植技術 

 (樋口・権平) 

かき取り量を最小としているため、爪の軌跡とかき

取り部分の溝との隙間を減らすように加工したが、か

き取り本数の安定化にはならなかった。供試した播種

機では播種量ギヤ設定を最大にして播種した結果、播

種量は 249g であり、変動も少なかった。密播苗の育

苗管理方法によるかき取り本数の違いは見られなか

った。 

104 密播・疎植条件での安定栽培 (市川・東) 

基肥窒素量１、３、５kg/10a の３水準、１回目、

２回目穂肥窒素量０、１kg/10a の２水準で実施した。

密播・疎植栽培の基肥は窒素成分で３kg/10a、穂肥は

１kg/10a を１回目または２回実施する施肥体系が慣

行栽培と同等の収量・品質が得られると考えられた。 
105 無ハウス・無加温・プール育苗の検討 

 (金井・板谷越) 

本年は育苗時期が低温であったため、播種時期は４

月 20 日以降が適し、最適育苗日数も長くなった。４

月 20 日播種では加温出芽が必要で、４月 25 日播種で

は無加温出芽も可能であった。除覆時期は本葉１葉期

が適した。プール水深や播種量による違いは小さかっ

た。 

106 密播・疎植条件での安定栽培法の検討 

 (金井・板谷越) 

㎡当たり 12 株植の疎植栽培では、18 株植に比べ茎

数や穂数が少なくなるため収量はわずかに減収した。

基肥を多くするとやや増収するものの、倒伏程度が大

きくなった。このため基肥窒素量は３kg/10a が適し、

品質面から穂肥は１-１または０-２が良かった。 

107 個別技術の体系化 (樋口・権平) 

作業能率調査結果から 50 株植え、60 株植えの作業

時間等を試算し比較した結果、50 株植えを 40 株植え

にすることで 96%、60 株植えを 40 株植えにすること

で 92%の作業時間の短縮になる。苗補給間隔は 50 株

植えで 6.2 分、60 株植えで 5.4 分であるが 40 株植え

で 7.4 分となり、補助作業者の負担が軽減される。 

(32) トップブランド農産物開発事業 青いユリの作

出 

研究の背景と目的 

激化するユリの産地間競争の中で高品質・高付加価

値品種の開発が望まれている。青い花色のユリは存在

しないため、開発できれば高品質・高付加価値品種と

なると考えられるが、従来の交配育種によっては作出

することが不可能であった。そこで、遺伝子導入によ

って青いユリを開発する。また、イオンビーム照射に

よってユリの不稔化も行う。 

108 ユリへの花色改変遺伝子の導入 

 (小林・近藤・小池) 

青い色素合成に関連する遺伝子を赤い花色のユリ

に導入し、現在養成中。 
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109 イオンビーム照射による雄性不稔ユリの作出 

 (小林・近藤・小池・大塚) 

イオンビームを照射したユリを圃場で栽培するこ

とによって、0.8Gy 以上のイオンビーム照射がユリの

変異誘発において効率的であることが判明した。 

(33) カキ新品種「朱鷺乙女」の早期普及に向けた収

穫・脱渋技術の開発 

研究の背景と目的 

県育成品種「朱鷺乙女」は、収穫の基準となる果皮

色調や脱渋特性が他品種とはやや異なると考えられ、

独自の収穫基準や脱渋技術を開発する必要がある。そ

こで、高品質果実収穫のための専用果皮色カラーチ

ャートと脱渋後の糖度や日持ち等を考慮した収穫・脱

渋技術を開発し、新品種の県内への早期普及を図る。 

110 成熟時の果実品質解明と果実収穫用カラーチ

ャートの開発 (本永・根津) 

果実のデジタル画像解析により、成熟時の果実果皮

色変化に対応した専用カラーチャートを開発し、この

チャートが従来のチャートより測定精度が高いこと

を検証した。 

111 カラーチャートを利用した高品質果実収穫技術

の開発 (本永・根津) 

専用カラーチャートを用い、収穫時期別の果実品質

変化や果皮色と品質と関係を解析し、低糖度年でも糖

度 12.5％以上が期待できる収穫時期別の果皮色と果

実サイズの基準を明らかにして、高品質果実出荷を目

指す収穫技術を確立した。 

112 果実脱渋特性の把握 (佐藤(嘉)) 

「朱鷺乙女」は「刀根早生」に比べ、果皮の CC 値

が高く、脱渋し易く、硬度低下が早く、軟化し易いこ

とが確認され、餡入果が多く観察された。 

113 高品質果実出荷のための脱渋技術開発 

 (佐藤(嘉)) 

「朱鷺乙女」は、前期収穫果実において、脱渋完了

後の 15℃以下の低温管理は硬度低下に抑制効果があ

り、「刀根早生」と同等期間の流通が可能と考えられ

たが、後期の収穫果実では、５℃の低温管理だけでは

硬度低下を遅延させることが困難であると考えられ

た。 

(34) にいがた発園芸作物の有利販売とブランド力を
支援する戦略的アイテム化技術の開発 

研究の背景と目的 

  園芸を取り巻く情勢の変化に柔軟に対応できる経

営体質の強い複合営農を確立し、経営感覚に優れた経

営体の育成が求められている。このため、にいがた園

芸生産のけん引役となるブランド品目・重点品目の新

たな市場への参画を可能とする新アイテム化技術の

確立ならびに、｢にいがた発・園芸ブランド｣の拡大等

各種運動や地域振興計画とリンクさせながら販売

力・ブランド力強化と生産拡大を図る。 

114 低コストで管理が容易な循環式高設栽培     

システムの開発 (倉島・種村) 

籾殻くん炭ピートモス混合培地の肥効調節肥料管

理方式おける循環栽培で、ヤシガラ活性炭のフィル

ター処理による生育阻害物質除去効果を確認した。本

システムは構造が非常に簡単で、低コストなため実用

性が高いと判断された。 

115 循環栽培における適正養液管理技術の開発   

 (倉島・種村) 

肥効調節肥料管理方式においては、溶出タイプ 180

日で窒素成分量で株当たり３～４ｇの施用が適当で

あった。循環栽培においては 100 日タイプでは定植直

後の溶出量が多く、チップバーンや株枯れが発生した。 

116 半促成(ハウス)作型の技術確立 

 (谷内田・長谷川) 

２年生アスパラガスの立茎開始時期について、３月

25 日、４月２日、４月 10 日で検討を行った結果、４

月２日までに立茎開始すれば、当年の生育・収量に影

響を及ぼさないと判断された。 
117 春どり栽培に適した品種の検討 (大竹) 

２年生株であり、収穫は４日間で打ち切った。茎葉

刈り取り時のＧＩは、「スーパーウエルカム」と「ガ

インリム」が最も大きく、「グリーンタワー」、「ウエ

ルカム」、「メリーワシントン 500Ｗ」はほぼ同等であ

った。 
118 春どり栽培における収穫打ち切り時期の検討 

 (大竹) 

４年生株では、収穫打ち切り時期を７月 10 日にす

ることで、収穫量が最も多く、株養成時のＧＩを確保

することができた。 
119 春どり栽培における播種・定植時期の検討

  (横山) 
は種期が早いほど定植時の苗の生育量が大きく収

量も多かった。なお、茎葉刈り取りのＧＩ値は、は種

期が早いほど高くなる傾向が見られたが、有意差はな

かった。 
120 鱗芽の深さが収量・品質に及ぼす影響(２年生株)

 (横山) 

収穫は、根株の養成が不十分と判断し、実施しなか

った。鱗芽位置が深いほど若茎の発生は遅かったが、

茎葉刈り取り時のＧＩ値は高く、茎径 10 ㎜以上の本

数は多かった。 

121 鱗芽の深さが収量・品質に及ぼす影響(４年生株)

 (横山) 

鱗芽位置が深いほど若茎の発生が遅く、若茎の発生

本数が減少して太物率が増加する傾向が見られたが、

有意差はなかった。鱗芽位置が深いほど茎葉刈り取り
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時のＧＩ値は高く、茎径 10 ㎜以上の本数は多かった。 

122 小玉スイカの栽植様式、仕立て法、優良品種選定

 (本間・谷内田) 

子づる改良整枝栽培の５本４果どりでは、65～75

㎝の株間が適していると思われる。子づる、子づる高

節位、孫づる仕立において、仕立による果実のそろい

への影響は判然としなかったが、仕立を変えていくこ

とで同一は種期での収穫期を分散させることが可能

であった。品種では、対照品種の「ひとりじめ７」を

超える品種は無かった。 

123 有望品種の作型別品種特性の把握(根津・本永) 

「シャインマスカット」の平年の収穫期は無加温ハ

ウス作型で８/23、露地で 10/３となった。無核栽培

については「ロザリオ ビアンコ」では開花期のばら

つきから実用上困難と思われたが、「シャインマスカ

ット」は粒肥大や食味も十分で無核栽培が可能である。

また「ロザリオ ビアンコ」での平行整枝長梢栽培に

ついては自然整枝形とほぼ同等の収量が見込めるこ

とかわかった。 

124 「シャインマスカット」の栽培特性の把握 

 (根津・本永) 

無加温ハウス及び露地作型における発芽率はいず

れも高く、70～80％であった。また着房率についても

発芽した新梢にはほぼ着房しており「ロザリオ ビア

ンコ」のような発芽、着房不良は認められなかった。

房作り方法の検討では上、下段利用の違いで房及び粒

への影響は少なく着粒数と果房重を考慮した房作り

を行えばよいものと思われた。また、非破壊果実糖度

測定装置により検量線を作成したところ、高い相関の

検量線を得ることができた。 

(35) 新たな消費動向に対応したユリ切り花生産技術

確立 

研究の背景と目的 

新たな消費動向（業務需要からホームユース等へ）

に対応した品質の切り花生産のため、切り花品質のコ

ントロール技術及び新しい種間交雑品種（LA、OT ハ

イブリッド等）の栽培技術を確立する。 

125 養成栽培における球根肥大・ノーズの発達調査

(園芸研) (小田・渡邉) 

県内３地帯別（平野部、中山間、準高冷地）のオリ

エンタル系ユリ「カサブランカ」の球根肥大及びノー

ズ形成について調査し、今年度の状況把握とともに過

去８年分のデータから地域間差を明らかにした。 

126 養成栽培における球根肥大・ノーズの発達調査

(高冷地) (堀本) 

「カサブランカ」は前年より肥大し、ノーズの伸長

始期は前年並みだった。1999 年から 2006 年の調査を

基に、球根肥大・ノーズ発達の平均値を算出し、各年

の気象条件との相関を検討した。日照時間との相関が

高かった。 
127 養成球根の肥大とノーズ形成(中山間地) 

  (徳高) 

「カサブランカ」の球根肥大およびノーズ形成につ

いて調査しデータ蓄積を行った。本年度は消雪遅れに

より定植が例年の２週間遅れとなったが、その後生育

は回復し肥大･葉分化数は平年並みとなった。ノーズ

伸長は９月下旬に確認され、Brix 示度は掘り取り後

から２月中旬まで上昇した。 

128 球根養成時の施肥が切り花品質に及ぼす影響 

 (堀本) 

球根養成時の基肥窒素量が切り花品質に及ぼす影

響について検討した。切り花品質はほぼ変わらなかっ

た。 
129 球根養成時の適正な施肥方法の検討 (堀本) 

球根養成栽培における種球球周と追肥施用方法に

ついて検討し、両要因が球根肥大に及ぼす効果につい

て確認した。 

130 奇形（帯化）球根の発生要因解明 (徳高) 

帯化球根の発生には品種間差があると考えられた。

発生・増加の要因として、定植後約 1ヶ月で開始する

新球形成時期の土壌水分過多が起因すると考えられ

た。また種球重量の影響は受けないと思われた。 

131 多芽球根の発生要因解明 (徳高) 

多芽球根の発生は定植後の初期生育温度が影響し、

より高温に遭遇することで多くなると考えられた。ま

た種球の充実度の違いにより新球形成時期の温度や

水分ストレスの影響を受けやすくなると感じられた。 

132 芽伸ばし温度と順化処理が奇形花に及ぼす影響 

 (小田・渡邉) 

オリエンタル系ユリ「カサブランカ」「ソルボンヌ」

「シベリア」「イエローウィン」を用いて出芽長 10cm

程度を目安とした芽伸ばし温度（２℃、５℃、10℃、

15℃）と芽伸ばし処理後の順化処理（25℃２日間）が

切り花品質に及ぼす影響を調査した。芽伸ばし温度が

低温では切り花重及び切り花長が大きくなるものの、

奇形花が増加した。順化処理により到花日数は短く、

切り花長及び茎長は若干短くなる傾向であった。順化

処理により奇形花の発生が軽減されることが明らか

であったが、低温での芽伸ばしでは逆効果の場合もあ

り、品種間差と花芽分化との関係が認められた。 
133 温度管理技術の検討 (小田・渡邉) 

定植後の栽培温度の違い、及び抑制作型における生

育後期の夜温が開花及び切り花品質に及ぼす影響に

ついて調査を行った。栽培温度が 15～25℃一定条件

では、温度が低いほど草姿が大型となり、発根域幅が

広くなった。25℃では発根域幅が狭く、切り花ボリ
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ュームや生理的花飛びの増加に影響したと思われる。

また、分化花数は 15℃、20℃、25℃の中では 25℃で

最も多くなった。また、生育後期の夜温は低いほど開

花が遅れ、花梗長が長く、茎が軟弱化する傾向であっ

た。 
134 追肥の施用時期及び窒素成分量が切り花品質に

及ぼす影響 (堀本) 

ユリ切り花の抑制栽培における追肥施用時期及び

量と茎強度について検討した。第１花蕾長３cm 時の

追肥が茎上部の堅さに影響を及ぼす結果が得られた

が、切り花全体への影響は確認できなかった。 

135 リン酸施用量がオリエンタル系ユリ切り花に及

ぼす影響  (堀本) 

リン酸の施用量がユリ切り花品質に及ぼす影響は

判然としなかった。 
136 光質コントロールフィルムが切り花品質に及ぼ

す影響  (堀本) 

光質コントロールフィルム及び遮光により、施設内

温度が加減し、重量・総丈等に影響を与えたが、その

影響は定植時期により異なった。 

137 新系統ユリの特性把握と栽培技術確立 

  (小田・渡邉) 

OT ハイブリッドユリ「イエローウィン」の球根肥
大及びノーズ形成等について調査してオリエンタル

系ユリ「カサブランカ」との違いを明らかにし、栽培

技術確立のための基礎情報を収集した。 

(36) 地域資源を活用した新特産品目の開発及び加工

適応性評価と機能性の解析 

研究の背景と目的 

中山間地域における農業分野の活性化対策として、

地域の自然条件を活かした特色ある農産物の生産・加

工や消費者と直結した流通等、高付加価値型農業の展

開に向けた技術開発等を行う。 

139 オリジナルウルイの開発 (大井) 

 促成栽培において遮光方法を変えることにより、半

緑化、完全軟白、黄ウルイと形態の異なるウルイを生

産することが可能である。地元市場では半緑化の評価

が高かった。 

139 ウルイ肥大特性の調査 (大井) 

１年養成株および２年養成株の重量・着芽数は降雪

前までゆるやかに増加することから、株の堀取りはで

きるだけ遅い方が充実した株ができる。 

140 成園化のための地下茎部位の検討 (大井) 

地下茎から成園化を図る場合は、収量および商品化

率の高い節径が太いものおよび先端を利用して栽培

することが望ましいと考えられる。 

141 成園化のための地下茎重量の検討 (大井) 

フキノトウ成園化を図るために適切な地下茎量（は

種量）を検討する。成園化に適した栽植本数は、１･

２年養成株ともに収量および品質が高い 18 本/㎡が、

有望と思われる。 

142 早だし栽培に向けた堀上時期と貯蔵温度の検討 

(大井) 

11月24日及び12月５日、12月15日に掘り上げて、

２℃及び、５℃、常温で貯蔵したフキノトウは、１月

上旬から２月上旬の間に、全ての堀上げ時期及び貯蔵

温度で収穫できた。最も短期間で早期に収穫できたの

は 12 月５日に堀上げ、５℃で貯蔵したものであった。 

143 早だし栽培に向けた貯蔵株重の検討 (大井) 

 フキノトウを 12 月 15 日に掘り上げて株重を 10ｇ

及び 30ｇ、50ｇに調整して貯蔵した場合、いずれの

株重でも１月上旬から２月上旬の間に収穫可能であ

った。また、株重が重いほど貯蔵開始から収穫までの

期間が短くなる。 

144 地域在来系統からの選定 (横山) 

株養成ほ場での生育は極めて不良で、11 月 21 日に

根株を掘り上げたが株が小さく、トウの着生も少なく、

高農技緑系以外の２系統はトウの枯死が目立った。６

月・８月の高温乾燥や７月の多雨・日照不足等が影響

したと考えられる。これらから、新形態フキノトウ向

け優良系統として高農技緑系が最も優れていると思

われた。 

145 種子繁殖（実生株）からの選定 (横山) 

露地育苗のため、育苗後半の高温乾燥の影響により

生育が遅延気味となり、定植は７月４日となった。定

植後は、多雨・日照不足により十分な生育量を確保で

きなかった。11 月 21 日に根株を掘り上げたが、昨年

に比べて極めて矮小でトウの着生も少なく、株によっ

てはトウの着生が確認できないものもあり、優良系統

の判定をすることができなかった。 

146 雪ムロを利用した新形態フキノトウの栽培技術

の確立 (横山) 

腐敗が多発して伏せ込み適温の判定ができなかっ

た。優良系統選抜試験では株を分割せず、また、オガ

クズ等の保湿資材も使用せず、株ごとポリ袋に入れて

伏せ込みを行った。腐敗の発生はなく、良質のトウが

得られたことから、分割処理またはオガクズ使用が腐

敗発生の要因と思われる。雄株は花蕾が大きく、トウ

全体のバランスが不良で変色しやすいため、新形態フ

キノトウには適さなかった。 
147 フキノトウの品薄期出荷技術の開発 (西澤) 

供試した佐渡在来系統のトウ数は７～10 と少ない。

今後フキノトウの評価予定。 

148 ウワバミソウ栽培のための遮光率及び収穫時期

の検討 (大井) 

露地栽培において遮光率 80%から 40%の資材被覆で、
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草丈30から40㎝の品質の良いウワバミソウが収穫で

きる。また、収穫草丈 30 ㎝から 40 ㎝と遮光率 80%

および 40%の資材を組み合わせることで、収穫時期を

10 日以上拡大することが可能である。 

149 直は栽培の検討 (長谷川) 

秋施肥マルチを行ったところに、前年秋または消雪

直後に直はすると、５月下旬定植した苗（慣行）と同

等以上生育を確保することが可能であった。 

150 長期収穫のための収穫方法及び追肥の検討 

 (長谷川) 

６月、10 月の２回収穫は、慣行の３回収穫に比べ

収量が２割程度減少するが、地下部の充実が図られた。

２回収穫で全刈りした区は収量が多くなるものの、株

の消耗が激しく、翌年度の収量は確保できないと思わ

れる。 

151 佐渡在来カラシナの周年栽培化 (西澤) 

カラシナ（佐渡在来）の露地栽培においては、６月

中旬以降９月中旬までが播種適期である。ハウス栽培

（９月は種）によって、露地栽培より 12 日程度早く

収穫可能となるが、株重が軽く辛み成分の前駆体とな

るシニグリン含量も少なくなる。 

152 ウワバミソウ等鮮度保持流通技術の確立 

 (佐藤(嘉)) 
ウワバミソウの呼吸量は、茎に調整したものは葉付

きのものより低く、栽培したウワバミソウは、10～

20℃の中温域で低くかった。重量変化は、茎に調整す

ると低温であるほど減量が少なく、保存性は、茎に調

整した区で０℃、10℃を比較しても大差なく萎凋も見

られなかった。葉付に調整した区で10℃・７日後には

葉先の乾燥が見られ外観を損ねた。 

153 特産園芸農産物中のポリフェノール成分、含量等

特徴的成分の機能性解析 (西脇・浅野) 

地域資源を生かした特色ある特産品目の開発のた

め、アピールデータとして重要な山菜類の特徴的成分

や機能性成分を調査分析した。ＡＣＥ阻害活性測定で

は、フキノトウが阻害率 70％を超える数値を示し、

抗酸化機能評価では、オヤマボクチ、フキノトウ、ミ

ズナ根茎等に高い抗酸化能が認められた。 

154 各特産園芸農産物の特徴を考慮した加工の検討 

 (西脇・浅野・佐藤(嘉)) 
山菜類の素材・特徴に適した特産加工品を開発する

ことを目的に、シニグリン含有カラシナ加工品を検討

した。カラシナ中のシニグリン含有量は試料によって

差があった。カラシナ乾燥品はそのまま水戻しするこ

となく、ダイコンおろしと和えることにより、吸水し

辛みが発現した。 

(37) 高標高畑の高度利用を支援する新たな作付体系

の確立 

研究の背景と目的 

高標高畑の高度利用を図るには省力的耕地保全技

術の確立や高標高条件を活かした高収益品目の開発

などが重要な課題である。そこで、省力的耕地保全技

術及び減農薬等新たな輪作体系や高標高条件を活か

した高収益作物栽培法の確立等により高標高畑の高

度利用を支援する。 

155 耕地保全技術が野菜栽培に及ぼす影響 (大竹) 

ソバやヘアリーベッチの作付けや耕耘により雑草 

の発生が抑制されることが認められた。また、放任 

しておくとススキや木本類の発生量が増加し、農地 

への復元が困難になっていくことが懸念された。２ 

年間の耕地保全技術の違いでは、野菜栽培に及ぼす 

影響は認められなかった。 

156 ソバの収量性 (大竹) 

播種時期別の収量は、小松原では「とよむすめ」、

「栃木在来」とも遅くなるほど低下する傾向があった。

全般的にセンターが小松原に比べて、収量が多く千粒

重が大きい傾向にあった。 

157 ソバのアレロパシー活性効果の検討と活用法 

 (西原・松澤) 

ソバおよびエンバクの雑草抑制効果の持続性を調

べた。生育中の抑草効果は高かったが、すき込み 20
日後にはアレロパシー活性が低下し、後作のキャベツ

における抑草効果は低かった。また、キャベツの生育

への悪影響はなかった。 

158 土壌の物理性の変化 (本間・大峽・山谷) 

省力的に高標高畑を保全するために津南町小松原

地区において５試験区（放任区、耕耘区、ソバ区１、

ソバ区２、ヘアリーベッチ区）を設けて２ヵ年間土壌

流出量を測定した結果、ヘアリーベッチの栽植により

土壌の流出抑制と地力の増強がみられた。耕耘のみの

管理では土壌流出が懸念された。 

159 ほ場におけるソバのアレロパシー活性の検討(カ

リフラワー) (上林) 

春ソバすき込み後のカリフラワーの生育に及ぼす

影響と雑草の発生について検討した結果、春ソバのア

レロパシー活性を用いた抑草効果は非常に低いと考

えられる。また、春ソバによるカリフラワーの生育へ

の影響は少ないと思われる。 

160 ほ場におけるソバのアレロパシー活性の検討１ 

 (大竹) 

前年ソバ作付けほ場において、越冬後にサトイモを

透明マルチ栽培すると、マルチ内にはソバの発生はな

いが畦間ではソバが雑草化することが確認された。サ

トイモの生育・収量に及ぼす影響については、認めら

れなかった。 
161 ほ場におけるソバのアレロパシー活性の検討２ 
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 (大竹) 

ソバすき込み量の差による雑草抑制効果は認める

ことができなかった。キャベツの生育・収量に及ぼす

影響については、定植時に標準量のソバすき込みでは

影響はないが、すき込み量が多くなると収量に影響を

及ぼすと考えられる。 

162 ほ場におけるソバのアレロパシー活性の検討３ 

 (大竹) 

いずれの時期においてもソバすき込みが、野菜作付

けほ場の雑草発生を抑制する効果は認められなかっ

た。野菜の生育・収量に及ぼす影響については、移植

栽培のキャベツ・ハクサイで差は見られなかったが、

直播のホウレンソウで生育抑制が発生した。 
163 秋定植作型の検討 (小林) 

秋定植作型は、摘花房時期によって月別の収量を変

えることができ、作業分散への活用が考えられる。６

月上旬まで摘花房を行うことにより７月が多収とな

り、６月下旬まで摘花房を行うと８月が多収となる。 

164 優良品種の検討 (小林) 

春定植において５品種供試した中で、｢夏実｣と｢ペ

チカ｣が有望と思われた。また、「なつあかり」は花房

形成が遅いため、収穫作業の分散への活用が考えられ

る。 

165 省力化技術 (小林) 

省力的摘花法について検討した結果、本摘花法は、

慣行と同程度の収量で、摘花作業時間を短縮すること

ができた。 

(38) 良質粗飼料を用いた高品質牛肉生産技術の確立 
研究の背景と目的 

  稲発酵粗飼料は水田における生産調整作物として

定着しつつあるが、稲わらに比べてβ－カロテンを多

く含み、肉質に対する影響が不明なため、肉用牛への

利用は少なく、給与技術の確立が望まれている。 

166 良質粗飼料を用いた高品質牛肉生産技術の確立 

 (高橋) 

肥育前・後期の黒毛和種去勢牛に稲発酵粗飼料を給

与したところ、増体、枝肉格付成績に影響は見られない

が、肥育前期にβ-カロテン含量が高い稲発酵粗飼料を

給与すると、給与を停止した肥育中期でも血漿中ビタミン 

Ａ濃度が高く推移する。また、稲発酵粗飼料中のβ-カロ

テンは長期保存に伴い減少する。 

167 乳酸菌添加によるサイレージ品質の安定化技術

の確立 (荒木) 

糊熟期収穫物（水分 72％）は乳酸菌添加によりＶ

２スコアが有意に向上した。しかし黄熟期収穫物（水

分 68％）では、添加効果は見られなかった。 

(39) 米の高付加価値化と新規用途向け調製技術の開

発 

研究の背景と目的 

近年、自家炊飯を除く加工米飯の生産量は増加して

いるところから、白飯以外の調理用途（どんぶり物、

カレ－等）に適した原料米の安定供給が望まれている

とともに、小麦アレルギ－対応も含めた米を主原料と

した洋菓子類への提供が切望されている。更には、喫

緊の課題として、備蓄米（150万t）の品質劣化防止技

術の確立が実需者から要望されている。 

そこで、調理用途向け調整技術、洋菓子向け米粉調

整技術及び米の品質劣化防止技術の確立を図る。 

168 調理用途に応じた米調整技術の確立 

 (赤石・本間・吉井) 

粒厚・粒形の異なる品種系統および調理（どんぶり）

用途適性が高いとされる品種の特性を比較検討した。

調理用途向き品種はアミログラフ特性値の

Consistency/Breakdown 比と炊飯時の膨脹容積が大

きかった。二つの県産品種玄米を網目 2.0mm および

2.1mm で粒厚選別することにより膨脹容積等が変動

するとともに、主成分分析においてはどんぶり用途適

性米の特性に近づいた。このようなことから、既存品

種を粒厚選別することにより、調理用途適性を付加で

きる可能性が示された。 

169 粒大の異なる品種系統の特性把握(石崎・金田) 

粒大の異なる５品種系統について農業形質を把握

した。「長 1902」は大粒、「ゆきん子舞」及び「新潟

84 号」はやや大粒、「こしいぶき」は中粒、「長 1798」

は小粒と評価された。 

170 食味試験 (守屋) 

「こしいぶき」の粒厚の違いによる牛丼への適性に

ついて食味官能試験により評価した。サンプルは

2.0mm 以上、2.0mm 以下、篩い分けせずの３段階とし、

基準品種である北海道産「きらら 397」と比較を行っ

た。その結果、粒厚の違いによる明確な差は見られず、

「こしいぶき」は基準品種の「きらら 397」と同等の

評価となった。 

171 洋菓子類に適応性の高い米粉調製技術の確立 

 (高橋(誠)・本間・諸橋) 

①異なる粉砕法〔気流粉砕、二段階粉砕、ピンミル、

水挽き〕で処理した米粉の粉体特性、スポンジケーキ

製造特性を検討し、製粉方式により生地特性や焼成後

のケーキ高さ、物性が異なることが認められた。 

②品種及びタンパク質含量の異なる米粉を用いて

ケーキを製造した場合、タンパク質含量が高くなるほ

どケーキ高さ・比高さが低く、物性の経日変化が小さ

い傾向が認められた。 

172 米の品質劣化防止技術の開発 

 (高橋(靖)・佐藤(和)・赤石・吉井) 
種々の加熱処理法について玄米の外観品質（目視ハ
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ゼ率）及び水分について検討し、玄米の品質に影響を

及ぼさない限界処理条件を決定した。また、過熱水蒸

気処理した玄米のリパ－ゼ活性を測定し、リパ－ゼが

ほぼ完全に失活する処理条件を見いだした。このとき

の澱粉損傷度は殆ど増加しなかった。 

(40) 県園芸作物中の未解明成分の解析と利用 

研究の背景と目的 

県産アスパラガス、カリフラワー、自然薯等につい

て含有成分の解析による有用成分の解明を行い、貯蔵

法・出荷時期等による有用成分への影響を検討し、付

加価値の高い園芸作物として差別化を図る。また、加

工処理法による有用成分への影響も検討し機能性を

付与した利用食品の開発を行う。 

173 アスパラガス、カリフラワー、自然薯等に含まれ

る成分解析 (中島・佐藤(和)) 

アスパラガス、カリフラワーに含まれる機能性成分

を高速液体クロマトグラフィーによる分析で検出で

きることを確認した。また、自然薯では褐変の原因と

考えられるドーパミンの存在を高速液体クロマトグ

ラフィー/質量分析法を用いて確認した。 

174 アスパラガス、カリフラワー、自然薯等の有用成

分と食味の関係 (大竹) 

アスパラガスは、消雪を遅らせることにより収穫時

期を調節しても食味を向上させることはできないと

判断された。言い換えると、春どり期間内の収穫物は

食味の差が小さいとも考えられた。 

収穫物を雪ムロ、雪中や冷蔵庫に貯蔵することで、

食味や鮮度を１週間程度は保持することが可能であ

ると確認された。 

175 施肥方法が自然薯選抜系統早生系品種のイモの

肥大に及ぼす影響 (長谷川) 

早生系品種Ｙ－４、Ｙ－７のイモの肥大をよくする

には、定植後 20 日に基肥を施用し、その後追肥を実

施する方法である。 
(41) 地域流通を活かした複合営農推進のための水田

高度利用技術の確立 

研究の背景と目的 

農産物販売において、多様化する消費者ニーズに応

えられる商品づくりと消費者が安心して購買できる

販売方法が強く求められており、地域流通が有効な手

段として注目されている。ここでは、新たな農産物の

地域流通システムを明らかにし、転換畑等における野

菜の生産・販売を支援する。 

176 地域流通促進のためのシステムの検討 (牛腸) 

直売所の利用客ニーズと生産者の販売改善取り組

みの実行可能度を調査し、それらのデータをクロスし

て図示すると、優先的に取り組むべき改善策が生産者

に客観的に説明でき、改善実行の合意形成を促すこと

ができる。 

177 最適土壌水分管理技術の開発 (白鳥・丸山) 

重粘土転換畑における土壌水分測定には土壌水分

センサー「Watermark Soil Moisture Sensor 6450WD」

とデータロガー「おんどとり TR71-U」が適すること

を明らかにした。潅水開始点を 50 kpa (ロガーの表

示値 約 30, pF 換算 約 2.7)として潅水を行うと有意

にサトイモＡ品収量が増加した。夏季の高温少雨期に

おける土壌水分とサトイモＡ品収量には高い負の相

関が認められた。 

178 は種期別品種比較 (長谷川・谷内田) 

前年と同様に「ゴールドラッシュ」、「味甘ちゃん」、

「あまいんです」、「恵味ゴールド」が食味評価が高

く、４月中旬から５月下旬までの各は種期とも収量性

もまずまずであったが、先端不稔の部分で「恵味ゴー

ルド」は劣ったので、「味来 390」の代替品種として

は上述３品種が有望であった。 

179 栽培様式 (長谷川・谷内田) 

直は栽培と移植栽培の比較を行ったところ、露地栽

培において４月まきの移植栽培はメリットがなく、改

良マルチの直は栽培が適していた。栽植様式は慣行の

２条千鳥・株間 30 ㎝１本立てが優れていたが、転換

畑等で土寄せ作業を容易に行う上では、１条・株間

15 ㎝１本立てが最適と考えられた。平場では、５月

下旬のマルチ被覆は不要であった。 

180 バレイショ (長谷川・谷内田) 

「キタアカリ」、「男爵」、「ワセシロ」、「とう

や」、「トヨシロ」、「インカのめざめ」、「アンデ

スレッド」、「十勝こがね」、「メークイン」、計９

品種について品種特性の把握を行ったところ、「イン

カのめざめ」、「メークイン」、「とうや」以外は収

量性に問題がなかったので、他の品種についてはいも

の用途（H17 成績書参照）に応じて栽培すればよい。 

181 冬春まき (長谷川・谷内田) 

冬春まき立ちレタス栽培のは種適期は３月上中旬

で、品種としては「コスレタス」、「コスタリカ２号」、

「アレックスＳ－１」、「アレックスＢＢ」が妥当と

考えられたが、春先の天候不順により、いずれの品種

においても灰色かび病やカルシウム欠乏が多発し、適

品種の選定はできなかった。 

182 夏秋まき (長谷川・谷内田) 

夏秋まきの立ちレタスのは種適期は、ほぼ８月 25

日から９月４日までの間であり、らせん球の発生が比

較的少ない品種「フレンディー」、「アレックスＢＢ」、

「コスレタス」、「アレックスＳ－１」をうまく組み

合わせて栽培することにより11月上旬から12月上旬

まで収穫が可能であった。 

183 夏秋まき栽植密度 (長谷川・谷内田) 
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収量は株間を狭めるほど、多収となる傾向がみられ

たが、葉身中肋の「ねじれ」（らせん球）発生を抑え

て品質を上げるためには、畦幅 1.1m×条間 35 ㎝２条

千鳥植えの場合、株間は 20～25 ㎝とし 727～909 株/a

が適当で、これ以上に密植して収穫適期を逸すると

「らせん球」が発生し、品質が著しく低下した。 

184 ズッキーニ  (長谷川・谷内田) 

ハウスズッキーニの生育は早く、４月下旬以降は

0.8 葉/日が出葉し、雌花着蕾数は 10 節以降、出葉３

枚に対して２個の割合で着蕾した。一方、雄花は５月

中旬～６月中旬にかけて着蕾しない期間があり、この

間しいなが多く発生した。収穫適期幅は約１日程度し

かないので、留意が必要である。７月 10 日までの規

格内収量は、約 35 本/株で 8.0 ㎏であった。 

185 商品の高い大豆および野菜の安定栽培技術の確

立 (長谷川・谷内田) 

直売所に参加する３戸の農家より露地ほ場（水田転

換畑・火山灰土）にバレイショ、スイートコーン、立

ちレタスを作付けてもらい現地実証を行った。スイー

トコーンは供試品種すべて「味来 390」より作りやす
く、品質は「ゴールドラッシュ」がよかった。バレイ

ショは「トヨシロ」が、立ちレタスは「コスレタス」

が作りやすかったとの評価を得た。 
186 キャベツ、ブロッコリー (谷内田・長谷川) 

前年９月下旬に、CDU 畑作および ST 尿素化成にそ

れぞれ被覆尿素 LP30、LP40、LP50 を組み合わせて秋

施肥マルチを行い、早春まき４月上旬定植のキャベツ、

ブロッコリー栽培で検討を行った。消雪後、暗渠が設

置されていたものの、ほ場の排水が進まず、いずれも

著しく生育不良となった。ほ場位置による収量の差が

大きく、処理区間差を判断することができなかった。 

187 サトイモ (谷内田・長谷川) 

基肥肥料種類を CDU 畑作および ST 尿素化成、施肥

方法を慣行窒素量３割減肥の全量基肥および分施と

し、これらを組み合わせ前年９月下旬に秋施肥マルチ

を行い、４月下旬定植のサトイモ栽培で検討した。消

雪後、暗渠が設置されていたものの、ほ場の排水が進

まず、いずれも著しく生育不良となった。ほ場位置に

よる収量の差が大きく、処理区間差を判断することが

できなかった。 

188 現地実証を通じた技術評価・経営評価などの検証

 (牛腸) 

現地実証を通じて、販売促進活動により直売所の売

上が向上し地域流通を促進できること、直売所では多

品目が取り扱われ多様な時期に出荷できること、個々

の生産者は直売所をベースとして経営拡大ができる

ことが確認できた。つまり、直売所を活用して多様な

生産者がそれぞれできるところから複合化に取り組

み、複合営農を拡大できることを検証した。 

189 残された課題の検討 (牛腸) 

直売所の販売促進活動により地域流通を進めるた

めの課題は、多様な生産者のニーズを充足する運営の

しくみづくり、販売戦略実践のための生産者の合意形

成手法の導入、消費者とのコミュニケーションの促進

である。 

(42) 野菜生産における環境保全型生産技術の総合体

系化 

研究の背景と目的 

消費者から「安心、安全」が求められており、生産・

経営が持続的に可能で、環境への負荷を低減する野菜

主要品目の減減栽培（以下、減減栽培）の拡大が求め

られている。野菜の減減栽培の拡大推進を図るため、

減減栽培に対する基礎的な技術開発を行うとともに、

本県の研究機関等が開発した個別の減減栽培に関連

する資材や個別の栽培技術を総合体系化し、生産性、

品質、労働性、経営等の評価を行う。 

190 有機質肥料肥効特性のパターン化 

 (丸山・前田) 

今回使用したほとんどの市販有機質肥料が施用後

７日までに肥料全窒素量の約 50%が無機化すると推

定された。特に、水溶性魚タンパク質を窒素源として

いるものと発酵処理を施しているものの無機化速度

が速く、施用後すぐに肥料全窒素量の約 50%が無機化

すると推定された。なたね油かすは、施用後７日以降

も緩やかに無機化し、90 日目までに肥料全窒素量の

約 70%が無機化すると推定された。 

191 病害防除技術の検討 (中野・棚橋) 

秋冬ネギの軟腐病は夏季高温期に発生しやすく、減

減栽培においては収量の低下が懸念される。そこで、

抵抗性誘導型殺菌剤のオリゼメート粒剤の防除時期

について検討したところ、７月上旬と８月上旬に薬剤

処理した区で軟腐病がもっとも抑えられた。本年は梅

雨明けが極端に遅く６月下旬区では処理が早すぎ、７

月中旬区の２回目処理が８月中旬の台風に伴う

フェーンが続いた後の下旬の発病にはやや遅れたも

のと思われた。 

192 害虫防除技術の検討 (松澤・佐藤) 

11 月収穫のネギにおける生育期前半のハモグリバ
エ被害は、収量、品質に影響しなかった。ネギのタネ

バエに対して、育苗箱灌注および生育期散布による効

果的な薬剤を確認した。有機物の種類および処理方法

の違いがタネバエ被害に及ぼす影響を確認したが判

然としなかった。エダマメのウコンノメイガに対する

生物系農薬の効果の違いを確認した。 

193 露地エダマメ (松澤・佐藤・中野) 

肥効が不十分と思われる条件でも、県の目標収量に
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ほぼ達したことから、減化学肥料栽培は可能であると

考えられた。害虫では、生育期の食葉性害虫による被

害は、ある程度発生しても収量への影響は小さく、多

発生条件でなければ、減農薬栽培において薬剤防除は

不要と考えられる。なお、病害の発生は一般に少ない

ので、殺菌剤は臨時防除として用意しておく程度でよ

いと考えられる。 

194 抑制トマト (竹田・松澤・佐藤) 

慣行窒素施用量の半分を有機肥料で補ったことに

よる減収は認められなかった。また、病害虫の適期防

除を心がけることにより収量・品質に影響を及ぼすよ

うな被害の発生は認められず、薬剤防除回数の 50％

削減は可能であると考えられた。以上のことから、新

潟県下における抑制トマトの減農薬減化学肥料栽培

は適応性があると判断された。 

195 半促成キュウリ (竹田・松澤・佐藤) 

収量面については、基肥および追肥の施肥量を収穫

前半から後半に肥効を発揮するよう配分することで、

ほぼ慣行栽培並みに近づけることは可能と考えられ

た。病害虫防除では、べと病およびアザミウマ類の被

害が多発生したが、収量への影響は認められなかった

ことから、薬剤防除回数の 50％削減は可能であると

考えられた。以上のことから、半促成キュウリの減農

薬減化学肥料栽培は、県指針の目標収量を概ね達成で

きる可能性が高いと考えられた。 

196 スイカ (松澤・佐藤・中野) 

減化学肥料栽培でも果実の重量や品質に問題はな

かったため、減化学肥料栽培は可能であると考えられ

た。病害虫防除については、平年並みの気象条件であ

れば、きめ細やかな発生予察により減農薬栽培は可能

と思われたが、病害の発生しやすいトンネル密閉栽培

ではやや困難と思われた。 

197 カリフラワー (上林) 

11 月収穫のカリフラワーでは、なたね粕と黒マル

チの併用によって、慣行と同程度の品質･収量を得ら

れ、労働時間は慣行より減少したが、資材費は慣行の

20%以上の増となった。しかし、労賃を考慮した経費

に差は見られなかったため、本作型におけるカリフラ

ワーの減農薬･減化学肥料栽培は可能であると考えら

れる。 

198 キャベツ (大竹) 

化学肥料窒素成分は、有機質肥料を用て 10 アール

当たり 12.6ｋｇ以下にすることにより肥料費は増加

したが、慣行区と同等の収量を確保することは可能で

あった。また、化学合成農薬使用回数は、７回以下で

病害虫及び雑草の防除が可能であり、キャベツの減農

薬・減化学肥料栽培は可能であった。 

199 ミズナ(４月まき作型) (西澤) 

ハウスサイド防虫ネットにより、ミズナ（４月播種）

における新潟県特別栽培農産物の基準内での栽培は、

可能である。 

200 ６月まき作型 (西澤) 

ハウスサイド防虫ネットにより、６月播種作型にお

ける新潟県特別栽培農産物の基準内での栽培が可能。 

201 ９月まき作型 (西澤) 

ハウスサイド防虫ネット、太陽熱消毒の実施により

９月播種作型における新潟県特別栽培農産物の基準

内での栽培が可能。 

202 こまつな（晩秋作型） (西澤) 

ハウスサイド防虫ネットにより、11 月播種作型に

おける新潟県特別栽培農産物の基準内での栽培が可

能。 

203 チンゲンサイ（12 月まき作型） (西澤) 

ハウスサイド防虫ネットにより、12 月播種作型に

おける新潟県特別栽培農産物の基準内での栽培が可

能であるが、慣行区に比べて生育が緩慢となる。 

(43) 生物的・耕種的手法を利用した病害発生制御技

術の開発 

研究の背景と目的 

環境保全型農業を推進するため、有用微生物、土壌

還元消毒および植物の他感物質等を利用にした病害

制御技術を開発し、その有効性を評価するとともに、

本県における化学合成農薬使用量の軽減をはかる。 

204 Pythium oligandrum のトマト青枯病に対する発
病抑制効果 (前田・丸山) 

Pythium oligandrum（PO）の MMR2 及び MMR10 株を
供試し、卵胞子懸濁液、土壌フスマ培養菌体、卵胞子

懸濁液のアルギン酸ビーズによる接種方法の検討を

行ったが、卵胞子懸濁液による発病抑制効果が高かっ

た。さらに処理回数を２回に増やすことで、その効果

が高まることが明らかとなった。 

205 Pythium oligundrum の卵胞子発芽条件の検討
 (前田・丸山) 

Pythium oligandrum（PO）の卵胞子懸濁液を用いて
各種糖類による卵胞子発芽促進効果を調査した結果、

発芽率の向上が認められたが、V8 培地をしのぐ有効

なものは存在しなかった。さらに、温度および pH に

よる卵胞子発芽率は 25℃、pH5.5 が最適であると考え

られた。 

206 Pythium oligundrum のホウレンソウ萎凋病に対
する発病抑制効果 (前田・丸山) 

数種土壌病害の防除に有効性が認められている PO

のホウレンソウ萎凋病への発病抑制効果を検討した

結果、PO による発病抑制効果は認められたが、卵胞

子濃度 1×105個/ml 処理区で防除価 55.7 であった。

発病抑制効果を高めるためには卵胞子濃度および処
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理方法の検討が必要と思われた。 

207 新規有用微生物の選抜 (前田・丸山) 

新規 PO 菌の分離を試みた結果、PO 様の卵胞子を形

成する 18 菌株を分離することができた。昨年度分離

した PO の青枯病に対する発病抑制効果は低く、MMR2

株の効果には及ばなかった。長期連作下でありながら

青枯病が発生しない土壌から分離した Gymunoascus 
ressii による効果は圃場では認められなかった。 
208 糖蜜を用いた下層土壌還元消毒法によるトマト

病害の防除 (前田・白鳥) 

温度の消毒効果に及ぼす影響をポット試験により

検討した結果、20℃条件下においても３週間以上の消

毒期間があれば青枯病菌を死滅させることが可能で

あった。ハウス圃場において還元消毒を 10 月初旬か

ら４週間の消毒条件下で行った。地温は地表下 50cm

においても 25℃以上で推移し、土壌中の青枯病菌お

よびネコブセンチュウの密度を低下させることが可

能であった。 

209 新規拮抗微生物のスクリーニングおよび有望菌

株の防除効果 (堀・黒田・石川) 

各種微生物資材および拮抗菌 A-2 菌株の細菌病に

対する防除効果を検討した。褐条病、もみ枯細菌病、

苗立枯細菌病の同時防除には IK-155 水和剤の催芽時

浸漬処理が有望と思われた。また、A-2 菌株と IK-155

水和剤との体系処理はもみ枯細菌病防除効果が高か

った。 

210 有望菌株の作用機作の検討 

 (堀・黒田・石川) 

PO および A-2 菌株の防除効果を検討したところ、

POの防除効果は認められず、PO処理時に増殖するA-2

菌株との混合処理あるいは体系処理で防除効果が向

上する傾向が認められた。また、PO 処理による病原

細菌の増殖抑制や、拮抗微生物の増殖促進等が発病抑

制に関与する可能性が考えられた。    

211 食品を用いた防除方法の検討 

 (堀・黒田・石川) 

温湯消毒と催芽時食酢添加の体系処理と、プール育

苗または催芽後の重曹浸漬処理との併用によるもみ

枯細菌病防除効果を検討した。これらの併用により防

除効果は高まったものの、その程度は十分でなく、別

の防除手段を組み合わせる必要があると思われた。 

212 現地圃場におけるトマト青枯病への PO 製剤の効

果検定 (堀・黒田・石川) 

トマト青枯病菌の密度の高い現地圃場に PO 製剤が

適応できるかを明らかにするため、製剤の処理方法を

変えた試験区を設け、トマト青枯病による被害抑制程

度を検討した。卵胞子懸濁液処理区では発病抑制効果

が認められたが（防除価 50）、製剤処理区および台木

苗への浸漬処理区では発病抑制効果は認められなか

った。製剤の処理方法および改良が必要と思われた。 

213 Pythium oligundrum のイネ籾への定着と PO 製
剤の発病抑制効果 (堀・黒田・石川) 

蛍光抗体法と共焦点レーザー顕微鏡を用いること

でイネ籾表層における PO 菌を観察することが可能と

なった。また、PO 製剤による防除効果を検討したと

ころ、十分な効果は得られなかった。 

214 対抗植物の検索 (棚橋・西原・中野) 

植物の鋤込み処理によるチューリップ微斑モザイ

ク病の感染・発病抑制効果を現地汚染ほ場で調べた。

供試植物種の多くは、微斑モザイク病の感染・発病を

抑制し、中でもマメ科クロタラリア２種、ヘアリーベ

ッチ、シロクローバおよびハゼリソウ科のファセリア

で抑制効果が高かった。 

215 土壌改良法および土壌改良資材の検索 

 (棚橋・西原・中野) 

土壌改良法および土壌改良資材による微斑モザイ

ク病感染・発病抑制効果を現地汚染ほ場で調べた。深

耕処理および活性炭処理は、微斑モザイク病の感染・

発病を抑制した。一方、これらの処理は、チューリッ

プの生育および収量に悪影響を示した。今後は、その

改善策を検討する。    

(44) 有機物高度利用による環境負荷低減型バイオマ

ス利用栽培技術の確立 

研究の背景と目的 

水田、畑、施設など使用目的に応じた有機物の高度

利用を図るとともに、未利用資源の利用方法を開発し、

環境負荷の少ないバイオマス利用栽培技術を確立し

て県内生産者及び消費者のニーズに応える。 

216 県内施設栽培ほ場の実態把握 (佐藤・竹田) 

県内 15 地域から 139 点の施設園芸土壌を採取し、

有機物施用歴のアンケート調査と土壌分析を実施し

た。ほとんどの土壌で有効態リン酸、交換態塩基類が

過剰気味もしくは過剰と診断された。アンケート解析

により、肥料成分を考慮しない有機物の施用がその一

因と考えられた。 

217 施設栽培における塩類濃度上昇に及ぼす堆肥の

影響把握 (小柳) 

県内のハウス土壌で塩類として集積している陰イ

オンは硫酸イオンと硝酸イオンであることから、硫酸

イオンまたは硫黄が少ないことが低養分堆肥の１つ

の条件となる。また、土壌中硫酸イオンは簡易に推定

できる可能性がある。 

218 低養分堆肥の評価と利用技術の開発 (小柳) 

低養分堆肥（各バイオマス＋牛ふん堆肥）について

堆肥化期間と植物・土壌に対する障害の関係を検討し

たが、堆肥化４週以降は明確な障害は認められなかっ
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た。 

219 果樹剪定枝対比の果菜類への施用効果 

 (竹田・佐藤) 

半促成キュウリ栽培において、果樹剪定枝チップ堆

肥の施用による生育障害は認められず、慣行堆肥（も

み殻牛ふん堆肥）施用区に比較して、梨剪定枝堆肥、

桃剪定枝堆肥ともにキュウリの収量は多かった。また、

土壌の化学性に大きな変化は認められなかったが、栽

培後の土壌中には、剪定枝チップがほぼ施用前の形状

をとどめて残存しており、物理性に影響を与えると考

えられた。 

220 肥料としての家畜ふん堆肥の露地栽培への利用    

 (佐藤・竹田) 

家畜ふん堆肥由来のリン酸とカリの成分量を化学

肥料から差し引いて春スイートコーンと秋レタスを

栽培した。家畜ふん堆肥を露地野菜栽培で使用する時、

リン酸及びカリは、堆肥の成分で代替でき、化学肥料

の削減が可能である。ただし窒素が不足するので、必

ず不足量を単肥の化学肥料で補う。 

221 家畜ふん堆肥の水稲及び園芸作物に対する養分

供給特性の把握１ (白鳥・丸山・田齊・前田) 

中干し後の土壌条件を想定し、還元条件から酸化条

件に変化した場合の有機物の無機化を検討した結果、

土壌が酸化傾向に変わると無機化が抑制されること

が示唆された。このことは、堆肥施用区での中干し後

の水稲への窒素供給が中干し前よりも低下すること

を示唆するものと考えられた。 

222 家畜ふん堆肥の水稲及び園芸作物に対する養分

供給特性の把握２ (小柳) 

易分解性有機物が少ない牛ふん堆肥・豚ふん堆肥

（堆積方式、開放撹拌方式）の２ヶ月間程度の窒素肥

効は堆肥中無機態窒素の測定により推定できること

を確認した。 

223 有機発酵残渣、焼却灰の有効利用技術の開発 

 (白鳥・前田・田齊) 

バイオマス燃料焼却灰の成分を調査した結果、もみ

殻についてはケイ酸質資材としての利用が適切と考

えられた。資材化に向けての検討を行う必要があるが、

先進県の動向を注視しつつ技術の確立を測る必要が

ある。木質燃料の焼却灰はカリ資材としての利用が望

ましいと考えられたが、石灰については樹種による違

いを考慮する必要があると思われた。また、いずれの

焼却灰も pHが高いため、アンモニア態窒素との混合、
併用については検討を要する。 

224 バイオマスを用いた環境負荷軽減型栽培技術の

実証 (白鳥・丸山・前田・田齊) 

昨年度の豚ぷん堆肥、鶏ふん堆肥の窒素無機化特性

値から、減化学肥料栽培のための施肥量を算出して栽

培を行った結果、両堆肥施用区における堆肥由来の窒

素無機化は、地温の上昇し中干しの行われる６月下旬

から７月中旬に集中していると考えられた。しかしな

がら、穂肥以降は化学肥料区に比べて窒素の吸収は緩

慢であり、中干し以降の土壌条件下では堆肥窒素の無

機化が抑制されていることが示唆された。 
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３ 研 究 成 果 

(1) 普及に渡した技術情報 (平成19年度新潟県農林水産業研究成果集に掲載) 

【普及技術】本県農林水産業経営や食品産業にとって、特に、有益な実用化技術 

【活用技術】本県農林水産業経営や食品産業の指導に活用できる主要な技術情報 

No. 成  果  名 担 当 

 

 

1 

 

2 

 

 

3 

4 

5 

 

6 

 

7 

8 

9 

 

10 

11 

 

12 

【普及技術】 

（新潟米生産体質強化に向けた技術） 
いもち病真性抵抗性同質遺伝子系統「コシヒカリ新潟 BL９号」、「コシヒ
カリ新潟BL 10 号」の育成 
水稲新奨励品種「コシヒカリ新潟BL９号」、「コシヒカリ新潟BL10 号」の
選定 
（複合営農推進に向けた技術） 

農業法人が簡単に自己診断できる経営管理チェックリスト 
利用客ニーズと生産者合意に基づく直売所の販売改善手法 
大豆しわ粒の発生軽減技術 
 
納豆用極小粒大豆「東山204号」の選定 
 
香りに優れ、安定多収栽培のためのそばの収穫時期と仕上げ水分 
チューリップ新品種「新潟９号」、「新潟10号」、「新潟11号」 
土壌中に存在するアレロパシー物質回避に向けた活性炭種の選定ができる
検定法 
「にいがた地鶏」の効率的な飼養管理技術 
飼料中中性デタージェント繊維（NDF）の簡易推定法 
（環境保全型農業推進に向けた技術） 

糖蜜を用いた土壌還元消毒法によるトマト青枯病およびネコブセンチュウ
の防除 

 

 

作物研 育種科 

 

作物研 育種科、佐渡 

 

 

農総研 基盤研究部 

農総研 基盤研究部 

作物研 育種科、農総研 

基盤研究部 

作物研 育種科、高冷地、

佐渡、食品研 

作物研 育種科 

園芸研 育種科 

園芸研 環境科 

 

畜産研 養豚・養鶏科 

畜産研 環境・飼料科 

 

農総研 基盤研究部 

 

 

1 

2 

3 

4 

5 

 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

 

12 

13 

14 

15 

16 

【活用技術】 

（新潟米生産体質強化に向けた技術） 
水稲の密播・無ハウス・プール育苗による作業労力の軽減 
「コシヒカリ」の密播・無ハウス・プール育苗法 
「コシヒカリ」の密播・疎植栽培における高品質・安定栽培法 
フェロモントラップによるアカヒゲホソミドリカスミカメの発生量調査 
佐渡における「コシヒカリ」の密播・無ハウス・プール育苗法 
（複合営農推進に向けた技術） 
「にいがた地鶏」の販売戦略と産地が取り組む販売拡大方策 
重粘土転換畑における土壌水分の簡易測定手法 
南半球産球根を利用したチューリップ切り花の10～11月出荷作型 

アスパラガスの立茎長期どり栽培における省力施肥技術 

アスパラガス立茎長期どり栽培における成園時の立茎開始時期と立茎本数 

アスパラガスの生産者ニーズに対応した２つの育苗方法 

 

オリエンタル系ユリの花芽分化段階の制御による高温期の奇形花発生軽減技術 

蒸気土壌消毒の導入によるユリ切り花の品質向上および施肥量削減技術 

かき「朱鷺乙女」の専用カラーチャートを活用した高糖度果実収穫法 

かき「平核無」の早期増収に有効な新しい根域制限栽培法 

レンジでチンすると渋皮が良くむける日本くり新品種「ぽろたん」 

 

 

農総研 基盤研究部 

作物研 栽培科 

作物研 栽培科 

作物研 栽培科 

佐渡 

 

農総研 基盤研究部 

農総研 基盤研究部 

園芸研 栽培・施設科 

園芸研 環境科 

園芸研 栽培・施設科 

園芸研 栽培・施設科、

高冷地 

園芸研 栽培・施設科 

園芸研 環境科 

園芸研 栽培・施設科 

園芸研 栽培・施設科 

園芸研 栽培・施設科 
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No. 成  果  名 担 当 

17 

 

18 

19 

20 

21 

 

22 

23 

 

24 

25 

 

26 

27 

28 

29 

 

30 

 

31 

32 

西洋なし「ル レクチエ」の果実カラーチャートの開発 

 

消費者ニーズに対応した甘くておいしいスイートコーンの品種特性と栽培法 

消費者ニーズに対応したロメインレタスの品種特性と夏秋まき栽培法 

飼料中粗脂肪の簡易測定法 

動物質飼料を用いない生乳の高位生産と窒素排せつ量の削減を両立する飼料給与技

術 

β-カロテンをコントロールした稲発酵粗飼料高度利用による高品質牛肉生産技術 
佐渡におけるいちじく｢ビオレ・ソリエス｣の生育特性と増収に向けたせん定技術 

（中山間地域に対応した技術） 

高標高条件を活かした夏秋どりいちごの栽培方法 

高標高畑におけるヘアリーベッチによる緩傾斜休閑農地の耕地保全 

 

柔らかい葉柄と主茎を食べる新形態ウワバミソウ(仮称：うおぬまミズナ)の栽培方法 

中山間地域に適したブルーベリーの有望品種と栽培組み合わせ利用 

中山間地域に適したブルーベリーの簡易雪害防止法 

魚沼地域に適した小玉すいかの品種特性 

（環境保全型農業推進に向けた技術） 

田畑輪換ほ場における地力の低下防止のための土壌pHのめやす 

（食品産業振興のための技術開発の推進） 

県産地鶏の低利用部位の高温高圧処理による可食化 

新たな風味を有する４種類の液状発酵調味料の製造法 

園芸研 育種科、栽培・

施設科 

園芸研 栽培・施設科 

園芸研 栽培・施設科 
畜産研 環境・飼料科 

畜産研 酪農肉牛科 

 

畜産研 酪農肉牛科 

佐渡 

 

高冷地 

高冷地、農総研 基盤研

究部 

中山間地 

中山間地 

中山間地 

中山間地 

 

農総研 基盤研究部 

 

食品研 園芸特産食品科 

食品研 園芸特産食品科 

 

(2) 研究成果情報 

ア 研究情報 (平成19年度新潟県農林水産業成果集別冊（研究情報）に掲載) 

今後の研究遂行、普及指導、行政施策上何らかの形で情報として活用される可能性があるもの 

No. 成  果  名 担 当 

 

1 

2 

 

3 

4 

5 

 

6 

 

7 

 

8 

 

9 

10 

11 

 

12 

13 

（新潟米生産体質強化に向けた技術） 

「コシヒカリ」稲体窒素吸収量のNDVIによる推定 

携帯式作物生育情報測定装置を用いた「コシヒカリ」幼穂形成期の窒素吸収量の簡

易推定 

「コシヒカリ」の種子資質に及ぼす栽植密度と収穫時期、穂揃い期追肥の影響 

カスガマイシン耐性イネもみ枯細菌病菌の発生 

佐渡における「コシヒカリ」の密播・疎植栽培による収量及び品質特性 

（複合営農推進に向けた技術） 

子葉と種皮の乾湿からみた大豆亀甲じわ粒の発生機構 

 

アスパラガス立茎長期どり栽培の未成園期における立茎開始時期の早晩が後年の収

量に及ぼす影響 

新潟県におけるオリエンタル系ユリ「カサブランカ」球根養成栽培での球根肥大及

びノーズ発達の地域間差異 

DNA分析による なし県育成系統の識別 

飼料イネに対する乳酸菌製剤「畜草１号」の効果的な使用方法 

「にいがた地鶏」への小米混合給与 

（中山間地域に対応した技術） 

魚沼地域における小玉スイカ２番果のお盆前収穫法 

かき「平核無」の潮害の様相と、葉上の塩分量の簡易な測定方法 

 

農総研 基盤研究部 

作物研 栽培科 

 

作物研 育種科 

作物研 栽培科 

佐渡 

 

作物研、農総研 基盤研

究部 

園芸研 栽培・施設科 

 

園芸研 栽培・施設科、

中山間地、高冷地 

園芸研 育種科 

畜産研 環境・飼料科 

畜産研 養豚・養鶏科 

 

中山間地 

佐渡 
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No. 成  果  名 担 当 

 

14 

 

15 

16 

 

17 

18 

19 

20 

（環境保全型農業推進に向けた技術） 

マイクロウェーブ加熱分解装置および誘導結合プラズマ発光光度計を用いた迅速な

微量要素の分析 

「コシヒカリ」同質遺伝子系統混植内でのいもち病菌レースの動態 

「コシヒカリ」同質遺伝子系統の混植における穂いもち発病抑制機構 

（食品産業振興のための技術開発の推進） 

HPLC分析におけるポストカラム加熱法によるプロアントシアニジン類の検出 

「ル レクチエ」追熟管理モデル 

県産大豆の種皮と大豆多糖類含量が豆腐加工性に与える影響 

米及び米加工品における難消化性澱粉の測定 

 

農総研 基盤研究部 

 

作物研 栽培科 

作物研 栽培科 

 

食品研 園芸特産食品科

食品研 園芸特産食品科

食品研 穀類食品科 

食品研 穀類食品科 

 

イ 関東東海北陸研究成果情報(平成18年度関東東海北陸農業研究成果情報に掲載) 

【技術】農業者・普及センター・農協・メーカー・消費者・検査機関などを対象とし、主に農業上の技術革新に関する

もので、生産技術等として普及・活用される成果 

【科学】試験研究機関（独立行政法人・都道府県・民間・大学等）・検査機関・消費者などを対象とし、主に科学的な

技術・情報に関するもので、学術的に極めて有効な新手法・新知見等の成果 

【行政】農林水産省・地方農政局等・都道府県（行政部局）などを対象とし、主に行政施策の手法に関するもので、行

政施策の改善に、極めて有効または参考になる成果 

No. 成  果  名 担 当 

 

 

1 

 

2 

3 

4 

5 

 

6 

 

7 

 

8 

 

9 

 

10 

 

 

11 

 

 

12 

13 

14 

15 

16 

【技術】 

<作業技術部会> 

(参考) 大豆「エンレイ」子実水分の簡易測定法 

<畜産草地部会> 

(普及) 粗飼料・葉菜中β－カロテンの簡易分析法 

(参考) ルーメン微生物の増殖効率を高める低蛋白ＴＭＲで優れた泌乳成績が得られる 

(参考) 繊維分解酵素の飼料添加が豚の発育と消化率に及ぼす影響 

(参考) 初産授乳豚の飼料摂取量と授乳日数が発情再帰に及ぼす影響 

<果樹部会> 

(参考) ぶどう「ロザリオ ビアンコ」専用カラーチャートの開発 

<野菜部会> 

(参考) 砂丘地におけるにんじん１粒播種無間引き栽培での発芽及び生育斉一化技術 

<流通加工部会> 

(普及) グルテンを使用しない米粉パンの製造法 

 

(参考) 低アミロース米の米菓加工適性 

<北陸・水田畑作物部会> 

(普及) 耐納豆用極小粒大豆「東山204号」の選定 

 

 

(普及) 子葉と種皮の乾湿からみた大豆亀甲じわ粒の発生機構 

 

<北陸・生産環境部会> 

(普及) 殺虫剤１回処理によるアカヒゲホソミドリカスミカメの防除法 

(普及) 薬剤処理と遅植えの組合せによるチューリップ微斑モザイク病の防除法 

(参考) 有機物施用と水管理による水稲の後期栄養の確保 

(参考) カドミウム吸収抑制管理水田における水稲根活性と地力発現 

(参考) ２年生アスパラガスの立茎長期収穫栽培における省力施肥技術 

 

 

農総研 基盤研究部 

 

畜産研 環境・飼料科 

畜産研 酪農肉牛科 

畜産研 養豚・養鶏科 

畜産研 養豚・養鶏科 

 

園芸研 栽培・施設科 

 

園芸研 栽培・施設科 

 
食品研 穀類食品科、 

農総研 基盤研究部 

食品研 穀類食品科 

 

作物研 育種科、高冷

地農技、佐渡農技、食

品研 

作物研、農総研 基盤

研究部 

 

作物研 栽培科 

園芸研 環境科 

農総研 基盤研究部 

作物研 栽培科 

園芸研 環境科 
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No. 成  果  名 担 当 

17 

 

(参考) 小型粘着トラップ利用による果樹マルカイガラムシ類の発生時期把握 園芸研 環境科 

 【科学】  

 (なし)   

 【行政】  

 (なし)  
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１ 研 究 概 要 

 (1) 研究課題及び調査事業一覧 

予算 
区分 

課  題  名 年 次 分  担 

 1基盤研究部   
経常     (1) 新潟県における米の新たな契約型産地育成方法の解明 

251  ア 契約栽培に対する実需者ニーズの把握 
 
平17～19 

 
経営･流通 

県特     (2) 地域農業をリードする担い手を支援する経営管理手法の
開発 

     ア 企業的経営体における経営管理の実態把握と把握方法の
開発 

252   (ア) 実態把握のための分析手法の開発 
253   (イ) 経営管理の実態把握 

 
 
 
 
平18～20 
   〃   

 
 
 
 
経営･流通 
   〃 

県特     (3) 迅速土壌・栄養診断に基づく効率的土壌管理技術の開発  
254 ア 小型反射式光度計等を用いた迅速土壌・栄養診断手法の 

確立 
255 イ 近赤外分光法による非破壊栄養診断法の確立 
256 ウ ＩＣＰ等を利用した作物体中微量要素の分析 

 
平16～18 
    
   〃 
   〃 

 
土壌保全 
    
   〃 
   〃 

経常     (4) 田畑輪換を中心とした持続的輪作体系下における土壌管
理技術の確立 

257 ア 県内水田土壌の動態調査 
258 イ 田畑輪換による炭素・窒素収支及び土壌理化学生性等変

化の定量 
259 ウ 持続的農業の確立に向けた有機物等施用方法の検討 

 
 
平16～18 
   〃 
    
   〃 

 
 
栽培環境 
   〃 
  
 〃 

経常     (5) 水田転換畑における地下水位コントロール技術の解明 
260 ア 地下水位調整水こうの設置による土壌水分及び地下水位 

の動向把握 
261  イ 作物別の最適地下水位の検討 

 
平17～19 
 
   〃 

 
生産工学 
 
   〃 

国事     (6) 土壌保全対策事業 
262 ア 土壌機能モニタリング調査 
     イ 有機物資源連用試験 
263   (ア) 長岡圃場（細粒グライ土） 
264   (イ) 滝谷圃場（中粗粒灰色低地土） 
265  ウ 地力保全対策診断事業 

 
昭59～ 
 
   〃 
   〃 
   〃 

 
土壌保全 
 
   〃 
   〃 
   〃 

受託     (7) 農地部委託土壌調査 
266 ア 県営圃場整備事業土壌調査 

 
平17 

 
土壌保全 

受託     (8) 農産園芸課委託調査 
 ア 汚泥肥料の施用法の確立と土壌への重金属負荷の評価 

267   (ア) 水稲への肥料施用法の検討 
268   (イ) 多量施用が及ぼす重金属の土壌集積の検討 
269  イ 県ブランド品目拡大緊急技術確立 

 
 
平17～18 
   〃 
平18 

 
 
土壌保全 
   〃 
生産工学 

 2アグリ・フーズバイオ研究部   
経常     (1) 新潟に特徴的な園芸作物の組織培養の高度化 

270  ア チューリップ子球の増殖条件の検討 
271  イ ナス（新潟黒十全など）の葯培養法の確立 

 
平17～19 
   〃 

 
園芸育種工学 
    〃 

 
(2) 研究成果及び調査事業概要 
 
1 基盤研究部 

251 契約栽培に対する実需者ニーズの把握 (中村) 

ファミリーレストラン業態において米の契約条件

を調査した。その結果、品種や用途で炊き分けを行
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っているような店舗なら少ロットでも契約できるこ

とがわかった。また焼肉店等で、新潟コシヒカリの

白飯提供により差別化を図ろうとする店舗があり、

高価格帯の米でも原産地表示制度を活用するなどし

て契約できる可能性があることがわかった。 

252 実態把握のための分析手法の開発 (中村) 

農業法人の経営管理の実態把握に適した「経営管

理チェックリスト」を開発した。このチェックリス

トは企業的な経営をめざす法人が活用できるよう、

経営者能力や販売管理の設問を充実させ、労務管理

の設問は雇用を前提とした内容とした。また、選択

肢を４段階にしてあいまいな回答を排除するなどの

工夫をした。 

253 経営管理の実態把握 (中村) 

新たに開発した「経営管理チェックリスト」を用い

て、経営管理の実態把握を行った。その結果、県内の

先進的な農業法人は、経営者能力、生産管理、経営環

境への対応においては充実した経営管理がなされて

いたが、経営計画、財務管理、販売管理、労務管理の

取り組みが相対的に弱いことがわかった。 

254 小型反射式高度計等を用いた迅速土壌・栄養診断

手法の確立 (本間・大峽・山谷) 

小型反射式光度計等を用いた迅速土壌・栄養診断

手法栄養状態を的確に診断するためにキュウリの葉

身、葉柄および巻きひげの搾汁液中の硝酸イオン濃

度について検討した結果、キュウリの栄養診断では

養分状態を反映している15節付近の葉柄硝酸イオン

濃度及び先端部の巻きひげが指標として適当であっ

た。 

255 近赤外分光法による非破壊栄養診断法の確立 

 (本間・大峽・山谷) 

近赤外分光法による非破壊栄養診断を確立するた

めに生葉の近赤外透過反射スペクトルを測定し、無

機成分含有率を推定する検量線を作成し評価を行っ

た結果、ホウレンソウの生葉を用いた汁液中の硝酸

イオン濃度は近赤外分光法にてある程度推定可能で

あったが異なる収穫時期や品種による変動の検証が

必要である。 

256 ＩＣＰ等を利用した作物体中微量要素の分析 

 (大峽・本間・山谷) 

「カサブランカ」のスミ症発生株茎葉中の微量要

素をマイクロウェーブ加熱分解装置およびICPを用

いて測定した結果、鉄、銅、マンガンおよび亜鉛含

量が正常株に比べて高かった。また、スミ症発生株

の中下位葉でホウ素含量が正常株より高かった。 

257 県内水田土壌の動態調査 (丸山・白鳥・田齋) 

土性・乾湿別に土壌環境基礎調査データを解析し

た結果、水稲連作水田で全窒素が有意に増加した土

性があり、その他の土性でも全窒素の増加傾向が見

られた。また、可給態窒素でも同様の結果がみられ

た。これに対して、畑転換履歴のある水田では全窒

素、可給態窒素の増減はみられなかった。 

258 田畑輪換による炭素・窒素収支及び土壌理化学生

性等変化の定量 (丸山・白鳥・田齋) 

畑転換回数が多いほ場ほど交換性Caが高く土壌pH

が高まる傾向が認められた。また、土壌pHが6.5を超

えたほ場では土壌有機物量が明らかに低くなり、地

力窒素発現量も低下傾向となった。以上より、田畑

輪換ほ場の土壌pH矯正のめやすは6.5までとするの

が適当であると考えられた。 

259 持続的農業の確立に向けた有機物等施用方法の

検討 (丸山・白鳥・田齋) 

転換畑において土壌pHを上げずにCaが供給できる

資材として石こうの有効性を調査した。その結果、

石こうを施用した区のpHは無施用区と同等でpHの上

昇はみられず、転換畑において土壌pHを上昇させず

に交換性Caを供給できる資材として石こうの有効性

が示されたが、交換性Mgの減少が起こるため利用に

は検討を要すると考えられた。 

260 地下水位調整水閘の設置による、土壌水分及び地

下水位の動向把握 (権平・藤牧) 

暗渠排水口に田面-30cmに設定した水閘を設置し

て地下かんがいを行い、大豆生育への効果をみた。

８月の莢伸長から子実肥大期に地下かんがいを行っ

たところ、地下水位は-30から-40cmで推移した。ま

た、サブソイラ間隔を１から２ｍで施工したところ

は子実肥大が良好であった。 

261 作物別の最適地下水位の検討 (権平) 

地下水位を開放、-50cm、-30cmの３水準に設定し

てポット試験を行った。サトイモの最適地下水位は

、水分供給が比較的容易な-30cmであった。エダマメ

とネギは排水と水分供給のバランスから-50cm程度

が適当であった。 

262 土壌環境モニタリング調査  

 (本間・大峽・山谷) 

県内に分布する主要な土壌統について、105点の定

点を設け、土壌の管理と理化学性、重金属含量等の

実態を経時的に調査し、農業における環境への影響

を把握する目的で実施した。平成18年度は第２サイ

クルの第３次地域26地点について調査した。 

263 長岡圃場（細粒グライ土） 

 (大峽・山谷・本間) 

農総研圃場（保倉統、連用23年目）において、「コ

シヒカリ」を用い、無窒素、化学肥料単用、稲わら、

わら堆肥および総合改善区を設けて実施した。本年

度は、中干し期の茎数の減少が鈍く、穂数や一穂籾
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数が過剰となった。しかし、８月の高温干ばつや過

剰生育による早期倒伏のために出穂期後の窒素吸

収量が少なかったことが、玄米の品質低下の主な要

因のひとつであると考えられた。 

264 滝谷圃場（中粗粒灰色低地土） 
 (大峽・山谷・本間) 

長岡市滝谷町の圃場（加茂統、連用 17 年目）にお

いて、「コシヒカリ」を用い、無窒素、化学肥料単

用、稲わら、もみ殻豚ぷん堆肥および総合改善区を

設けて実施した。本年は８月の高温干ばつで土壌か

らの窒素供給が少ないことが、減収で良質粒歩合が

低くなった原因だと思われる。その中でも有機物連

用区は収量、品質とも良く、地力増進による収量・

品質の向上効果が認められた。 

265 地力保全対策診断事業 (大峽・山谷・本間) 

専門技術員、作物研究センター、園芸研究センター

の協力を得て、全測定診断室の診断設計と成績の検

討、診断技術研修などを行うと共に、診断試薬の供

給、技術相談に応じた。また培養温度を上げて室内

インキュベーションの期間短縮を試みたが単純に培

養温度を上げるだけで従来法の代替として確立する

のは困難なことと思われた。 

266 県営圃場整備事業土壌調査(本間・大峽・山谷) 

土壌の基本的性質及び土壌型分布状況を把握し、

県営圃場整備事業計画立案の基礎資料を得る目的で、

本年は大戸（弥彦村）68ha、佐水（柏崎市）36ha の

２地域、県営中山間地域総合整備事業の西山二田（柏

崎市）、高柳（加茂市）の２地域について調査を実

施した。それぞれの地区について土壌型により区分

し、土壌断面柱状図、土壌図、土壌分析結果成績書

を作成し、農地部へ報告した。また、客土分析は中

之島中部（長岡市）２点、吉津川（加茂市）２点、

西山二田（柏崎市）の３地域について分析を実施し

た。 

267 水稲への肥料施用法の検討(大峽・本間・山谷) 

汚泥肥料の肥料的効果および水稲や土壌への重金 

属負荷を検討した。その結果、汚泥肥料施用区の水

稲属負荷を検討した。その結果、汚泥肥料施用区の 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水稲の生育は化学肥料区と同程度であり、汚泥肥料

にも化学肥料並みの肥料的効果があることが示され

た。 

しかし、土壌へのカドミウムおよび亜鉛の蓄積、稲

体や玄米中の重金属含量の増加も認められたことか

ら、汚泥肥料の施用には慎重に対応する必要性が考え

られた。 

268 多量施用が及ぼす重金属の土壌集積の検討 
 (大峽・本間・山谷) 

汚泥肥料の多量施用が大豆や土壌へ与える重金属

負荷を測定し、その施用限界を検討した。その結果、

汚泥肥料の多量施用は大豆の生育を阻害し、硝酸の

溶脱による地下水汚染を起こすことが示された。ま

た、汚泥肥料の種類によってカドミウムが作物体に

吸収される、あるいは吸収されず土壌に残存ある 

いは地下水に溶脱することも示された。 

269 エダマメの直は技術の検討 (権平・樋口) 

エダマメ種子を調湿処理することで、発芽の効果

をみた。種子水分を 15％程度に高めると、は種後の

湿害条件下で無処理に比べ発芽率が高まった。また、

調湿種子をうね立て同時は種した場合、多湿条件に

よる出芽、苗立ちの低下を軽減でき、湿害回避の効

果がみられた。 

 
2 アグリ・フーズバイオ研究部 
270 チューリップ子球の増殖条件の検討 

 (近藤・小池・小林) 

新潟県オリジナル系統を培養したところ、いずれ

の系統でも小球根が形成された。小球根形成後に生

育が停滞したが、チジアズロンを添加した基本培地

で培養することで再び生育が開始し、３～４倍に増

殖した。 

271 ナス（新潟黒十全など）の葯培養法の確立 

 (近藤・小池・小林) 

梨ナスの葯培養方法を検討し、葯からの植物体再

生に成功した。フローサイトメトリーによって、再

生した植物体の中に半数体が含まれていたことから、

花粉由来の植物体であることが示唆された。 
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２ 研 究 成 果 

(1) 新技術情報 
ア 普及に渡した技術情報 (平成19年度新潟県農林水産業研究成果集に掲載) 

No. 成  果  名 担 当 

 
1 
2 
3 
 
4 

【普及技術】 

農業法人が簡単に自己診断できる経営管理チェックリスト 

利用客ニーズと生産者合意に基づく直売所の販売改善手法 

大豆しわ粒の発生軽減技術 
 

糖蜜を用いた土壌還元消毒法によるトマト青枯病およびネコブセンチュウの防除 

 
農総研 基盤研究部 
農総研 基盤研究部 
作物研、 
農総研 基盤研究部 
農総研 基盤研究部 

 
1 
2 
3 
4 
 
5 

【活用技術】 
水稲の密播・無ハウス・プール育苗による作業労力の軽減 

「にいがた地鶏」の販売戦略と産地が取り組む販売拡大方策 

重粘土転換畑における土壌水分の簡易測定手法 
高標高畑におけるヘアリーベッチによる緩傾斜休閑農地の耕地保全 
 

田畑輪換ほ場における地力の低下防止のための土壌pHのめやす 

 
農総研 基盤研究部 
農総研 基盤研究部 
農総研 基盤研究部 
高冷地農技、 
農総研 基盤研究部 
農総研 基盤研究部 

 
イ 研究成果情報 
 (ア) 研究情報 (平成19年度新潟県農林水産業成果集別冊（研究情報）に掲載) 

No. 成  果  名 担 当 

1 
2 
 
3 

「コシヒカリ」稲体窒素吸収量のNDVIによる推定 

子葉と種皮の乾湿からみた大豆亀甲じわ粒の発生機構 
 
マイクロウェーブ加熱分解装置および誘導結合プラズマ発光光度計を用いた迅
速な微量要素の分析 

農総研 基盤研究部 
作物研、 
農総研 基盤研究部 
農総研 基盤研究部 

 
   (イ) 関東東海北陸研究成果情報（平成18年度関東東海北陸農業研究成果情報に掲載） 

No. 成  果  名 担 当 

 【技術】  
1 
 
2 
 
3 

(普及) グルテンを使用しない米粉パンの製造法 
 
(参考) 大豆「エンレイ」の子実水分の簡易測定法 
 
(参考) 有機物施用と水管理による水稲の後期栄養の確保 

食品研、 
農総研 基盤研究部 
農総研 基盤研究部、 
作物研 
農総研 基盤研究部 

 【科学】  

 (なし)  

 【行政】  

 (なし)  

 
(2) 研究発表 
ア 学会誌等投稿 

論 文 名 
( 執 筆 者 名 ) 掲載誌名等 発行年月 

Web生産情報開示システムに対する消費者評価 
（牛腸奈緒子、白井敏樹） 

農業経営通信 №228 
 

平18.6 
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論 文 名 
( 執 筆 者 名 ) 掲載誌名等 発行年月 

農業分野におけるバイオセンサーの果たすと役割と意義③ 
バイオセンサーによる土壌診断と土壌病害抑制～現場適用事例～ 
（峯村晃、森川千春、前田征之、吉田清志） 

今月の農業 平18.11 

Production of transgenic plants via Agrobacterium-mediated 
transformation in Liliaceous ornamentals 
（中野優、森志郎、鈴木栄、星洋介、小林仁） 

Floriculture, Ornamental 
and Plant Biotechnology 

平18.6 

Epigenetic regulation of the rice retrotransposon Tos17 
（Chaoyang Cheng、 大源正明、廣近洋彦） 

Molecular Genetics and 
Genomics 

平18.10 

Somaclonal variation and stability of GUS gene expression in 
transgenic agapanthus (Agapanthus praecox ssp. orientalis) 
plants at the flowering stage 
（森志郎、岡恵理子、梅原拓人、鈴木栄、小林仁、星洋介、近藤正
剛、小池洋介、中野優） 

In Vitro Cellular & 
Developmental Biology - 
Plant 

平19.2 

Induction of Mutation by the Ion Beam Irradiation to the Calluses 
of Lilium × formolongi Hort(cv.White Aga.) 
（近藤正剛、小潟慶司、長谷純宏、横田裕一郎、鳴海一成、小林仁） 

JAEA Takasaki Annual Report 
2005 

平19.2 

 
イ 講演発表 

発 表 題 名 
( 発 表 者 名 ) 

学 会・研 究 会 名 
（ 掲 載 誌 名 等 ） 開催年月日

ジャガイモそうか病に対する生物防除微生物の検索 
（小林有紀、小林晃、前田征之、竹中重仁） 

平成18年度日本植物病理学会 平18.6.3～
5 

施肥が土壌微生物群集に及ぼす影響 
（森川千春、峯村晃、橋本好弘、前田征之、吉田清志、横山和成） 

平成18年度日本土壌微生物学
会 

平18.6.10
～12 

土壌診断用バイオセンサーに使用する安定した微生物電極の作製
および土壌分析条件 
（橋本好弘、山中一樹、浅賀宏一、峯村晃、森川千春、吉田清志、
前田征之、横山和成、竹中重仁） 

平成18年度日本土壌微生物学
会 
 

平18.6.10
～12 

培土の種類がバイオセンサーの応答とトマト青枯病の発病度に与
える影響 
（橋本好弘、山中一樹、浅賀宏一、峯村晃、森川千春、吉田清志、
前田征之、横山和成、竹中重仁） 

平成18年度日本土壌微生物学
会 
 

平18.6.10
～12 

土壌還元消毒によるトマト青枯病に対する防除効果と微生物群集
構造の変化 
（前田征之、関口博之、浅野英明、白鳥豊、峯村晃、森川千春、吉
田清志、橋本好弘、横山和成） 

平成18年度日本土壌微生物学
会 
 

平18.6.10
～12 

熱水消毒による土壌微生物群集への影響評価 
（峯村晃、浜崎健司、森川千春、橋本好弘、前田征之、吉田清志、
横山和成） 

平成18年度日本土壌微生物学
会 
 

平18.6.10
～12 

多電極型バイオセンサーを用いた土壌診断データベースの構築 
（橋本好弘、山中一樹、浅賀宏一、軽部征夫、峯村晃、森川千春、
吉田清志、前田征之、吉田清志、横山和成、竹中重仁） 

平成18年度日本土壌微生物学
会 
 

平18.6.10
～12 

資材投入によるバイオセンサーの応答変化と発病程度  
（橋本好弘、佐々木朝子、山中一樹、浅賀宏一、軽部征夫、峯村晃、
森川千春、吉田清志、前田征之、横山和成、竹中重仁） 

平成18年度日本土壌微生物学
会 
 

平18.6.10
～12 

黒ボクグライ土における水稲を用いた土壌カドミウムのファイトレメディエ

ーション 

（本間利光、大峽広智、星野卓） 

平成18年度日本土壌肥料学会 
 

平18.9.4 
～6 
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発 表 題 名 
( 発 表 者 名 ) 

学 会・研 究 会 名 
（ 掲 載 誌 名 等 ） 開催年月日

フロー型土壌診断用バイオセンサーの開発 
（橋本好弘、山中一樹、軽部征夫、竹中重仁、前田征之、横山和成、
峯村晃、森川千春、吉田清志） 

平成18年度日本微生物生態学
会 
 

平18.10.27 
～30 

多電極型バイオセンサーによる土壌診断 
（橋本好弘、山中一樹、軽部征夫、竹中重仁、前田征之、横山和成、
峯村晃、森川千春、吉田清志） 

平成18年度日本微生物生態学
会 
 

平18.10.27 
～30 

土壌の生物性への影響から見た有機質資材の類別 
（吉田清志、橋本好弘、峯村晃、森川千春、前田征之、横山和成） 

平成18年度日本土壌肥料学会
関東支部会 

平18.11.10 
～12 

浚渫土客入に由来する酸性硫酸塩土壌の特性－新潟県佐渡島国府
川の事例－ 
（多田亘児、川東正幸、隅田裕明、大峽広智、白鳥豊、犬伏和之） 

平成18年度日本土壌肥料学会
関東支部会 

平18.11.10 
～12 

チャガラシおよびクレオメの鋤込みによるトマト青枯病とネコブ
センチュウの防除効果 
（小田切文朗、前田征之、菅野真実、山田英一、佐久間太、北村亨、
平井久雄、田齋忍、丸山一成、白鳥豊、藤井義晴、橋爪健） 

平成18年度園芸学会 平19.3.24 
～25 

イオンビーム照射がユリのカルス増殖に与える影響 
（近藤正剛、小潟慶司、小林仁、長谷純宏、横田裕一郎） 

第１回高崎量子応用研究シン
ポジウム要旨集 

平18.6.23 

 

(3) 現地指導 
ア 研究成果名：水稲育苗用装備を利用したひめいわだれそうマット苗の大量育苗法（平成18年度活用技術） 

担当部署 
担 当 者 

担当農業普及指導ｾﾝﾀｰ 
担当農業者 

実施場所 
 実施回数 
（年月日）

指導内容 

基盤研究部 

樋口泰浩 

十日町 

生産者 

 

三条 
尾崎泉生産組合 

十日町地域振興局 

 

 

三条市栄サービス

センター 

１回 

平 18.5.18 

 

１回 

平18.12.14 

 

技術説明および意見交換 

 

 

技術説明および意見交換 
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３ 技術援助及び行政対応活動 

(1) 指針及び行政資料の執筆 

発 行 誌 名 発 行 者 発行年月 執 筆 者 

ＲＱフレックスマニュアル 新潟県農林水産部 平18.12 本間利光 
にいがた植防だより （社）新潟県植物防疫協会 平18.12 前田征之 

 
(2) 成果発表会、研修会、関係会議等 

開催年月日 成果発表会・研修会・会議等の名称 参集人数 対応講師等 

平18.7.7 農業総合研究所・作物研究センター「案内デー」   257 全職員 

平18.11.6 
～8 

地力分析診断研修会      8 基盤研究部 
土壌保全・栽培環境 

平18.11.10 平成18年度産学官交流研修会（共通基盤部門）     65 基盤研究部 
 
(3) 農業大学校 

専 攻 学 年 科 目 授業時間 講    師 

稲作経営科 ２学年 生物工学特論 14 橋本憲明 

 
(4) 農業技術学院 

授業時間数 
教 科 名 

講義 演習 実験 実習 計 
講 師 

植物育種学    16 16 大源正明、橋本憲明、近藤正剛、小池洋介 

生物工学 32 16   48 大源正明、橋本憲明、近藤正剛 

土壌学 II 16 16   32 本間利光、前田征之、丸山一成、大峡広智、山谷功 

施設機械論 16   44 60 樋口泰浩、権平正 

卒業論文     488 樋口泰浩 

 
(5) その他講師派遣 

年月日 主 催 者 行  事 内  容 講 師 

平18.5.27 山菜文化産業協会 全国山菜文化産業祭 新潟県内の直売所にお
ける山菜販売の現状と
課題 

牛腸奈緒子 

平18.11.15 新潟振興局新津支局農
業振興部 

職員研修会 マーケティングとア
ンケート調査手法 

守屋透 
 

平18.12.4 新発田振興局農業振興部 職員研修会 マーケティングのた
めの情報収集・分析の
手法 

牛腸奈緒子 

平19.2.20 畜産課 にいがた地鶏商品開発
検討会 

地鶏流通販売研究に
ついて 

牛腸奈緒子 

平19.3.8 上越振興局企画振興部 特産品販売研修会 マーケティングと商
品開発 

牛腸奈緒子 

平19.1.22 JA新潟教育センター JA 営農指導員養成研修会 生物工学 橋本憲明 
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(6) 研修生受け入れ 

氏名 所属 研修目的 受け入れ期間 受け入れ部

田中啓介 長岡技術科学大学 実務訓練 平18.10.10～平19.1.31 アグリ・フー
ズバイオ研究
部 

 
(7) 取材対応 

年月日 取材機関 取 材 内 容     応対者   報道日 
平18.11.10 日本農業新聞 平成18年度産学官交流研修会について 小田切文朗 平18.11.12 

平18.4.19 共同通信社 青いユリの研究に携わる研究員について 山本匡里 
小林仁 

平18.6.7 
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４ 総 務 報 告 

(1) 施 設 (農業総合研究所・作物研究センター) 
   所在地  長岡市長倉町857番地 
   建物面積 延10,268㎡ 
   圃場面積 田14.51ha, 畑4.25ha 
 
(2) 事業予算 (単位：千円) 

財     源 
科    目 予算額 

国補 手数料 財産収入 その他 一般財源 
運営費 14,512    58 14,454 
維持管理費 43,269   119  43,150 
経常研究費 2,909     2,909 
ほ場・飼育管理費 0      
受託試験費 572    572  
種苗供給・指導事業費 0      
政策研究費 35,945    16,830 19,115 
備品整備費 3,272     3,272 
施設整備費 0      
庁舎修繕費 5,179     5,179 
その他 4,907     4,907 
その他（他課事業） 15,444      
合   計 126,009 0 0 119 17,460 92,986 

注）その他（他課事業費）は農業総合研究所費以外の予算。 
 
(3) 職員一覧 
所  属 職   名 氏  名 所  属 職   名 氏  名 

 所長 宮本 正司 
管理部・総務課(
庶務) 
 
 
 
 
 
 
 

管理部長・総務課長 
副参事 
主任 
〃 
主事 
〃 
事務員 
技術員 
 〃 

中島 昭夫 
阿部 均 
渡部 津栄武 
室橋 恵 
佐藤 純輝 
田巻 わかな 
大野 イツ子 
今井 隆志 
木村 和浩 

(土壌保全) 
 
 
 
 
(生産工学) 
 
 
 

主任研究員 
〃 
研究員 
職員 
技術員 
専門研究員 
主任研究員 
 〃 
 〃 
技術員 

本間 利光 
門倉 綾子 
大峽 広智 
山谷 功 
川瀬 守 
阿部 栄登 
樋口 泰浩 
権平 正 
藤牧 洋介 
竹田 守人 

企画情報部 
企画調整室 
 
 
 
研究情報室 
 

副所長・企画情報部長 
企画調整室長 
専門研究員 
主任研究員 
研究情報室長 
専門研究員 
主任研究員 

星  豊一 
横山 泰裕 
秋本 隆司 
原田 惇 
楠  正敏 
高野 隆 
岩津 雅和 

アグリ・フーズ
バイオ研究部 
(稲育種工学) 
 
(園芸育種工学) 
 
 
(微生物工学) 
 
 

ｱｸﾞﾘ･ﾌｰｽﾞ研究部長 
 
専門研究員 
主任研究員 
専門研究員 
研究員 
 〃 
専門研究員 
〃 
主任研究員 

山本 匡里 
 
大源 正明 
橋本 憲明 
小林 仁 
近藤 正剛 
小池 洋介 
中島 正晴(兼務) 
大坪  貞視(兼務) 
大養寺真弓(兼務) 

基盤研究部 
(経営・流通) 
 
 
(栽培環境) 

基盤研究部長 
専門研究員 
主任研究員 
〃 
主任研究員 
〃 
研究員 
職員 

小田切文朗 
牛腸 奈緒子 
守屋 透 
中村 正明 
白鳥 豊 
前田 征之 
丸山 一成 
田齋 忍 

農総研専技室 副参事 
〃 
主査 
〃 

原澤 良栄 
田村 良浩 
小潟 信雄 
水沢 誠一 
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(4) 職員の異動 

発令月日 転出入 氏 名 新所属・職名 旧所属・職名 

平成18年 
4月1日付 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成18年 
3月31日付 

転 出 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

転 入 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

採 用 
退 職 
 

鈴木 一好 
勝海 喜一 
光野 均 
 
宇佐美茂昭 
 
松島 正一 
小林 裕 
五十嵐かな
子 
小潟 慶司 
 
浅野 英明 
白井 敏樹 
宮本 正司 
星  豊一 
楠  正敏 
秋本 隆司 
阿部 栄登 
阿部 均 
室橋 恵 
中村 正明 
 
丸山 一成 
 
小池 洋介 
大峽 広智 
新保 到 

村上地域振興局農林振興部・部長 
妙法育成牧場・場長 
長岡地域振興局農林振興部・生産振
興課長 
三条地域振興局農業振興部・課長代
理 
吉田養護・事務長 
農業大学校・農学部助教授 
長岡食肉衛生検査センター・主任 
 
病害虫防除所・主査 
 
地域農政推進課・主査 
食品流通課・主任 
所長 
副所長・企画情報部長 
研究情報室長 
企画調整部・専門研究員 
基盤研究部・専門研究員 
管理部・庶務係長 
管理部・主任 
基盤研究部・主任研究員 
 
基盤研究部・研究員 
 
アグリ・フーズバイオ部・研究員 
基盤研究部・研究員 
所長 

副所長・企画情報部長 
研究情報室長 
企画調整部・専門研究員 
 
基盤研究部・専門研究員 
 
管理部・庶務係長 
基盤研究部・専門研究員 
管理部・主任 
 
アグリ・フーズバイオ部・主任研究
員 
基盤研究部・主任研究員 
基盤研究部・研究員 
上越地域振興局農林振興部・部長 
三条地域振興局農業振興部・副部長 
農業大学校・研修センター長 
食品研究センター・専門研究員 
新発田地域振興局農業部・課長代理
精神医療センター・庶務係長 
魚沼テクノスクール・主任 
十日町地域振興局農林振興部・主任
普及指導員 
上越地域振興局農林振興部・普及指
導員 
佐渡農業技術センター・研究員 
 
 

 
(5) 購入研究備品及び施設建設 

備品・施設名 型式・規格・規模 

公用車 マツダ ボンゴ 1,800CC 2WD 

土壌用遠心機 コクサン H-1400PF、土壌用ロータ付  

 
(6) 派遣研修者 

研修名 研修者名 研修目的 期 間 講 師 

平成18年度短期集
合研修 

中村正明 農業生産における技術と
経営の評価方法 

平18.7.3～7.7 （独）農業・食品産
業技術総合研究機
構 

平成18年度都道府
県農業関係研究員
等専門研修 

丸山一成 耕地雑草の生態と防除研
究に関する研修 

平18.8.23～8.24 （独）中央農業総合
研究センター  

 
(7) 参観者数 (農業総合研究所・作物研究センター) 
    623名 
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(8) 無体財産権など 
ア 特許権 

発 明 の 名 称 発明者 出願番号 
出願年月日

特許広報広告 
年月日・番号 
公開広報 
番号・年月日 

特許登録 
番号・年月日

イネの培養方法 星洋介、大源正明 平11－93191 特開 
2000－279046 
平12.10.10 

 

遺伝子導入用の植物細胞処理装置 星洋介、近藤正剛、
小林仁、松本伊左尾

特願 
2002-88554 
平14.3.27 

特開 
2003-274953 
平15.9.30 

第3887658号
平18.12.8 

ジネンジョの製造方法 近藤正剛、星洋介、
小林仁、松本伊左尾

特願 
2002-223470 
平14.7.31 

特開 
2004-057149 
平16.2.26 

 

ユリ科ユリ属植物への遺伝子導入方法 星洋介、近藤正剛、
小林仁、松本伊左尾

特願 
2002-362239 
平14.12.13 

特開 
2004-187628 
平16.7.8 

 

環境保全型のリン酸肥料とその施肥方法 白鳥豊、本間利光、
門倉綾子、諸岡稔 

特願 
平11-047065 
平11.2.14 

特開 
平11-335189 
平11.12.7 

 

暗渠充填材 白鳥豊、中川芳雄、
渡辺秀一 

特願 
2002-97535 
平14.3.29 

特開 
2003-293352 
平15.10.15 

 

 
(9) 栄 誉 
    なし 
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III 作物研究センター 
 

組  

育 種 科 品種育
品種選
畑 作

栽培品
作物栄
病 害
虫 害

栽 培 科 

作物研究センター長 
織構成図
 

成グループ 
定グループ 
 物グループ 

質グループ 
養グループ 
 グループ 
 グループ 
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目 次 

１ 研究概要 
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２ 研究成果 

 (1) 新技術情報 
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－ III - 3 － 

１ 研 究 概 要 

(1) 研究課題及び調査事業一覧 

予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

 1 センター内プロジェクト   

県特 

 

    (1) 持続的安定生産を確保するための水田高度利用体系の確

立 

 ア 地力低下ほ場における安定生産技術の確立 

301   (ア) 水稲安定栽培 

302  (イ) 大豆安定栽培 

303  イ 生産力回復に有効な緑肥作物の検討 

     ウ 緑肥作物等の利用による減農薬、減化学肥料栽培の実証 

304  (ア) 緑肥作物等の利用による減農薬、減化学肥料栽培の実

証（水稲）、予備試験） 

 

 

 

平 18～21  

   〃 

   〃 

    

   〃 

    

 

 

 

作物栄養 

   〃 

畑作物 

 

栽培・品質 

  

 2 育種科   

経常     (1) 水稲の基幹新品種の育成 

305  ア 系統育成 

306  イ 生産力検定 

307  ウ 特性検定 

308  エ 新系統 

 

平９～  

   〃 

   〃 

   〃 

 

品種育成 

   〃 

   〃 

   〃 

国委 309 (2) 水稲系統適応性検定試験 昭 28～ 品種育成 

県事     (3) 主要作物種子対策事業 

     ア 水稲奨励品種決定調査 

310   (ア) 基本調査及び特性調査 

311   (イ) 有望系統の現地適応性 

312  イ 麦類奨励品種決定調査 

313  ウ 大豆奨励品種決定調査 

314  エ 水・陸稲の原原種、原種の維持と増殖 

315  オ 大豆原原種、原種の維持と増殖 

316  カ 大麦と小麦の原原種、原種の維持と増殖 

 

 

昭 28～ 

   〃 

昭 52～ 

昭 28～ 

   〃 

   〃 

   〃 

 

 

品種選定 

   〃 

畑作物 

   〃 

品種選定 

   〃 

〃 

経常     (4) 栽培環境の変動に対応した主要農作物の高品質栽培管理

技術の改善 

 ア 優良水稲種子の生産技術 

317   (ア) 「こしいぶき」の栽植密度と施肥 

318  (イ) 栽植密度及び収穫時期の発芽率への影響 

319  (ウ) 種子休眠性の調査 

320  (エ) 穂揃期追肥及び剪葉の種子資質への影響 

 

 

 

平 16～18  

   〃 

   〃 

  〃 

 

 

 

品種選定 

   〃 

   〃 

 〃 

     (5) 水稲同質遺伝子系統の原種生産システムの確立 

321  ア 自然交雑によるＢＬのコンタミネーションの検討 

 

平 16～18 

 

品種選定 

経常     (6) 栽培環境の変動に対応した主要農作物の高品質栽培管理

技術の改善(畑作物) 

322  ア 麦類、大豆気象感応生育調査 

323  イ そばの高品質安定生産技術の確立 

 

 

昭 60～ 

平 11～ 

 

 

畑作物 

  〃 

国委 324 (7) 大豆系統適応性検定試験 昭 61～   〃 
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－ III - 4 － 

予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

 3 栽培科   

経常     (8) 栽培環境の変動に対応した主要農作物の高品質栽培管理

技術の改善(水稲) 

ア 水稲の高品質栽培新技術 

(ア) 「コシヒカリ」生育予測技術の改善 

325 ａ 生育予測モデルの選択 

326 ｂ 水稲気象感応生育調査 

327   (イ) 穂肥施用時期と出穂期葉色及び品質、食味の検討(予

備) 

328   (ウ) 難防除雑草の除草技術の検討 

329   (エ) 施肥位置による水稲根反応の評価と後期栄養条件の解

析 

330   (オ) 水稲における鶏ふん有機質肥料の効果確認試験 

331 (カ) 環境分解型被覆肥料の被膜評価試験 

332 (キ) 水稲における加工苦土肥料の施用効果確認試験 

333 (ク) 新規開発肥料（苦土重焼燐及びマルチサポート）の肥  

効確認試験 

 

 

 

 

平 16～18 

   〃 

平 18～ 

 

平 16～ 

平 15～ 

 

平 16～ 

   〃 

平 18～ 

   〃 

 

 

 

 

栽培・品質 

   〃 

   〃  

 

   〃 

作物栄養 

 

 〃 

 〃 

   〃 

   〃 

県特   (9) ｢いもち病に強いコシヒカリ｣の安定・継続的利用技術の開

発 

ア いもち病菌の個体群動態の解明 

      (ア) 異なる越冬伝染経路の本田発病への寄与率 

334     ａ 採種ほ産種子の菌レース 

335  (イ) 本田におけるいもち病菌個体群動態 

      (ウ) 混植ほ場におけるレース分布の変化 

336     ａ ほ場におけるレース分布の変化 

337     ｂ 籾におけるレース構成の変化 

338 イ 新レース発生・分布拡大過程 

339 ウ コシヒカリ同質遺伝子系統のほ場抵抗性評価 

 

 

 

 

平 16～18  

   〃 

    

   〃 

   〃 

   〃 

   〃 

 

 

 

 

病害 

〃 

   

  〃 

〃 

  〃 

〃 

経常     (10) 稲・麦・大豆の病害虫の発生生態と防除技術の確立 

     ア  水稲害虫の発生生態と防除技術の改善 

      (ア) アカスジカスミカメの発生生態と薬剤防除法    

340     ａ 畦畔雑草地における発生消長 

341     ｂ 水田内発生消長と薬剤防除法  

イ 麦・大豆の病害発生生態解明と防止対策 

342  (ア) ムギ赤かび病の薬剤防除 

343  (イ) 紫斑病の防除技術 

ウ 水稲種子伝染性病害の種子保菌抑制技術の開発 

344  (ア) 各種病原細菌の薬剤感受性検定 

    (イ) 化学的･生物的防除を総合した種子保菌抑制技術の確

立 

345 ａ もみ枯細菌病の種子保菌抑制 

346 ｂ 穂いもちおよび種子保菌抑制 

347 ｃ 穂いもちおよび種子保菌抑制における薬剤の残効と  

治療効果 

348 ｄ いもち病菌種子感染時期 

 

 

 

 

平 16～18 

   〃 

    

   〃 

  〃 

 

   〃 

    

    

   〃 

  〃 

  〃 

 

  〃 

 

 

 

虫害 

  〃 

 

病害 

  〃 

 

  〃 

   

 

〃 

〃 

〃 

 

〃 
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予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

 

県事 

    (10) 新潟コシヒカリグレードアップ事業 

     ア  いもち病菌レース分析支援体制の整備 

349  (ア) 県内のいもち病菌レース 

 

 

平 17～ 

 

 

病害  

 

(2) 研究成果及び調査事業概要 

 

1 センター内プロジェクト 

301 水稲安定栽培法 (土田) 

緩効性肥料を用いて地力窒素を補う施肥法が品質

に与える影響を検討した。本年は出穂後 10 日頃に高

温となり基部未熟粒が多発し、比較的地力の低い水田

で品質が低下した。施肥法としては、全量基肥施肥法

では対照区より有意に品質が高まった。 

302 大豆安定栽培法 (南雲) 

土壌タイプの違う転換畑において被覆尿素肥料を

基肥もしくは培土期追肥を行い、生育・収量・品質に

与える影響を検討した。その結果、被覆尿素施肥によ

り増収し、しわ粒発生が軽減された。また地力と施肥

効果の関係は明確ではなかったが、慣行施肥で収量の

高い圃場は、施肥による増収効果が少ないことが伺え

た。 

303 生産力回復に有効な緑肥作物の検討 

 (佐藤(徹)・服部) 

冬作緑肥では、多雪年において、越冬可能な作物は

ナタネであり、レンゲ「北陸２号」も数株残った。夏

作緑肥では、スーダングラス、ヒエ、ギニアグラスが

地上部乾物重が多く、有機物の供給に有効と考えられ

た。また、セスバニアは転換畑での生育が良好であっ

た。 

304 緑肥作物等の利用による減農薬、減化学肥料栽培

の実証（水稲）、予備試験 (市川・坂口) 

緑肥作物６草種を水稲立毛中に播種し、越冬させて

すき込み、除草剤を施用せず水稲を栽培した。越冬で

きた草種はナタネのみで、生育量も少なく、除草及び

肥料効果が認められなかった。 

 

2 育種科 

305 系統育成 (松井・金田・石崎・本圖) 

強稈、耐病、多収で良質・加工特性の優れる酒造好

適米、糯米及び新形質米の育成のため、系統育種法、

集団育種法及び葯培養法を併用して選抜した。有望系

統には長番号または新潟番号を付けた。 

306 生産力検定 (石崎・金田・松井・本圖) 

予備試験及び本試験に供試したのべ 140 系統のう

ち粳米は 25 系統、酒造好適米は１系統、糯米は１系

統が有望であった。 

307 特性検定 (本圖・石崎・金田・松井) 

葉いもち抵抗性は 3,335 系統、穂いもち抵抗性は

131 系統、高温登熟性は 43 系統、耐冷性は 44 系統、

倒伏抵抗性は 9 系統、穂発芽性は 131 系統、食味は

80 系統、玄米成分は 131 系統について検定した。 

308 新系統 (石崎・金田・松井・本圖) 

新潟 89 号（長 1774）、新潟 46 号/Bio-65：早生の

耐倒伏性の強い良食味系統。成熟期がこしいぶきより

３日程度早い中間型の早生粳系統。耐倒伏性は強。穂

発芽性は中。葉いもち抵抗性は中、穂いもち抵抗性は

中。玄米重はこしいぶき並。玄米千粒重はこしいぶき

より大。玄米品質はこしいぶき並の上下。食味はこし

いぶき並の上中。 

新潟 90 号（長 1711）、キヌヒカリ/ひとめぼれ：早

生の耐倒伏性の強い高品質良食味系統。成熟期がこし

いぶきより２日程度遅い偏穂数型の早生粳系統。耐倒

伏性は強。穂発芽性はやや易。葉いもち抵抗性は中、

穂いもち抵抗性はやや強。玄米重はこしいぶき並。玄

米千粒重はこしいぶきより大。玄米品質はこしいぶき

並の上下。食味はこしいぶき並の上中。 

新潟 91 号（長 1792）、キヌヒカリ/東北 164 号：晩

生の耐倒伏性の強い高品質良食味系統。成熟期がコシ

ヒカリより６日程度遅い偏穂重型の晩生粳系統。耐倒

伏性は強。穂発芽性はやや難。葉いもち抵抗性はやや

弱、穂いもち抵抗性は中。玄米重はコシヒカリよりや

や少。玄米千粒重はコシヒカリより大。玄米品質はコ

シヒカリより優れ上下。食味はコシヒカリ並の上中。 

新潟 92 号（長 1895）、長 1470/越南 165 号：晩生の

耐倒伏性の強い良食味系統。成熟期がコシヒカリより

７日程度遅い中間型の晩生粳系統。耐倒伏性は強。穂

発芽性はやや難。葉いもち抵抗性は弱、穂いもち抵抗

性はやや弱。玄米重はコシヒカリ並。玄米千粒重はコ

シヒカリより大。玄米品質はコシヒカリより優れ上下。

食味はコシヒカリ並の上中。 

309 水稲系統適応性検定試験 (金田) 

指定試験地及び独立行政法人で育成された 55 系統

の地域適応性を検定した。有望系統は極早生で２系統

（東 1154、東 1153）、早生で３系統（羽系 915、福

系 8983、福系 8990）、中生で５系統（福系 8615、収

7566、収 7560、和系 955、収 7399）の合計 10 系統で
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あった。 

310 基本調査及び特性調査 (加藤・阿部・名畑) 

粳で極早生１系統、早生１系統、中晩生７系統、糯

で１系統を供試した。有望系統は、極早生・早生で新

潟 83 号、新潟 81 号、中晩生で新潟 82 号、新潟 84

号、新潟 88 号、コシヒカリ新潟 BL９、10、11、12

号、糯では新潟糯 73 号であった。 

311 有望系統の現地適応性  (阿部・加藤・名畑) 

コシヒカリ新潟 BL９号、コシヒカリ新潟 BL10 号、

コシヒカリ新潟 BL11 号、コシヒカリ新潟 BL12 号の４

品種を供試し、県内４か所で実施した。コシヒカリ新

潟 BL９号及び 10 号の諸特性はコシヒカリ（BL4 品種

混合）と同等であった。コシヒカリ新潟 BL11 号及び

12 号は品質について継続検討とした。 

312 麦類奨励品種決定調査 (佐藤(徹)・服部) 

標準品種をファイバースノウとし、北陸皮 35 号、

北陸皮 40 号、北陸皮 41 号、北陸皮 42 号、東山皮 102

号、東山皮 105 号、東北皮 39 号を供試した。その結

果、再検討を北陸皮 41 号、北陸皮 42 号、東山皮 102

号、東山皮 105 号、東北皮 39、棄却を北陸皮 35 号、

北陸皮 40 号とした。 

313 大豆奨励品種決定調査 (佐藤(徹)・服部) 

本県に適する大豆品種の選定を行った。本調査で極

小粒系統の東山 204 号を有望とし、種子対策品種に選

定した。中・晩生系統の四国４号、黒大豆系統の東北

161 号、東山黒 215 号を「やや有望」とし、東山 209

号を「再検討」、関東 103 号、東山 207 号、関東 105

号、すずかおり、すずこまちを棄却した。 

314 水・陸稲の原原種、原種の維持と増殖 

 (阿部・加藤・名畑) 

10 品種の原原種生産を行い、1,650kg を採種した。

また、貯蔵種子を併せた 367kg を原種栽培に使用した。

貯蔵原原種種子量は 22 品種、4,240kg である。 

委託栽培２品種を含む 14 品種について原種生産を

行い、45,260kg を採種した。貯蔵種子と当年産を併

せた 15 品種、26,140kg を県内 16 か所の指定採種ほ

に配付した。 

315 大豆原種、原種の維持と増殖 

 (阿部・加藤・名畑) 

「エンレイ」の原原種生産を行い 500kg を採種した。

また、原種生産に 216kg を使用した。貯蔵原原種種子

量は４品種、495kg である。 

原種生産では「エンレイ」を委託栽培し、6,400kg

を採種した。貯蔵種子と当年産を併せた 4,600kg を指

定採種ほ 10 か所に配付した。 

316 大麦・小麦の原原種、原種の維持と増殖 

 (阿部・加藤・名畑) 

大麦「ミノリムギ」の原種生産を委託栽培と併せて

行い、2,510kg を採種した。貯蔵種子及び当年産のミ

ノリムギ、1,450kg を指定採種ほ２か所に配付した。 

317 「こしいぶき」の栽植密度と施肥 

 (阿部・加藤・名畑) 

栽植密度を２水準、基肥量を３水準、穂肥の有無、

穂揃期追肥量を２水準の試験構成で栽培し、収量及び

種子資質を検討した。密植になるほど、また基肥が多

肥になるほど穂数が増加したが、精籾重への影響は比

較的小さかった。穂肥の施用で割れ籾の発生が抑えら

れた。 

318 栽植密度及び収穫時期の発芽率への影響  

 (名畑・阿部・加藤) 

栽植密度と収穫時期を変えて種子資質を検討した。

栽植密度の違いは種子審査規格上の種子資質に与え

る影響は小さいが、疎植になるほどやや低下（悪化）

した。また収穫時期が早いものほど発芽率が低下する

傾向が認められた。 

319 種子休眠性の調査 (名畑・阿部・加藤) 

「コシヒカリ」について栽植密度を４水準、収穫時

期を３水準に変えて種子の休眠性を調査した結果、栽

植密度の違いでは差は見られず、収穫時期のみに違い

が見られた。登熟期前半と後半の平均気温の温度差が

小さいほど、休眠が深い傾向が見られた。 

320 穂揃期追肥及び剪葉の種子資質への影響 

 (名畑・阿部・加藤) 

「コシヒカリ」を用い穂揃期に０,５,10kg/10a の

窒素追肥を行い種子への影響を調査した。施肥量が多

いほど、収穫後早い時期での発芽率が高まったが、長

期貯蔵になると逆に発芽率が低下した。 

321 自然交雑によるＢＬのコンタミネーションの検

討 (加藤・阿部・名畑) 

「こがねもち」水田内に粳種を株植えし、キセニア

現象を利用して水稲の自然交雑率を調査した結果、粳

異品種１株を中心に近傍（1.8ｍ×0.6ｍ内）では

0.047％、周辺部（９ｍ×3.6ｍ内）では 0.009％であ

り、防風網を設置した場合、それぞれ 0.007％、

0.004％となった。今後、株内交雑について調査する。 

322 麦類、大豆気象感応生育調査 

 (服部・佐藤(徹)) 

大麦「ミノリムギ」の播種期は９月 30 日。出芽・

苗立ちは良好であったが、播種後の多雨と基肥施肥方

法の変更から越冬前の生育は悪く、草丈・茎数は平年

の約 50％であった。根雪日数は 104 日（平年 74 日）、

最深積雪 115 ㎝の多雪年となり、雪害の程度は葉腐面

積率が平年より 20％高く、越冬茎歩合は 82％で平年

より 10％低かった。消雪の遅れと低温により出穂期

は平年より 14 日、成熟期は平年より 13 日遅れた。千

粒重は平年比 120 と大きかったが、穂数が少なく、子
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実重は平年比 73（36.6 ㎏/a）の少収となった。 

大豆について、播種後から降雨が無く、スプリンク

ラー潅水の実施により、出芽は良好となった。平年に

比べ開花期は平年並～１日遅く、成熟期は平年並～４

日遅れた。収量構成要素について、標準播では有効莢

数が平年比93と少なく、百粒重も平年比91と小さく、

収量は平年比 86 と少収であった。晩播では有効莢数

は平年比 112 と多かったが、百粒重が平年比 92 と小

さく、収量は平年比 99 の平年並となった。 

323 ソバの高品質安定生産技術の確立 

 (服部・佐藤(徹)) 

ソバ「とよむすめ」について、成熟期（黒化率 70

～80％）頃に収穫すると最も収量が高く、香りも優れ

た。仕上水分が 11％程度に低いとソバ粉の赤みが増

加し、ソバの香りが劣った。また、仕上水分が 17％

程度に高い場合にもソバの香りが劣った。そのため、

仕上水分は 15％程度が適していた。 

324 大豆系統適応性検定試験 (佐藤(徹)・服部) 

作物研究センター、東北農研センター、近中四農研

センター、長野県中信農試で育成された 25 系統を供

試した結果、東山系 X539、東山系 Y409、東山系 Y420、

作系 19、作系 24、善系 22、善系 23、青大豆の刈系

737、極小粒大豆の刈系 740、東山系 Y349、黒大豆の

刈系 755、東山系 Y359 を「再検討」と判定した。 

 

3 栽培科 

325 生育予測モデルの選択 (坂口・東) 

15 カ所の普及指導センター定点調査圃場について

ノンパラメトリック DVR 法による出穂期予想を行っ

た。出穂期の予測精度では、平坦部で高く、調査圃場

と入手する気象データの測定地点が近いと精度が高

まった。 

326 水稲気象感応生育調査 (東・坂口) 

２時期に移植した「コシヒカリ」と、「こしいぶき」

について、水稲気象感応調査を実施した。 

327 穂肥施用時期と出穂期葉色及び品質、食味の検討

（予備） (坂口・市川) 

１回目穂肥有り、無しの２水準（窒素成分１kg/10a）、

２回前穂肥時期、出穂前 10、７、４、出穂期、穂揃

い期の５水準（窒素成分１kg/10a）で実施した。白未

熟粒は、登熟期間中の葉色低下を抑制することで減少

するが、玄米タンパク質含有率は高まる。登熟期間中

の葉色や玄米タンパク質含有率に及ぼす２回目穂肥

時期の効果と食味については判然としなかった。 

328 難防除雑草の除草技術の検討 (東) 

県内３地点で採取した SU 剤抵抗性の疑いのあるコ

ナギについて、発根による簡易検定を実施した。抵抗

性と断定できる個体はなかった。 

329 施肥位置による水稲根反応の評価と後期栄養条

件の解析         (土田)                                                         

大豆跡水田で施肥法の違いによる根分布の相違を

確認し、生育後半の窒素吸収抑制効果を検討した｡側

条施肥、接触施肥では下層根の分布が少なく、根域制

限されたものと思われた。生育後半の窒素吸収抑制の

可能性が示唆されたが、倒伏軽減効果は認められなか

った。 

330 水稲における鶏ふん有機質肥料の効果確認試験 

 (南雲) 

水稲基肥において新処理技術により製造した鶏ふん有

機質肥料が生育、収量、品質に及ぼす影響を検討した。

実験室内における肥料無機化試験では市販の醗酵鶏ふん

に比べ高い無機化率を示した。栽培試験では基肥に使用

した結果、慣行栽培と同程度の収量・品質が得られた。 

331 環境分解型被覆肥料の被覆評価試験 (土田) 

水田及び畑土壌において、環境分解型の被膜の分解

性を従来型と比較した。平成 17 年に水田土壌に埋設

した被膜は、過去３年間に埋設した被膜より物理的崩

壊性が大きく改善されたものと思われた。畑土壌では

外観上に大きな違いは見られなかったが、模擬耕耘処

理による完全粒回収率が低下することから、分解性が

高まっているものと思われた。 

332 水稲における加工苦土肥料の効果確認試験    

 (南雲) 
海水を原料とした加工苦土肥料の施用が水稲「コシヒ
カリ」の生育収量に与える影響について調査した。この
結果、生育収量及び品質については慣行区と同程度であ
り効果は認められなかった。 
333 新規開発肥料（苦土重焼燐及びマルチサポート）

の肥効確認試験 (南雲) 
水稲栽培「コシヒカリ」において新規に開発した苦土
重焼燐等について従来品との差異を検討した。この結果、
生育、収量、品質及び土壌分析値から見て違いは認めら
れなかった。 

334 採種ほ産種子の菌レース (石川・黒田・堀) 

採種ほ産の種子からは、その品種に対し病原性をも

つレースが主に分離された。また、種子と葉いもち分

離菌の個体群を、Pot2 rep-PCR によるフィンガープ
リントパターンを用い比較した。その結果、両者の個

体群は一致する点も見られたが、相違点も多く、採種

ほ産種子付着菌以外の越冬経路の影響も大きいと推

定された。 

335 本田におけるいもち病菌個体群動態    

 (石川・黒田・堀) 

３ヵ年の結果から、前年の多発生ほ場における発病

関与菌が、同一ほ場で翌年以降も優占する可能性は極

めて低いと思われる１事例が得られた。野外での越冬

経路の寄与率は低く、自家採種や農家保存の稲わらや
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籾殻などによる育苗期感染経路の遮断が新レースの

定着・分布拡大の防止に重要と考えられた。 

336 ほ場におけるレース分布の変化 

 (石川・黒田・堀) 

 同質遺伝子系統の混植条件において、複数のレース

菌株が存在する場合、葉いもちでは、構成系統に対し

親和性系統の構成比率が高いレースの増殖力が高い

ことが確認された。また、葉から穂への感染による

レース構成の変化は少ない可能性が示唆された。 

337 籾におけるレース構成の変化 

 (石川・黒田・堀) 

同質遺伝子系統が混植されたほ場に、それぞれの真

性抵抗性に親和性、非親和性を示す菌が混在している

場合、籾では葉や穂首節などに比べ非親和性菌も多く

感染する。このため、葉いもちから穂いもちへの感染

によるレース構成の変化は、葉いもちから葉いもちへ

の感染に比べ小さいことが示唆された。 

338 新レース発生・分布拡大過程 

 (石川・黒田・堀) 

現地ほ場から、レース 337.1、003.2 の菌株を３、

１菌株分離した。このようなマイナーなレースは、BL

導入前にも稀に確認されており、337.1 の存在が BL

３号罹病化の兆候であるかは判断できなかった。 

339 コシヒカリ同質遺伝子系統のほ場抵抗性評価  

 (堀・黒田・石川) 

 「ササニシキ」およびその BL と比較し、「コシヒカ

リ」およびその BL のほ場抵抗性は強いと考えられた。

「コシヒカリ」の穂いもち被害籾率は多肥区で高まっ

たが、「コシヒカリ」の発病に対する BL２号（Pii）

および BL３号（Pita-2）の発病抑制程度については、

施肥量による変動は小さかった。    

340 畦畔雑草地における発生消長 (佐藤・石本) 

柏崎市等で３年間、畦畔等の雑草地で７日間隔です

くい取りを行った。アカスジカスミカメ越冬世代成虫

の発生盛期は６月第２～３半旬で、年間発生回数は４

回と推定された。 

341 水田内発生消長と薬剤防除法 (佐藤・石本) 

成虫の水田への侵入はイネの出穂期以降であった

が侵入時期は不明瞭で、幼虫の発生も認められた。水

田内にヒエの発生があったため、そのことが影響した

可能性が考えられた。１回散布での薬剤散布適期は出

穂期 10 日後頃とみられた。以上のことについては、

ヒエの発生がない条件で引き続き検討する必要があ

ると考えられた。 

342 ムギ赤かび病の薬剤防除 (石川・黒田・堀) 

「ミノリムギ」においてもチオファネートメチル水

和剤の防除効果が高いことが確認され、チオファネー

トメチル水和剤との体系防除にはクレソキシムメチ

ルフロアブル、プロピコナゾール乳剤が有効と思われ

た。 

343 紫斑病の防除技術 (石川・黒田・堀) 

 イミベンコナゾール剤の１回散布、イミベンコナ

ゾール剤の開花４週間後散布と他剤の体系防除及び

無散布を設けた。2004、2006 年の２回散布および 2002

～2006 年の１回散布の防除試験の結果から、２回散

布の防除時期は開花４週間後と５週間後が安定して

いると推定された。 

344 各種病原細菌の薬剤感受性検定 

 (堀・黒田・石川) 

種子および発病苗から分離される褐条病菌の 13％

がオキソリニック酸耐性菌で、87％がカスガマイシン

（KSM）耐性菌であった。もみ枯細菌病菌については、

種子分離菌の 72％、発病苗分離菌の４％が KSM 耐性

菌であった。KSM 耐性もみ枯細菌病菌に対しては、銅

含有種子消毒剤により概ね発病が抑制された。 

345 もみ枯細菌病水稲の種子保菌抑制 

 (堀・黒田・石川) 

KIF23 水和剤、銅・イプコナゾール F種子処理と本

田オキソリニック酸（OA）処理の体系による種子保菌

抑制効果を検討した。各区の本田無処理区では籾から

病原菌が検出されたが、OA 散布区では検出されず、

OA による保菌抑制傾向が認められた。しかし、反復

間のばらつきが大きく再検討が必要と思われた。 

346 穂いもちおよび種子保菌抑制 

 (堀・黒田・石川) 

穂いもち抑制には、出穂期直前と穂揃期～傾穂期の

２回散布が有効であった。穂いもち発病度と胞子形成

籾率には正の相関が認められ、穂いもちおよび種子保

菌抑制には、葉いもちを十分に防除した上で出穂期直

前と穂揃期～傾穂期の２回防除を徹底する必要があ

ると考えられた。 

347 穂いもちおよび種子保菌抑制における薬剤の残

効と治療効果 (堀・黒田・石川) 

 穂への薬剤散布後、経時的にいもち病菌を接種し、薬

剤の残効期間を検討した。その結果、３種の薬剤とも、

散布後７日間は防除価80程度の穂いもち発病抑制および

種子保菌抑制効果が維持された。また、感染後の薬剤散

布による治療効果はごくわずかと考えられた。 

348 いもち病菌種子感染時期  （堀・黒田・石川） 

出穂期前後の時期別接種により穂いもち感染時期

および種子保菌時期を検討したところ、穂いもち発病

は出穂直前～出穂 14 日後まで出穂３日後をピークに

増減した。胞子形成籾率は被害籾率と同様の推移を示

したが、登熟後半の接種でも種子保菌が認められた。 

349 県内のいもち病菌レース  （堀・黒田・石川） 

県内主要レース 001.0,003.0,007.0,037.1 の分離
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頻度は、2004 年のそれぞれ 42.3,24.5,19.6,4.9％に

対し、2005 年は 5.1,16.4, 55.4,16.0％、2006 年は

1.5,1.3,54.0,29.4％となり、混植導入により県内の

優占レースが 001.0，003.0 から Pii に病原性を持つ

007.0,037.1 に交代するレース構成の急激な変化が

あった。 
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２ 研 究 成 果 

(1) 新技術情報 

ア 普及に渡した技術情報 (平成 19 年度新潟県農林水産業研究成果集に掲載) 

No. 成  果  名 担 当 

 
1 
 
2 
 
3 
 
4 
 
 
5 

【普及技術】 
いもち病真性抵抗性同質遺伝子系統「コシヒカリ新潟 BL９号」、「コシヒカリ新潟 BL 

10 号」の育成 

水稲新奨励品種「コシヒカリ新潟 BL９号」、「コシヒカリ新潟 BL10 号」の選定 

 
大豆しわ粒の発生軽減技術 

 

納豆用極小粒大豆「東山 204 号」の選定 

 

 

香りに優れ、安定多収栽培のためのそばの収穫時期と仕上げ水分 

 
作物研 育種科 
 
作物研 育種科、佐渡
農技 
作物研 育種科、基盤
研究部 
作物研 育種科、高冷
地農技、佐渡農技、食
品研 
作物研 育種科 

 
1 
2 
3 

【活用技術】 
「コシヒカリ」の密播・無ハウス・プール育苗法 
「コシヒカリ」の密播・疎植栽培における高品質・安定栽培法 

フェロモントラップによるアカヒゲホソミドリカスミカメの発生量調査 

 
作物研 栽培科 
作物研 栽培科 
作物研 栽培科 

 

イ 研究成果情報 

 (ア) 研究情報 (平成 19 年度新潟県農林水産業成果集別冊（研究情報）に掲載) 

No. 成  果  名 担 当 

1 
 
2 
3 
4 

携帯式作物生育情報測定装置を用いた「コシヒカリ」幼穂形成期の窒素吸収量の
簡易推定 

「コシヒカリ」の種子資質に及ぼす栽植密度と収穫時期、穂揃い期追肥の影響 

カスガマイシン耐性イネもみ枯細菌病菌の発生 

子葉と種皮の乾湿からみた大豆亀甲じわ粒の発生機構 

作物研 栽培科 
 
作物研 育種科 
作物研 栽培科 
作物研、基盤研究部 

 

(イ) 関東東海北陸研究成果情報（平成 18 年度関東東海北陸農業研究成果情報に掲載） 

No. 成  果  名 担 当 

 【技術】  
1 (普及) 納豆用極小粒大豆「東山 204 号」の選定 作物研 育種科、高

冷地農技、佐渡農技、
食品研 

2 (普及) 子葉と種皮の乾湿からみた大豆亀甲じわ粒の発生機構と軽減技術 作物研、基盤研究部 
3 (普及) 殺虫剤１回処理によるアカヒゲホソミドリカスミカメの防除法 作物研 栽培科 
4 (参考) カドミウム吸収抑制管理水田における水稲根活性と地力発現 作物研 栽培科 

 【科学】  

 (なし)  

 【行政】  

 (なし)  
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(2) 研究発表 

ア 学会誌等投稿 
論 文 名 

( 執 筆 者 名 ) 
掲載誌名等 発行年月 

いもち病抵抗性マルチラインの種子生産において採種圃場での混合
割合が種子の構成比率に与える影響 
（松井崇晃、石崎和彦、浅井善広） 

北陸作物学会報 第41号 平18.3 

穂肥施用方法が「越淡麗」の玄米収量及び品質に及ぼす影響 
（金田智、石崎和彦、小林和幸、松井崇晃） 

北陸作物学会報 第41号 平18.3 

マルチラインによるイネいもち病の防除 
（堀武志、石川浩司） 

農林水産技術研究ジャーナル
第29巻，第4号 

平18.4 

Incidence of thiophanate-methyl resistance in Cercospora 
kikuchii within a single lineage based on amplified fragment 
length polymorphisms in Japan 
（Iori Imazaki, Kouji Ishikawa, Nobuko Yasuda, Atsushi Miyasaka, 
Shinji Kawasaki and Shinzo Koizumi） 

Journal of General Plant 
Pathology 
72(2)：77-84 

平18.4 

水田におけるアカヒゲホソミドリカスミカメの発生消長と薬剤散布
適期 
（石本万寿広） 

植物防疫 平18.4 

水稲品種コシヒカリへの半矮性及びいもち病真性抵抗性の導入 
（石崎和彦、金田智、松井崇晃） 

育種学研究 平18.6 

Effect of basal side-dressing of various types of coated urea 
fertilizer on shoot growth, yield components and seed 
composition of soybean 
（高橋能彦、大竹憲邦、服部誠、南雲芳文、大山卓爾） 

Soil Science and Plant 
Nutrition, 
52(3),pp.264-273 

平18.6 

Comparison of the depth of placement of lime nitrogen on growth, N2 
fixation activity, seed yield and quality of soybean   
（Kaushal,T.、遠田優、伊藤小百合、山崎明彦、藤掛浩行、大竹憲
邦、末吉邦、高橋能彦、南雲芳文、土田徹、大山卓爾） 

Soil Science and Plant 
Nutrition, 
52(4),pp.453-463 

平18.8 

イネいもち病真性抵抗性マルチラインを構成する同質遺伝子系統の
混合割合が収量に与える影響 
（石崎和彦、金田智、松井崇晃） 

日本作物学会紀事 平18.10 

水稲の高温登熟性に関する検定方法の評価と基準品種の選定 
（石崎和彦） 

日本作物学会紀事 平18.10 

Effects of thiophanate-methyl and azoxystrobin on the 
composition of Cercospora kikuchii populations with 
thiophanate-methyl-resistant strains 
（Iori Imazaki, Hiromi Iizumi, Kouji Ishikawa, Masashi Sasahara, 
Nobuko Yasuda and Shinzo Koizumi） 

Journal of General Plant 
Pathology 
72(5)：292-300 

平18.10 

種子の吸汁がアカヒゲホソミドリカスミカメの幼虫発育と産卵に及
ぼす影響 
（石本万寿広、佐藤秀明） 

日本応用動物昆虫学会誌 平18.11 

合成性フェロモントラップによるアカヒゲホソミドリカスミカメの
水田内発生消長の把握 
（石本万寿広、佐藤秀明、村岡裕一、青木由美、滝田雅美、野口忠
久、福本毅彦、望月文昭、高橋明彦、樋口博也） 

日本応用動物昆虫学会誌 平18.11 

越冬後追肥が大麦「ファイバースノウ」の品質及び収量に与える影
響 
（服部誠、佐藤徹、田村隆夫、市川岳史、田村良浩） 

北陸作物学会報 第42号 
 

平19.3 

登熟期湛水栽培水稲の根活性、生育、収量および品質 
（南雲芳文、鈴木信、土田徹、高橋能彦） 

北陸作物学会報 第42号 
 

平19.3 
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論 文 名 
( 執 筆 者 名 ) 

掲載誌名等 発行年月 

「飼料稲－大麦」の２年３作体系における大麦「ファイバースノウ」
の生育・収量および品質 
（佐藤徹、服部誠、田村隆夫） 

北陸作物学会報 第42号 
 

平19.3 

Lesion-based analysis of leaf blast suppression in mixture of 
rice cultivar and a resistant near-isogenic line 
（Taketo Ashizawa, Masashi Sasahara, Atsushi Ohba, Takeshi Hori, 
Kouji Ishikawa, Yukio Sasaki, Tomohisa Kuroda, Ryoei Harasawa, Kaoru 
Zenbayashi-Sawata, Shinzo Koizumi） 

Journal of General Plant 
Pathology 
73(1)：15-21 

平19.3 

 
イ 講演発表 

発 表 題 名 
( 発 表 者 名 ) 

学 会・研 究 会 名 
（ 掲 載 誌 名 等 ） 

開催年月日 

コシヒカリ同質遺伝子系統種子籾の非親和性イネいもち
病菌による感染 
（石川浩司、黒田智久、堀武志） 

日本植物病理学会平18大会 
(日植病報第72巻第4号、219-220) 
 

平 18.6.3 
～6.5 

非親和性イネいもち病菌に対するいもち病抵抗性同質遺
伝子系統の穂いもち抵抗性の変動要因 
（堀武志、黒田智久、石川浩司） 

日本植物病理学会平18大会 
(日植病報第72巻第4号、219) 

平 18.6.3 
～5 

新発田市および長岡市のダイズ圃場で多発した未報告の
ウイルス病について 
（黒田智久、名畑越夫、堀武志、石川浩司） 

日本植物病理学会平18大会 
(日植病報第72巻第4号、278) 
 

平 18.6.3 
～5 

越冬後追肥が大麦「ファイバースノウ」の収量及び品質に
与える影響 
（服部誠*、佐藤徹、市川岳史、田村良浩、田村隆夫） 

日本作物学会北陸支部北陸育種懇話会
第43回講演会 
（北陸作物学会報 第42号 別号） 

平 18.7.18 
～19 

飼料イネ跡に栽培した大麦「ファイバースノウ」の生育  
（佐藤徹*、服部誠、田村隆夫） 

日本作物学会北陸支部北陸育種懇話会
第43回講演会 
（北陸作物学会報 第42号 別号） 

平 18.7.18 
～19 

水稲湛水栽培下でのルビジウムトレーサー法による根活
性測定 
（南雲芳文、鈴木信、土田徹、高橋能彦） 

日本作物学会北陸支部・北陸育種懇話会 平18.7.18 
～19 

水稲早生品種「ゆきん子舞」の生育目安と施肥法 
（市川岳史） 

作物学会北陸支部会 平18.7.19 

機械除草と耕種的除草法の組み合わせによる無農薬水田
雑草管理法の検討 
（東聡志） 

作物学会北陸支部会 平18.7.19 

大豆「たまうらら」・「あやこがね」を導入した大豆の適期収
穫と規模拡大 
（服部誠*、田村隆夫、市川岳史、田村良浩） 

農林水産業北陸地域研究成果発表会 平18.8.23 

ダイズ培土期における窒素追肥がしわ粒発生に及ぼす影
響について 
（南雲芳文、土田徹、高橋能彦） 

日本土壌肥料学会 
2006 年度秋田大会 

平18.9.5 
～7 

登熟初期の高温処理と緩効性肥料の肥効が米の品質に与
える影響 第２報 
（土田徹、南雲芳文）                 

日本土壌肥料学会 
2006 年度秋田大会 

平18.9.5 
～7 

水稲群落熱画像に基づくストレス耐性評価の可能性 
（土田徹、南雲芳文、塚口直史） 

日本土壌肥料学会関東支部 2006 年度栃
木大会 

平18.11.11 

接種によるイネいもち病菌の病原性突然変異菌出現頻度
の測定 
（石川浩司、黒田智久、堀武志） 

北陸病害虫研究会 平 19.2.26 
～27 
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発 表 題 名 
( 発 表 者 名 ) 

学 会・研 究 会 名 
（ 掲 載 誌 名 等 ） 

開催年月日 

穂いもちおよび種子保菌抑制における薬剤散布の残効お
よび治療効果 
（堀武志、黒田智久、石川浩司） 

北陸病害虫研究会 平 19.2.26 
～27 

すくい取りによるアカヒゲホソミドリカスミカメ捕獲数
と斑点米発生量の関係 
（石本万寿広） 

北陸病害虫研究会 平 19.2.26 
～27 

アカヒゲホソミドリカスミカメのイネに対する産卵能力
（石本万寿広、佐藤秀明） 

北陸病害虫研究会 平 19.2.26 
～27 

コシヒカリマルチラインの導入に向けたイネいもち病防
除体系の構築 
（堀武志） 

EBC研究会ワークショップ2007 平 19.3.27 

フェロモントラップのアカヒゲホソミドリカスミカメ発
生量調査への利用 
（石本万寿広、佐藤秀明、福本毅彦、望月文昭） 

日本応用動物昆虫学会大会 平 19.3.27 
～29 

アカヒゲホソミドリカスミカメに対する合成性フェロモ
ン剤の防除効果 
（佐藤秀明、石本万寿広、滝田雅美、福本毅彦、望月文昭） 

日本応用動物昆虫学会大会 平 19.3.27 
～29 

新潟県のコシヒカリ同質遺伝子系統において2005～2006
年に分布したイネいもち病菌のレース 
（石川浩司、黒田智久、堀武志、佐々木行雄） 

日本植物病理学会平19大会 
(日植病報第73巻第3号、203) 

平 19.3.28 
～30 

カスガマイシン耐性イネもみ枯細菌病菌の出現 
（堀武志、黒田智久、石川浩司） 

日本植物病理学会平19大会 
(日植病報第73巻第3号、278) 

平 19.3.28 
～30 

ダイズ褐斑粒の発生抑制技術の開発  
2）ウイルスの感染時期と褐斑粒・種子伝染率の関係 
（黒田智久、名畑越夫、堀武志、石川浩司） 

日本植物病理学会平19大会 
(日植病報第73巻第3号、226) 

平 19.3.28 
～30 

ダイズ亀甲しわ粒の発生機構に関する研究 
（佐藤徹*、服部誠、田村隆夫、市川岳史） 

日本作物学会 第223回講演会 
（日作紀 第76巻別号） 

平19.3.29
～30 
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(3) 現地指導 

ア 研究成果名：機械除草と耕種的除草法の組み合わせによる、除草剤に頼らない水田雑草管理法（平成 18 年度

普及技術） 

担当部署 
担 当 者 

担当農業普及指導ｾﾝﾀｰ 
担当農業者 

実施場所 
 実施回数 
（年月日） 

指導内容 

栽培科 
東聡志 

村上 
（有）三栄農産ほか有機
栽培実践者１～４名 
 

 

上越 

（農）大潟ナショナルカ

ントリーほか有機栽培

実践者３名 

関川村 
 
 
 
 
上越市 
大潟地区 
頸城地区 

３回 
平 18.4.28 
平 18.5.23 
平 18.7.14 
 
４回 
平 18.4.28 
平 18.5.23 
平 18.7.26 
平 19.2.23 
 

 
・成果内容留意点、実施前の準備及び実
施中の管理のポイント説明。 
・各経営体の雑草管理について、成果技
術との相違・問題点、要望について確認。 
・ほ場条件・初期生育・雑草発生状況把
握、米糠散布の効果評価、1 回目除草時
期、移植前での雑草発生状況から再代か
き、水管理・多年生雑草対応等指導。な
たね油かす除草の成果・効果と適用につ
いて情報紹介。 
・雑草発生と水稲生育状況をみて機械除
草、米ぬか散布、深水管理の効果評価と
問題点について検討。 
・活動の総括と今後の課題について 

 

イ 研究成果名：地域共同防除におけるネオニコチノイド剤１回散布によるアカヒゲホソミドリカスミカメの防

除（平成 18 年度活用技術） 

担当部署 
担 当 者 

担当農業普及指導ｾﾝﾀｰ 
担当農業者 

実施場所 
 実施回数 
（年月日） 

指導内容 

栽培科 
石本万寿広 

三条 
三条市本成寺地域広域
防除協議会員及び関係
機関・団体 
 
 
 
長岡 
長岡市深沢地区生産者 

三条市本成寺地区 
 
 
 
 
 
 
長岡市深沢地区 
 
 
 

３回 
平 18.6.13 
 
 
平 18.7.31 
平 18.12.7 
 
４回 
平 18.7.11 
平 18.7.13 
 
 
平 18.7.28 
平18.8.8 

 
アカヒゲホソミドリカスミカメの発生生
態と防除対策、成果の内容・留意点を説
明 
現地圃場でカメムシの発生状況を調査 
玄米検査結果等をもとに総合検討 
 
 
カメムシ類の一般的な防除対策を指導 
アカヒゲホソミドリカスミカメの発生生
態と防除対策、成果の内容・留意点を説
明 
現地圃場の草刈り状況、カメムシ発生状
況を調査 
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３ 技術援助及び行政対応活動 

(1) 指針及び行政資料の執筆 

発 行 誌 名 発 行 者 発行年月 執 筆 者 

にいがた植防だより (社)新潟県植物防疫協会 平18.10 
平19.2 

石本万寿広 
東聡志 

稲採種ほ種子生産管理マニュアル 新潟県農林水産部、新潟県種
子協会 

平19.3 阿部聖一、加藤武司、
名畑越夫             

平成19年度農作物病害虫雑草防除指針 
 

新潟県農林水産部 
(社)新潟県植物防疫協会 

平19.3 東聡志、石本万寿広 

研究成果集第450集「新鮮でおいしい「ブラ
ンド・ニッポン」農産物提供のための総合研
究 ２系 大豆」 

農林水産省農林水産技術会
議事務局 

平19.3 南雲芳文、服部誠 

 

(2) 成果発表会、研修会、関係会議等 

開催年月日 成果発表会・研修会・会議等の名称 参集人数 対応講師等 

平 18.7.7 農業総合研究所「作物関係成果発表会」 257 センター長 ほか 

平 18.7.7 農業総合研究所・作物研究センター「案内デー」 257 全職員 

平 18.7.20 平成 18 年度大豆種子栽培研修会 50 栽培科 

平 19.3.20 平成 18 年度大豆採種事業実績検討会 41 栽培科 

 
(3) 農業大学校 
  なし 
 
(4) 農業技術学院 

授業時間数 
教 科 名 

講義 演習 実験 実習 計 
講 師 

植物生理学   45  45 石崎和彦、金田智、松井崇晃 

植物育種学 30 15  28 73 石崎和彦、金田智、松井崇晃 

植物病理学 8  44  52 石川浩司、黒田智久、堀武志 

肥料学Ⅱ 15 15  45 75 南雲芳文、土田徹 

応用昆虫学 4  45  49 石本万寿広、佐藤秀明 

作物学Ⅱ 28   44 72 阿部聖一、市川岳史、東聡志、服部誠 

雑草防除論 16    16 東聡志 

卒業論文   244 244 488 南雲芳文 

 
(5) その他講師派遣 

年月日 主 催 者 行  事 内  容 講 師 

平18.6.22 NOSAI新潟 平成18年度米穀品位判定
技能習得研修会 

作物研究センターにお
ける研究概要と水稲品
種育成の現状 

石崎和彦 
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年月日 主 催 者 行  事 内  容 講 師 

平18.7.13 新潟農政事務所 平成18年度民間検査員育
成研修 

作物研究センターにお
ける研究概要と水稲品
種育成の現状について 

石崎和彦 

平18.7.24 新潟県農林水産部   

農産園芸課 

平成18年度種子審査員研
修会 

ほ場審査及び生産物審
査の基準及び方法につ
いて 

阿部聖一 
加藤武司 
名畑越夫 

平18.7.27 
～28 

新潟県種子協会 平成18年稲採種事業技術
研修会 

「ふ割れ」籾発生のメカ
ニズムと防止対策 

阿部聖一 
 

平18.8.22 
～23 
 

新潟県種子協会 平成18年稲種子場オペレ
ーター研修会 

水稲生育状況と収穫・調
製作業の留意事項 

阿部聖一 
 

平 18.9.11 

 

(独)農業・食品産業技術総

合研究機構 作物研究所 

温暖地水稲育成系統立毛

検討会 

新潟県におけるコシヒ

カリ BL の育成と普及 

石崎和彦 

平18.10.26 JA北越後菅谷支店 農業経営受託者協議会研
修 

最近の研究成果、コシヒ
カリBL・越淡麗について 

石崎和彦 

平18.11.2 新潟大学農学部 講義「新潟の農業」 新潟県における水稲の
品種改良と最近の話題 

石崎和彦 

平18.12.5 JA 新潟中央会全農 営農指導員資格認証試験

事前研修会 
農産（麦・大豆）講義 服部誠 

平19.1.22 植物防疫魚沼地域協議会 平成18年度魚沼地区病害
虫防除事業反省検討会 

斑点米カメムシ類の予
察と防除対策について 

石本万寿広 

平19.2.1 (独)農業・食品産業技術総
合研究機構 東北農業研究
センター 

平成18年度東北農業試験
研究推進会議 

水稲の高温登熟性の評
価法と品種間差異 

石崎和彦 
 

平19.2.1 新潟県種子協会 平成18年度稲採種事業実
績検討会 

種子生産上の問題点と
改善対策、コシヒカリBL
品種構成変更について 

阿部聖一 
 

平19.2.2 北陸土壌肥料技術研究会 平成18年度試験研究成績
検討 

水稲における高温気象
条件下でのストレス耐
性評価と品質向上のた
めの肥培管理 

土田徹 

平19.2.26 北陸病害虫研究会 第59回北陸病害虫研究会 新潟県におけるコシヒ
カリのいもち病真性抵
抗性マルチラインの育
成と普及 

石崎和彦 
 

平19.3.20 新潟県種子協会 大豆採種事業実績検討会 大豆栽培技術について 佐藤徹 

 
(6) 研修生受け入れ 

  なし 

 
(7) 取材対応 

年月日 取材機関 取 材 内 容 応対者 報道日 

平18.4.5 新潟日報社報道部 「ゆきん子舞」について 田村隆夫、石崎和彦 平18.4 第2週 
平18.4.24 読売新聞社新潟支局 「ゆきん子舞」について 石崎和彦 平18.5.20 

平18.5.15 
 

新潟日報 
 

子供向けコラム「そうだったの科」 
「コシヒカリ」の美味しい訳他 

田村隆夫 
 

平18.5.22 
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年月日 取材機関 取 材 内 容 応対者 報道日 

平18.5.15 
 

日本農業新聞 
 

品種育成について 
 一斉田植えと品種開発の現状 

石崎和彦 
 

平18.5.19 
 

平18.5.31 
 

朝日新聞六日町駐在 
 

“日本一の米”シリーズ№8 
 コシヒカリＢＬ一斉導入の経緯 

田村隆夫、石崎和彦 
 

平18.6.2 
 

平18.5.31 
 

全国農業新聞 
 

コシヒカリＢＬについて 
 戻し交配、混植のねらい他 

諸我敏夫、田村隆夫 
 

平18.6.9 
 

平18.7.7 
 

NHK新潟放送 
 

「越淡麗」「ゆきん子舞」について 
（農総研・作研案内デー） 

金田智 
 

平18.7.7 
 

平18.9.12 
 

ＦＭねむろ 
市民ラジオ 

「コシヒカリ」について 
特徴、美味しさ、歴史と経緯他 

田村隆夫 
 

平18.9.25 
 

平18.11.29 日本農業新聞 大豆跡「コシヒカリ」栽培について 東聡志、土田徹 平18.12.13 

平18.11.29 
 

日本農業新聞 
 

アカヒゲホソミドリカスミカメの防
除法に関す研究成果について 

石本万寿広 平18.12.20 
平19.1.17 

平19.2.14 
 

日本農業新聞 
 

新形質米について 
 香り米を中心に栽培の留意点 

石崎和彦 
 

平19.2.19 
 

平19.2.23 
 

週刊ダイヤモンド社 
 

「コシヒカリ」の育種履歴・歴史的
経緯 
品種開発の現状 

田村隆夫、石崎和彦 
 

平19.3.10 
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４ 総 務 報 告 

(1) 施 設 (農業総合研究所・作物研究センター) 

   長岡市長倉町 857 番地 

   建物面積 延 10,268ｍ2 

   圃場面積 田 14.51ha, 畑 4.25ha 

(2) 事業予算 (単位：千円) 

財     源 
科    目 予算額 

国補 手数料 財産収入 その他 一般財源 

運営費 4,609   2,885 151 1,573 

維持管理費 0      

経常研究費 4,452     4,452 

ほ場・飼育管理費 7,314   4,548  2,766 

受託試験費 8,743    8,743  

種苗供給・指導事業費 0      

政策研究費 20,518    16,558 3,960 

備品整備費 391     391 

施設整備費 0      

庁舎修繕費 0      

その他 0      

その他（他課事業費） 20,026      

合   計 66,053 0 0 7,433 25,452 13,142 

注）その他（他課事業費）は農業総合研究所費以外の予算。 

 

(3) 職員一覧 

所  属 職   名 氏  名 所  属 職   名 氏  名 

 

育種科 

（品種育成） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（品種選定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

センター長 

育種科長 

主任研究員 

〃 

〃 

職員 

技術員 

〃 

〃 

〃 

〃 

専門研究員 

主任研究員 

〃 

技術員 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

諸我 敏夫 

田村 隆夫 

石崎 和彦 

金田 智 

松井 崇晃 

本圖 明日香 

諸橋 剛 

伊東 一彦 

室橋 浩一 

星野 勝 

中村 信之 

阿部 聖一 

加藤 武司 

名畑 越夫 

高橋 一寿 

山口 和男 

増間 和弘 

石原 義弘 

佐藤 久男 

高橋 浩之 

青木 和憲 

（畑作物） 

 

 

 

 

 

栽培科 

（栽培・品質） 

 

 

 

 

 

（作物栄養） 

 

 

（病害） 

 

 

（虫害） 

専門研究員 

主任研究員 

技術員 

〃 

〃 

〃 

栽培科長 

専門研究員 

主任研究員 

〃 

研究員 

職員 

技術員 

主任研究員 

〃 

技術員 

主任研究員 

〃 

〃 

主任研究員 

〃 

佐藤 徹 

服部 誠 

島岡 聡 

目黒 秀二 

川瀬 守 

武田 英夫 

佐々木 行雄 

市川 岳史 

竹内 睦 

東   聡志 

奈良 悦子 

坂口 いづみ 

土田 正一 

南雲 芳文 

土田 徹 

小林 勝 

石川 浩司 

黒田 智久 

堀  武志 

石本 万寿広 

佐藤 秀明 
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(4) 職員の異動 

発令月日 転出入 氏 名 新所属・職名 旧所属・職名 

平成 18 年 
４月１日付 

転 出 
 
転 入 

長澤 裕滋 
川上 修 
佐藤 徹 
加藤 武司 

佐渡農業技術センター長  
上越東農林事務所・課長代理 
育種科・専門研究員 
育種科・主任研究員 

育種科長 
育種科・主任研究員 
佐渡農業技術センター・主任研究員 
上越地域振興局・農林振興部・主任
普及指導員 

 
(5) 購入研究備品及び施設建設 

備品・施設名 型式・規格・規模 

動力噴霧機 丸山製作所 MSA613-M  

フレークアイスメーカー ホシザキ電機 FM-120F 

 

(6) 派遣研修者 

研修名 研修者名 研修目的 期 間 講師 

平成 18 年度短期集

合研修 

阿部聖一 農業中核研究員養成研修 平 19.1.17～1.19 農林水産省農林水産

技術会議事務局 

 

(7) 参観者数 (農業総合研究所・作物研究センター) 

    623 名 

 

(8) 無体財産権など 

ア 特許権 

発 明 の 名 称 発明者 
出願番号 
出願年月日 

特許広報広告 
年月日・番号 
公開広報 
番号・年月日 

特許登録 
番号・年月日 

稲の同質遺伝子系統の DNA 系統識別技術及
び当該識別技術を利用した米の産地識別技
術 

石崎和彦、松井崇晃
、星豊一 

特願 

2002-310616 

平 14.10.25 

特開 

2004-141079 

平 16.5.20 

 

 

ウ 品種登録 

農林水産植物の種類 登録品種の名称 登録番号 登録年月日 

稲 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

わたぼうし 

一本〆 

わせじまん 

味こだま 

なごりゆき 

コシヒカリ新潟 BL１号 

コシヒカリ新潟 BL２号 

コシヒカリ新潟 BL３号 

コシヒカリ新潟 BL４号 

コシヒカリ新潟 BL５号 

コシヒカリ新潟 BL６号 

こしいぶき 

かほるこ 

秋雲（あきぐも） 

第 4171 号 

第 4172 号 

第 4174 号 

第 8537 号 

第 8538 号 

第 8539 号 

第 8540 号 

第 8541 号 

第 10237 号 

第 10874 号 

第 10960 号 

第 11357 号 

第 11843 号 

第 11844 号 

平 6.12.26 

平 6.12.26 

平 6.12.26 

平 12.12.22 

平 12.12.22 

平 12.12.22 

平 12.12.22 

平 12.12.22 

平 14.6.20 

平 14.12.16 

平 15.2.20 

平 15.8.19 

平 16.3.9 

平 16.3.9 

農林水産植物の種類 登録品種の名称 登録番号 登録年月日 
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稲 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

夏雲（なつぐも） 

紫宝（しほう） 

紅香（べにか） 

紅更紗（べにさらさ） 

稚児のほほ（ちごのほほ） 

越佳香（えっかこう） 

越車（こしぐるま） 

第 11845 号 

第 11846 号 

第 11847 号 

第 11848 号 

第 12702 号 

第 12703 号 

第 12704 号 

平 16.3.9 

平 16.3.9 

平 16.3.9 

平 16.3.9 

平 17.2.7 

平 17.2.7 

平 17.2.7 

 

(9) 主要農作物種子対策事業 

ア 水・陸稲の原原種，原種の維持と増殖 

表１ 原原種栽培 

品 種 名 採種系統数 採種面積(a) 採種数量(kg) 貯蔵数量(kg) 使用数量(kg) 

越路早生 1 7.2 170 110 60 
ゆきん子舞 1 4 190 190 － 
ひとめぼれ 1 4 80 80 － 
こしいぶき 1 4 140 100 40 
ゆきの精 1 4 120 120 － 
コシヒカリ新潟 BL10 号 1 12 450 450 － 
コシヒカリ 1 6.4 150 150 － 
五百万石 1 4 140 140 － 
わたぼうし 1 7 130 120 10 
こがねもち 1 4 80 80 － 
注）使用先は作物研究センターおよび委託農協 
 

表２ 原原種貯蔵数量と使用数量  

品 種 名 採種年次 系 統 数 貯蔵数量(kg) 使用数量(kg) 

わせじまん 平 15 1 20 － 
なごりゆき 平 17 1 0 22 
越路早生 平 14 1 80 1 
トドロキワセ 平 15 1 80 － 
  〃 平 17 1 0 3 
ひとめぼれ 平 12 1 100 － 
ゆきの精 平 13 1 140 7 
味こだま 平 11 1 20 － 
コシヒカリ 平 13 1 260 － 
コシヒカリ新潟 BL１号 平 15 1 20 － 
コシヒカリ新潟 BL１号 平 17 1 20 13 
コシヒカリ新潟 BL２号 平 17 1 60 52 
コシヒカリ新潟 BL３号 平 17 1 200 － 
コシヒカリ新潟 BL４号 平 15 1 60 － 
コシヒカリ新潟 BL４号 平 17 1 180 45 
コシヒカリ新潟 BL５号 平 17 1 60 60 
コシヒカリ新潟 BL９号 平 17 1 340 － 
コシヒカリ新潟 BL10 号 平 17 1 20 100 
五百万石 平 16 1 160 － 
越淡麗 平 17 1 380 41 
一本〆 平９ 1 180 － 
わたぼうし 平 14 1 200 11 
こがねもち 平 13 1 100 22 
ナエバハタモチ 平 14 1 20 － 

注）使用先は作物研究センターおよび委託農協 

 

表３ 原種生産数量と発芽率 
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区  分 品 種 名 採種面積(ａ) 採種数量(kg) 貯蔵数量(kg) 発芽率(％) 
作研直営 トドロキワセ 7.3 120 120 95 
（所内） ゆきん子舞 20 740 440 97 
 こしいぶき 48 2,040 2,040 93 
 ひとめぼれ 14 500 280 91 
 ゆきの精 8 300 220 96 
 コシヒカリ新潟 BL１号 156 5,440 3,420 91 
 コシヒカリ BL 混合 － － 760 91～93 
 五百万石 28 1,100 1,100 87 
 たかね錦 14 140 140 95 
 越淡麗 18 560 540 98 
 わたぼうし 38 1,280 900 98 
 こがねもち 44 320 320 90 
 ナエバハタモチ 12 20 40 99 
委託(新潟) コシヒカリ新潟 BL２号 112 6,140 3,200 97 
 コシヒカリ新潟 BL10 号 498 26,560 15,660 91～98 

 

表４ 原種の貯蔵数量 

区  分 品 種 名 採種年次 貯蔵数量(kg) 
作研直営(所内) 越路早生 平 16 20 
 トドロキワセ 平 16 40 
 ゆきん子舞 平 16 520 
 こしいぶき 平 17 160 
 ひとめぼれ 平 15 280 
 コシヒカリ BL 混合 平 16 60 
 コシヒカリ BL 混合 平 17 660 
 五百万石 平 16 260 
  〃 平 17 380 
 たかね錦 平 16 120 
 越淡麗 平 16 80 
 わたぼうし 平 16 220 
  〃 平 17 20 
 こがねもち 平 16 380 
  〃 平 17 320 
 ナエバハタモチ 平 17 120 
委託(新潟) コシヒカリ新潟 BL３号 平 17 10,000 
 コシヒカリ新潟 BL４号 平 17 1,400 
 コシヒカリ新潟 BL５号 平 16 4,940 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表５ 指定採種ほへの配付数量と発芽率 
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配付数量(kg)  発芽率(％) 品 種 名 
貯蔵種子 当年種子 計  貯蔵種子 当年種子 

わせじまん 10 － 10  98 － 
なごりゆき 20 － 20  98 － 
越路早生 － 60 60  － 93 
トドロキワセ 40 － 40  91 － 
ひとめぼれ － 220 220  － 91 
こしいぶき 3,170 － 3,170  94～95 － 
ゆきの精 280 80 360  94～95 96 
ゆきん子舞 － 280 280  － 97 
コシヒカリ BL 混合 5,390 14,320 19,710  91～93 91～98 
五百万石 640 － 640  93 － 
たかね錦 60 － 60  95 － 
越淡麗 40 － 40  99 － 
わたぼうし 260 380 640  93 98 
こがねもち 880 － 880  91～95 － 
ナエバハタモチ 10 － 10  92 － 

 

イ 大豆原原種，原種の維持と増殖 

表１ 原原種栽培 

品 種 名 採種系統数 採種面積(a) 採種数量(kg) 貯蔵数量(kg) 使用数量(kg) 

エンレイ 1 55 500 420  80 
注）使用先は作物研究センターおよび委託農協 
 
表２ 原原種貯蔵数量と使用数量  

品 種 名 採種年次 系 統 数 貯蔵数量(kg) 使用数量(kg) 

フクシロメ 平 12 1 3 － 
エンレイ 平 17 1 20 136 
あやこがね 平 12 1 16 － 
  〃 平 13 1 30 － 
スズユタカ 平９ 1 6 － 

注）使用先は作物研究センターおよび委託農協 

 

表３ 原種生産数量と発芽率 

区  分 品 種 名 採種面積(ａ) 採種数量(kg) 貯蔵数量(kg) 発芽率(％) 

委託(新潟) エンレイ 300 6,400 2,000 96 

 

表４ 原種の貯蔵数量 

区  分 品 種 名 採種年次 貯蔵数量(kg) 

作研直営(所内) フクシロメ 平 12 20 
 たまうらら 平 16 180 
 エンレイ 平 16 100 
  〃 平 17 480 

 

表５ 指定採種ほへの配付数量と発芽率 

配付数量(kg)  発芽率(％) 
品 種 名 

貯蔵種子 当年種子 計  貯蔵種子 当年種子 
エンレイ 100 4,380 4,480  96 96 
あやこがね 120 － 120  90～91 － 

 

 

 

ウ 大麦・小麦の原原種，原種の維持と増殖 
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表１ 原原種貯蔵数量と使用数量  

種 別 品 種 名 採種年次 系 統 数 貯蔵数量(kg) 使用数量(kg) 

大麦 ファイバースノウ 平 14 1 260 － 
     〃 平 15 1 100 10 
 ミノリムギ 平 11 1 100 － 
   〃 平 17 1 520 95 
小麦 コユキコムギ 平元 1 90 － 

注）使用先は作物研究センターおよび委託農協 

 

表２ 原種生産数量と発芽率 

区  分 品 種 名 採種面積(ａ) 採種数量(kg) 貯蔵数量(kg) 発芽率(％) 

作研直営(所内) ミノリムギ 55 1,160 1,120 － 
委託（長岡） ミノリムギ 60 1,350 0 85 

 

 

表３ 原種の貯蔵数量 

区  分 品 種 名 採種年次 貯蔵数量(kg) 

作研直営(所内) ファイバースノウ 平 15 1,200 
 ミノリムギ 平 17 940 
委託（長岡） ミノリムギ 平 17 20 

 

表４ 指定採種ほへの配付数量と発芽率 

配付数量(kg)  発芽率(％) 
品 種 名 

貯蔵種子 当年種子 計  貯蔵種子 当年種子 
ミノリムギ 100 1,350 1,450  97 85 

 

(10) 栄 誉 

    なし 
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５ 気 象 

観測場所：農業総合研究所・作物研究センター（長岡市長倉町、北緯 37 度 26 分、東経 138 度 53 分、標高 30m） 

平年値：昭 46～平 12 の平均値 

(1) 月別気象 

平均気温 

(℃) 

最高気温 

(℃) 

最低気温 

(℃) 

降水量 

(mm) 

日射量 

(MJ／㎡) 

日照時間 

(hr) 

積雪深 

(cm) 

月 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 本年 
H17             
11 9.0 9.5 13.3 14.3 5.3 4.7 302.5 288.4 161.1 167.2 74.7  
12 1.7 4.3 4.3 7.9 -0.9 0.8 469.0 339.2 120.0 125.4 33.9 37 
H18             
1 -0.4 1.5 2.6 4.6 -3.4 -1.5 191.5 308.4 162.8 141.1 40.6 86 
2 1.4 1.3 5.3 4.8 -2.6 -2.1 217.5 191.2 229.5 205.0 78.2 94 
3 3.6 4.4 8.1 8.9 -0.9 -0.2 227.0 145.0 356.4 316.1 118.7 34 
4 9.0 10.9 14.2 16.4 3.8 5.3 137.0 102.0 378.7 419.8 109.7 0 
5 16.5 16.0 21.7 21.2 11.2 10.9 121.0 126.8 450.0 493.9 122.3  
6 21.4 20.3 26.2 24.6 16.7 16.0 105.0 154.5 481.9 439.0 111.1  
7 23.2 24.2 26.5 28.5 19.9 20.0 488.0 220.0 395.8 442.6 59.6  
8 26.9 25.4 32.1 30.1 21.7 20.7 59.5 166.4 568.0 479.9 222.3  
9 21.0 21.4 25.5 25.9 16.4 16.9 185.0 189.2 398.1 323.4 154.8  
10 16.6 15.3 21.9 20.2 11.3 10.4 183.5 193.8 326.7 266.1 151.7  
11 9.9 9.5 14.9 14.3 5.6 4.7 316.5 288.4 189.8 167.2 98.0  
12 4.9 4.3 8.1 7.9 1.8 0.8 378.5 339.2 110.0 125.4 34.0 0 
H19             
1 3.3 1.5 6.3 4.6 0.4 -1.5 240.5 308.4 152.5 141.1 64.2 0 
2 1.9 1.3 8.4 4.8 -0.5 -2.1 150.5 191.2 222.8 205.0 106.8 4 
3 5.0 4.4 9.2 8.9 0.7 -0.2 219.0 145.0 219.0 316.1 91.4 5 

 

(2) 雪の総括 

初雪月日 根雪初日 根雪終日 根雪日数 

(日) 

最深積雪 

(cm) 

同左月日 

本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 

12/3 － 12/29 1/1 3/21 3/21 112 － 33 113.7 3/8 － 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

                           
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

IV 園芸研究センター  組織構成図 

園芸研究センター長 

育 種 科 
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花き園芸研究グループ 
野菜園芸研究グループ 
果樹園芸研究グループ 

施設園芸研究グループ 

病害虫研究グループ 
栄養生理研究担当 

栽培・施設科 

環 境 科 

専門技術員室 
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１ 研 究 概 要 

(1) 研究課題及び調査事業一覧 

予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

経常     (1) にいがた園芸生産のけん引役となるオリジナル品種の開

発と優良品種の選定 

     ア オリジナル品種の開発 

401  （ア）チューリップの新品種育成 

402  （イ）アザレアの新品種育成 

403  （ウ）イチゴの新品種育成 

404  （エ）エダマメの新品種育成 

405  （オ）ナシの新品種育成 

406  （カ）加工原料用野菜の育成 

   イ 優良品種の選定 

 （ア）ユリ・チューリップの品種選定 

407    ａ チューリップの品種選定 

408 ｂ ユリ品種特性調査 

409 ｃ 草花類の品種選定 

(イ) 主要野菜の品種選定 

410    ａ スイカの品種選定 

411    ｂ ダイコンの品種選定 

412 ｃ ネギの品種選定 

413 ｄ キュウリの品種選定 

(ウ) ナシ、ブドウ、モモ、カキ、クリの品種選定 

414    ａ ナシの品種選定 

415    ｂ ブドウの品種選定 

416 ｃ モモの品種選定 

417 ｄ カキの品種選定 

418 ｅ クリの品種選定 

 

 

 

平 14～21 

   〃 

   〃 

   〃 

   〃 

   〃 

 

 

平 14～21 

   〃 

〃 

 

平 14～21 

   〃 

   〃 

   〃 

 

平 14～21 

   〃 

   〃 

   〃 

   〃 

 

 

 

育種科 

  〃 

  〃 

  〃 

  〃 

  〃 

 

 

栽培・施設科・花き 

 〃 

〃 

 

栽培・施設科・野菜 

 〃 

〃 

〃 

 

育種科 

栽培・施設科・果樹 

 〃 

 〃 

 〃 

経常     (2) 園芸作物病害虫の発生生態と防除技術 

419  ア 新規侵入病害虫の同定と発生生態の解明 

420  イ チューリップ微斑モザイク病の防除技術の開発 

421  ウ ユリ茎枯症の原因解明と防止技術の開発 

422 エ セイヨウナシ病害の生態解明と防除技術の開発 

423 オ 果菜類うどんこ病の薬剤防除体系の構築 

424 カ 複合交信攪乱剤利用によるナシの減農薬栽培技術の開発 

425 キ 果樹のマルカイガラムシ類の発生時期の把握 

 

平 18～20 

   〃 

   〃 

   〃 

   〃 

   〃 

   〃 

 

環境科・病害虫 

  〃 

〃 

  〃 

  〃 

〃 

〃 

経常     (3) 園芸作物における栄養生理と施肥の合理化 

426 ア アスパラガス立茎長期収穫栽培の合理的施肥法の確立 

427 イ  ユリ切花の施肥法と生理障害対策技術の確立 

428 ウ アレロパシー物質の把握と同定及び生育障害回避技術の  

開発 

429 エ トマト生理障害果軽減技術の検討 

 

平 13～18 

   〃 

   〃 

 

   〃 

 

環境科・栄養生理 

   〃 

   〃 

 

   〃 

経常     (4) リサイクル資源を活用した養液栽培技術の開発 

430 ア リサイクル資源の特性解明 

431 イ  養液管理技術の開発 

432 エ 適温品目の選定 

 

平 18～20 

   〃 

   〃 

 

栽培・施設科・施設 

 〃 

 〃 
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予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

経常 (5) 快適な園芸生産に向けた次世代型栽培体系の確立 

433  ア にいがたオリジナルニホンナシ品種を活用した無受粉省

摘果栽培技術の確立 

434 イ 南半球産チューリップ球根利用技術の確立 

 

平 17～21 

    

   〃    

 

栽培・施設科・果樹、

育種科 

栽培・施設科・花き 

県事 (6) 園芸作物種苗等生産改善事業 

435  ア ユリ、イチゴ、メロン、西洋なしなど野菜、花き、果樹

の原々種の維持保存と配布 

436 イ 野菜、花き、果樹の遺伝資源保存 

 

昭 34～ 

 

   〃 

 

育種科 

 

  〃 

県事   (7) 県ブランド品目拡大緊急技術確立 

437  ア エダマメ 

438  イ 地域条件を生かしたイチゴ超促成栽培技術の確立 

 

439  ウ アスパラガス 

 

平 17～18 

   〃 

 

   〃 

 

栽培・施設科・野菜 

栽培・施設科・施設、

高冷地農技 

栽培・施設科・野菜 

国委 (8) 花き系統適応性検定試験 

440  ア チューリップ 

 

昭 28～ 

 

育種科 

国委     (9) 野菜系統適応性検定試験 

441  ア イチゴ 

 

昭 48～ 

 

育種科 

 

 

(2) 研究成果及び調査事業概要 

401 チューリップの新品種育成  (大塚・亀山) 
１次選抜では有望と思われる個体を半促成開花時
に 17 個体、露地開花時に 11 個体選抜した。 

平成 19 年３月現在、品種登録中の品種は４、職務

育成品種申請予定品種数は 11、育成系統数は 31 であ

る。 

402 アザレアの新品種育成  (大塚・亀山) 

育成系統（新潟９号、同 11 号、同 13 号）について、

促成開花特性を検討した。新潟９号、同 13 号は開花

が早く、花形等が優れ、促成開花適性が高いと思われ

た。新潟 11 号は開花が遅く、促成開花適性が低いと

判断した。 

403 イチゴの新品種育成 (濱登・亀山) 

2003 年交配の５系統について促成栽培における実

用性を検討した。うち３系統については継続検討を行

う事とし、２系統については見込み無しと判断して検

討を終了した。2004 年交配系 17 個体からは４個体を

２次選抜し、2005 年交配系 1121 個体からは 32 個体

を１次選抜した。また、育成系統や既存品種を用いた

新規交配を行った。 

404 エダマメの新品種育成 (亀山・濱登) 

中早生系茶豆の育成では７月上中旬収穫が可能な

早生系で、茶豆特有の味と香りを有する系統を中心に

19 系統を選抜した。また、中晩生系品種の育成と選

抜では９月上中旬収穫が可能な食味の良い系統と多

収性、耐倒伏性等の特徴のある系統を 20 系統選抜し

た。次年度は中早生系茶豆、中晩生系品種の両系統で

現地適応性を検討する予定である。 

405 ナシの新品種育成 (松本・亀山) 

結実し収穫できたニホンナシ 136 系統とセイヨウ

ナシ８系統について果実品質の評価を実施した。有望

と判定された系統はニホンナシ８系統、セイヨウナシ

１系統であった。有望系統のうち６系統について本年

度から現地試験を開始した。 

406 加工原料用野菜の育成 (濱登・亀山) 

県内在来品種の不良条件下での空洞果等の発生を

低減し、商品果収量を上げるため、単為結果性の導入

を行う。今年度は F2世代 350 系統から 34 系統を選抜

し、採種を行った。 

407 チューリップ品種特性調査 (渡邉・小田) 

チューリップ輸入新品種について、露地開花特性

31 品種、繁殖肥大特性 19 品種、年内促成開花特性 39

品種、半促成開花特性５品種の調査を行い、基礎情報

を収集した。 

408 ユリ品種特性調査 (小田・渡邉) 

オリエンタル系ユリ輸入新品種６品種の抑制開花

特性について調査を行い、１品種について注意が必要

と判定した。、また、LA ハイブリッド促成及び抑制

開花特性について６品種調査し、作型適応性を検討し

た。 

409 草花類の品種選定 (小田・渡邉) 

冬期間の低温寡日照条件下における最低加温
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（５℃）での切り花品目の選定として、ホワイトレー

スフラワー「クイーンオブアフリカ」の栽培試験をお

こなった。８月 18 日には種後催芽処理を行って育苗

し、定植前に長日処理を行い９月 22 日に定植するこ

とにより、１月上旬から調査打ち切りの４月末まで採

花が可能であった。株当たり採花本数は 68 本であっ

たが、１～２月の採花本数が少なく、また、４月末の

調査打ち切り時点での草丈が４ｍと大きくなったた

め、実用的ではないと思われた。 

410 スイカの品種選定 (本間・谷内田) 

中型トンネル改良整枝栽培において、「夏のだんら

ん」を対照として10品種を検討した。「祭ばやし777」

がシャリ感を中心とした果実品質で「夏のだんらん」

よりも優れていたが、肩張り、凸凹、空洞の発生が問

題である。密閉トンネル栽培において、「必勝」を対

照として４品種を検討した。「夏のだんらん」が「必

勝」より有望と思われるが、シャリ感がやや不足して

いる点がやや問題である。 

411 ダイコンの品種選定 (谷内田・本間) 

生食ダイコンは３月下旬は種 20 品種、８月上旬は

種 23 品種、８月下旬は種 27 品種、加工用ダイコンは

８月下旬および９月上旬は種各々10 品種について検

討し、各作型で有望な品種を選定した。 

412 ネギの品種選定 (本間・谷内田) 

春ネギでは、越冬前に葉鞘径が８mm 以下では越冬

前追肥が多いほど消雪後の消失が多かった。また、８

mm 以上の場合でも抽たい抑制効果を目的とした場合、

越冬前追肥は不要であると思われる。 

10 月下旬～11 月中旬収穫において、主力品種であ

る「夏扇４号」と同等の収量が得られた「光の剣」、

「緑の剣」が、生育特性も良いことから有望と思われ

る。 

413 キュウリの品種選定 (長谷川・谷内田) 

半促成作型の摘芯栽培法では「エクセレント１号、

２号」が、次いで「ブレイク 70」が有望であり、つ

る下ろし栽培用品種では「久輝Ⅲ」が有望であると思

われた。抑制作型では前年と同様に「エクセレント１

号、２号」および「ズバリ 163」が、また、主枝成り

果は短太傾向が強いものの「直輝」が有望であった。 

414 ナシの品種選定 (松本・亀山) 

ナシ第７回系統適応性検定試験では樹齢８年生と

なった。「筑波 52 号」が中止、「筑波 51 号」がもう

一年継続検討となった。次年度から第８回系統適応性

検定試験を開始する予定。 

415 ブドウの品種選定 (根津・本永) 

ブドウ第 11 回系統適応性検定試験を実施しており、

結実２年目。ジベレリン処理の結果、「安芸津 27 号」

が果実品質が優れ有望と思われた。 

416 モモの品種選定 (本永・根津) 

モモ第８回系統適応性検定試験を実施しており、

「筑波 118 号」～「筑波 123 号」の６系統を供試して

いる。植栽後５年目の生育、収量、品質を調査した。 

417 カキの品種選定 (本永・根津) 

カキ第６回系統適応性検定試験で、渋ガキの「安芸

津 20 号」と「安芸津 21 号」を供試している。高接ぎ

４年目で両品種ともに結実し、果実品質を調査した。

また、加工適性についても検討した。 

418 クリの品種選定 (根津・本永) 

クリ第６回系統適応性検定試験を実施した。４系統

のうち「筑波 36 号」が「ぽろたん」として命名登録

された。残り３系統のうち 37 号は中止、38 号、39

号は継続となった。 

419 新規侵入病害虫の同定と発生生態の解明 

 (棚橋・松澤・中野) 
TSWV 病害（トマト黄化えそ病）の発生が確認され
た施設内および周辺の植物から TSWV の検出を試みた。
施設周辺に放置されたミニトマトから TSWV が検出さ
れた。 
施設栽培キクで、葉の黄化、奇形および生育抑制等

を伴う障害が発生し、障害株から CChMVd の弱毒系統

および CSVd の２種のウイロイドが検出された。 

420 チューリップ微斑モザイク病の防除技術の開発 

 (棚橋・中野) 

チューリップ微斑モザイク病に対する県内主要栽

培品種での球根伝染率の品種間差異を調査した。球根

伝染率は、品種により大きく異なったが、ユリ咲き系

品種で高い傾向を示した。この結果は、前年の株の感

染率とほぼ一致した。 

421 ユリ茎枯症の原因解明と防止技術の開発 

 (棚橋・中野) 

本年度、県内のユリ栽培ほ場では、茎枯症の発生は

少なかった。また、発生ほ場から採取した茎枯症の重

症株は、葉にウイルス病様の症状を示し、健全株に比

べ LMoV、LSV および CMV の感染比率が高かった。同株

の葉を健全ユリに接種したが、症状の再現には至らな

かった。今後、栽培条件および接種条件を見直して接

種再現試験を実施する。 

422 セイヨウナシ病害の生態解明と防除技術の開発 

 (棚橋・中野) 

県内主要産地における病害の発生実態を調査した。

セイヨウナシに新病害の発生が確認された。今後、病

原菌の同定を実施し、接種による病徴再現を試みる。

また、一部地域でならたけ病等の土壌病害の発生が確

認された。 

423 果菜類うどんこ病の薬剤防除体系の構築 

 (棚橋・中野) 

県内のイチゴ栽培施設で、ストロビルリン系薬剤耐
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性うどんこ病菌が確認された。耐性菌発生施設は、ス

トロビルリン系薬剤の使用回数が未発生施設に比べ

多かった。今後は、県内における耐性菌分布および耐

性菌比率を確認する。 

424 複合交信攪乱剤によるナシの減農薬栽培技術 

 (松澤・棚橋) 

ナシ園においてハマキムシ類に対する交信攪乱剤

の広域設置による減農薬栽培について検討した。ハマ

キムシ類はやや高密度で推移したが、減農薬区でも追

加防除することはなかった。ハダニ類が多発生し追加

防除を実施した地点があったが、その他の地点では殺

虫剤を１～２剤削減することができた。 

425 果樹のマルカイガラムシ類の発生時期の把握 

 (松澤・棚橋) 

新潟県での発生消長が不明であったカツラマルカ

イガラムシについて小型粘着トラップを使った消長

把握の可能性を現地クリ園で確認した。７月第２～３

半旬を中心に多数のふ化幼虫が捕獲され、第１世代幼

虫の消長把握が可能と思われた。第２世代は捕獲数が

少なくやや不明瞭であった。 

426 アスパラガス立茎長期どり栽培の合理的施肥法

の開発 (竹田・佐藤) 

アスパラガスの立茎長期どり栽培において、140 日

タイプのリニア型肥効調節型肥料を全量基肥施用す

ることにより、慣行窒素施用量 10 アールあたり 60kg

に対して 30%少ない 42kg で慣行施肥と同等の収量を

確保でき、追肥を省略することが可能である。 

427 ユリ切り花の施肥法と生理障害対策技術の確立 

 (竹田・佐藤) 

ユリの切り花生産において、蒸気土壌消毒を導入す

ることにより、切り花の品質は顕著に向上する。蒸気

消毒後に作付けしたユリは根群の発達がよく、吸肥力

が向上するため、蒸気消毒をやらない場合に比較して

切り花重が 20～30％増加し、葉色は濃緑化する。ま

た、施肥効率が向上し、慣行窒素施用量に対して 60％

以上の減肥が可能となる。 

428 アレロパシー物質の把握と同定及び生育障害回

避技術の開発 (竹田・西原・松澤) 

もも、そらまめの生育障害にアレロパシー物質が関

与することを明らかにし、併せてそれらのアレロパ

シー物質を吸着できる活性炭の選定を行った。また、

作物の生育障害にアレロパシー物質が関与するか否

かを判定すると同時に、障害回避に効果がある活性炭

種の選定ができる簡易な手法を開発した。 

429 トマト生理障害果軽減技術の検討 

 (長谷川・谷内田) 

品種選定では、半促成では「桃太郎ヨーク」、「T193」

と「優美」が、抑制では「桃太郎ヨーク」、「桃太郎

はるか」が有望であった。少量灌水処理で商品果は少

なくなり、裂果と小果の規格外が多くなった。灌水倍

量処理は空洞果発生を助長し、尻腐れ果発生を軽減し

た。袋かけは障害果軽減に寄与しなかった。 

430 リサイクル資源と特性解明 (種村・倉島) 

カラム試験においてもみ殻くん炭、廃材チップ炭、

流木炭、もみ殻の養分吸着特性について検討した結果、

炭化物でも炭化前の原料の違いによって養分の吸

着・溶出が異なることが明らかになった。カラム試験

では栽培時とは培養液供給条件が異なるため、実際の

栽培条件において養分吸着・溶出特性を把握する必要

がある。 

431 養液管理技術の開発 (種村・倉島) 

トマトとキュウリにおいて木質系炭化物でもみ殻

くん炭培地と同等以上の収量・品質が得られることが

分かった。また、木質系炭化物ではもみ殻くん炭と比

較して同一の培養液管理では初期の草勢が弱くなる

ことが分かった。 

432 適応品目の選定 (種村・倉島) 

半促成作型と抑制作型においてミニトマトの適応

性と最適培地について検討した。ミニトマトはトマト

と同様の栽培装置・培養液管理で栽培可能であり、流

木炭や廃材チップ炭等の木質系炭化物は養液栽培用

培地としての適応性は高いと思われた。 

433 にいがたオリジナルニホンナシ品種を活用した

無受粉省摘果栽培技術の確立 (松本・根津) 

ニホンナシ自家和合性育成系統５系統の開花結実

特性を調査した結果、前年同様に自家和合性系統には

結実程度には差が認められた。自家和合性品種に花芽

摘芽を組み合わせることで，受粉、摘果労力を大幅に

削減できる可能性が示唆された。 

434 南半球産チューリップ球根利用技術の確立 

 (渡邉・小田) 

南半球産球根を利用した高品質安定生産技術を確立す

るため、10～11 月出荷作型における適応品種、発根処理

方法、GR 処理および遮光の効果等について検討した。そ

の結果、「バレリーナ」でカルシウム欠乏による花首折れ

曲がり症が発生し品質低下が見られた。また、発根処理

方法は出芽長や発根を考慮しながら９℃２週から９℃４

週程度行えばよいと思われ、GR 処理による花ボリューム

の増加効果はわずかに認められるものの労力等を考慮す

ると実用的ではなかった。 

435 ユリ、イチゴ、メロン、西洋なしなど野菜、果樹

の原々種の維持保存と配布 

 (亀山・松本・大塚・濱登) 

当センターで育成し、増殖・保存しているユリ「紅

姿」「佐渡紅」「さどこがね」「こしのつき」を県花

き球根農協に配布。イチゴ「越後姫」「宝交早生」、
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ネギ「坊主不知」、メロン「あきみどり」、ナス「越

の丸」を全農県本部に配布した。 

436 野菜、花き、果樹を種子、球根・樹木など栄養繁

殖による遺伝資源保存  

(亀山・松本・大塚・濱登) 

当センター育成品種を含め野菜ではメロン 200、ナ

ス 30、エダマメ 30、ネギ３、イチゴ 60、食用菊 40、

サトイモ 20 その他 20 品種・系統を。花きではユリ

200、チューリップ 500、アザレアを含むツツジ類 30

品種・系統を。果樹ではナシ 59、かき 20、モモ 30、

ブドウ 40、くり 20、うめ４、おうとう５、イチジク

７、ぎんなん５品種・系統を栽培または種子貯蔵で形

質の維持をはかった。         

437 エダマメ (本間・長谷川) 

開花始期に先刈を行うことで収量は減少したが、倒

伏の軽減が図られた。莢状態での近赤外法透過測定で

の検量線を作出した。エダマメ１粒中の糖、アミノ酸、

グルタミン酸、アラニンの予測が可能であった。この

検量線を基に精度的にはやや低いものの、良食味エダ

マメの判別の参考となる含有量が推定された。 

438 地域条件を活かしたイチゴ超促成栽培技術の確

立 (倉島・種村) 

高冷地（十日町市小松原）の無仮植苗と聖籠町（園

研）の９cm ポット育苗の暗黒低温処理苗を８月 25 日

から 10 日間隔で、４回定植して実用性を判定した。

無仮植の高冷地苗は、年内からの収穫ができないため

超促成栽培には適応しない。また、９月上旬以降の定

植では定植日の早晩に係わらず、聖籠苗の普通促成栽

培と同等の生育及び収穫となるため、実用的には９月

20 日頃の定植が適当と判断された。 

439 アスパラガス (谷内田・長谷川) 

立茎長期どり栽培の栽培特性を明らかにし、安定収

量確保のための技術確立を播種時期と育苗容器の違

いが養成後の収量に及ぼす影響、成園時の立茎開始時

期と立茎本数、低収量ほ収穫量回復方法について検討

を行い、立茎長期どり栽培の高位安定生産のための技

術内容を明らかにした。 

440 チューリップ (大塚・亀山) 

国及び国の育種指定試験地で育成されたチューリ

ップ系統（砺波 114～119 号）について、露地開花、

球根収量、促成開花等の地域適応性を検討した。 

「砺波 114 号」の露地開花特性は標準品種並み、球

根収量は標準品種並みからやや優れていた。「砺波

115 号」の露地開花特性および球根収量は標準品種よ

り優れていた。促成開花適性は土壌条件等の影響によ

り、いずれの系統も判断できなかった。 

441 イチゴ (濱登・亀山) 

九州・沖縄農研センター育成のイチゴ「久留米 59

号」を促成作型で検討した。「女峰」に比べ食味・収

量性共に優れていたため総合評価１では○とした。ま

た、「越後姫」と比べ収量・果実品質ともに劣ってい

たため、総合評価２は×とした。
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２ 研 究 成 果 
(1) 新技術情報 
ア 普及に渡した技術情報 (平成 19 年度新潟県農林水産業研究成果集に掲載) 

No. 成  果  名 担 当 

 
1 
2 

【普及技術】 
チューリップ新品種「新潟９号」、「新潟 10 号」、「新潟 11 号」 
土壌中に存在するアレロパシー物質回避に向けた活性炭種の選定ができる検定
法 

 
園芸研 育種科 
園芸研 環境科 

 
1 
2 
3 
4 
 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
 
11 
12 

【活用技術】 
南半球産球根を利用したチューリップ切り花の 10～11 月出荷作型 
アスパラガスの立茎長期どり栽培における省力施肥技術 
アスパラガス立茎長期どり栽培における成園時の立茎開始時期と立茎本数 
アスパラガスの生産者ニーズに対応した２つの育苗方法 
 

オリエンタル系ユリの花芽分化段階の制御による高温期の奇形花発生軽減技術 
蒸気土壌消毒の導入によるユリ切り花の品質向上および施肥量削減技術 
かき「朱鷺乙女」の専用カラーチャートを活用した高糖度果実収穫法 
かき「平核無」の早期増収に有効な新しい根域制限栽培法 
レンジでチンすると渋皮が良くむける日本くり新品種「ぽろたん」 

西洋なし「ル レクチエ」の果実カラーチャートの開発 

 

消費者ニーズに対応した甘くておいしいスイートコーンの品種特性と栽培法 

消費者ニーズに対応したロメインレタスの品種特性と夏秋まき栽培法 

 
園芸研 栽培・施設科 
園芸研 環境科 
園芸研 栽培・施設科 
園芸研 栽培・施設科、 
高冷地農技 
園芸研 栽培・施設科 
園芸研 環境科 
園芸研 栽培・施設科 
園芸研 栽培・施設科 
園芸研 栽培・施設科 
園芸研 育種科、栽培・
施設科 
園芸研 栽培・施設科 
園芸研 栽培・施設科 

 

イ 研究成果情報 

 (ア) 研究情報 (平成 19 年度新潟県農林水産業成果集別冊（研究情報）に掲載) 

No. 成  果  名 担 当 

1 
 
2 
 
 
3 

アスパラガス立茎長期どり栽培の未成園期における立茎開始時期の早晩が後年
の収量に及ぼす影響 

新潟県におけるオリエンタル系ユリ「カサブランカ」球根養成栽培での球根肥大
及びノーズ発達の地域間差異 
 
DNA 分析による なし県育成系統の識別 

園芸研 栽培・施設科 
 
園芸研 栽培・施設
科、中山間地農技、高
冷地農技 
園芸研 育種科 

 

(イ) 関東東海北陸研究成果情報（平成 18 年度関東東海北陸農業研究成果情報に掲載） 

No. 成  果  名 担 当 

【技術】   
1 
2 
3 
 
4 
5 

(参考) ぶどう「ロザリオ ビアンコ」専用カラーチャートの開発 
(参考) 砂丘地におけるにんじん１粒播種無間引き栽培での発芽及び生育斉一化
技術 
(普及) 薬剤処理と遅植えの組合せによるチューリップ微斑モザイク病の防除法 
(参考) ２年生アスパラガスの立茎長期収穫栽培における省力施肥技術 
(参考) 小型粘着トラップ利用による果樹マルカイガラムシ類の発生時期把握 

園芸研 栽培・施設科 
園芸研 栽培・施設科 
 
園芸研 環境科 
園芸研 環境科 
園芸研 環境科 

 【科学】  

 (なし)  

 【行政】  
 (なし)  
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(2) 研究発表 

ア 学会誌等投稿 

論 文 名 

( 執 筆 者 名 ) 
掲載誌名等 発行年月 

沖積土壌におけるアスパラガスの連作障害に対するアレロパシー
の関与 
（元木悟、西原英治、北澤裕明、平舘俊太郎、篠原温） 

園芸学研究 5：431-436 
 

平 18.12 

アスパラガス連作障害におけるアレロパシー回避のための活性炭
の利用 
（元木悟、西原英治、北澤裕明、平舘俊太郎、藤井義晴、篠原温） 

園芸学研究 5：437-442 平 18.12 

新規に開発した手法を利用したアスパラガス根圏土壌のアレロパ
シー活性測定法（元木悟、西原英治、平舘俊太郎、藤井義晴、篠原 
温） 

園芸学研究 5：443-446 平 18.12 

 
イ 講演発表 

発 表 題 名 

( 発 表 者 名 ) 

学 会・研 究 会 名 

（ 掲 載 誌 名 等 ） 
開催年月日 

セイヨウナシ黒斑病におけるストロビルリン系薬剤耐性菌
出現の可能性 
（棚橋恵、中野太佳司、石井英夫、児玉基一朗、尾谷浩） 

平成 18 年度日本植物病理学会 平18.6.3～

5 

セイヨウナシ黒斑病の発生生態と防除 
（棚橋恵） 

第９回植物病害生態研究会 平18.6.6 

ナスの台木品種の違いによる可食部カドミウム濃度（４） 
（竹田宏行、西原英治、中野太佳司、荒尾知人） 

日本土壌肥料学会 2006 年秋田大会 
 土肥学．、52：60 

平18.9.5 

～7 
サトイモのカドミウム吸収特性と吸収抑制に向けた技術開
発（２） 
（竹田宏行、西原英治、中野太佳司）  

日本土壌肥料学会 2006 年秋田大会 
 土肥学．、52（別冊）：187 

平18.9.5 

～7 

サトイモにおけるカドミウム吸収抑制資材の検討（第２報）
－ダイズを利用した資材のスクリーニングおよびサトイモ
現地実証― 
（西原英治、竹田宏行、大原誠資、高橋武史、中野太佳司） 

日本土壌肥料学会 2006 年秋田大会 
 土肥学．、52（別冊）：187 

平18.9.5 

～7 

15N トレーサー法によるキュウリの窒素移行特性の解析 
（種村竜太、大山卓爾） 

日本土壌肥料学会2006年秋田大会 平18.9.5 

～7 
近赤外透過法による剥きエダマメ一粒での成分測定 
（本間昌彦） 

第５回エダマメ研究会 平18.9.8 

新潟県におけるカラシナ類「ザーサイ」の栽培特性 
（谷内田学、長谷川雅明） 

関東東海北陸地域野菜研究会 平18.9.14 

～15 
ニホンナシ‘新興’枝変わり系統の自家和合性 
（松本辰也、亀山博之、児島清秀） 

園芸学会H18秋季大会 
園学雑．、75 (別2)：147 

平18.9.23 

～24 
キュウリの閉鎖型養液栽培における溶液管理方法の違いが
生育と収量に及ぼす影響 
（種村竜太、倉島裕、大山卓爾） 

園芸学会H18秋季大会 
園学雑．、75 (別2)：553 

平18.9.23 

～24 

アスパラガスのアレロパシーに関する研究（第 10 報）アス
パラガス連作障害における活性炭を利用したアレロパシー
回避技術の確立 
（元木悟、西原英治、平館俊太郎、藤井義晴、篠原温） 

園芸学会 H18 秋季大会 
園学雑．、75 (別2)：259 

平18.9.23 

～24 

ソラマメのいや地現象（アレロパシー）回避技術に向けた活
性炭利用 
（西原英治、高橋聡、平田武、中野太佳司） 

園芸学会H18秋季大会 
園学雑．、75 (別 2)：569 

平18.9.23 

～24 



88 

－ IV - 10 － 

発 表 題 名 

( 発 表 者 名 ) 

学 会・研 究 会 名 

（ 掲 載 誌 名 等 ） 
開催年月日 

オリエンタル系ユリ抑制栽培における高温が切り花品質に
及ぼす影響 
（小田正之） 

平成18年度関東東海北陸農業試験
研究推進会議 花き部会研究会 

平18.11.6 

～7 

エダマメ一粒中の糖・アミノ酸含量の近赤外透過法による測
定法の開発 
（本間昌彦、長谷川雅明） 

第22回近赤外フォーラム 平18.11.8 

～10 

ナスの台木品種の違いによる可食部カドミウム濃度（5） 
（荒尾知人、竹田宏行、西原英治、中野太佳司、箭田（蕪木）
佐衣子、川崎晃） 

土肥学関東支部会 平18.11.11

～12 

果樹の高糖度果実生産に向けた研究取り組み 
（本永尚彦） 

園芸学会北陸支部H18大会シンポジ
ウム 

平18.11.16 

～17 
ブドウ「ロザリオ ビアンコ」の専用カラーチャートの開発
（根津潔） 

園芸学会北陸支部H18大会 平18.11.16 

～17 
オリエンタル系ユリ抑制切り花栽培における生育初期の高
温が切り花品質に及ぼす影響 
（小田正之） 

園芸学会北陸支部H18大会 平18.11.16 

～17 

夏秋まきロメインレタスの栽培特性 
（長谷川雅明、谷内田学） 

園芸学会北陸支部H18大会 平18.11.16 

～17 
新潟県ナス在来品種への単為結果性の導入 
（第 1 報）F2 世代における分離 
（濱登尚徳、亀山博之、齊藤猛雄） 

園芸学会北陸支部H18大会 平18.11.16 

～17 

キュウリの閉鎖型養液栽培における培地の連用が培養液組
成と果実収量に及ぼす影響 
（種村竜太、倉島裕、大山卓爾） 

園芸学会北陸支部H18大会 平18.11.16 

～17 

イチゴ「越後姫」の循環式高設栽培における活性炭培地混合
の影響 
（倉島裕、西原英治、種村竜太） 

園芸学会北陸支部H18大会 平18.11.16 

～17 

モモの高品質安定生産に関与する要因の解明 
（根津潔） 

平成18年度落葉果樹研究会 平19.1.25

～26 
新潟県におけるトスポウイルスによる病害の発生実態 
（棚橋恵、高橋聡、佐藤恵美子、近藤康子、山口吉博、中野
太佳司） 

第59回北陸病害虫研究会 平19.2.26 

～27 

ブドウ‘ロザリオ ビアンコ’ハウス栽培における光反射シー
ト敷設によるチャノキイロアザミウマの防除技術 
（松澤清二郎、山澤康秀、根津潔） 

第59回北陸病害虫研究会 平19.2.26 

～27 

改植に伴うアスパラガスの品種間差異―アレロパシー活性
と収量性－ 
（西原英治） 

園芸学会 H19 春季大会 
アスパラガス小集会 

平19.3.23 

 

茎頂培養マンシュウマメナシ台木への緑枝接ぎによるセイ
ヨウナシポット苗生産 
（松本辰也、本永尚彦、根津潔） 

園芸学会H19春季大会 平19.3.24 

～25 

半促成キュウリの養液栽培における整枝方法の違いが収量
と果実品質に及ぼす影響 
（種村竜太、倉島裕、大山卓爾） 

園芸学会H19春季大会 平19.3.24

～25 

アスパラガスのアレロパシー活性の品種間差異が改植時に
おける収量に及ぼす影響 
（西原英治、元木悟、渡辺祐輔、中野太佳司） 

園芸学会 H19 春季大会 
園学雑．、６ (1)：183 

平19.3.24 
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発 表 題 名 

( 発 表 者 名 ) 

学 会・研 究 会 名 

（ 掲 載 誌 名 等 ） 
開催年月日 

セイヨウナシ黒斑病の越冬伝染源としての枝皮目の可能性
（棚橋恵、中野太佳司、児玉基一朗、尾谷浩） 

平成19年度日本植物病理学会 平19.3.28

～30 
 

(3) 現地指導 

  ア 研究成果名：チューリップ切り花の養液栽培法（平成 17 年度普及技術） 

担当部署 
担 当 者 

担当農業普及指導ｾﾝﾀｰ 
担当農業者 

実施場所 
 実施回数 
（年月日） 

指導内容 

栽培・施設科 
種村竜太 

新発田 
農事組合法人 アドバン
ファーム新発田 
 

新発田市 
 

７回 
平 18.8.28 
 
平 18.10.27 
 
 
平 18.11.14 
 
平 18.11.28 
 
平 18.12.8 
 
 
平 18.12.15 
平18.12.19 

 
栽培装置、栽培本数、栽植密度の検討 
試験品種の選定 
定植後の栽培方法の確認と装置の改善指
導、生育状況に伴う管理指導（養液量、
養液濃度など） 
養液濃度とホルモン処理時期・濃度の調
整指導、生理障害に対する対策 
生育後期の温度管理、養液の交換につい
て、２作目に向けた栽培管理指導 
生育、出荷時期の確認と今後の導入計画
の検討、２作目以降の養液濃度の改善に
ついて 
切り花品質調査 
現地総合検討会 

 

イ 研究成果名：ぶどう「ロザリオ ビアンコ」専用カラーチャートの開発（平成 18 年度普及技術） 

担当部署 
担 当 者 

担当農業普及指導ｾﾝﾀｰ 
担当農業者 

実施場所 
 実施回数 
（年月日） 

指導内容 

栽培・施設科 
根津潔 

新潟 
JA 白根市ぶどう専門部
員 17 名 
 
巻 
JA 越後中央ぶどう部会
員 25 名 
 
三条 
大島園協ぶどう部会員
24 名 

新潟市（白根） 
 
 
 
 
新潟市（中之口） 
 
 
三条市 

２回 
平 18.5.24 
平 18.9.6 
 
２回 
平 18.5.9 
平 18.9.6 
 
２回 
平 18.5.24 
平18.9.6 

 
成果の説明と意見交換 
「ロザリオビアンコ」果実を使ったカ
ラーチャートの使用方法を実演 
 
成果の説明と意見交換 
「ロザリオビアンコ」果実を使ったカ
ラーチャートの使用方法を実演 
 
成果の説明と意見交換 
「ロザリオビアンコ」果実を使ったカ
ラーチャートの使用方法を実演 
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３ 技術援助及び行政対応活動 

(1) 指針及び行政資料の執筆 

発 行 誌 名 発 行 者 発行年月 執 筆 者 

にいがた植防だより    （社）新潟県植物防疫協会 平17.8 

平17.12 
松澤清二郎 

中野太佳司 

小田正之 
果樹にいがた 

 
新潟県果樹振興協会 平18.4 

平18.5 

平18.6 

 

平18.7 

平18.8 

平18.9 

平18.10 

平18.12 

平19.3 

根津潔 

松本辰也 

本永尚彦 棚橋恵 

松澤清二郎 

根津潔  松本辰也 

本永尚彦 

根津潔 

松本辰也 

本永尚彦 

棚橋恵  松澤清二郎 
RQフレックスマニュアル 農林水産部 平18.11 竹田宏行 
果樹病害虫防除ハンドブック   新潟県果樹振興協会 平19.2 本永尚彦 松本辰也 

根津潔 棚橋恵 

松澤清二郎 
平成19年度農作物病害虫雑草防除指針   農林水産部 平19.3 中野太佳司 棚橋恵 

松澤清二郎 
みながらつくる「越後姫」高設栽培 農林水産部 平19.3 倉島裕 
 
(2) 成果発表会、研修会、関係会議等 

開催年月日 成果発表会・研修会・会議等の名称 参集人数 対応講師等 

平18.5.29～30 平成16年度園芸研究センター試験成績発表会      75 全科 

平18.8.23 園芸研究センター「ふれあい参観デー」     260 全科 

平18.11.30 園芸研究センター試験研究成果発表     115 全科 

平18.7.12、8.2～

3、11.13～14、2.9 
いちご「越後姫」短期研修      35 倉島裕 

 

(3) 農業大学校 
なし 
 

(4) 農業技術学院 

授業時間数 
教 科 名 

講義 演習 実験 実習 計 
講 師 

植物生理学  15 45  60 
倉島裕、長谷川雅明、本間昌彦、種村竜太、谷内田学、
渡邉祐輔 

植物育種学  15 45  60 亀山博之、松本辰也、大塚英昭、濱登尚徳 

植物病理学   45  45 
中野太佳司、棚橋恵、長谷川雅明、小田正之、渡邉祐
輔、濱登尚徳 

土壌学Ⅱ  15   15 竹田宏行、西原英治 

肥料学Ⅱ  15  45 60 竹田宏行、西原英治、種村竜太、佐藤淳 
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授業時間数 
教 科 名 

講義 演習 実験 実習 計 
講 師 

応用昆虫学   45  45 
亀山博之、本間昌彦、松澤清二郎、谷内田学、根津潔、
渡邉祐輔、濱登尚徳 

農 薬 学  15   15 中野太佳司、松澤清二郎 

果樹園芸学 30    30 本永尚彦、松本辰也、根津潔 

野菜園芸学 30    30 倉島裕、長谷川雅明 

花き園芸学 30    30 倉島裕、小田正之 

園芸実習    90 90 
本永尚彦、本間昌彦、小田正之、松本辰也、種村竜太、
谷内田学、大塚英昭、根津潔、渡邉祐輔、濱登尚徳 

卒業論文   225 225 450 小田正之 

 

(5) その他講師派遣 

年月日 主 催 者 行  事 内  容 講 師 

平18.6.13 

～30 

平18.7.18 

～21 

平18.10.3 

～6 

県経営普及課 新任者専門技術研修（園

芸）Ⅰ（１年次） 
野菜の専門技術とその活

用方法 
倉島、長谷川、本

間、谷内田、種村

、中野、竹田、棚

橋、松澤、西原、

佐藤 

平18.5.23 
～26 
平18.7.25 
～28 
平18.11.7 
～10 

県経営普及課 新任者専門技術研修（園
芸）Ⅱ（２～３年次） 

野菜・果樹・花の専門技術
とその活用方法 

倉島、長谷川、本
間、谷内田、本永、
松本、根津、小田、
種村、大塚、渡邉、
中野、竹田、棚橋、
松澤、西原、佐藤 

平18.11.27 
～28 
平18.12.4 
～5 

県経営普及課 
 
 

高度専門技術研修 
（花き・野菜・果樹） 

野菜・果樹・花きの専門技
術に関する講義、検討 

倉島、長谷川、本
間、谷内田、濱登、
本永、松本、根津、
小田、種村、大塚、 
渡邉、中野、竹田、
棚橋、松澤、西原、 
佐藤 

平18.6.10 新潟県果樹振興協議会 もも現地研修会 大玉生産に対応した生産
技術について 

本永尚彦 

平18.7.4 新潟県果樹振興協議会 西洋なし現地研修会 西洋なしの研究概要 松本辰也 
棚橋恵 

平18.7.29 新潟県果樹振興協議会 日本なし現地研修会 新品種「あきづき」につい
て 

松本辰也 

平18.9.14 農産園芸課 チューリップ土壌伝染性
ウイルス病対策検討会 

花き病害虫防除指導 棚橋恵 

平18.10.16 新潟県果樹振興協議会 西洋なし収穫･追熟研修会 ルレクチエの収穫適期 松本辰也 
平18.11.9 新潟県果樹振興協議会 ぶどう現地研修会 せん定技術研修会 根津潔 
平18.11.13 農産園芸課 ユリ切花現地研修会 OHユリ切り花栽培におけ

る高温の影響 
小田正之 

平18.11.29 村松町栗組合 クリせん定研修会 クリのせん定技術 根津潔 
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年月日 主 催 者 行  事 内  容 講 師 

平18.12.4 
平18.12.6 

新潟県農協中央会 営農指導員資格認証試験
研修 

花き園芸栽培技術指導 
野菜園芸栽培技術指導 

大塚英昭 
阿部正之 

平18.12.7 新潟大学 「新潟の農業」講義 新潟県の特産果樹の品種
と栽培 

本永尚彦 

平18.12.14 新潟大学 「新潟の農業」講義 特産野菜の種類、品種およ
び栽培 

阿部正之 

平18.12.18 農産園芸課 イチゴセミナー イチゴ「越後姫」の多収技
術及び超促成栽培 

倉島裕 

平18.12.21 新潟大学 「新潟の農業」講義 特産花きの種類と栽培導 小田正之 
平19.1.10 病害虫防除所 園芸作物病害虫検討会 

第１回 果樹 
果樹病害虫防除指導 棚橋恵 

松澤清二郎 
平19.2.23 日本種苗協会 

新潟県支部 
通常総会 試験研究の概要について 亀山博之 

平19.3.14 十日町農業普及指導セ
ンター 

十日町地域ユリ栽培技術
研修会 

ユリの花芽分化と奇形花
について 

小田正之 

 
(6) 研修生受け入れ 

氏名 所属 研修目的 受け入れ期間 受け入れ科 

長谷川雅之 農業者 農業大学校高度経営研修の一

環としてイチゴ「越後姫」高設

栽培について研修 

平18.4.17～5.26 栽培・施設科 

金子泰之 

山本浩之 

吉田哲朗 

加藤孝哉 

阿由葉明里 

村木達郎 

新潟中央青果 青果総合大学の一環として野

菜、果樹の栽培技術を研修 
平 18.6.26～6.30 

平18.10.23～10.27 
栽培・施設科、育

種科 

岡村未来 新潟薬科大学 インターンシップとして環境

に配慮した栽培技術を研修 
平18.8.21～8.29 環境科 

竹内佑一 新潟薬科大学 インターンシップとして野菜

の育種技術を研修 
平18.9.4～9.12 育種科 

 

(7) 取材対応 

年月日 取材機関 取 材 内 容     応対者   報道日 
平18.5.17 
 
 

日本農業新聞 
 
 

アスパラガスの立茎長期収穫栽培の収穫開
始１～３年目における立茎開始時期と収穫
量について 

阿部正行、 
谷内田学 
 

平18.5.20 
 
 

平18.12.6 
 

BSN新潟放送 
 

家庭菜園で収穫された”白いニンジン”が発
生した理由等について 

谷内田学 
 

平18.12.6 
 

平19.2.21 
 

新潟日報社 
 

チューリップの萌芽状況および開花予測に
ついて 

渡邉祐輔 
 

平19.3.25 
 

平19.3.22 
 

日本農業新聞 チューリップ新品種「新潟６号」、「新潟７
号」及び「新潟８号」について 

大塚英昭 平19.3.25 
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４ 総 務 報 告 

(1) 施 設 

  ア 本 場 

    所 在 地 北蒲原郡聖籠町大字真野 177 

    建物面積 延 9,830.07ｍ2 

    ほ場面積 果樹畑 4.66ha、野菜・花き畑 1.99ha 

  イ 砂丘地ほ場 

    所 在 地  新発田市人橋字香郷沢 

    建物面積  延 502.52ｍ2 

    ほ場面積 野菜・花き畑 1.20ha 

 

(2) 事業予算 (単位：千円)  

財     源 
科    目 予算額 

国補 手数料 財産収入 その他 一般財源 

運営費 7,336   21 11 7,304 

維持管理費 29,332 5,000  64  24,268 

経常研究費 7,524   2,805  4,719 

ほ場・飼育管理費 10,081     10,081 

受託試験費 13,158    13,158  

種苗供給・指導事業費 0      

政策研究費 23,702    18,741 4,961 

備品整備費 0      

施設整備費 0      

庁舎修繕費 0      

その他 33,425     33,425 

その他（他課事業費） 9,524      

合   計 134,082 5,000 0 2,890 31,910 84,758 

注）その他（他課事業費）は農業総合研究所費以外の予算。 

 

(3) 職員一覧 

所  属 職   名 氏  名 所  属 職   名 氏  名 

 
総務課 
 
 
 
育種科 
 
 
 
栽培・施設科 
 

センター長 
総務課長 
主査 
主任 
技術員 
育種科長 
主任研究員 
〃 
研究員 
参事(栽培・施設科長)
専門研究員 
 〃 
主任研究員 
 〃 
 〃 
 〃 
 〃 

熊木 茂 
広川 紀夫 
大場 勲 
山上 和之 
村山 貴俊 
亀山 博之 
松本 辰也 
大塚 英昭 
濱登 尚徳 
阿部 正行 
倉島 裕 
本永 尚彦 
長谷川 雅明 
本間 昌彦 
小田 正之 
種村 竜太 
根津 潔 

栽培・施設科 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
環境科 
 
 
 
 
 

主任研究員 
 〃 
技術員 
 〃 
 〃 
 〃 
 〃 
 〃 
 〃 
 〃 
環境科長 
主任研究員 
 〃 
 〃 
 〃 
研究員 

谷内田 学 
渡邉 祐輔 
浮須 雄記 
本間 龍一 
小柴 孝文 
小川 孝二 
丹後 精一 
横山 利孝 
臼井 一栄 
武田 隆一 
中野 太佳司 
竹田 宏行 
棚橋 恵 
松澤 清二郎 
西原 英治 
佐藤 淳 
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所  属 職   名 氏  名 所  属 職   名 氏  名 

専門技術員室 副参事 
 〃 

高橋 聡 
田崎 義孝 

専門技術員室 副参事 
主査 

宮島 利功 
中野 耕栄 

 

(4) 職員の異動 

発令月日 転出入 氏 名 新所属・職名 旧所属・職名 

平成 18 年 

４月１日付 

転 出 

 

郷 直俊 

中山 暁治 

 

福原  哲朗 

 

宮嶋 一郎 

 

土田 豊樹 

 

新発田地域振興局・農業振興部長 

佐渡地域振興局・健康福祉環境部・

副参事 

新発田地域振興局・地域整備部・主

査 

魚沼地域振興局・農業振興部・主任

普及指導員 

知事政策局・秘書課・主査 

 

センター長 

環境科・専門研究員 

 

総務課・主査 

 

育種科・主任研究員 

 

普及指導員（専門技術担当）室・主

査 

 転 入 熊木  茂 

山上  和之 

大塚  英昭 

 

佐藤 淳 

 

田崎 義孝 

センター長 

総務課・主任 

育種科・主任研究員 

 

環境科・研究員 

 

普及指導員（専門技術担当）室・副

参事 

佐渡農業技術センタ－長 

中条高等学校・主任 

中山間地農業技術センター・主任研

究員 

上越地域振興局・上越東農林事務

所・普及指導員 

巻農業振興事務所・課長代理 

 

(5) 購入研究備品及び施設建設 

備品・施設名 型式・規格・規模 

遠心分離機（卓上型） 久保田 5420 

 

(6) 派遣研修者 

研修名 研修者名 研修目的 期 間 講 師 

平成 18 年度都道府

県農業関係研究員

等専門研修 

西原英治 耕地雑草の生態と防除研

究に関する研修 

平 18.8.23～8.24 （独）中央農業総合

研究センター  

平成 18 年度短期集

合研修 

長谷川雅明 農業中核研究員養成研修 平 19.1.17～1.19 農林水産省農林水産

技術会議事務局 

 

(7) 参観者数 

農 業 者 行政関係 そ の 他 合    計 

39 回 44 回 175 回 258 回 
803 人 290 人 256 人 1,349 人 

 

(8) 無体財産権など 

ア 特許権 

なし 

 

イ 実用新案権 

  なし 
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ウ 育成者権（登録品種） 

農林水産物の種類 登録品種の名称 登録番号・年月日 

いちご 越後姫 第 5196 号 平 8.10.15 

スイートメモリー 第 3077 号 平 4. 2.29 ユ リ 

さど美人 第 10576 号 平 14. 9. 4 

西洋なし 越さやか 第 6867 号 平 10.10.29 

越の淡雪 第 11563 号 平 15.11.18 

越の舞姫 第 11564 号 平 15.11.18 

ほほえみ 第 12949 号 平 17. 3.14 

ももか 第 12950 号 平 17. 3.14 

つつじ 

ダンシングスノー 第 12951 号 平 17. 3.14 

かき 朱鷺乙女 第 11372 号 平 15. 8.19 

 

(9) 栄 誉 

    なし 
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５ 気 象 

観測場所：農業総合研究所・園芸研究センター（北蒲原郡聖籠町、北緯 37 度 26 分、東経 138 度 53 分、標高 30m） 

本年値：平 18、平年値：平５～平 16 の平均値 

(1) 月別気象 

平均気温 

(℃) 

最高気温 

(℃) 

最低気温 

(℃) 

降水量 

(mm) 

日射量 

(MJ／ｍ2) 

日照時間 

(hr) 

積雪深 

(cm) 

月 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 

1 0.8 2.1 3.8 5.0 -2.5 -0.6 171.2 217.3 157.8 130.9 39.4 40.8 38.0 9.8 

2 2.5 2.4 6.2 6.1 -1.2 -0.9 174.0 111.4 182.8 199.8 58.9 62.0 22.5 13.2 

3 4.8 5.1 9.3 9.6 0.4 1.0 169.0 99.5 276.3 298.3 108.5 109.5 0.8 0.9 

4 9.6 11.2 14.4 16.6 4.8 6.0 102.0 80.4 324.3 373.7 102.7 144.6 0.0 0.0 

5 16.3 16.3 21.3 21.5 12.0 12.1 167.0 135.0 413.4 436.5 103.4 99.2 0.0 0.0 

6 20.5 20.2 25.2 24.6 16.9 16.6 79.0 148.3 451.9 425.2 92.4 91.3 0.0 0.0 

7 22.8 24.3 26.1 28.7 20.4 20.7 429.0 195.7 285.0 439.1 56.6 112.5 0.0 0.0 

8 26.7 25.5 31.9 30.4 22.6 21.6 91.0 171.6 518.7 562.7 201.2 150.7 0.0 0.0 

9 20.9 21.5 25.7 26.3 16.7 17.7 101.0 162.7 345.6 324.7 147.8 119.5 0.0 0.0 

10 16.0 15.6 21.1 20.7 11.3 11.5 179.5 164.2 276.5 259.8 145.6 127.4 0.0 0.0 

11 10.3 9.8 14.7 14.2 6.4 5.7 249.0 212.4 158.5 146.2 90.5 78.3 0.0 0.0 

12 5.2 4.7 8.0 7.8 2.4 1.4 362.0 242.4 68.8 110.3 19.8 48.6 2.0 3.6 

（注）１ 気温、積雪深については平均値、降水量、日射量、日照時間については合計値である。 

      ２ 気温は白金抵抗温度計、降水量は融雪式転倒降雨桝、日照時間は太陽電池式日照計で測定した。 
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１ 研 究 概 要 

(1) 研究課題及び調査事業一覧 

予算 

区分 
課  題  名 年 次 分 担 

経常 (1) 初産牛の飼養管理技術の確立 

501  ア 県内酪農家及び公共牧場等における初妊牛の飼養管理実

態調査 

502  イ 分娩前後の TDN 給与水準が発育性、生産性及び繁殖性に

及ぼす影響の解明 

平 17～19 酪農肉牛科 

 

県特 503 (2) 採胚成績の向上を目的とした過剰排卵プログラムの確立 平 18～20 繁殖工学科 

県事 504 (3) にいがたブランド和牛生産拡大推進事業 

 

平 13～ 

 

繁殖工学科 

酪農肉牛科 

経常 (4) 飼料成分の簡易分析法の確立 

505  ア 飼料中粗脂肪の簡易迅速測定法 

506  イ 飼料中中性デタージェント繊維（NDF）の簡易迅速推定法 

平 16～18 環境・飼料科 

 

国事 507 (5) 乳用牛群検定普及定着化事業 

 

平 6～ 酪農肉牛科 

国事 (6) 飼料作物優良品種普及促進事業 

508  ア 奨励品種選定調査 

509  イ 自給飼料分析指導事業 

昭 52～ 

昭 59～ 

環境・飼料科 

 

 

(2) 研究成果及び調査事業概要 

501 県内酪農家及び公共牧場等における初妊牛の飼

養管理実態調査 (島津) 

初任牛の飼養管理実態を把握するため、県内牛群検

定等のデータを整理し初任牛の飼養管理実態を調査

中である。 

502 分娩前後のＴＤＮ給与水準が発育性、生産性及び

繁殖性に及ぼす影響の解明 (島津) 

初妊牛の適正な飼養管理方法を確立するため、乾乳

後期における給与水準を標準区と高栄養区の２区を

設置し飼養試験を実施中である。 

503 採胚成績の向上を目的とした過剰排卵プログラ

ムの確立 (内山) 

時間分解蛍光免疫測定法による脳下垂体ホルモン

（FSH,LH）測定系を確立した。また、過剰排卵処理に

対する反応パターンについては解析中。 

504 にいがたブランド和牛生産拡大推進事業(中川) 

黒毛和種優良供卵牛13頭から延べ20回の採卵を行

い、正常受精卵 241 個を採取した。このうち、146 個

を凍結保存し、県内の９地域受精卵移植協議会等に

75 個譲渡を行った。昨年度採卵分とあわせ、9協議会

に 125 個譲渡を行った。 

505 飼料中粗脂肪の簡易迅速測定法 (平栁) 

試料をろ紙に包み、保存瓶内でジエチルエーテルに

浸して振とうすることにより粗脂肪を抽出する。この

ジエチルエーテルの一部を弁当用アルミカップに入

れ、家庭用ホットプレート上で揮発させて粗脂肪を測

定できる。 

506 飼料中中性デタージェント繊維（NDF）の簡易迅

速推定法 (平栁) 

飼料中の NDF 含量は圧力鍋を用い、簡易 ND 液で煮

沸（デンプンを含む飼料は耐熱α-ｱﾐﾗｰｾﾞを添加）し、

コーヒーフィルターによるろ過、電子レンジでの乾燥、

ガスコンロでの灰化を行うことで、簡易迅速に推定で

きる。 

507 乳用牛群検定普及定着化事業 (島津) 

酪農家の牛群検定成績を加工分析し、乳牛選抜改良

データ、乳成分および繁殖成績等農家指導データを提

供し、生乳の品質や経営改善を図る。 

508 奨励品種選定調査 (荒木) 

イタリアンライグラスについて、県内適応性の高い

品種を選定する。本年度は越冬後調査や収量調査
を行った結果、晩生品種において現在の奨励品
種と同等以上の品種が見られた。 
509 自給飼料分析指導事業 (平栁) 

粗飼料近赤外分析依頼 103 点、うちトウモロコシサ

イレージ 15 点、購入乾草 61 点、自給乾草３点、牧草

サイレージ 24 点を分析し普及指導データを提供した。 
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２ 研 究 成 果 

(1) 新技術情報 

 ア 普及に渡した技術情報 (平成 19 年度新潟県農林水産業研究成果集に掲載) 

No. 成  果  名 担 当 

 

1 

2 

【普及技術】 

「にいがた地鶏」の効率的な飼養管理技術 

飼料中中性デタージェント繊維（ＮＤＦ）の簡易推定法 

 

畜産研 養豚・養鶏科 

畜産研 環境・飼料科 

 

1 

2 

 

3 

【活用技術】 

飼料中粗脂肪の簡易測定法 

動物質飼料を用いない生乳の高位生産と窒素排せつ量の削減を両立する飼料給

与技術 

β－カロテンをコントロールした稲発酵粗飼料高度利用による高品質牛肉生産

技術 

 

畜産研 環境・飼料科 

畜産研 酪農肉牛科 

 

畜産研 酪農肉牛科 

 

 

イ 研究成果情報 

(ア) 研究情報  (平成 19 年度新潟県農林水産業成果集別冊（研究情報）に掲載) 

No. 成  果  名 担 当 

1 

2 

飼料イネに対する乳酸菌製剤「畜草１号」の効果的な使用方法 

「にいがた地鶏」への小米混合給与 

畜産研 環境・飼料科 

畜産研 養豚・養鶏科 

 

(イ) 関東東海北陸農業研究成果情報 （平成 18 年度関東東海北陸農業研究成果情報に掲載） 

No. 成  果  名 担 当 

 【技術】  

1 

2 

 

3 

4 

(普及) 粗飼料・葉菜中β－カロテンの簡易分析法 

(参考) ルーメン微生物の増殖効率を高める低蛋白ＴＭＲで優れた泌乳成績が得

られる 

(参考) 繊維分解酵素の飼料添加が豚の発育と消化率に及ぼす影響 

(参考) 初産授乳豚の飼料摂取量と授乳日数が発情再帰に及ぼす影響 

畜産研 環境・飼料科 

畜産研 酪農肉牛科 

 

畜産研 養豚・養鶏科 

畜産研 養豚・養鶏科 

 【科学】  

 (なし)  

 【行政】  

 (なし)  

 

(2) 研究発表 

ア 学会誌等投稿 
論 文 名 

( 執 筆 者 名 ) 掲載誌名等 発行年月 

稲発酵粗飼料の給与が乳生産に及ぼす影響について 

（関誠、村松克久、長谷川昌伸、森山則男 他） 

北信越畜産学会報 第 94 号  平 19.3 

 

土壌塩類集積を低減する家畜ふん堆肥利用法 

（小柳渉、安藤義昭、和田富広) 

北信越畜産学会報 第 94 号  平 19.3 
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イ 講演発表 
発 表 題 名 

( 発 表 者 名 ) 
学 会・研 究 会 名 
（ 掲 載 誌 名 等 ） 開催年月日

ﾃﾞﾀｰｼﾞｪﾝﾄ分析法による家畜ふん堆肥の分解性評価 

（小柳渉） 

日本土壌肥料学会大会 平 18.9.5 

～7 

繊維分解酵素が子豚の発育及び消化率に及ぼす影響 

（佐野晃） 

日本養豚学会大会 平18.10.19 

～20 

品種、窒素施肥量および収穫時期と飼料イネの β-カロテ

ン含量の関係について 

（関誠） 

北信越畜産学会大会 平18.10.27 

CIDR と EB 併用による卵胞波のコントロール、及びその後

の PGF2a、EB を用いた排卵誘起について 

（内山保彦） 

北信越畜産学会大会 平18.10.27 

稲発酵粗飼料の収穫方法の違いが栄養価および諸成分の消

化率に及ぼす影響 

（関誠） 

日本草地学会大会 平18.10.31

～11.1 

不規則な発情周期となった高能力牛からの ET 技術を用い

た後継牛確保 

（中川邦昭） 

東日本受精卵移植技術研究会大会 平 18.12.1 

乳牛向け稲発酵粗飼料の生産と利用について 

（関誠） 

地域農業確立総合研究「北陸における

高品質大麦－飼料用イネ輪作システム

の確立」ミニシンポジウム「稲発酵粗

飼料の生産と利用」 

平 18.12.8 

バイオマス利用に関する畜産研究センターの取り組み 

（小柳渉） 

新潟県バイオマスシンポジウム 平 19.1.26 

稲発酵粗飼料の収穫方法の違いが栄養価および諸成分の消

化率に及ぼす影響 

（関誠 他） 

細断型ロールベーラ利用研究会 平 19.3.6 

～7 

β-カロテン含量の簡易判定法 

（関誠） 

飼料イネの研究・普及に関する情報交

換会 

平 19.3.12 

～13 

不規則な発情周期に陥った高能力牛から各種の ET 技術を

用いた後継牛対策 

（瀬田剛史） 

北信越畜産学会新潟県分会 平 19.3.19 

飼料中粗脂肪の簡易測定法 

（平栁恵子） 

北信越畜産学会新潟県分会 平 19.3.19 

分娩前後の稲発酵粗飼料の長期給与が乳生産に及ぼす影響 

（関誠） 

北信越畜産学会新潟県分会 平 19.3.19 

分娩前後の稲発酵粗飼料の長期給与が乳生産に及ぼす影響 

（関誠） 

日本草地学会大会 平 19.3.25 

～27 

分解性蛋白質含量の異なる低蛋白質飼料が泌乳前期の乳生

産に及ぼす影響   2.第一胃内容液・血液性状および窒素出

納 

（関誠） 

日本畜産学会大会 平 19.3.27 

～29 
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(3) 現地指導 

 ア 研究成果名：β－カロテンの簡易分析法（平成 18 年度普及技術） 

担当部署 
担 当 者 

担当農業普及指導ｾﾝﾀｰ 
担当農業者 実施場所 

 実施回数
（年月日）

指導内容 

環境・飼料科 
小柳渉 

村上 
和牛肥育農家  ４戸 
稲 WCS 生産者  １組織 

 

 

 
新発田 
和牛肥育農家  ８戸 
稲 WCS 生産者   1 戸 

村上市 
三日市地区ほ場、普
及指導センター実
験室、JAにいがた岩
船村上支店 
 
胎内市 
畜産団地牛舎、(有)
アグリ黒川ほ場 

２回 
平18.8.31 
平18.11.6 
 
 
 
２回 
平18.5.29 
 
平
18.10.17 

 
収穫時β－カロテン含量測定、品種比較
わら専用稲とコシヒカリのβ－カロテン

含量比較、給与指導 

 

 

 
給与飼料中β－カロテン含量分析・給与
指導 
 

β－カロテン簡易分析法に係る現地検討 

 

イ 研究成果名：牛ふん堆肥および豚ふん堆肥の短期的窒素肥効推定法（平成 17 年度普及技術） 

担当部署 
担 当 者 

担当農業普及指導ｾﾝﾀｰ 
担当農業者 

実施場所 
 実施回数
（年月日）

指導内容 

環境・飼料科 
平栁恵子 

南魚沼 
大崎菜生産者 ２戸 

 

南魚沼市 
普及指導センター
実験室 

１回 
平
18.10.10 

 
 
堆肥成分(N,P,K)の簡易分析手法指導 
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３ 技術援助及び行政対応活動 

(1) 指針及び行政資料の執筆 

発 行 誌 名 発 行 者 発行年月 執 筆 者 

RQ フレックスマニュアル 新潟県農林水産部 平 18.9 安藤義昭 
平栁恵子 

新潟県飼料作物生産・利用マニュアル 新潟県農林水産部 

新潟県畜産振興協議会 
新潟県畜産技術協会 

平 19.3 
 

矢田部憲一 
中川邦昭 
関誠 
小柳渉 
荒木創 
高橋英太 
平栁恵子 

新しい畜産技術 ―近未来編― （社）畜産技術協会 平 19.3 関  誠 

 

(2) 成果発表会、研修会、関係会議等 

開催年月日 成果発表会・研修会・会議等の名称 参集人数 対応講師等 

平 18.4.20 試験設計検討会 24 全研究職員 

平 18.6.8 試験研究発表会 51 全研究職員 

平 18.10.14 ふれあい開放デー 1,050 全職員 

平 19.1.31 新潟県農林水産業試験研究成果発表会 80 時田正樹 

平 19.2.9 畜産部門試験成績・成果候補検討会 25 全研究職員 

平 19.3.6 試験研究課題設定に係る検討会 32 全研究職員 

 

(3) 農業大学校 

専 攻 学 年 科  目 授業時間 講 師 

畜産経営学科 ２学年 繁殖工学 8 中川邦昭 

畜産経営学科 １学年 家畜育種学 14 高橋英太 

 

(4) 農業技術学院 

   なし 
 

(5) その他講師派遣 

年月日 主 催 者 行  事 内  容 講 師 

平 18.11.16 
～17 

畜産協会 畜産コンサル 肉用牛経営診断 荒木創 
高橋英太 

平 18.12.19 
～20 

畜産協会 畜産コンサル 酪農経営診断 関誠 

平 18.1.10 
～12 

畜産協会 畜産コンサル 肉用牛経営診断 矢田部憲一  

平 19.1.11 畜産協会 畜産コンサル 肉用牛経営診断 中川邦昭 

平 19.1.17 
～18 

畜産協会 畜産コンサル 酪農経営診断 関誠 

平 19.1.23 
～25 

畜産協会 畜産コンサル 肉用牛経営診断 荒木創 

平 19.1.24 
～26 

畜産協会 畜産コンサル 肉用牛経営診断 高橋英太 
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年月日 主 催 者 行  事 内  容 講 師 

平 19.1.25 
～26 

畜産協会 畜産コンサル 酪農経営診断 島津是之 

平 19.1.29 
～30 

畜産協会 畜産コンサル 肉用牛経営診断 中川邦昭 

平 19.1.29 
～31 

畜産協会 畜産コンサル 養豚経営診断 大久保剛揮 

平 19.3.7 
～9 

畜産協会 畜産コンサル 肉用牛経営診断 中川邦昭 

平 18.6.28 中東蒲原地域農業振興協議
会、JA 新津さつき酪農部会 

平成18年度酪農繁殖技術向
上研修会 

生産現場で活用したい繁殖

実践技術 
 

中川邦昭 

平 18.8.1 
～2 

（独）農研機構 中央農業
総合研究センター 

平成18年度農業技術習得研
修 

家畜ふん堆肥の迅速な肥効
評価法 

小柳渉 
平栁恵子 

平 18.8.9 中越家畜保健衛生所 中越地域受精卵移植技術研
修会 

最近の雌雄産み分け技術に
ついて 

中川浩 
 

平 18.8.25 
～9.12 

新潟県 家畜人工授精師（牛）養成
講習会 

人工授精に関する講義、実
習 

島津是之 

内山保彦 

高橋英太 

中川浩 

中川邦昭 

関誠 

平 18.8.31 村上農業普及指導センター 「土づくり」 研修会 水田における堆肥の効果的
な施用方法について 

小柳渉 

平 18.8.31 上越畜産振興協議会 酪農研修会 乳牛の飼養管理について 関誠 

平 18.9.5 新発田地域振興局農林振興
部 

現地指導会 超音波肉質診断装置を利用
した肉質診断指導 

高橋英太 
 

平 18.9.25 村上地域振興局農林振興部 現地指導会 超音波肉質診断装置を利用
した肉質診断指導 

高橋英太 

平 18.10.4 農林水産省 中央畜産技術研修会 地域における耕畜連携の進
め方 

荒木創 

平 18.10.18 村上地域振興局農林振興部 現地指導会 「にいがた地鶏」現地飼養

管理指導 

時田正樹 

平 18.10.31 
～11.1 

福島県会津農林事務所 喜多方地方耕畜連携推進研
修会 

家畜ふん堆肥の上手な使い

方、家畜ふん堆肥の簡易分

析法 

小柳渉 

平 18.12.4 県家畜商協同組合 肉用牛共進会 審査 高橋英太 

平 18.12.7 三条地域振興局農林振興部
等 

品目横断に対応した担い手
研修会 

にいがた地鶏の開発、飼育
方法等 

時田正樹 

平 18.12.8 （独）農研機構 中央農業
総合研究センター 北陸研
究センター 

「北陸における高品質大麦
－飼料用イネ輪作システム
の確立」ミニシンポジウム 

話題提供「乳牛向け稲発酵

粗飼料の生産と利用につい

て」 

関誠 

平 18.12.15 県畜産課、鶏病研究会新潟
県支部 

平成18年度秋季鶏病研究会 特別講演：「にいがた地鶏の
開発経緯と改良の取り組
み」 

時田正樹 

平 18.12.26 食品・流通課 平成 18 年度家畜商講習会 
 

家畜(牛・豚)の品種および
特徴 

島津是之 
大久保剛揮 
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年月日 主 催 者 行  事 内  容 講 師 

平 19.2.23 佐渡地域振興局 かき指導員研修会 有機質肥料の肥効の特徴と
利用上の注意点 

小柳渉 
 

平 19.3.2 新潟県畜産協会 耕畜連携土づくり促進研修
会 

家畜ふん堆肥の製造利用に
関する最新情報 

小柳渉 
 

 

(6) 研修生受け入れ  

氏 名 所  属 研修目的 受入期間 
受け入れ

部・科 

斎藤勲主査普及指導員 
小林雅昭主査普及指導員 

新発田農業普及指導センター 
三条農業普及指導センター 

RQ フレックスによる成分分
析手法調査 

平 18.6.9 
 

環境・飼料科 

鈴木 陽 
戸谷 昭彦 

(株)直富商事 
〃 

RQ フレックスによる成分分
析手法調査 

平 18.8.9 
 

環境・飼料科 

中村晃子主任普及指導員 
石本美喜主任普及指導員 
平尾賢一主任普及指導員 

新潟農業普及指導センター 
十日町農業普及指導センター 
佐渡農業普及指導センター 

高度専門技術（畜産）研修 
RQ フレックスを活用した堆
肥成分の簡易分析手法 

平 18.11.29 
 

環境・飼料科 

  

(7) 取材対応 

年月日 取 材 機 関 取 材 内 容 応対者 報道日 

平18.8.7 
 

県立女子短大名誉教授 
本間伸夫氏 

新潟日報連載「食は新潟にあり」に「にい
がた地鶏」を掲載するため 

田村祐一 
 

平18.8.31 
 

平19.2.14 
 

Ｔｅｎｙ（株式会社テレビ
新潟放送網） 

県の平成19年度当初予算案の中のフード
ブランド事業について、新たに「にいがた
地鶏」を対象にしたことによる内容取材 

時田正樹 平19.2.14 
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４ 総 務 報 告 

(1) 施 設 

   所在地 三条市大字棚鱗 178 

   建物面積（延）  10,922.02ｍ2 

   圃場面積             26.2ha 

 

(2) 事業予算 (単位：千円) 

財     源 
科    目 予算額 

国 庫 使用料 財産収入 その他 一般財源 

運営費 9,678    46 9,642 

維持管理費 17,804   63  17,741 

経常研究費 2,552     2,552 

ほ場・飼育管理費 36,020   33,788  2,232 

受託試験費 1,804    1,804 

種苗供給・指導事業費     

政策研究費 16,951   6,580 9,615 756 

備品整備費 498     498 

施設整備費     

庁舎修繕費     

その他 2,592     2,592 

その他（他課事業） 14,212      

合   計 102,111 0 0 40,431 11,455 36,013 

注）その他（他課事業費）は農業総合研究所費以外の予算。 

 

(3) 職員一覧 

所   属 職    名 氏  名 所   属 職    名 氏  名 

 
総務課 

センター長 

総務課長 

主査 

主任 

技術員 

 〃 

 〃 

 〃 

 〃 

 〃 

 〃 

 〃 

 〃 

 〃 

 〃 

 〃 

 〃 

 〃 

〃 

夏井 啓介 

笠原 松雄 

石附 富子 

山澤 芳子 

嘉藤 太加雄 

佐野 誠五 

坂井 輝男 

渡邉 幸蔵 

蒲澤 正 

目黒 長十 

小柳 俊一 

石月 一夫 

皆木 里志 

飯塚 光夫 

目黒 正介 

高山 肇 

酒井 直樹 

渋谷 誠 

若林 祐志 

 

 

酪農肉牛科 

 

 

 

養豚・養鶏科 

 

 

 

環境・飼料科 

 

 

 

繁殖工学科 

技術員 

〃 

(酪農肉牛科長) 

主任研究員 

 〃 

 〃 

参事(養豚･養鶏科長) 

主任研究員 

 〃 

 〃 

参事(環境･飼料科長) 

主任研究員 

 〃 

 〃 

(繁殖工学科長) 

専門研究員 

主任研究員 

 〃 

研究員 

長谷川 元 

高橋 稔郎 

伊藤 徹三 

島津 是之 

関  誠 

高橋 英太 

田村 祐一 

佐野 晃 

時田 正樹 

大久保剛揮 

矢田部憲一 

小柳 渉 

荒木 創 

平栁 恵子 

木戸 高至 

中川 邦昭 

中川  浩 

内山 保彦 

瀬田 剛史 
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(4) 職員の異動 

発令月日 転出入 氏 名 新所属・職名 旧所属・職名 

平成 18 年 

４月１日付 

転 出 高橋 勝夫 

佐藤 義政 

安藤 義昭 

高橋 朋子 

分水高事務長 

妙法育成牧場 場長代理 

畜産課主任 

新発田農業振興部 普及指導員 

総務課長 

繁殖工学科主任研究員 

環境・飼料科主任研究員 

養豚・養鶏科研究員 

 転 入 

 

 

 

 

所 内 

笠原 松雄 

島津 是之 

大久保剛揮 

中川 浩 

平栁 恵子 

夏井 啓介 

伊藤 徹三 

木戸 高至 

総務課長 

酪農肉牛科主任研究員 

養豚養鶏科主任研究員 

繁殖工学科主任研究員 

環境・飼料科主任研究員 

センター長 

酪農肉牛科長 

繁殖工学科長 

はまぐみ小児会計課長 

三条農業振興部主査 

新潟農業振興部主任普及指導員 

中央家畜保健衛生所主任 

村上農林振興部普及指導員 

参事（酪農肉牛科長） 

繁殖工学科長 

酪農肉牛科専門研究員 

平成 18 年 

10 月１日付 

採 用  瀬田 剛史 繁殖工学科研究員  

平成 18 年 

３月 31 日付 

退 職 土田 利栄 

佐藤 太郎 

 センター長 

繁殖工学科主任研究員 

 

(5) 購入研究備品及び施設建設 

   なし 

 

(6) 派遣研修者 

研 修 名 研修者名 研 修 目 的 期 間 研修期間 

平成 18 年度農林水産分

野依頼研究 

内山保彦 牛採胚成績の向上に関す

るホルモン動態の解明と

ホルモン測定方法等の習

得 

平 18.5.10～8.9 （独）農業生物資

源研究所 動物科

学研究領域 

平成 18 年度都道府県農

業関係研究員等専門研修 

荒木創 耕地雑草の生態と防除研

究に関する研修 

平 18.8.23～8.24 （独）中央農業総

合研究センター  

 

(7) 参観者数 

 各種研修 畜産関係者 一般見学 計 

回 数 

人 数 

６回 

73 人 

５回 

68 人 

10 回 

632 人 

21 回 

779 人 

 

(8) 無体財産など 

ウ 登録品種 

農林水産物の種類 登録品種の名称 登録年月日 

豚ランドレース系統 ニホンカイＬ２ 平 14.12.20 

 

(9) 栄 誉 

  なし 
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５ 気 象 

観測場所：農業総合研究所・畜産研究センター（三条市大字棚鱗、北緯 37 度 33 分、東経 139 度 4 分、標高 85m） 

(1) 月別気象 

平均気温（℃） 最高気温（℃） 最低気温（℃） 降水量(mm) 日照時間(h) 

年月 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 
17 10 15.4 14.8 19.7 19.6 11.2 10.1 135.0 192.2 105.7 136.3 

 11 8.9 8.7 12.6 13.2 5.1 4.4 278.0 277.3 69.4 90.6 

 12 0.6 3.7 2.8 7.2 -1.6 0.4 437.0 347.8 31.4 57.3 

18 1 -0.3 0.9 2.7 3.9 -3.2 -1.3 167.5 310.1 37.9 58.1 

 2 1.4 1.0 5.2 4.2 -2.3 -1.8 237.5 197.3 71.9 83.4 

 3 4.0 3.9 8.4 8.0 -0.5 -0.4 281.5 149.9 107.1 135.1 

 4 8.9 10.6 14.1 16.4 3.6 4.6 147.5 111.6 126.4 173.3 

 5 16.4 15.9 21.9 21.9 11.0 9.9 135.5 130.5 122.5 194.7 

 6 21.1 20.4 25.9 25.1 16.3 15.6 181.0 160.0 106.3 158.1 

 7 23.1 24.3 26.0 28.5 20.1 20.0 619.5 235.8 61.6 169.6 

 8 27.1 25.9 32.1 30.6 22.1 21.2 76.5 179.0 236.7 196.0 

 9 21.3 21.2 25.9 25.7 16.7 16.7 160.5 183.1 147.9 138.7 

 10 16.2 14.8 21.2 19.6 11.1 10.1 192.0 192.2 142.3 136.3 

 11 10.2 8.7 14.3 13.2 6.0 4.4 306.5 277.3 93.1 90.6 

 12 4.4 3.7 7.6 7.2 1.3 0.4 377.5 347.8 29.3 57.3 

19 1 3.0 0.9 6.0 3.9 -0.1 -1.3 277.5 310.1 75.7 58.1 

 2 3.7 1.0 8.1 4.2 -0.7 -1.8 161.5 197.3 95.5 83.4 

 3 4.8 3.9 9.0 8.0 0.5 -0.4 219.0 149.9 73.6 135.1 

(注) 平年は昭和 46 年から平成 12 年の平均。月別気温は平均値。降水量、日照時間は合計 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

VI 食品研究センター  

 

食品研究センター長 

穀類食品科 

総 務 課 

園芸特産食品科 

食品工学科 

 

米穀食品グループ

 
植物蛋白食品グループ

 
菓子甘味食品グループ
 
青果物流通グループ

 
園芸利用食品グループ
 
醸造食品グループ
 
生産工学グループ
 
生物機能工学グループ
組織構成図
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１ 研 究 概 要 

(1) 研究課題及び調査事業一覧 

予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

県特 (1) 県産大豆を利用した豆腐の高品質安定製造技術の確立 

601 イ 変動に対応した安定製造条件の確立 

602  ウ 高品質豆腐製造条件の確立 

平 16～18 

平 16～18 

平 17～18 

 

植物蛋白食品 

 〃 

経常   (2) 安全でおいしい「ブランド新潟」食品の開発 

603 ア  低カロリー米加工品の開発 

604 イ 植物由来起泡性蛋白質の開発 

605 ウ 県産農産物を活用したブランド食品の開発 

606 エ 新規大豆発酵食品の開発 

607 オ 米糠成分を活用した機能性成分の開発 

608  カ 機能性を持たせたテキスタイル素材の食品への利用 

平 17～19 

   〃 

   〃 

   〃 

   〃 

   〃 

   〃 

 

米穀食品 

   〃 

菓子甘味食品 

醸造食品 

生産工学 

生産工学 

経常     (3) 微生物・酵素を利用した高品質県産品の開発 

     ア 微生物・酵素による野菜・果実の加工前処理条件の検討 

609   (ア) 原料処理条件の検討 

610 (イ) 酵素処理条件の検討 

611 (ウ) 微生物・酵素の利用による褐変防止技術、及び脱苦味 

    等の検討 

     ア 特長ある微生物・酵素利用によるダイズ成分の高機能化

技術の開発 

612   (ア) 特徴ある微生物利用によるダイズ食品の品質改善・高

機能化 

613 (イ) 機能性成分含有ダイズ食品の開発 

614  ウ 酵素利用による緑ギンナンの果肉除去方法の検討 

平 17～19 

 

   〃 

   〃 

   〃 

 

 

 

   〃 

 

   〃 

   〃 

 

 

青果物流通 

   〃 

園芸利用食品 

 

 

 

醸造食品 

 

園芸利用食品 

青果物流通 

 
 

(2) 研究成果及び調査事業概要 

601 変動に対応した安定製造条件の確立 

 (野呂・諸橋・高橋(誠)) 

県内産地の異なるエンレイ 20 点を用いて豆腐の凝

固性に関与する成分について調査した。その結果、大

豆種皮率が高いと豆乳中に含まれる多糖類含量が増

加し、豆腐は軟らかくなる傾向にあった。そこで、呉

の調製時に種皮を添加・除去し豆腐を製造したところ、

種皮を添加すると豆腐は軟らかく、取り除くと豆腐は

硬くなった。また、呉が沸騰するまでの時間を短くす

ることでも硬い豆腐の製造が可能であった。 

602 高品質豆腐製造技術の確立 

 (野呂・諸橋、高橋(誠)) 

青臭みの少ない豆腐の製造法を検討した。既存の豆

腐製造方法である生搾り法を一部改良し、生呉を加温

した状態（90℃）で搾り、その後、煮沸し豆乳とした。
この方法で豆乳を調整することで、通常法（煮取り法）

と比べて青臭み成分である n-ヘキサナール量を約
40%低減することができた。なお、定量は豆乳中に含

まれる n-ヘキサナールとジニトロフェルラジンを反
応させ、その誘導体物質をＨＰＬＣで測定した。 

603 低カロリー米加工品の開発 

 (本間・赤石・吉井) 

米加工における難消化性澱粉（RS）の増減技術への

基礎的知見集積を目的に、今年度はアミロース含量の

異なる９品種を比較しながら精白米、米加工時におけ

る RS量を測定した。また RSを増加させる技術につ
いて、保存方法による変化を検討した。精白米の RS
含量はアミロース含量に関わらず約 80％程度であっ
た。炊飯米や煎餅ではアミロース含量が高いほど RS
含量は高かった。炊飯米を 60℃72時間、25℃24時間
保存した場合、RS含量の増加は認められなかった。 
604 植物由来起泡性蛋白質の開発 

 (野呂・本間・吉井) 

卵白代替となる植物蛋白質素材の探索と性状把握

のために大豆中より蛋白質の抽出・分画を行い各画分

の起泡性・乳化性について検討した。その結果、7Ｓ
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グロブリン画分について卵白と同等の起泡性が認め

られた。また、7Sグロブリン画分、pHを調節して沈
殿させた画分について、乳化性が認められた。7S グ
ロブリン画分を調製してエンゼルケーキを試作した

結果、焼成直後生地は膨らんでいたが、時間とともに

しぼみ、生地はのり状となった。 

605 県産農産物を活用したブランド食品の開発 

 (高橋(誠)・浅野・中島) 

脂質成分の機能性が注目されるエゴマの有効活用

に向け、エゴマ成分の加工法・加熱による変化、及び、

粉砕性向上に向けた条件等を検討した。 

エゴマ利用菓子モデルの加工工程で、総ポリフェ

ノール（Folin-Denis 法反応物）量は増加した。脂肪

酸には大きな変化は認められなかった。また、エゴマ

を 0.8％炭酸ナトリウムで処理することにより、粒硬

度の低減に効果が認められた。 

606 新規大豆発酵食品の開発 (下條・渡辺) 

脱皮しない丸大豆と脱皮大豆、さらに脱皮大豆を2

～5mm角に割砕したものについて、蛋白質の加熱変性

の度合いを比較したところ、割砕したもので蛋白分解

率が高くなる傾向が見られた。またこれらの大豆を用

いて味噌を試醸したところ、割砕大豆を用いることで

蛋白分解率が高くなるとともに、味噌のＹ値が高くな

る傾向が認められた。 

大豆種皮の酵素による糖の生成は、品種や加熱時間

により異なった。 

607 米糠成分を活用した機能性成分の開発 

 (佐藤(和)・中島) 

加水分解によってリン酸基数の異なる複数のフィ

チン酸加水分解物を生じることを見いだした。これら

の精製標品を得るために大容量の陰イオンクロマト

グラフィ－を行い複数の粗分画物を得た。フィチン酸

加水分解物の Ca吸収促進作用を in  vitroで測定する
ために、予備実験としてフィチン酸と Caとの沈殿形
成能を測定した。フィチン酸と Caを一定時間混合す
ると溶液状態の Ca濃度は低下した。 
608 機能性を持たせたテキスタイル素材の食品への

利用 (高橋(靖)・佐藤(和)・浅野) 

エチレンを除去する鮮度保持包装材料の開発を目

的とし、本年度は各種エチレン除去素材の性能を評価

し、Pt５%活性炭、KMnO4、市販剤（CSパック）、PdCl2、

Au-Pdコ－ティング石英ウ－ル、珪藻土、活性炭、備
長炭などで効果を確認した。また、テキスタイル素材

のアニオン化についてはセルロ－ル系繊維、ポリエス

テル繊維に対して効率的な処理が可能であった。 
609 原料処理条件の検討 (佐藤(嘉)) 

加工原料の追熟方法は、均一性を確保するため予冷

処理を行い、中間選別し、目標とする原料の熟度を定

め、製造日から回帰式を使って逆算し、温度管理する

と簡便である。 

610 酵素処理条件の検討 (佐藤(嘉)) 

正常果と石ナシ果の熟度別に分けた場合、熟度が進

むと果実硬度が小さく、色度a*が高くなり、果実の酵
素処理による上清収率は、果実の熟度に影響され適熟

果実の収率が高まり、処理時間に影響された。 

酵素処理の評価をする場合、果実熟度を揃え、適熟

以上にする必要があると考えられた。 

611 微生物・酵素の利用による褐変防止技術、及び脱

苦味等の検討 (西脇・浅野) 

渋柿の用途拡大、新たな加工品の開発を目的に、タ

ンナーゼを有する乳酸菌を利用した柿の渋味低減化

の検討を行った。タンナーゼは柿渋の渋味低減化には

若干の効果を示すが、グルコースが存在する環境下で

は、乳酸菌によるタンナーゼ発現は抑制され、効果は

低減することが示唆された。 

612 特徴ある微生物利用によるダイズ食品の品質  

改善・高機能化 (渡辺・下條) 

県内産の漬物、味噌、醤油等の加工食品や、県内産

の野菜、果物等から発酵微生物を選抜した。現時点で、

103サンプルから乳酸菌101株、酵母54株、耐塩性酵母
38株を分離した。 
菌種別の機能性スクリーニングとして、乳酸菌はＧ

ＡＢＡ生成能11株、増粘物生成能20株を分離し、また
アルコール生成能を有する酵母28株、耐塩性酵母14
株を分離した。 

613 機能性成分含有ダイズ食品の開発 

 (西脇・浅野) 

ダイズタンパク質を基質としたマイタケプロテアー

ゼの性状を把握するために検討を行った。マイタケプロ

テアーゼは Leu, Ala, Val, Phe, Serの C末端側で優先的
に反応が起きていると推定された。また、ダイズタン

パク質の糖鎖部分もマイタケ酵素によって遊離され

ることが示唆された。 

614 ギンナンの成熟特性の把握 (佐藤(嘉)) 

流通に適した緑ギンナンは、出荷・流通過程での乾

燥による減量、固化状況から推察すると塩水選で比重

1.14沈核以上のものが適した。また、採取時期が遅く
なると硬化し易い特性を確認した。 
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２ 研 究 成 果 

(1) 新技術情報 

ア 普及に渡した技術情報 (平成 19 年度新潟県農林水産業研究成果集に掲載) 

No. 成  果  名 担 当 

 
1 

【普及技術】 
納豆用極小粒大豆「東山 204 号」の選定 

 
作物研、高冷地農技、佐渡
農技、食品研 

 
1 
2 

【活用技術】 
県産地鶏の低利用部位の高温高圧処理による可食化 
新たな風味を有する４種類の液状発酵調味料の製造法 

 
食品研 園芸特産食品科 
食品研 園芸特産食品科 

 

イ 研究成果情報 
(ア) 研究情報 (平成 19 年度新潟県農林水産業成果集別冊（研究情報）に掲載) 

No. 成  果  名 担 当 

1 
2 
3 
4 

HPLC 分析におけるポストカラム加熱法によるプロアントシアジニン類の検出 
「ル レクチエ」追熟管理モデル 
県産大豆の種皮と大豆多糖類含量が豆腐加工性に与える影響 
米及び米加工品における難消化性澱粉の測定 

食品研 園芸特産食品科 
食品研 園芸特産食品科 
食品研 穀類食品科 
食品研 穀類食品科 

 

 (イ) 関東東海北陸研究成果情報（平成 18 年度関東東海北陸農業研究成果情報に掲載） 

No. 成  果  名 担 当 

 【技術】  
1 
 
2 
3 

(普及) グルテンを使用しない米粉パンの製造法 
 
(参考) 低アミロース米の米菓加工適性 
(普及) 納豆用極小粒大豆「東山 204 号」の選定 
 

食品研 穀類食品科、 
基盤研究部 
食品研 穀類食品科 
作物研、高冷地農技、佐
渡農技、食品研 

 【科学】  
 (なし)  

 【行政】  
 (なし)  

 
(2) 研究発表 
ア 学会誌等投稿 

論 文 名 
( 執 筆 者 名 ) 

掲載誌名等 発行年月 

＜報文＞ 
Properties and Components of the Floury and Sugary Mutant Rice Cultivars  

Developed in the Hokuriku Region  
(N. Homma, K. Morohashi, Y. Youichi, H. Hosokawa and K. Miura＊) 
 ＊（独）中央農研・北陸農研センター 

 
Food Sci. Technol. Res., 
Vol.12,213-217 

 
平18.8 

Oryzacystatin-II, a cystatin from rice (Oryza sativa L. japonica), is a dimeric 
protein: possible involvement of the interconversion between dimer and 
monomer in the regulation of the reactivity of Oryzacystatin-II 
（S. Ohtsubo, M. Taiyoji, T. Kawase*1, M. Taniguchi*1, E. Saitoh*2） 
*1新潟大学、*2新潟工科大学 

J. Agric. Food Chem. 平 19.3 
 

味噌の機能性食品と容器 
（渡辺聡） 

食品と容器 平 19.3 
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イ 講演発表 

発 表 題 名 
( 発 表 者 名 ) 

学 会・研 究 会 名 
（ 掲 載 誌 名 等 ） 

開催年月日 

Characterization of gelatinolytic activity in the skin of rainbow trout
（E. Saitoh*1, E. Okamoto*1, S. Yamamoto*1, Y. Hayakawa*1, T. 
Hoshino*1, M. Onodera*1, S. Ohtsubo and M. Taniguch*2） 
*1新潟工科大学、*2新潟大学 

第 20 回国際生化学・分子生物学会
議（IUBMB）サテライト国際シンポ
ジウム『生命現象における蛋白分
解とその調節』 

平18.06.25 
～26 

米及び米加工品における難消化性澱粉含量 
（本間紀之、赤石隆一郎、吉井洋一） 

日本食品科学工学会第 53 回大会 平18.08.29 
 

A two-dimensional gel system of zymography and reverse 
zymography enabling to characterize proteases and protease inhibitors
（E. Saitoh*1, E. Okamoto*1, S. Yamamoto*1, Y. Hayakawa*1, T. 
Hoshino*1, M. Onodera*1, S. Ohtsubo and M. Taniguch*2） 
*1新潟工科大学、*2新潟大学 

5th International Conference on  C
ysteine Proteinases and Their Inhi
bitors:  From structure to regulati
on and biology 

平18.09.02 
～06 

イネ新奇シスタチン、オリザシスタチン－II の生化学的特性
化：構造と酵素阻害活性に対する加熱処理の影響 
（川合雄次郎*1、山崎里佳*1、丹羽祐基*1、川瀬智一*1、蔀泰幸*1、
大坪貞視、斎藤英一*2、谷口正之*1） 
*1新潟大学、*2新潟工科大学 

日本生物工学会平成 18 年度大会 平18.09.11 
～13 

グルテンを使用しない米粉パンの製造技術 
（野呂渉） 

にいがた産学技術交流フェア
2006 

平18.10.04 
 

豆科植物の種子に含まれるシステインプロテアーゼインヒビ
ターの包括的解析 
（早川佳見*1、佐藤律子*1、伊勢村知子*1、大坪貞視、谷口正之*2、
斎藤英一*1） 
*1新潟工科大学、*2新潟大学 

平成 18 年度日本生化学会関東支
部例会 

平18.10.06 
～07 

サケ科魚類体表上皮の新奇システインプロテアーゼインヒビ
ターの同定 
（星野隆*1、山本慎也*1、岡本永史郎*1、大坪貞視、千葉晃*1、佐
藤律子*1、伊勢村知子*2、斎藤英一*1） 
*1新潟工科大学、*2日本歯科大学  

平成 18 年度日本生化学会関東支
部例会 

平18.10.06 
～07 

食用菊カキノモトの食品素材化と機能性 
（高橋靖、西脇俊和、浅野聡、中島正晴、長谷川望*1、小林義典
*2） 
*1ＪＡ白根、*2新潟薬科大学応用生命科学部 

平成 18 年度食品関係技術研究会 平18.11.01 

食用菊‘カキノモト’の生理特性と品質評価 
（佐藤嘉一、浅野聡、西脇俊和、高橋靖、中島正晴） 

園芸学会平成 19 年度春季大会 平19.03.24 
～25 

ＨＰＬＣ分析におけるポストカラム加熱法によるプロアントシ
アニジンの検出 
（浅野聡、西脇 俊和、佐藤嘉一） 

園芸学会平成 19 年度春季大会 平19.03.24 
～25 

３種のイネ由来組換えオリザシスタチンの調製とその生化学的
性質の比較 
（川瀬智一*1、蔀泰幸*1、川合雄次郎*1、斎川陽子*1、太養寺真弓、
小林仁*2、斎藤英一*3、大坪貞視、谷口正之*1） 
*1新潟大学、*2アグリ・フーズバイオ研究部、*3新潟工科大学 

日本農芸化学会 2007 年度大会 平19.03.24 
～27 

コメ・システインプロテアーゼインヒビターの網羅的解析のた
めの活性検出方法 
（太養寺真弓、蔀泰幸*1、川瀬智一*1、谷口正之*1、斎藤英一*2、
大坪貞視） 
*1新潟大学、*2新潟工科大学 

日本農芸化学会 2007 年度大会 平19.03.24 
～27 

 
(3) 現地指導 
なし 
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３ 技術援助及び行政対応活動 

(1) 指針及び行政資料の執筆 
  なし 
 
(2) 成果発表会、研修会、関係会議等 

担当 開催年月日 名 称 内 容 参集人員 対応講師等 

平 18. 9. 7 
 
 

餅製造技術講習会 
 

①特徴ある餅加工品の試作検討状 
②うるち米・もち米及びその加工にお
ける難消化性澱粉について 
③玄米の発芽とフィターゼ活性 

28 
 
 

 

赤石隆一郎 
本間紀之 
 
諸橋敬子 

平18.10.10 
～13 

うるち米菓製造実技
研修会 

①うるち米菓製造における基礎知識 
②製造実技研修 

    6 
 

吉井洋一、本間紀之 
赤石隆一郎 

平18.10.23 
～27 

もち米菓製造実技研
修会 

①もち米菓製造における基礎知識 
②製造実技研修 

    8 
 

吉井洋一、本間紀之 
赤石隆一郎 

平 19. 2.23 
 
 
 
 

米粉製造技術講習会 
 

①白玉粉の乾燥条件が品質に与える
影響 
②食用菊（かきのもと）を利用した菓
子への機能性付与 
③玄米粉とその加工における難消化 
性澱粉について 

   18 
 
 

 

赤石隆一郎 
 
高橋誠 
 
本間紀之 

米
穀
食
品 

平 19. 3.15 
 
 
 
 

米菓製造技術講習会 
 

①製造技術担当者に望むこと 
 
②米及び米加工品における難消化性
澱粉について 
③篩別した米粉の性状とうるち米 
菓加工性 
④米菓製造実技研修会報告 

   43 
 
 

 

米菓組合 
丸山智 氏 
本間紀之 
 
吉井洋一 
 

越後製菓 
鷲頭政展 氏 
みながわ製菓 
中村世一 氏 

穀 
 
類 
 
食 
 
品 
 
科 

植
物
蛋
白
食
品 

平 18. 9.29 第１回豆腐勉強会 
 

①実験室規模での豆腐の製造と試験
方法 
②市販豆腐の官能評価から 
③大豆のにおい成分について（参考） 

   21 
 

 

諸橋敬子 
 
野呂渉 
   〃 

 

菓
子
甘
味
食
品 

平 19. 2. 9 
 
 

平成１８年度菓子講
習会 

①カキノモトの機能性成分につい 
て 
②菊花弁の効率的な分離方法の検 
討 
③食用菊（カキノモト）を利用した特
産加工品の開発 
④菊花弁の食用素材化に向けた加工
法の検討 

19 
 
 

中島正晴  
 
古川機工  
古川氏 
高橋誠 
 
新生ﾊﾞｲｵ 
田村氏 

平18. 4.25 納豆研修会 大豆新品種を使用した高品質納豆製
造 

   20 渡辺聡 
下條明 

平18. 5.24 新潟県味噌鑑評会 県産味噌・高品質味噌の官能評価    20 渡辺聡 
下條明 

園
芸
特
産
食
品
科 

醸
造
食
品 平18. 6. 7 醸造食品研修会 「あやこがね」の味噌加工性・大豆処

理水の有効利用 
40 下條明 

渡辺聡  
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担当 開催年月日 名 称 内 容 参集人員 対応講師等 

食
品
工
学
科 

生
産
工
学 

平18. 4.19 食用菊カキノモトの
利用拡大に向けた講
習会 

①カキノモトの機能性と食品素材化
について 
②カキノモトの花弁とガクの分離法
について 

34 中島正晴 
 
高橋靖 

 

(3) 農業大学校 

専 攻 学 年 科 目 授業時間 講 師 

園芸経営科 1 学年 野菜総論・果樹総論・花

卉総論 

4 佐藤嘉一 

 
(4) 農業技術学院 

授業時間数 
教 科 名 

講義 演習 実験 実習 計 
講 師 

農産加工論    12 12 渡辺聡、諸橋敬子、本間紀之、佐藤嘉一 

 
(5) その他講師派遣 

年月日 主 催 者 行  事 内  容 講 師 

平 18. 9.12 新潟県製菓衛生師協会 製菓衛生師試験受験準備
講習会 

製菓理論、製菓実技 高橋誠 

平 18.10.12 県学校給食会 学校給食米飯品質審査会 給食米飯の品質審査・講評 中村幸一 
平 18.11.15 食品・流通課 米粉利用洋菓子製造講習

会 
米粉を利用した洋菓子の製造 高橋誠 

平 18.11.24 にいがたフードサポー
ト研究会 

にいがたフードサポート
研究会設立総会記念講演
会 

米粉の製法開発と今後の活用
展開 

吉井洋一 

平 19. 1.17 職業能力開発協会 菓子製造技能検定 和・洋菓子製造実技試験 中村幸一 
平 19. 2.25 新潟県蒟蒻協同組合 新年総会講演会 県産蒟蒻の品質について 諸橋敬子 
平 19. 3.22 新潟県なまめん工業協

同組合 
定期総会講演会 麺類研究の動向について 野呂渉 

平 18. 4.12  県味噌技術会 統一仕込試験 淡赤色味噌の製造技術 渡辺聡 
下條明 

平 18. 4.18  県醤油組合連合会 県醤油組合技術委員会 醤油粕の有効利用等 渡辺聡 
平 18. 6. 5 経営普及課 あんぽ柿研修 あんぽ柿の加工と保存 佐藤嘉一 
平 18. 6.13 県醤油組合連合会 県醤油組合技術委員会 魚醤油製造等 渡辺聡 
平 18. 7.10 JA 全農新潟 エダマメ品質向上研修 枝豆の鮮度保持技術 佐藤嘉一 
平 18. 7.11 中越醤油味噌組合 中越醤油味噌組合技術委

員会 
淡赤色味噌の製造技術等 渡辺聡 

平 18. 7.25 弥彦枝豆生産組合 エダマメ品質向上研修 枝豆の鮮度保持技術 佐藤嘉一 
平 18. 7.31 ギンナン研究会 ギンナン研修会 ギンナンの収穫、鮮度保持技術 佐藤嘉一 
平 18. 8. 6 JA全農新潟 フルーツフェスティバル 果物の機能性 佐藤嘉一 
平 18. 9. 5 県醤油組合連合会 県醤油組合技術委員会 醤油粕の有効利用・魚醤油製造 渡辺聡 
平 18. 9.19 県味噌技術会 統一仕込試験 淡赤色味噌の製造技術 渡辺聡 

下條明 
平 18. 9.22 県醤油組合連合会 醤油講演会 醤油の多様化 松本伊左尾 

渡辺聡 
平 18. 9.27 巻町消費者協会 消費者協会講習会 野菜・果物の鮮度保持 佐藤嘉一 
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年月日 主 催 者 行  事 内  容 講 師 

平 18.10. 4 納豆組合 納豆研修会 納豆製造技術 下條明 
渡辺聡 

平 18.10.16 新潟県果樹振興協会 ル レクチエ追熟研修会 ル レクチエの追熟技術 佐藤嘉一 
平 18.10.19 中越醤油味噌組合 味噌鑑評会 味噌の鑑評と講評 渡辺聡 
平 18.10.24 JA全農新潟 ギンナン研修会 ギンナンの流通技術 佐藤嘉一 
平 18.10.24 越後味噌組合 味噌鑑評会 味噌の鑑評と講評 渡辺聡 

下條明 
平 18.10.25 経営普及課 現地課題解決研修 あんぽ柿の製造技術 佐藤嘉一 

平 18.11.14 全国味噌組合  全国味噌鑑評会 味噌の鑑評と講評 渡辺聡 
平 18.11.22 納豆組合 納豆研修会 大豆新品種の納豆製造技術 下條明 

渡辺聡 
平 18.12. 1 新潟県果樹振興協会 ル レクチエ果実品評会 食味の評価法と本年の果実品

質 
佐藤嘉一 

平 18.12. 6 県醤油組合連合会 県醤油組合技術委員会 魚醤油製造及び鑑評等 渡辺聡 
平 19. 1.17 越後味噌組合青年部 マッチング事業研修会 大豆新品種の味噌製造技術 渡辺聡 
平 19. 1.24 越後味噌組合 講演会 味噌の衛生管理等 渡辺聡 
平 19. 1.30 JA全農新潟 おけさ柿次年度対策会議 柿の脱渋特性 佐藤嘉一 
平 19. 2. 2 食品産業協会 枝豆利活用推進会議 枝豆の鮮度保持と原料品質 佐藤嘉一 
平 19. 2. 5 県醤油組合連合会 県醤油組合技術委員会 米醤油製造・魚醤油大量製造 渡辺聡 
平 19. 2. 8 職業能力開発協会 味噌技能検定 味噌技能検定実技試験 渡辺聡 

下條明 
平 19. 2.16 県味噌技術会 技術情報伝達講習会 統一仕込試験実施内容等 渡辺聡 
平 19. 2.23 納豆組合 納豆現地研修会 納豆鑑評会に伴う現地研修 渡辺聡 
平 19. 3. 5 越後味噌組合青年部 マッチング事業研修会 大豆新品種の味噌製造技術 渡辺聡 

下條明 
 
(6) 研修生受け入れ 

氏名 所属 研修目的 受け入れ期間 受け入れ部・科 

韮沢和史 長岡工業高等専門学校 平 18. 7.31～ 8.11 園芸特産食品科 

野中咲菜絵  

機能性成分分析技術、味
噌・納豆製造技術他習得   

前原良祐 新潟薬科大学 平 18. 8.21～ 8.25 食品工学科 

小菅稔  

機能性成分の知識・分析技
術、素材利用技術習得   

笠原信哉 石山味噌株式会社 微生物培養全般 平 18. 9. 1～10.31 園芸特産食品科 

大滝昂秀   平 18.11. 1～12.28  

 
(7) 取材対応 

年月日 取材機関 取 材 内 容     応対者    報道日 
平18.6.30 ＢＳＮＴＶ 糠漬とヨーグルトの乳酸菌の違い 西脇俊和 平18.7.6 
平18.7.14 オフィス２１(ＴＶ東京) 日本最古のスパゲティー製造機 中村幸一 平18.8.4 

平18.7.18 ＢＳＮＴＶ おいしい枝豆の条件 佐藤嘉一 平18.7.18 

平18.10.12 
 

日本経済新聞 
 

食用菊のガク取り装置 
 

中島正晴、 
高橋靖 

平18.10.14 
 

平18.12.21 ＮＨＫ新潟放送 魚醤油の開発 渡辺聡 平19.1.11 

平19.3.8 日本経済新聞 米粉パンの開発経緯、特徴 中村幸一 平19.3.12 

平19.3.23 産経新聞 微細米粉の開発経緯、用途 中村幸一 平19.3.25 
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(8) 実地指導回数 

区  分 工場指導 来所指導 電話・メール指導 

米穀食品 15 147 587 

植物蛋白食品  7  75 407 

菓子甘味食品 14  39 151 

青果物流通  2 120 376 

園芸利用食品  6  89 211 

醸造食品 13 121 377 

生産工学 16   30  59 

生物機能工学  5  11  17 

合計 78 632 2,185 
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４ 総 務 報 告 

(1) 施 設 

    所 在 地 加茂市新栄町 2番 25 号 

    建物面積 延 4068.83ｍ2 
 
(2) 事業予算 (単位：千円) 

財     源 
科    目 予算額 

国補 手数料 財産収入 その他 一般財源 
運営費 4,331   1,142 35 3,154 
維持管理費 12,975   75  12,900 
経常研究費 3,056   1,696  1,360 
ほ場・飼育管理費 0      
受託試験費 0      
種苗供給・指導事業費 358     358 
政策研究費 13,561    6,846 6,715 
備品整備費 0      
施設整備費 0      
庁舎修繕費 12,231     12,231 
その他 2,151     2,151 
その他（他課事業） 1,165      
合   計 49,828 0 0 2,913 6,881 38,869 
注）その他（他課事業）は農業総合研究所費以外の予算。 
 

(3) 職員一覧 

所   属 職    名 氏  名 所   属 職    名 氏  名 

 

総務課 

 

センター長 

総務課長 

主任 

松本 伊左尾 

鈴木 誉士 

荒木 いづみ 

園芸特産食品科 

 

 

 

 

 

参事 (園芸特産食品科長) 

専門研究員 

主任研究員 

 〃 

 〃 

 〃 

江村  学 

浅野  聡 

渡辺  聡 

下條  明 

佐藤 嘉一 

西脇 俊和 

穀類食品科 穀類食品科長 

専門研究員 

主任研究員 

 〃 

 〃 

研究員 

 〃 

中村 幸一 

吉井 洋一 

諸橋 敬子 

本間 紀之 

高橋  誠 

赤石 隆一郎 

野呂  渉 

食品工学科 食品工学科長 

専門研究員 

 〃 

主任研究員 

 〃 

 〃 

星野  卓 

中島 正晴 

大坪 貞視 

佐藤 和人 

高橋  靖 

太養寺 真弓 

 

(4) 職員の異動 

発令月日 転出入 氏 名 新所属・職名 旧所属・職名 

平成 18 年 

４月１日付 

転 出 

 

 

 

転 入 

 

 

角田 拡延 

 

秋本 隆司 

 

鈴木 誉士 

 

赤石隆一郎 

三条地域振興局・農業振興部・庶務

課長 

農業総合研究所・企画情報部・専門

研究員 

総務課長 

 

穀類食品科・研究員 

総務課長 

 

穀類食品科・専門研究員 

 

三条地域振興事務所・地域振興課

長 

新発田地域振興局・農業振興部・

普及課・普及指導員 
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(5) 購入研究備品及び施設建設 
   なし 
 
(6) 派遣研修者 

研修名 研修者名 研修目的 期 間 講師 
平成 18 年度短期集
合研修  

赤石隆一郎 数理統計（基礎編） 平 18.11.6～11.10 （独）農業・食品産
業技術総合研究機構 

    
(7) 参観者数 

行政関係 食品企業関係 農業関係 そ の 他 合    計 

6 回 2 回 5 回 4 回 17 回 

128 人 8 人 68 人 130 人 334 人 

 
(8) 無体財産権など 
ア 特許権 

発 明 の 名 称 発明者 
出願番号 
出願年月日 

特許広報広告 
年月日・番号 

(公開広報 番号・年月日) 
特許登録番号・年月日 

米粉の製造方法及びその利用食品 有坂将美 
  他２名 

平02-173670 
平02.06.29 

(平04-73979 平04.11.25) 第1866267号 
平06.08.26 

柿羊かんとその製造方法 中村幸一 
  他１名 

平03-349335 
平03.11.01 

(平07-016360 平07.03.01) 第2014578号 
平08.02.02 

乳酸菌を利用した米の処理方法及びそ 
の米を利用した加工食品並びに低タン 
パク質米飯の製造方法 

江川和徳 
  他１名 

平05-44290 
平05.01.25 

(平06-217719 平06.08.09) 第2706888号 
平09.10.17 

食品、米及び豆類の処理方法並びに当 
該処理方法により処理された米及び豆 
類を使用した加工食品 

江川和徳 
  他２名 

平07-354087 
平07.12.29 

(平09-182564 平09.07.15) 第 3053565 号 
平 12.04.07 

米粉及び米磨砕乳液の製造方法 江川和徳 
  他２名 

平07-354088 
平07.12.29 

(平06-217719 平06.08.09) 第 3061561 号 
平 12.04.28 

冷凍サイクルを用いた追熟システム(共 
同) 

浅野聡 
  他１名 

平09-043956 
平09.02.27 

(平10-234293 平10.09.08) 第 3413046 号 
2003.03.28  

米に付着した細菌及び酵母菌を除去す 
る細菌及び酵母菌の除去方法並びに低 
タンパク質米の製造方法 

江川和徳  
  他２名 

平09-187641 
平09.06.28 

(平11-9204 平11.01.19) 第 3174747 号 
2001.03.30 

サワーブレッドの製造方法 
（共同） 

中村幸一 
 他１名 

平10-98352 
平10.03.25 

(平11-266775 平11.05.25) 第 3180900 号 
2001.04.20 

小麦粉の代替品となる米粉の製造方法 
及び当該米粉を使用した加工食品 

江川和徳 
 他３名 

平10-358139 
平10.12.16 

(2000-175636 平 12.06.27) 第 3076552 号 
平 12.06.09 

柿渋利用食品の製造方法及び米加工品 
の製造方法 

江川和徳 
  他７名 

平10-358871 
平10.12.17 

(2000-175639 平 12.06.27) 第 3086679 号 
平 12.07.07 

粳米加工製品の製造方法、餅状整形体 
の製造方法及びα粉の製造方法 

江川和徳 
  他３名 

平10-374365 
平10.12.28 

(2000-189086 平 12.07.11) 第 3295654 号 
2002.04.05 

アミノペプチダーゼ及びその製造法（共
同） 

西脇俊和 
 他２名 

平11-355619 
平11.12.15 

(2001-169779 2001.06.26) 第 3388264 号 
2003.01.17 

米の処理方法 江川和徳 
  他３名 

2000-89096 
平12.03.28 

(2001-269127 2001.10.02)  

サクラの赤色色素を用いた食品の着色 
方法及びモモの赤色色素を用いた食品
の着色方法 

中村幸一 
  他４名 

2000-89097 
平12.03.28 

(2001-269134 2001.10.02)  
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発 明 の 名 称 発明者 
出願番号 
出願年月日 

特許広報広告 
年月日・番号 

(公開広報 番号・年月日) 
特許登録番号・年月日 

イチゴ培養細胞を用いたアントシアニ
ンの製造方法 

浅野聡 
 他５名 

2000-99688 
平12.03.31 

(2001-275694 2001.10.09)  

高機能食品及びその製造方法 諸橋敬子 
 他３名 

2000-99689 
平12.03.31 

(2001-275612 2001.10.09) 第 3425406 号 
2003.05.02 

豆乳カードの製造方法 金井政人 
 他３名 

2000-124440 
平 12.04.25 

(2000-312564 2000.11.14) 第 3533144 号 
2004.03.12 

マイタケを用いた高機能食品の
製造方法 

吉水聡 
 他５名 

2000-156548 
平 12.05.26 

(2001-333732 2001.12.04) 第 3748360 号 
2005.12.19 

米菓の製造方法（オーブン利用） 鍋谷隆史 
 他２名 

2000-357179 
平 12.11.24 

(2002-153215 2002.05.28)  

高イソフラボン含有豆腐の製造方法及
び高イソフラボン含有豆腐 

楠正敏 
 他２名 

2000-360725 
平 12.11.28 

(2002-159274 2002.06.04)  

米菓の製造方法（温水に浸漬） 吉井洋一 
 他２名 

2000-385540 
平 12.12.19 

(2002-186426 2002.07.02)  

大豆を用いた調味料の製造方法 渡辺聡 
 他２名 

2001-220953 
H13.07.23 

(2003-024003 2003.01.28)  

味噌の製造法 渡辺聡 
 他４名 

2001-289224 
H13.09.21 

(2003-093012 2003.04.02) 第 3624213 号 
2004.12.10 

大豆粉砕物の製造方法及び大豆
含有食品 

中村幸一 
 他１名 

2001-218512 
H13.07.18   

(2003-023989 2003.01.28) 第 3590951 号 
2004.09.03 

テロメラーゼ阻害剤及び食品組
成物 

大坪貞視 
 他２名 

2001-256589 
H13.08.27 

(2003-061615 2003.03.04)  

沢庵臭の除去方法 西脇俊和 
 他１名 

2002-208202 
H14.07.17 

(2004-049040 2004.02.19) 第 3909384 号 
2006.11.29 

焼菓子の製造方法 中村幸一 
 他３名 

2002-221757 
H14.07.30 

(2004-057110 2004.02.26)  
 

柿渋の製造方法 佐藤嘉一 
 他１名 

2002-231968 
H14.08.08 

(2004-065174 2004.03.04) 第 3629563 号 
2004.12.14 

抗菌剤および抗歯周病剤 佐藤和人 
 他４名 

2002-364053 
H14.12.16 

(2004-196672 2004.07.15)  

パン製造用の米粉及び米粉を用
いたパンの製造方法 

中村幸一 
他１名 

2004-64815 
H16.03.08 

(2005-245409 2004.09.15)  

抗肥満剤、医薬品及び飲食品 中島正晴 
 他１名 

2005-76302 
H17.03.17 

(2006-257018 2006.09.28)  

花弁とガクの分離装置及びその
花弁 

高橋靖 
  他２名 

2005-377472 
H17.12.28 

  

 

(9) 栄 誉 

    なし 
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VII 高冷地農業技術センター 組

高冷地農業技術センター長

庶  務 

地域農業研
織構成図
 

 

究 
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１ 研 究 概 要 

(1) 研究課題及び調査事業一覧 

予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

経常     (1) 雪及び高標高条件を活かした特徴ある園芸作物の開発 

     ア 雪を活用した野菜の予冷・保冷技術の検討 

701   (ア) 雪氷水予冷方法の検討 

平18～20  

 

 

県事 702 (2) 大豆奨励品種決定調査 

 

昭54～  

県事     (3) 県ブランド品目拡大緊急技術確立 

     ア いちご 

703   (ア) 地域条件を活かした超促成栽培技術の確立 

   イ アスパラガス 

  （ア）多雪地域における高収量栽培技術の確立 

704    ａ 立茎長期どり栽培における播種時期の検討(１月～２ 

月) 

705  ｂ 立茎長期どり栽培における播種時期の検討(３月～５ 

月) 

706  ｃ 立茎長期どり栽培における立茎本数と先刈り有無の検 

      討 

平17～18  

国委 707 (4) 小豆ウイルス病抵抗性特性検定試験 

 

平15～  

受託 (5) 農林公社委託 

708  ア 野菜栽培(キャベツ)における加工苦土肥料の施用効果

確認 

709 イ 夏秋いちご栽培におけるケイ酸加里肥料の効果確認 

 

平18  

 

 

(2) 研究成果及び調査事業概要 

701 雪氷水予冷方法の検討 (小林) 

雪水予冷の基礎データを得た。屋内(平均気温 17～

25℃)で、15～16℃の水に体積比で「水：雪＝７：３」、

「水：雪＝８：２」の割合で雪を投入すると、水温５℃

状態をを８時間保つことができる。 

702 大豆奨励品種決定調査 (小林) 

大豆奨励品種決定調査事業として、極小種５品種、

黒豆種２品種について調査した。本事業の選定基準よ

り、極小種では「東山 204 号」、黒豆種では「東山黒

215 号」を「やや有望」と評価した。 

703 地域条件を活かした超促成栽培技術 (小林) 

いちご｢越後姫｣の高冷地育苗苗の実用性について

調査した。高冷地育苗苗は、開花始めが 12 月中旬以

降となり、収穫は２月中旬以降となる。超促成栽培の

活用には、花芽分化促進を図る育苗方法が必要になる。   

また、標高450ｍの多雪地域において、低温暗黒苗

(育苗地：聖籠町)は８月下旬から９月上旬までの間に

定植すると、年内収穫が可能になる。 

704 立茎長期どり栽培における播種時期の検討(１月 

～２月) (大竹) 

２月９㎝区は育苗と定植作業にやや手間がかかる

が、１年目の生育量が大きく２年目の収量が最も多か

った。よって、多雪地域におけるアスパラガスの早期

収量確保には､温室で２月上旬に128穴セルトレイに

播種し４月に９㎝ポットに鉢上げして育苗した苗を､

５月中旬に定植することが適している。 

705 立茎長期どり栽培における播種時期の検討(３月 

～５月)                             (大竹) 

３月区は１年目の生育量が大きく２年目の収量が

最も多かった。よって、多雪地域におけるアスパラガ

スの早期収量確保には､128穴セルトレイで育苗する

場合、温室で３月上旬に播種して育苗した苗を､５月

中旬に定植することが適している。 

706 立茎長期どり栽培における立茎本数と先刈り有
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無の検討 (大竹) 

立茎本数の違いは収量に影響し、4.5本では１年目 

の収量は低いが２年目収量の低下割合が小さいこと 

、1.5本では１年目の収量は高いが２年目収量の低下 

割合が大きいことが確認された。 

707 小豆ウイルス病抵抗性特性検定試験 (横山) 

８月15日及び９月８日の２回、ウィルス発生程度 

の調査を行った。ウィルス発病指数は､すべて「１」 

で軽度な発生であり、本試験をもって抵抗性の強弱 

を断定するのは難しいと思われた。その中で、「十系 

953号」が最も抵抗性が強く、次いで「十系154号」が 

 

強いと思われた。 

708 野菜栽培(キャベツ)における加工苦土肥料の施 

用効果確認 (横山) 

加工苦土肥料は、慣行施肥と同程度の生育・収量で

あった。加工苦土肥料は､粒が小さく斉一であり､粉の

飛散もなく、散布時の作業性が良かった。 

709 夏秋いちご栽培におけるケイ酸加里肥料の効果

確認 (小林) 

四季成り性品種イチゴ栽培において、ケイ酸加里肥

料の施用による収量・品質への効果を調査した。本畑

へ施用した結果、収量・品質に差は見られなかった。 
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２ 研 究 成 果 

(1) 新技術情報 

ア 普及に渡した技術情報 (平成19年度新潟県農林水産業研究成果集に掲載) 

No. 成  果  名 担 当 

 
1 

【普及技術】 
納豆用極小粒大豆「東山204号」の選定  

 
作物研・育種科、高冷地
農技、佐渡農技、食品研 

 
1 
 
2 
3 

【活用技術】 
アスパラガスの生産者ニーズに対応した２つの育苗方法 
 
高標高条件を活かした夏秋どりいちごの栽培方法 
高標高畑におけるヘアリーベッチによる緩傾斜休閑農地の耕地保全 
 

 
園芸研・栽培・施設科、
高冷地農技 
高冷地農技 
高冷地農技、基盤研究部 

 

イ 研究成果情報 

(ア)研究情報 (平成19年度新潟県農林水産業成果集別冊（研究情報）に掲載) 

No. 成  果  名 担 当 

1 新潟県におけるオリエンタル系ユリ「カサブランカ」球根養成栽培での球根肥
大及びノーズ発達の地域間差異 

園芸研・栽培・施設科、
中山間地農技、高冷地
農技 

 
(イ) 関東東海北陸研究成果情報（平成18年度関東東海北陸農業研究成果情報に掲載） 

No. 成  果  名 担 当 

1 【技術】  

 (普及) 納豆用極小粒大豆「東山204号」の選定 作物研、高冷地農技、 

佐渡農技、食品研 

 【科学】  

 (なし)  

 【行政】  

 (なし)  

 
(2) 研究発表 

 ア 学会誌等投稿 
   なし 
 
  イ 講演発表 

発 表 題 名 
( 発 表 者 名 ) 

学 会・研 究 会 名 
( 掲 載 誌 名 等 ) 開催年月日

ユリの球根養成における茎刈り取り処理が切り花品質に及

ぼす影響 

（堀本貴則） 

園芸学会北陸支部  平18.11.16
～17 
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(3) 現地指導                                                                                        
ア  研究成果名：アスパラガス立茎長期収穫栽培の収穫開始１～３年目における立茎開始時期と収穫量（平成 
    17年度活用技術） 
担当部署 
担 当 者 

担当普及指導センター 
担当農業者 実施場所 

 実施回数 
（年月日）

指導内容 

大竹孝夫 十日町 
十日町市及び津南町のア
スパラガス栽培農家 

高冷地農技、 
十日町市・津南
町現地ほ場 

３回 
平18.5.16 
平18.8.9 
平18.10.31

アスパラガス立茎長期どり栽培にお
ける立茎方法のポイントについて 
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３ 技術援助及び行政対応活動 

(1) 指針及び行政資料の執筆 

発 行 誌 名 発 行 者 発行年月 執 筆 者 

くらしの中の科学技術 新潟県立女子短大 平18.4 横山和男 

 

(2) 成果発表会、研修会、関係会議等 
開催年月日 成果発表会・研修会・会議等の名称 参集人数 対応講師等 
平18. 6.28 平成18年度研究成績発表会（中山間地農技と合同）  93 横山和男、大竹孝夫 

小林孝章、堀本貴則 
 
(3) 農業大学校 
  なし 

 
(4) 農業技術学院 
  なし 
 

(5) その他講師派遣 

年月日 主 催 者 行  事 内  容 講 師 

平18.5.25 津南うるい出荷組合 山菜栽培研修会 ウルイを主体とした山

菜栽培技術 

横山和男 

 
(6) 研修生受け入れ 

  なし 

 

(7) 取材対応 

  なし 
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４ 総 務 報 告 

(1) 施 設 

      所在地 中魚沼郡津南町大字中深見乙7910 

      敷地面積 46,541.32ｍ2(圃場面積3.35ha) 

      建物面積 1,452.79ｍ2 

 

(2) 事業予算 (単位：千円) 

財  源  別 
科    目 予算額 

国庫 手数料 財産収入 その他 一般財源 

運営費 2,247   723 32 1,492 

維持管理費 2,349   15  2,334 

経常研究費 1,431   700  731 

ほ場・飼育管理費 599     599 

受託試験費 2,469    2,469  

種苗供給・指導事業費 0      

政策研究費 1,874     1,874 

備品整備費 0      

施設整備費 0      

庁舎修繕費 0      

その他 292     292 

その他（他課事業費） 1,294      

合   計 12,555 0 0 1,438 2,501 7,322 

注）その他（他課事業費）は農業総合研究所費以外の予算。 

 

(3) 職員一覧 

所   属 職    名 氏  名 所   属 職    名 氏  名 

 

(庶務) 

(研究) 

 センター長 

 副  参  事 

 専門研究員 

 主任研究員 

長井 隆 

石野 勇 

横山 和男 

大竹 孝夫 

(研究) 主任研究員 

研究員 

技術員 

 〃 

小林 孝章 

堀本 貴則 

桑原 義久 

樋口 晴人 

 

(4) 職員の異動 

発令月日 転出入 氏 名 新所属・職名 旧所属・職名 

平成18年 

４月１日

付 

転 出 

 

転 入 

横山 泰之 

 

小林 孝章 

新潟地域振興局新津支局農業振興

部・主任普及指導員 

高冷地農技・主任研究員 

高冷地農技・主任研究員 

 

南魚沼地域振興局農林振興部・普

及指導員 

 

(5) 購入研究備品及び施設建設 

なし 

 

(6) 派遣研修者 

なし 

 

(7) 参観者数 

農業者 行政関係 その他 合計 

６回 125名 ４回 67名 ２回 37名 229名 
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(8) 無体財産権など 

  なし 

 

(9) 栄 誉 

  なし 
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５ 気  象 

観測場所：農業総合研究所・高冷地農業技術センター 

    （中魚沼郡津南町大字中深見7910、北緯36度59分、東経138度41分、標高452m） 

(1) 月別気象 

平均気温(℃) 最高気温(℃) 最低気温(℃) 降水量(mm) 日照時間(hr) 積雪深(cm) 

年月 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 

平18 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

平19 1 

 2 

 3 

6.0 

13.7 

19.4 

21.4 

24.9 

19.0 

14.4 

8.2 

2.3 

0.4 

1.3 

2.4 

7.8 

14.1 

18.5 

21.9 

23.4 

18.9 

12.8 

7.0 

1.7 

-1.3 

-1.5 

1.5 

10.4 

18.9 

23.6 

24.5 

29.8 

23.1 

18.6 

12.1 

5.4 

3.2 

5.1 

6.5 

12.5 

19.1 

22.5 

25.8 

27.6 

22.7 

16.7 

10.9 

4.8 

1.4 

1.4 

4.9 

1.8 

8.5 

15.7 

18.8 

20.7 

15.4 

10.7 

4.4 

-0.4 

-2.3 

-2.3 

-1.2 

3.5 

9.4 

14.9 

18.8 

19.8 

15.5 

9.0 

3.4 

-1.2 

-4.3 

-4.9 

-2.1 

118 

100 

31 

460 

54 

161 

251 

158 

262 

95 

87 

108 

81.5 

105.3 

136.5 

177.8 

155.0 

183.1 

147.4 

160.3 

207.5 

237.4 

172.6 

113.8 

110.9 

123.0 

104.2 

51.9 

226.8 

136.6 

142.7 

106.1 

74.3 

91.4 

109.6 

92.2 

157.2 

149.4 

96.8 

105.0 

146.1 

99.6 

118.6 

107.4 

90.7 

68.7 

76.3 

111.1 

138.7 

0.0 

- 

- 

- 

- 

- 

0.0 

17.1 

54.7 

49.5 

28.8 

90.3 

3.1 

- 

- 

- 

- 

- 

2.8 

41.3 

144.1 

228.8 

205.7 
 (注) 1 気温・降水量・日照時間の平年値は気象台の平均値を示す。 
 2 気温については月間平均値を、降水量、日照時間については月間合計値を示す。 
 3 積雪深は午前９時積雪深の平均値を示す。 
 4 積雪深の平年値は午前９時積雪深の昭和45年～平成12年の平均値を示す。 
  
(2) 雪の総括（平成18年11月から平成19年５月まで） 

根雪初日 根雪終日 根雪日数（日） 最深積雪(cm) 同左月日 

当年 平年 当年 平年 当年 平年 当年 平年 当年 平年 

平18 

12.3 

 

12.10 

平19 

3.30 

 

4.24 

 

118 

 

137 

 

88 

 

299 

平19 

1.13 

 

2.10 

 

(注) 平年は昭和50年（1975年）～平成12年（2000年）の平均値を示す。 
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１ 研 究 概 要 

(1) 研究課題及び調査事業一覧 

予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

県特     (1) 中山間地域特産園芸品目の高品質安定生産技術の確立 

801  ア カリフラワー花芽分化要因の解明と異常花らい発生回避

法の開発  

     イ 魚沼を対象としたスイカの１株４果どり技術の開発と小

玉スイカ栽培技術の確立 

802  （ア）小玉スイカの品種比較試験 

803 （イ）小玉スイカの２番果の収穫方法の検討 

   ウ ブルーベリーの多雪地域向け優良品種の選定 

804 （ア）露地栽培における品種特性と栽培性 

805 （イ）ポット(鉢植え)栽培における品種特性と栽培性 

806 （ウ）ブルーベリー果実の色素成分調査 

807 （エ）露地栽培における雪害防止技術の確立 

   エ ヒガンバナの野鼠被害軽減効果の検証と大量増殖法の確

立 

808 （ア）ヒガンバナの野鼠等被害軽減効果の検証 

    (2) 背負い動力散布機を利用したグランドカバー植物の効率

的直播き被覆技術の確立 

809 ア グランドカバー植物の種子直播き試験 

810  イ グランドカバー植物の裁断茎による直播き被覆技術の開 

発 

平 16～18 

〃 

 

 

 

〃 

〃 

 

〃 

〃 

〃 

〃 

 

 

〃 

 

 

〃 

〃 

 

 

(2) 研究成果及び調査事業概要

801 カリフラワー花芽分化要因の解明と異常花らい

の発生回避法の開発 (大井) 

花芽分化は、定植以降の気温が低い条件下（平均気

温 19℃以下）で極早生、早生品種の花芽分化までの

日数短縮および葉数が減少する。 

また、ライシーおよびフィージーの発生が少ない品

質の良い花らいを収穫するには、花芽分化後の平均気

温が 18℃から 22℃が適すると思われる。                      

802 小玉スイカの品種比較試験 (長谷川) 

魚沼地域で小型トンネル改良整枝栽培（開閉式）に

おいて姫甘泉に比べ有望と思われる品種は、「姫甘泉

５号」、「ひとりじめロング」、「ＴＢＣ99」が有望であ

る。 

803 小玉スイカの２番果の収穫方法の検討(長谷川) 

小型トンネル改良整枝栽培（開閉式）でお盆前に２

番果を収穫終了する方法は、４月第５半旬に定植し、

１番果を子づる着果させ、１番果の収穫７日前から２

番果を人工受粉させることで可能と思われる。なお、

さらに品質の良い２番果を収穫させるには、２番果の

着果個数や施肥方法の検討が必要である。 

804 露地栽培における品種特性と栽培性 (上林) 

中山間地域におけるブルーベリーの有望品種を樹

勢、雪害回復性、収量性、食味を基準として、９品種

(「ランコカス」、「ブルークロップ」、「プル」、「レカ」、

「ブルーヘブン」、「ジャージー」、「コビル」、「ウッ

ダード」、「ティフブルー」)選定した。また、栽培適

合品種の特性と収穫期から品種を組み合わせ、観光農

園(長期収穫、良食味)型、生果出荷(良食味)型、加工

(多収量、高色素)型として利用可能であると考えられ

る。 

805 ポット(鉢植え)栽培における品種特性と栽培性

 (上林) 

ブルーベリーのポット栽培は、生育の劣りもなく、

収量も確保できた。また、冬期間の移動によって雪害

も防止できるため、中山間地域でのブルーベリー栽培

として、有望であると思われる。しかし、定植３年目

にはポット内に根が充満し、クロロシスや紅葉が見ら

れたため、生育条件は厳しいと思われ、これらの対策

が必要であると考えられる。 

806 ブルーベリー果実の色素成分調査 (上林) 

機能性成分であるアントシアニンの果実含量を調

査した。その結果、品種や栽培方法によって異なると
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思われる。 

807 露地栽培における雪害防止技術の確立 (上林) 

中山間地域におけるブルーベリーの簡便な雪害方

法として、慣行の冬囲いに加えて肥料袋を活用し、樹

の上部にくくりつける方法は、雪を滑り落とし、枝折

れを軽減できるため、有望であると考えられる。 

808 ヒガンバナの野鼠等被害軽減効果の検証     

 (長谷川) 

ヒガンバナの野鼠、モグラの被害軽減効果は確認で

きなかった。今回の試験はヒガンバナ栽植密度が最大

でも 16 球／㎡で球根間隔が 20 ㎝以上あり、野鼠はそ

の間から進入してくると思われた。球根間隔がない暗

い密植状態にならないと被害軽減効果はないと思わ

れる。 

 

809 グランドカバー植物の種子直播き試験 

(長谷川) 

背負い動散で詰まることなくほぼ均一に播種する

には、①シャッター口を 1.7 ㎜開ける、②風速５～８

m/s（風量 0.35～0.49）の強さでまくことで可能であ

る。また、安定的被覆のポイントは、①雑草より早く

発芽させるため、20℃から 25 ℃の水に１日～３       

日間浸漬後に播種をする、②播種前後の雑草対策のた

め、黒ポリマルチを播種の２ヶ月前に被覆する、③法

面の水分を十分確保し発芽しやすい環境を作るため、

雨の前日に黒ポリマルチを除去する、④種子の流亡や

法面の湿気保つため、有孔ポリ等を発芽までベタがけ

することである。 

810 グランドカバー植物の細断茎による直播き被覆

技術の開発 (長谷川) 

背負い動散を利用し細断茎を直播きするとシャッ

ター口が詰まるため、その部分や風量調整の改良が必

要である。また、細断茎の直播き技術は、法面の水分

不足や雑草による細断茎の浮き上がり、枯死し被覆は

できなかった。これを可能にするには①播種前に黒ポ

リマルチを２ヶ月程度被覆し雑草の発生を抑制する、

②法面の水分を十分に確保するため雨の前日に黒ポ

リマルチ除去することが必要と考えられる。 
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２ 研 究 成 果 

(1) 新技術情報 

ア 普及に渡した技術情報（平成 19 年度新潟県農林水産業研究成果集に掲載） 

No. 成  果  名 担 当 

 【普及技術】 

(なし) 

 

 

1 

 

2 

3 

4 

【活用技術】 

柔らかい葉柄と主茎を食べる新形態ウワバミソウ(仮称：うおぬまミズナ)の栽培
方法 

中山間地域に適したブルーベリーの有望品種と栽培組み合わせ利用 

中山間地域に適したブルーベリーの簡易雪害防止法 

魚沼地域に適した小玉すいかの品種特性 

 

中山間地農技 

 

中山間地農技 

中山間地農技 

中山間地農技 

 

イ 研究成果情報 

(ア) 研究情報（平成 19 年度新潟県農林水産業成果集別冊（研究情報）に掲載） 

No. 成  果  名 担 当 

1 

 

 

2 

新潟県におけるオリエンタル系ユリ「カサブランカ」球根養成栽培での球根肥大

及びノーズ発達の地域間差異 

 

魚沼地域における小玉スイカ２番果のお盆前収穫法 

園芸研 栽培・施設科、

中山間地農技、高冷地農

技 

中山間地農技 

 

   (イ) 関東東海北陸研究成果情報（平成 18 年度関東東海北陸農業研究成果情報に掲載） 

No. 成  果  名 担 当 

 【技術】  

 (なし)  

 【科学】  

 (なし)  

 【行政】  

 (なし)  

 

(2) 研究発表 

ア 学会誌等投稿 

   なし 

 

 イ 講演発表 

   なし 

(3) 現地指導 

ア 研究成果名：黒ポリマルチを利用した“ひめいわだれそう”導入１年目の雑草対策（平成 18 年度普及技術） 

担当部署 
担 当 者 

担当農業普及指導ｾﾝﾀｰ 
担当農業者 

実施場所 
 実施回数 
（年月日） 

指導内容 

中山間地農技 

長谷川秀夫 

十日町 

ｸﾞﾗﾝﾄﾞｶﾊﾞｰﾌﾟﾗﾝﾂ苗生産

者、生産意向者 

三条 

尾崎泉地区生産組合、刈

谷田土地改良区等長岡 

十日町市 

 

 

三条市（旧栄町） 

 

３回 
平18.5.18 
平18.7.12 

平18.12.14 

 

細断茎を使った大量マット苗養成法等 

定植方法を法面で実施指導 

細断茎を使った大量マット苗養成法、黒

ポリマルチの設置方法等 
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３ 技術援助及び行政対応活動 

(1) 指針及び行政資料の執筆 

  なし 

 

(2) 成果発表会、研修会、関係会議等 

開催年月日 成果発表会・研修会・会議等の名称 参集人数 対応講師等 

平 18.6.28 平成 18 年度試験成績合同発表会 100 人 長谷川秀夫他 

平 18.7.28 平成 18 年度中山間地農業技術センター中間検討会 30 人 長谷川秀夫他 

 

(3) 農業大学校 

  なし 

 

(4) 農業技術学院 

  なし 

 

(5) その他講師派遣 

年月日 主 催 者 行  事 内  容 講 師 

平 18.4.10 えちご川口農業振興

公社 

直売所向け切花栽培について

の座談会 

直売所向けの宿根草の紹介 

 

徳高敦子 

平 18.7.13 JA 十日町 JA 十日町山菜組合総会 中山間地農業技術センターに

おける山菜研究の紹介 

大井克則 

 

平 18.12.10 

 

新潟県ジネンジョ協

議会 

平成 18 年度ジネンジョ品評会 

 

ジネンジョ審査 

 

長谷川秀夫 

 

平 19.3.2 ほりのうち花き園芸

組合宿根草部会 

宿根草出荷反省会 ナルコユリ栽培について 徳高敦子 

平 19.3.7 新稲作研究会 平成 18 年度新稲作研究会成績

検討会および講演会 

背負い動力散布機を利用した

グランドカバー植物の効率的

な直播き被覆技術の確立 

長谷川秀夫 

 

(6) 研修生受け入れ 

  なし 

 

(7) 取材対応 

年月日 取材機関 取材内容 応対者 報道日 

平18.8.22 
 
 

日本農業新聞 
 
 

中山間地農業技術センターで取り組んで
いる研究内容について 
 

長谷川秀夫 
大井克則 
徳高敦子 

平18.9.6 
平18.9.12 
 

平18.12.26 日本農業新聞 「山菜品目と栽培のポイント」について 大井克則 平19.1.7 
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４ 総 務 報 告 

(1) 施 設 

    所 在 地 新潟県北魚沼郡川口町牛ケ島 135-1 

    建物面積 4,182 ｍ2（2,436 ｍ2） 

    圃場面積 畑 6.0 ha 

 

(2) 事業予算 (単位：千円) 

財     源 
科    目 予算額 

国補 手数料 財産収入 その他 一般財源 

運営費 4,036   128 35 3,873 

維持管理費 4,162     4,162 

経常研究費 1,028     1,028 

ほ場・飼育管理費 1,423     1,423 

受託試験費 911    911  

種苗供給・指導事業費 0      

政策研究費 2,627    896 1,731 

備品整備費 0      

施設整備費 0      

庁舎修繕費 0      

その他 0      

その他（他課事業費） 502      

合   計 14,689 0 0 128 1,842 12,217 

注）その他（他課事業費）は農業総合研究所費以外の予算。 

 

(3) 職員一覧 

所  属 職  名 氏  名 所  属 職  名 氏  名 

 

(庶務) 

 

(研究) 

 

センター長 

副参事 

技術員 

専門研究員 

主任研究員 

里村 孝一 

鷲頭 隆 

青木 忠 

長谷川 秀夫 

大井 克則 

(研究) 主任研究員 

職員 

技術員 

〃 

徳高 敦子 

上林 千裕 

大渕 昇 

廣井 一 

 

(4) 職員の異動 

発令月日 転出入 氏 名 新所属・職名 旧所属・職名 

平成 18 年 

４月１日付 

転 入 鷲頭 隆 

 

徳高敦子 

中山間地農技・副参事 

 

中山間地農技・主任研究員 

十日町地域振興局地域整備部・計

画専門員 

魚沼地域振興局農業振興部・普及

指導員 

 

平成 18 年 

３月 31 日付 

転 出 

退 職 

大塚英昭 

高橋廣敏 

 

園芸研究センター・主任研究員 中山間地農技・主任研究員 

中山間地農技・副参事 

 

(5) 購入研究備品及び施設建設 

  なし 

 

(6) 派遣研修者 

  なし 
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(7) 参観者数 

農業者 行政関係 その他 合 計 

 ８回 

87 名 

９回 

47 名 

６回 

10 名 

23 回 

144 名 

 

(8) 無体財産権など 

ア 特許権 

発 明 の 名 称 

 

 

発明者 

 

 

出願番号 

出願年月日 

 

   特許広報広告 

年月日・番号 

（公開広報 番号・年月日） 

特許登録番号・年月日 

 

 

紙シルクの製造装置及び紙

シルクの製造方法 

吉原常男 

外１名 

平 11-133028 

平 11.5.13 

(2000-316422 平 12.11.21) 

 

第 3306025 号 

 平 14.5.10 

 

(9) 栄 誉 

なし 
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５ 気 象 

観測場所：農業総合研究所・中山間地農業技術センター 

  (北魚沼郡川口町牛ケ島 135－1、北緯 37 度 17 分、東経 138 度 51 分、標高 135m) 

本年値：平 18、平年値：昭和 59～平 16 の平均値 

(1) 月別気象 

平均気温(℃) 最高気温(℃) 最低気温(℃) 降水量(mm) 日照時間(hr) 

月 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 

1   -1.1   -0.1    1.5    3.0   -4.1  -2.8   409.0  440.7   35.1   45.2 

2    0.0    0.1    3.8    3.7   -3.7  -3.1   290.5  295.1   68.8   65.2 

3    2.2    2.8    7.0    7.5   -1.3  -1.2  298.0  186.1  101.9  109.3 

4    6.1    9.3   12.1   15.7    1.3   3.7  183.5  102.6   91.6  157.3 

5   15.2   15.6   21.2   21.5    9.8   10.2  126.0  121.1  108.8  160.8 

6   19.9   20.1   25.0   24.9   15.7   15.9  100.0  169.2   77.0  113.8 

7   21.9   23.9   25.5   28.4   19.3   20.0  501.0  231.7   48.9  128.7 

8   25.6   25.3   31.2   30.3   21.3   21.0   73.5  170.9  227.0  173.9 

9   19.7   20.9   24.7   25.5   16.0   17.0  174.5  170.4  136.7  116.6 

10   19.3   14.4   25.3   19.2   12.4   10.3  210.0  183.7  115.3  114.0 

11 10.3    8.2   17.0   12.9    5.9    4.1  240.0  278.0   69.1   81.1 

12  3.4    2.7    6.5    6.2    0.9   -0.3  422.5  395.2   34.2   57.6 

(注) 1 気温、積雪深については平均値、降水量、日照時間については合計値である。 

   2 気温は白金抵抗温度計、降水量は融雪溢水式転倒降雨桝、日照時間は太陽電池式日照計で測定した。 

 

(2) 雪の総括 

平年値：昭 46～平 12 の平均値 

初雪月日 終雪月日 根雪初日 根雪終日 根雪日数(日) 最深積雪(cm) 同左月日 

本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 

12. 1 11.18 4. 5 4. 3 12.29 12.18 3.27 4.15  89 120  79 233 2. 3 2.11 

(注) 雪に関するデータについては、当該年度秋から翌年消雪（平 18～平 19 消雪）を本年値とする。 
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IX 佐渡農業技術センター 
 

組

佐渡農業技術センター長

庶  務

作物研

園芸研

地域農業研究
織構成図
 

究グループ 

究グループ 
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１ 研 究 概 要 

(1) 研究課題及び調査事業一覧 

予算 

区分 
課 題 名 年 次 分  担 

県事 901 (1) 水稲奨励品種決定調査 昭 35～ 作 物 

県事 902 (2) 大麦奨励品種決定調査 昭 53～ 作 物 

県事 903 (3) 大豆奨励品種決定調査 昭 52～ 作 物 

県事     (4) イチジク「ビオレ・ソリエス」の安定生産技術の確立 

904 ア 結果母枝長が生態・結果習性に及ぼす影響 

905 イ 果実の成熟特性について 

 

平 18 

 〃 

 

園 芸 

 〃 

経常     (5) トキの野生復帰に向けた環境保全型稲作と佐渡産作物品

質向上栽培技術の確立 

     ア 冬期湛水水稲栽培技術の確立 

906   (ア) 生育、収量、品質の検討 

907   (イ) 雑草防除法の検討 

908   (ウ) 環境および生物相調査 

     イ 「コシヒカリ」および酒米品種の品質向上試験 

   (ア) 新施肥法の検討 

909  ａ 栄養周期説稲作の検討 

910  ｂ 中干し未実施ほ場試験 

911   (イ) カメムシ薬剤防除技術の検討 

912   (ウ) 酒米の品質向上試験 

913   (エ) 水稲気象感応調査 

914   (オ) 潮風害試験 

 （カ）登熟期栄養診断 

915  ａ 一発施肥の検討 

916  ｂ 登熟期栄養診断 

   ウ 大豆及びソバの安定栽培法 

917 (ア) 有望品種等の安定栽培技術 

918 (イ) 佐渡に適する夏そばの選定 

919 (ウ) 大豆気象感応調査 

平 18～20 

 

 

〃 

〃 

〃 

 

 

〃 

〃 

〃 

〃 

昭 47～ 

平 18～20 

 

〃 

〃 

 

〃 

〃 

昭 60～ 

 

 

 

作 物 

  〃 

  〃 

 

 

  〃 

  〃 

〃 

  〃 

  〃 

〃 

 

  〃 

〃 

 

  〃 

〃 

〃 

受託     (6) 水稲新農薬の適応試験 

920  ア 新除草剤の適応性試験 

 

平 18 

 

作 物 
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予算 

区分 
課 題 名 年 次 分  担 

経常     (7) おけさ柿と佐渡野菜のブランド強化のための技術開発 

 ア 佐渡おけさ柿の簡易な大玉生産方法の確立 

921   (ア) 大玉生産を可能にする栽培方法の検討 

922   (イ) 選果データの解析による大玉・高収益生産技術の解明 

イ 佐渡おけさ柿の効果的な減農薬方法の開発 

923   (ア) 病害虫防除実証 

924   (イ) カバークロップによる除草作業の軽減 

925   (ウ) 病害虫発生予察 

ウ 佐渡地域における多様なかき品種の特性把握 

926   (ア) 生態生育調査 

927   (イ) 「朱鷺乙女」の特性調査 

928   (ウ) 多様な品種の特性調査 

929  (エ) 気象災害被害樹の影響調査 

エ 春季における露地野菜の高品質安定栽培のための技術開

発 

930   (ア) ブロッコリーにおけるべたがけ被覆の実用性の検討 

931   (イ) レタスにおけるべたがけ被覆の実用性の検討 

平 17～19 

 

〃 

〃 

 

〃 

〃 

〃 

 

平 7～ 

平 12～ 

平 16～ 

平 17～19 

 

 

平 17～19 

〃 

 

 

園 芸 

 〃 

 

 〃 

 〃 

 〃 

 

 〃 

 〃 

 〃 

 〃 

 

 

〃 

 〃 

 

(2) 研究成果及び調査事業概要 

901 水稲奨励品種決定調査         （板谷越・金井） 

 極早生１系統、早生１系統、中晩生７系統を供試し

た。早生１系統、中晩生４系統を有望、中晩生３系統

をやや有望、極早生１系統を再検討とした。 

902 大麦奨励品種決定調査         （板谷越・金井） 

 １系統を供試し、「北陸皮 35 号」を打ち切りとし

た。 

903 大豆奨励品種決定調査         （金井・板谷越） 

 極小粒品種４系統、黒豆品種２系統を供試した。極

小粒品種２系統を再検討、２系統を打ち切りとした。

黒豆品種２系統をやや有望とした。 

904 結果母枝長が生態・結果習性に及ぼす影響 

（伊藤）    

結果母枝と生態・結果習性の関係では、切り返しを

しない中庸な長さの結果母枝で着果、果実の着色、収

穫時期が早まり、着果数が多くなる傾向がみられた。

また、主枝の分岐点から１ｍ以内に発生した結果母枝

の着果数は少なかった。 

905 果実の成熟特性について           （伊藤） 

着果時期が早い果実ほど収穫時期が早くなった。た

だし、着果から収穫までの日数は果実ごとのバラツキ

が大きく、これを日平均気温の積算値で試算すると、

全体では 2,500℃・日程度だったが、早熟果では

1,900℃・日、晩熟果では 2,800℃・日と大きな較差

がみられた。また、６月下旬から着果し始めたが、７

月後半は一時着果が停滞し、８月に入って再び着果す

る状況がみられた。 

906 生育、収量、品質の検討   （板谷越・金井） 

 冬期湛水不耕起水稲栽培における最適な追肥の施

用量及び時期を検討した。追肥の量及び時期による収

量及び品質の明確な違いはみられなかった。慣行栽培

と比較すると、収量、登熟歩合などはほぼ同じだった

が、玄米タンパク含有率が高く、１穂当たり籾数が多

く倒伏しやすいという違いがみられた。また根の分布

は浅かったものの、根量は慣行とほぼ同じだった。 

907 雑草防除法の検討      （板谷越・金井） 

 冬期湛水不耕起水稲栽培における、ドジョウ、菜種

油かす、ソバ茎、塩による雑草防除法を検討した。ド

ジョウはアール当たり６kg 投入することで雑草を７

割抑制できた。菜種油かすはアール当たり 15kg 投入

することでコナギを抑制した。ドジョウのアール当た

り３kg 以下、菜種油かすのアール当たり 10kg 以下、

ソバ茎及び塩の投入では、抑草効果は小さかった。 

908 環境および生物相調査    （板谷越・金井） 

 冬期湛水不耕起水稲栽培が環境に与える影響につ

いて調査した。慣行栽培と比較して、湛水時に泥中の

イトミミズ数が多く確認された。また他の水中生物も

多くの種類がみられた。 

909 栄養周期稲作の検討     （金井・板谷越） 

 穂肥の有無と施用時期、リン酸や石灰施用の有無に

ついて場内で検討した。穂肥施用により穂長や収量が

やや大きくなるが、施用時期による明確な違いはなか

った。リン酸や石灰の味度値等への影響は判然としな

かった。現地栽培圃場では、本年は生育量が小さく玄
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米タンパク含有率が低い特徴があった。 

910 中干し未実施ほ場試験        （金井・板谷越） 

 場内圃場と現地圃場において、中干ししない場合の

栽植密度について検討を行った。前年までの結果も踏

まえ、栽植密度は㎡当たり 18～21 株が適当と考えら

れた。中間施肥は倒伏を助長するので不適であった。 

911 カメムシ薬剤防除技術の検討 （板谷越・金井） 

 「コシヒカリ」及び「こしいぶき」ほ場において、

粒剤２剤の１回及び２回散布による斑点米カメムシ

類薬剤防除の検討を行った。両ほ場とも斑点米被害が

少発生であったため、効果の判定はできなかった。 

912 酒米の品質向上試験     （金井・板谷越） 

 栽植密度と穂肥方法を検討した。本年は、刈り取り

時期別の外観品質の違いは見られなかった。「五百万

石」では疎植側で千粒重が小さかったが、全般に生育

量が小さい中での比較であり十分な比較検討ができ

なかった。「越淡麗」では、玄米タンパク含有率は低

い方へ分布し、試験区の差は小さかった。胴割れ粒は

密植側でやや少なかった。 

913 水稲気象感応調査      （金井・板谷越） 

 水稲基幹栽培品種の生育状況を定期的に調査し、気

象と生育、作柄情報を関係機関に提供した。本年は二

次枝梗の登熟が良好で、穂数や籾数の不足分を補った。

品質は８月高温の影響で、出穂の早い早生品種を中心

にやや劣った。佐渡の作況指数は 99 であった。 

914 潮風害試験         （板谷越・金井） 

 潮風害に遭遇した稲の被害状況を海水散布により

再現し、その被害程度及び収穫適期について調査した。

出穂 10 日及び 21 日後に海水散布した区では、玄米品

質及び収量が大きく低下した。同 28 日及び 39 日後散

布区では、千粒重が低下した以外は無処理区とほぼ同

様であった。収穫時期は出穂後 900～1100℃日の範囲

では玄米品質に差はみられなかった。 

915 一発施肥の検討       （板谷越・金井） 

 全量基肥「有機一発基肥」「スーパー元肥２号」施

用による施肥体系の生育への影響を調査した。慣行施

肥との比較では２資材ともに千粒重及び粒厚分布で

下回ったが、その他の玄米品質及び収量はほぼ同様で

あった。 

916 登熟期栄養診断       （板谷越・金井） 

 出穂後の葉色と玄米品質との相関を調査した。出穂

期、出穂 10 日後及び 30 日後の葉色と玄米収量、総籾

数、タンパク含量との間にはそれぞれ正の相関が見ら

れた。 

917 有望品種等の安定栽培技術  （金井・板谷越） 

 極小粒大豆「東山 204 号」について、播種期別の生

育を比較した。播種が早い方が生育量を確保でき有利

であった。但し年次によっては、倒伏も考慮する必要

があると思われた。 

918 佐渡に適する夏そばの選定  （金井・板谷越） 

 「北陸３号」の生育特性は、場内圃場および現地圃

場とも既存品種とほぼ同等だった。十割そばでの製麺

特性は既存品種より優れており、食味評価は同等であ

り、風味は若干異なっていた。 

919 大豆気象感応調査      （金井・板谷越） 

 「エンレイ」の播種期ごとの生育経過や収量調査を

行い、関係機関に情報提供した。出芽がやや遅く、７

月に豪雨が連続したため、湿害が生じた。莢数は多く、

百粒重はやや小さく、外観品質は良かった。 

920 新除草剤の適応性試験     （金井・長澤） 

 移植栽培の一発処理剤 16 剤、中後期剤４剤につい

て検討した結果、19 剤を実用可能と判定した。 

921 大玉生産を可能にする栽培方法の検討  （伊藤） 

葉色は先端１年枝長が長い側枝で濃かった。収穫時

果重と側枝長・せん定強度の関係では、長さが 30～

60cm の側枝は通常のせん定強度で、90cm 程度の側枝

は弱いせん定強度で果重が重かった。 

922 選果データの解析による大玉・高収益生産技術の

解明                （伊藤） 

佐和田地区から選果データのうちＬ以上比率と

10a 当たり収量を基準に 12 園地を抽出し、樹冠の占

有率、枝の混み具合、骨格枝の形成方法、樹勢、果実

肥大を調査した。収量については幹の太さ、主枝の長

さと太さの比率が、Ｌ以上比率については主枝の長さ

や、長さと太さの比率、７月下旬の葉色、果実肥大が

関係のある要因として考えられた。 

923 病害虫防除実証           （伊藤） 

慣行19成分に対し11成分と７成分の防除効果につ

いて検討した。全体では円星落葉病の発生はみられな

かったが、カメムシ類とハマキムシ類の被害がみられ

た。７成分区ではすす点病とカイガラムシ類の被害が

増加し、特に本年はすす点病が夏～秋期にかけて多発

した。また減農薬４年目の７成分区ではカイガラムシ

類の被害果率が年毎に高くなる傾向がみられた。全般

的に 11 成分区の病害虫防除に関する実用性はあると

考えられた。 

924 カバークロップによる除草作業の軽減 （伊藤） 

減農薬区の抑草手段としてナギナタガヤ、ヘアリー

ベッチ、ヒメイワダレソウによるグランドカバーの手

法を検討した。ナギナタガヤ、ヘアリーベッチは H16

秋は種のみの区でも各草種の被覆による抑草効果が

見られた。ナギナタガヤは６月中旬まで、ヘアリーベ

ッチは７月中旬まで、ヒメイワダレソウは６月以降抑

草効果がみられた。ただし、ヘアリーベッチは繁茂す

ると作業性が劣った。 

925 病害虫発生予察           （伊藤） 
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チャバネアオカメムシの越冬世代を５月第１半旬

に確認し、総誘殺数は 239 頭で調査年次中で最高とな

った。クサギカメムシも総誘殺数は 297 頭で調査年次

中で最高となり、７月下旬～８月中旬、10 月上旬に

誘殺盛期がみられた。 

チャハマキは５月上旬に誘殺がみられたが、その後

９月までは誘殺がなく発生が少なかった。チャノコカ

クモンハマキは５月下旬以降、３回の誘殺盛期がみら

れ、誘殺数も多く、ほ場での本年の主要加害種と考え

られた。 

ハスモンヨトウは８月下旬以降誘殺数が増加し総

誘殺数は 429 頭と前年並みだった。ほ場での加害はみ

られなかった。 

926 生態生育調査            （伊藤） 

発芽は平年より２～３日遅く、、展葉は平年より７

日程度遅かった。新梢停止は５日程度遅かった。母枝

当たり新梢長は長かったが、新梢数、展葉数は少なく、

徒長する傾向がみられた。着らい数は少なく、着らい

枝率は低かった。満開は６月 12 日で平年より４～６

日遅かった。葉色は生育初期は淡かったが６月下旬以

降は回復する傾向がみられた。着色始日は平年より７

～８日遅れ､着色進展も後ずれした。果重は平年並み

だったが、糖度、硬度は平年よりやや高かった。ただ

し、日持ち日数は平核無では平年より２日短かった。 

927 「朱鷺乙女」の特性調査       （伊藤） 

「刀根早生」と比較して各生態要期は遅れ、特に新

梢伸長停止期は 21 日遅れた。着らい数、着らい枝率

とも近年より低く、「刀根早生」と比較しても低かっ

た。糖度は 15.6 度で品種の標準より高かったが、果

実肥大は品種の特性が現れず小さかった。 

928 多様な品種の特性調査        （伊藤） 

新植３年目（甘柿４品種、渋柿３品種）、高接ぎ３

年目（渋柿２品種）、高接ぎ７年目（渋柿１品種）枝

変わり（H17 確認１品種）を調査した。生態は「早秋」

の新梢伸長停止期が６月６日と他品種と比較して大

幅に遅れた他は「平核無」「刀根早生」並みだった。    

929 気象災害被害樹の影響調査             （伊藤） 

塩水散布による潮害の再現、及び葉に付着した塩分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の簡易測定法について検討した。 

８月下旬以降の成葉では塩水の塩分濃度、散布量に

応じて葉に褐変が生じた。一般的な海水の塩分濃度

（2.8～3.5％）であれば１葉当たり２ml 程度の塩水

が付着することで発生する。塩分濃度が低い場合でも、

１葉当たり 0.01mg の塩分が集積すると発生した。降

雨がない場合は塩水付着後６時間程度で発生したが、

時間の経過による被害程度の変化はほとんどみられ

なかった。 

８月下旬以降の成葉では塩水の塩分濃度、散布量に

応じて落葉した。塩分濃度が高く、散布量が多い場合

は散布後の強風等に敏感に反応し落葉率が急激に高

まった。塩分濃度が低くなるに従って、落葉の進展は

緩慢になり、最終的な落葉率は低くなった。 

８月下旬以降の果実では塩分濃度 3.3％以上の塩

水が１果当たり 1.95ml 以上付着することで落果した。

ただし、２回散布のような落葉が急激に進展した場合

は、１回散布に比べ落果率が低くなった。塩分濃度

2.75％以下では落果しなかった。 

以上のような現象は気温、結果母枝長や先端新梢長

の違いによる差はみられなかった。 

褐変がみられる被害葉５ｇを蒸留水 100ml で 60 分

間振とうした後に、EC メーターを用いて抽出液の塩

分濃度換算値を測定することで塩分の有無を確認で

きた。 

930 ブロッコリーにおけるべたがけ被覆の実用性の

検討                                 (西澤) 

佐渡地域の春季において、極早生「シャスター」・

早生品種「ピクセル」では出蕾期までの不織布べたが

けによって増収となるが、中早生品種「緑嶺」、「ハ

イツ」については、活着までの被覆でよい。 

931 レタスにおけるべたがけ被覆の実用性の検討 

  (西澤)  

佐渡地域のレタス４月定植の作型における早生品種

「シスコ」、「サウザ－」、「サリナス 88」、「ス

テディ」では、定植後から結球始期まで不織布被覆し

なくとも、収穫時期が７日程度遅れるものの、べたが

け被覆したものとほぼ同等の可販収量を確保できる。 
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２ 研 究 成 果 

(1) 新技術情報 

ア 普及に渡した技術情報 (平成 19 年度新潟県農林水産業研究成果集に掲載) 

No. 成  果  名 担 当 

 【普及技術】  

1 

2 

水稲新奨励品種「コシヒカリ新潟 BL９号」、「コシヒカリ新潟 BL10 号」の選定 

納豆用極小粒大豆「東山 204 号」の選定 

作物研、佐渡農技 

作物研、高冷地農技、

佐渡農技、食品研 

 

1 

2 

【活用技術】 

佐渡における「コシヒカリ」の密播・無ハウス・プール育苗法 

佐渡におけるいちじく「ビオレ・ソリエス」の生育特性と増収に向けたせん定技術 

 

佐渡農技 

佐渡農技 

 

イ 研究成果情報 

 (ア) 研究情報（平成 19 年度新潟県農林水産業成果集別冊（研究情報）に掲載） 

No. 成  果  名 担 当 

1 

2 

佐渡における「コシヒカリ」の密播・疎植栽培による収量及び品質特性 

かき「平核無」の潮害の様相と葉上の塩分量の簡易な測定法 

佐渡農技 

佐渡農技 

 

 (イ) 関東東海北陸研究成果情報（平成 18 年度関東東海北陸農業研究成果情報に掲載） 

No. 成  果  名 担 当 

 【技術】  

1 (普及) 納豆用極小粒大豆「東山 204 号」の選定 作物研、高冷地農技、

佐渡農技、食品研 

 【科学】  

 (なし)  

 【行政】  

 (なし)  

 
(2) 研究発表 

ア 学会誌等投稿 
   該当なし  
 
 イ 講演発表 
   該当なし 
 
(3) 現地指導                                                                                        
ア  研究成果名：佐渡における大吟醸酒用水稲新品種「越淡麗」の高品質栽培法（平成18年度活用技術） 
担当部署 
担 当 者 

担当農業普及指導ｾﾝﾀｰ 
担当農業者 

実施場所 
 実施回数 
（年月日）

指導内容 

作物 
長澤裕滋 
金井政人 
板谷越重人 

佐渡 
「越淡麗」栽培研究会佐
渡支部 

佐渡市 
「越淡麗」栽培
圃場 
（畑野地区、佐
和田地区、金井
地区、羽茂地区）

３回 
平18.7.21 
 
平18.9.13 
平19.3.8 

 
「越淡麗」の特性と穂肥対応につい
て 
生育状況と刈り取り時期について 
本年度の作柄と反省点について 
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３ 技術援助及び行政対応活動 

(1) 指針及び行政資料の執筆 

発 行 誌 名 発 行 者 発行年月 執 筆 者 
佐渡の稲作 佐渡農業振興協議会 稲作振興会 平 19.3 金井政人、板谷越重人 

 

 

(2) 成果発表会、研修会、関係会議等 

開催年月日 成果発表会・研修会・会議等の名称 参集人数 対応講師等 

平18.4.26 
（他３回） 

「佐渡米」担当者会議 31 金井政人 
板谷越重人 

平 18.6.13 第１回「佐渡米」現地巡回研修会 80 長澤裕滋 
板谷越重人 

平 18.7.3 JA佐渡メロン倶楽部現地研修会 23 西澤靖樹 

平 18.7.6 平成18年度おけさ柿高度技術研修会 90 伊藤公一 

平18.7.8 佐渡米現地研修会及び成果発表会 120 全研究員 

平 18.7.11 JA佐渡葉物倶楽部現地研修会 15 西澤靖樹 

平 18.7.12 平成18年度おけさ柿担い手セミナー第１回集合研修 30 伊藤公一 

平 18.10.5 平成18年度水稲作柄検討会（佐渡地区農林統計協議会） 28 金井政人 
板谷越重人 

平 18.11.30 平成18年度おけさ柿担い手セミナー第２回集合研修 30 伊藤公一 

平 19.2.8 おけさ柿振興集会(赤泊) 100 長澤裕滋 
伊藤公一 

平 19.2.27 重要問題研究会 9 全研究員 

 
(3) 農業大学校 
  なし 
 
(4) 農業技術学院 
  なし 
 

(5) その他講師派遣 

年月日 主 催 者 行  事 内  容 講 師 

平18.6.18 
（他５回） 

栄養周期説農法研究会 巡回現地研修会、栽培反省
会 

圃場巡回、作柄検討 長澤裕滋 
金井政人 
板谷越重人

 

(6) 研修生受け入れ 

  なし 

 

(7) 取材対応 

  なし 
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４ 総 務 報 告 

(1) 施 設 

        所在地 佐渡市中興甲 351 番地 

        建物面積 延 1,739.51 ｍ2 

        圃場面積 田 12,900ｍ2、 畑  27,052ｍ2 

 

(2) 事業予算 (単位：千円) 

財     源 
科    目 予算額 

国補 手数料 財産収入 その他 一般財源 

運営費 1,940    45 1,895 

維持管理費 1,193     1,193 

経常研究費 1,374     1,374 

ほ場・飼育管理費 4,210   3,095  1,115 

受託試験費 2,532    2,532  

種苗供給・指導事業費 0      

政策研究費 958     958 

備品整備費 210     210 

施設整備費 0      

庁舎修繕費 0      

その他 257     257 

その他（他課事業費） 397      

合   計 13,071 0 0 3,095 2,577 7,002 
注）その他（他課事業費）は農業総合研究所費以外の予算。 
 
(3) 職員一覧 

所   属 職    名 氏  名 所   属 職    名 氏  名 

 

(庶務)[兼務] 

 

(研究) 

センター長 

庶務係長 

主査 

主任研究員 

〃 

長澤 裕滋 

鈴木 暁美 

堀川  保 

伊藤 公一 

西澤 靖樹 

(研究) 主任研究員 

研究員 

技術員 

 〃 

金井 政人 

板谷越 重人 

赤塚 良和 

山川 利喜 

 

(4) 職員の異動 

発令月日 転出入 氏 名 新所属・職名 旧所属・職名 

平成 18 年 

４月１日付 

転 出 

 

 

 

 

 

転 入 

 

 

採 用 

熊木  茂 

 

佐藤  徹 

 

小池 洋介 

 

長澤 裕滋 

 

西澤 靖樹 

板谷越重人 

農業総合研究所・園芸研究センター

長 

農業総合研究所・作物研究センター 

・専門研究員 

農業総合研究所・アグリ・フーズバ

イオ部・研究員 

センター長 

 

主任研究員 

研究員 

センター長 

 

主任研究員 

 

研究員 

 

農業総合研究所・作物研究セン

ター・育種科長 

病害虫防除所佐渡駐在所・主査 
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(5) 購入研究備品及び施設建設 

  なし 

 

(6) 派遣研修者 

なし 

 

(7) 参観者数 

農業者 行政関係 その他 合計 
6 回 3 回 5 回 14 回 
249 人 40 人 158 人 447 人 

 

(8) 無体財産権など 

 なし 

 

(9) 栄 誉 

  なし 
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５ 気 象 

観測場所：農業総合研究所・佐渡農業技術センター 
       （佐渡市中興、北緯 38 度 1 分、東経 138 度 21 分、標高７ｍ） 
平年値：昭和 46 年～平成 12 年 
  （日照時間については、平成 12 年は平成２～11 年、平成 13 年以降は平成２～12 年の平均値を準平年値とし

て用いた。） 
日射量(MJ／cm２)は平成 11 年より観測を始めたため、平年値はない。 

 
(1) 月別気象 

平均気温(℃) 最高気温(℃) 最低気温(℃) 日照時間(hr) 
日射量 
(MJ) 

降水量(mm) 
年 月 

本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 本年 平年 

17 10 16.1 14.8 21.2 19.8 11.0 9.9 164.4 144.2 328.5 237.5 134.9 

 11 9.4 9.3 14.0 13.7 4.9 4.8 100.1 99.6 199.1 188.0 168.2 

 12 2.2 5.0 5.0 8.5 -0.6 1.4 44.7 53.1 132.8 188.5 167.0 

18 1 0.9 4.1 6.0 5.2 -2.4 -1.0 67.8 49.3 171.5 74.5 159.7 

 2 3.0 6.7 4.4 5.1 -0.6 -1.5 77.3 67.4 216.0 62.0 129.9 

 3 4.7 9.4 8.6 8.5 0.0 0.6 135.0 125.4 359.8 92.0 102.6 

 4 9.4 13.7 15.6 14.7 5.2 5.6 140.1 166.0 418.3 92.5 97.9 

 5 15.8 20.5 19.3 19.4 11.1 10.7 148.3 165.8 514.9 127.0 111.5 

 6 20.0 24.2 25.6 23.1 15.9 15.6 160.9 117.5 573.9 63.5 150.4 

 7 22.5 25.2 26.8 26.8 19.7 19.3 86.6 134.9 374.5 412.5 167.1 

 8 26.2 30.9 30.5 29.1 21.5 20.4 272.0 189.4 651.6 50.0 144.0 

 9 20.6 25.5 26.6 25.2 15.8 16.1 160.4 130.6 418.9 79.5 154.4 

 10 15.8 21.1 21.2 19.8 10.4 9.9 152.4 144.2 331.2 157.0 134.9 

 11 10.2 15.1 14.0 13.7 5.3 4.8 98.4 99.6 194.1 183.0 168.2 

 12 5.7 9.1 5.0 8.5 2.2 1.4 36.5 53.1 109.7 160.0 167.0 

19 1 4.3 8.0 4.1 5.2 0.6 -1.0 47.0 49.3 163.2 47.0 159.7 

 2 4.0 8.2 6.7 5.1 -0.2 -1.5 50.5 67.4 232.9 50.5 129.9 

 3 5.1 9.5 9.4 8.5 0.7 0.6 141.0 125.4 354.8 141.0 102.6 

（注）１ 気温については平均値、降水量、日照時間については合計値。 
   ２ 気温は白金抵抗温度計、降水量は融雪式転倒降雨桝、日照時間は太陽電池式日照計で測定した。 
   ３ 日照時間は昭和 57 年ＷＭＯにより日照の定義が世界的に統一された。当センターでは平成２年より新

太陽電池式に切り替えた 
   ４ 気象観測機器の検定が切れたため、参考値とする。 
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